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この1本から見えてくる人気メゾンの神髄

10第49回ロングパートナー MONACA
青山倫子さん（取締役）

マリオ・ガリアッソ
（イタリア／ピエモンテ）

Xでポスト中！

26

ハレの日に訪れたいレストラン第30回
18「neito（ネイト）」（白金高輪）

117

５ツ星探求 ブラインド・テイスティング

茂野匡晃／情野博之／矢田部匡且／山田琢馬

1000円台 ＆ 2000円台で見つけた「冬のほっこりシャルドネ」 
第 144 回

「八ヶ岳はらむらワイナリー」一番新しいワイン産地の物語 138

ワインショップ探訪！
「“Premier Cru Tokyo Station”大丸東京店」（東京） 137

第12回 

第3回 

シャンパーニュ・メゾンの
真骨頂

64
サステイナブルの先進地 
シャンパーニュ

現地
取材
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Facebookで
最新情報発信中！

Apéritif 1 「世界の人と通じ合えるワイン」市野瀬 瞳

Apéritif 2 「味わう側の『味覚』が評価される時代に」水野考貴
15

17

第27回 素晴らしきかな、ソムリエ人生！
「B ZONE」グループ エグゼクティブソムリエ 工藤順平氏 12

※ワインの価格は、表示のないものは税込みです
●『ワイン王国』では新型コロナウィルス感染対策を考慮し、安全を最優先とした体制を整えて取材、制作を行っています。
●「未成年者飲酒禁止法」により、20歳未満の人は飲酒を禁止されています。

インスタグラムで
旬な情報投稿中！

『令和6年 能登半島地震』のお見舞い

この度の地震により亡くなられた方々の
ご冥福をお祈りし、ご遺族の皆様にお悔
やみを申し上げます。また被災された皆
様に心からのお見舞いを申し上げます。
『ワイン王国』はワインを通じて読者の皆
様方の心の支えとなる本作りに一層励ん
でまいります。被災地の１日も早い復興
をお祈り申し上げます。

鉄分があって柔らかい新潟県産
の小ぶりの鴨胸肉を炭火で焼く。
もも肉はピスタチオとフォワグラ
を詰めてコンフィに。サステイナ
ブルが求められる時代の流れを
汲み、畑の浄化作用を持つ「ち
こりな」という群馬県の野菜をフ
リッツにした。冬らしく、ゴボウや
レンコンといった根野菜を、それ
ぞれに調理してあしらった一皿。

表紙のマリアージュ

カリフォルニア
ワイン
カタログ

特別付録

ン
グ

96州を代表する人気ワイナリー

112第16回 「ＪＥＴＣＵＰ」リポート
103

『ガンベロ・ロッソ イタリアワインガイド』
トレ・ビッキエーリワインとワイナリー

イタリアワインの冬が来た！　
21羽ばたく！ 北陸エノツーリズム



体験したことのない
チーズケーキを

あなたは体験するでしょう

ナチュラルチーズならではのアミノ酸が持つ旨味からくる濃厚な味。
本場ヨーロッパ産、複数の高級ナチュラルチーズを「ルメイ」独自の製法で配合

ナチュラルチーズの持つ香りを最大限に引き出しました。
ワインにはもちろん、シャンパーニュ、貴腐ワインなどにもよく合う、

ワイン好きに勧めたいチーズケーキです。

原材料：ナチュラルチーズ、
クリームチーズ、生乳
はちみつ、砂糖、レモン果汁
内容量 200g
要冷凍保存（賞味期限 3カ月）

「Lemei ルメイ」
静岡県静岡市清水区草薙 1-15
お問合せはメールにてご連絡ください
lemei3969@gmail.com

※クレジットカードにてお支払い確認後、順次発送致します。職人によ
る手作り、受注生産の為、製造できる数に限りがあります注文が混み
合う場合、発送が遅れることがあります。ご予約承ります

詳細、購入は
ホームページより
lemei.jp

レアチーズケーキ
20名さまに
プレゼント！
応募方法は
P139にて

Odeurオドゥール
1 箱 5999 円
2箱 10,998 円
3箱 15,997 円
※税込、送料込1箱 9個入り
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表紙のマリアージュ vol.47

食の劇場

R e s t a u r a n t

料
理
人
と
給
仕
人
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　フレンチレストランを語る時、料理の手

法や素材、ワインの温度や銘柄などの細

部にばかり目を配って物言う人が少なから

ずいる。残念なことに、それではいつまで

たっても、レストランの真価を堪能すること

はできない。優れたレストランであれば、そ

うした基本的な骨組みがしっかりしているの

は当たり前。最後に重要なのは、料理人と

給仕人のコンビネーションである。表と裏

とも呼ばれる両者の息が合っていれば、そ

れだけで楽しい時間が過ぎていく。どんな

料理にも通じる鉄則である。フレンチであ

れば、そこに秒単位の正確さがあれば、

料理の味は2倍にもなるし、食する悦楽も

大きく膨らむ。つまり、記憶に残る時間が

過ごせるのだ。

日常と非日常が合わせ鏡
「neito（ネイト）」のエグゼクティブシェフ青

柳義幸氏と、レストラン エグゼクティブ アド

バイザーの山本正弘氏も、信頼関係で結

ばれたプロフェッショナル同士である。山本

氏は青柳氏の料理を深く理解している。

今回もフランス産鴨に最も近い新潟産の鴨

を使って、群馬のちこりなを合わせている

意味合いがわかっている。ちこりなはこん

にゃく畑で疲弊した土壌を浄化できる野

菜である。持続可能性を求める時代の空

気を読んで、食べ手に供し、必要があれ

ばそれを説明することもできる。もちろん、

ワインのペアリングで味のハーモニーを膨ら

ませることもできる。

　一方の青柳シェフは、料理のキャッチャー

であり、ピッチャーでもある山本氏に全幅の

信頼を置いている。だから、メイン料理を

ゲストの目の前で仕上げることもできる。

それはゲストの興奮を駆り立てるだけでなく、

両者の信頼関係を示して、劇場にいるよ

うな安らぎと一体感で包み込む効果もある。

クラシックな緊張感で心地よく背筋を伸ば

す一方で、日常を過ごしているようなリラッ

クス感も与えられる。レストランとはハレの

表舞台である。厨房で精神を注ぎ込んでい

る料理人と、その波動を受け止める給仕人

が繰り広げるドラマのハーモニーが感動を

誘い、深い余韻を残す。

　日常と非日常が合わせ鏡になったような

時間と空間。それを全身で味わえるのが、

neitoの神髄である。

文・山本昭彦 Akihiko YAMAMOTO

「n
ネイト

eito」
東京都港区白金1-27-6
TEL. 03-5793-5022

新潟産鴨胸肉のロースト 
コリアンダー風味 
ちこりなのフリッツと
様々な根野菜と共に

エグゼクティブシェフ

青柳義幸氏 Yoshiyuki AOYAGI

1963年東京生まれ。第４回「メートル・キュイ
ジニエ・ド・フランス “ジャン・シリンジャー杯”」
優勝など、多くの競技会で好成績を収める。
東京ドームホテル「deux mille」料理長、「明
治記念館」統括総料理長を歴任。2019年
にはフランス農事功労章 シュヴァリエ叙勲。
24年「neito」エグゼクティブシェフに就任

鉄分があって柔らかい新潟県産の小ぶ
りの鴨胸肉を炭火で焼く。新潟の鴨が
日本国内ではフランス産に最も近いとい
う。もも肉はピスタチオとフォワグラを詰
めてラードを使ってコンフィにする。サス
テイナブルが求められる時代の流れを
汲み、畑の浄化作用を持つ「ちこりな」
という群馬県の野菜をフリッツにした。
冬らしく、ビーツ、サトイモ、ゴボウ、レ
ンコンといった根野菜を、それぞれに調
理してあしらう。

©KentaroTAKIOKA

©KentaroTAKIOKA

©Hiromichi KATAOKA
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「
ド
メ
ーヌ 

タ
カハタ 

オ
ー
・
ヴィ
ーニュ
」シ
リ
ー
ズ
誕
生

「
当
社
の
新
し
い
ワ
イ
ン
を
一
緒
に
試
飲
し

ま
せ
ん
か
」

―
。
ソ
ム
リ
エ
の
近
藤
佑
哉
氏

が
「
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
を
訪
問
し
た
の
は

10
月
半
ば
の
こ
と
。
訪
れ
た
日
、
山
形
県

高
畠
町
に
は
心
地
よ
い
秋
の
風
が
吹
い
て
い
た
。

　

今
回
、
近
藤
氏
の
“
ソ
ム
リ
エ
魂
”
を
く

す
ぐ
っ
た
の
が
、
今
ま
で
の
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー

と
は
全
く
違
う
〝
ガ
レ
ー
ジ
ワ
イ
ン
〞
に
出
合

え
る
こ
と
だ
っ
た
。

「
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
地
元
の
ブ
ド
ウ
農

家
と
手
を
携
え
て
、
高
品
質
で
誰
か
ら
も

愛
さ
れ
る
味
を
造
る
生
産
者
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
。
そ
れ
が
ガ
レ
ー
ジ
ワ
イ
ン
を
造
っ
た
と
い
う

の
で
す
か
ら
、
気
に
な
り
ま
す
」
と
近
藤
氏

は
興
味
を
示
す
。

多
品
種
が
集
まった
畑
と

棚
栽
培
に
興
味
津
々

「
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
へ
よ
う
こ
そ
」
と
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、
製
造
部
リ
ー
ダ
ー
の
松
田
旬

一
氏
、
製
造
部
原
料
栽
培
担
当
の
四
釡
紳

一
氏
。
早
速
、自
社
畑
へ
と
案
内
し
て
く
れ
た
。

「
こ
こ
は
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
、
そ
の

隣
が
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
畑
で
す
。
そ
し
て
そ
の
隣

に
は
ピ
ノ
・
グ
リ
。
こ
こ
は
南
向
き
で
風
が
吹

き
通
る
場
所
。
ブ
ド
ウ
が
健
康
に
育
ち
ま
す
」

と
四
釡
氏
。
広
さ
は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
シ
ャ

ル
ド
ネ
、
ヴ
ィ
オ
ニ
エ
、
ピ
ノ
・
グ
リ
、
ピ
ノ
・
ノ

ワ
ー
ル
、
メ
ル
ロ
、
カ
ベ
ル
ネ
・
フ
ラ
ン
、
カ
ベ
ル

ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
の
7
品
種
を
植
え
て
い

る
と
い
う
。

「
同
じ
場
所
で
、
多
品
種
の
ブ
ド
ウ
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
の
は
世
界
で
も
珍
し
い
」
と
近

藤
氏
。
だ
が
、
さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
棚
栽

培
の
メ
ル
ロ
と
カ
ベ
ル
ネ
・
フ
ラ
ン
を
見
た
時
だ
っ

た
。

「
棚
栽
培
で
、
し
か
も
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
。
メ
リ
ッ

ト
は
何
で
す
か
？
」
と
近
藤
氏
が
尋
ね
る
と
、

「
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
雨
除
け
の
た
め
で
す
が
、

風
通
し
を
良
く
す
る
た
め
に
サ
イ
ド
を
開
け

て
い
ま
す
。
雨
が
果
房
や
葉
に
直
接
あ
た
ら

な
い
こ
と
で
、
病
気
に
な
り
に
く
い
と
思
い
ま

す
」
と
四
釡
氏
。「
通
常
の
メ
ル
ロ
よ
り
粒
が

大
き
い
。
同
時
に
、
凝
縮
し
た
ブ
ド
ウ
に
な
る

の
で
す
ね
」
と
近
藤
氏
は
感
心
し
き
り
。

　

こ
の
「
ド
メ
ー
ヌ 

タ
カ
ハ
タ 

オ
ー
・
ヴ
ィ
ー

ニ
ュ
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
2
0
1
2
年
か
ら
始

ま
っ
た
。
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
年
間
70
万
本

を
生
産
す
る
が
、
松
田
氏
は
そ
の
真
逆
を
い

く
「
高
品
質
」「
小
ロ
ッ
ト
」「
非
安
定
供
給
」

と
い
う
徹
底
的
に
手
を
か
け
た
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ

イ
ン
を
造
り
た
い
と
考
え
た
と
い
う
。

「
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
近
隣
の
農
家
と
と

も
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
農
家
の

皆
さ
ん
に
リ
ス
ク
は
負
わ
せ
ら
れ
な
い
。
自
社

畑
な
ら
責
任
は
す
べ
て
私
た
ち
だ
け
で
背
負

え
る
。
ワ
イ
ン
を
造
る
者
と
し
て
、
最
高
の
ワ

イ
ン
を
造
っ
て
み
た
い
と
、
強
く
思
い
ま
し
た
」

と
松
田
氏
は
述
懐
す
る
。
こ
の
思
い
を
受

け
止
め
た
の
が
代
表
取
締
役
社
長
の
高
橋

和
浩
氏
だ
。

text by Kimiko ANZAI,  photographs by Kentaro TAKIOKA

今年12月「ドメーヌ タカハタ オー・ヴィーニュ」シリー
ズが初お目見えした。「高畠ワイナリー」が満を持して
リリースする“ガレージワイン”だ。ソムリエの近藤佑哉
氏が10月に現地を訪問、ワインとの初対面を果たし
た。近藤氏が見たその驚きの素顔とは？

「
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー
」の
神
髄

醸造所の一角にマイク
ロワイナリーがあるかの
よう。たまご型タンク
にはシラーが、横には
小仕込み用のタンクや
サーマルタンクが並ぶ

ブドウ畑には、砕いた
「高畠石」が。砕い
た無数の気泡が特徴
で、土壌改良に用いら
れる「ゼオライト」が
豊富に含まれている

『ナイトハーベスト 
シャルドネ 2023年』
 Night Harvest Chardonnay 
品種：シャルドネ100％
希望小売価格：1万1000円

マイヤーレモンやベルガモット、ヴァニラ、
コリアンダーなど、香りが上品で複雑。
熟度の高さからくる甘さと美しい酸のバラ
ンスが素晴らしいですね。酸に緊張感
があり、華やかで、グラン・ヴァンの風
格を感じます。抽出がやさしく、洗練され
た味で、ブドウにストレスがかかっていな
いことも伝わってくる。スタイリッシュでガ
ストロノミックなワインです。

『ピノ・グリ 2022年』
 Pinot Gris
品種：ピノ・グリ100％
希望小売価格：6050円

赤いリンゴやキンカンなど、和柑橘の香り。茶葉やコ
リアンダーのニュアンスも。ボリュームを感じるやさし
いタンニンとスモーキーなミネラルが印象的です。特
徴的なのが質の高い酸で、熟成のポテンシャルが高
い。十分華やかですが、熟成を経たら香りがより華
やかに開くのでは？　包容力があるので、脂の乗っ
た白身魚や白身の肉などに合わせてみたいです。

「銀座レカン」グループ
総支配人兼エグゼクティブソムリエ
近藤佑哉氏
ワイン業界を牽引するトップソムリエ
のひとり。高畠ワイナリーは初来訪。
「畑や栽培法など、多くの学びが
あり、楽しかったです」

94

100

（左から）「棚栽培なので、たわわで房が大きい」と松田旬一氏、「今年のメ
ルロはとてもジューシーに仕上がりました」と四釡紳一氏。「本当に粒が大き
いですね。こんなメルロは初めてみました。果皮の色から熟成がきれいに進ん
でいることがわかります」と近藤佑哉氏
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問い合わせ先：㈱高畠ワイナリー　TEL. 0238-57-4800

『メルロ 2020年』
Merlot
品種：メルロ100％
価格：8800円

カシスやチェリー、リコリス、ヴァニラやキノコの複雑
な香り。中国茶のヒントもあります。味わいは全体
的に丸みがあり、果実味豊かで、メルロならではの
柔らかさを感じます。アッパッシメントしたアマローネに
似た凝縮した甘さもあり、奥深い。とにかく上質！　
キノコのカプチーノと合わせてみたい。クリやキノコ、
岩魚など和の食材に合いそうですね。

「
正
直
、
最
初
は
迷
い
ま
し
た
。
品
種
も
、

2
種
く
ら
い
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い

ま
し
た
が
、「
松
田
が
『
社
長
、
こ
ん
な
ワ
イ
ン

が
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
』
と
持
っ
て
き
て
、
し

か
も
そ
れ
が
と
び
き
り
美
味
し
い
。
許
可
せ

ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。（
笑
）」
と
回
想
す
る
。

そ
し
て
誕
生
し
た
の
が
ド
メ
ー
ヌ 

タ
カ
ハ
タ 

オ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ュ
だ
。
ち
な
み
に
〝
オ
ー
〞
は

「
高
い
」「
最
高
位
の
」、〝
ヴ
ィ
ー
ニ
ュ
〞
は
「
ブ

ド
ウ
」「
ブ
ド
ウ
畑
」
を
意
味
す
る
。

〝
ガレ
ー
ジワ
イン
〞
の

品
質
の
高
さ
と
優
雅
さ
に
感
動
！

　

こ
の
ガ
レ
ー
ジ
ス
ト
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
に

あ
た
り
、
目
指
し
た
の
は
自
社
圃
場
の
ブ
ド

ウ
だ
け
を
原
料
と
し
た
高
品
質
の
ワ
イ
ン
だ
が
、

特
に
上
質
で
凝
縮
感
の
あ
る
ボ
ル
ド
ー
ス
タ

イ
ル
の
赤
に
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
赤
ワ

イ
ン
醸
造
用
小
仕
込
み
タ
ン
ク
や
、
醸
造
用

タ
ン
ク
全
体
に
温
水
を
循
環
さ
せ
、
発
酵

温
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
可
能
に
す
る
設
備

を
導
入
し
た
。

「
設
置
し
た
の
は
醸
造
所
の
隅
っ
こ
。
本
当

の
ガ
レ
ー
ジ
ワ
イ
ン
で
す
」
と
松
田
氏
は
笑
う
。

　

館
内
へ
戻
り
、
待
望
の
試
飲
が
始
ま
る
。

今
回
発
売
す
る
の
は『
ナ
イ
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト 

シ
ャ

ル
ド
ネ 

２
０
２
３
年
』『
ピ
ノ
・
グ
リ 

２
０
２

２
年
』『
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン 

２
０
２
０

年
』『
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン 

２
０
２
１
年
』

『
カ
ベ
ル
ネ
・
フ
ラ
ン　

２
０
２
０
年
』『
カ
ベ
ル

ネ
・
フ
ラ
ン 

２
０
２
１
年
』『
メ
ル
ロ 

２
０
２
０

年
』『
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル 

２
０
２
１
年
』
の
8
種
。

最
初
に
『
ナ
イ
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト 

シ
ャ
ル
ド
ネ 

２

０
２
３
年
』
を
試
飲
し
た
瞬
間
、
近
藤
氏

の
表
情
が
変
わ
っ
た
。

「
柑
橘
の
香
り
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
て

も
エ
レ
ガ
ン
ト
。
今
ま
で
、
高
畠
さ
ん
の
シ
ャ
ル

ド
ネ
に
は
リ
ッ
チ
な
印
象
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
と
て
も
繊
細
で
華
や
か
。シ
ャ
サ
ー
ニ
ュ・

モ
ン
ラ
ッ
シ
ェ
を
思
わ
せ
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
出
さ

れ
た
ら
わ
か
り
ま
せ
ん
（
笑
）。
こ
れ
は
本
当

に
す
ご
い
！
」

　

こ
の
後
、
次
々
と
試
飲
が
続
く
が
、
近
藤

氏
の
表
情
が
ト
ッ
プ
ソ
ム
リ
エ
と
い
う
よ
り
、一

人
の
ワ
イ
ン
愛
好
家
の
そ
れ
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。

「
試
飲
が
と
て
も
楽
し
い
！　

ど
れ
も
個
性

的
で
、
高
品
質
。
個
人
的
に
は
『
カ
ベ
ル
ネ
・

フ
ラ
ン 

２
０
２
１
年
』
が
刺
さ
り
ま
し
た
。

純
粋
で
実
直
、
素
直
に
美
味
し
い
。
こ
れ
は
、

一
人
で
ワ
イ
ン
と
向
き
合
い
た
く
な
る
1
本
。

松
田
さ
ん
の
人
柄
が
感
じ
ら
れ
ま
す
」

　

ま
た
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
も
印
象

的
だ
っ
た
と
い
う
。

「
両
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
、
ど
ち
ら
も
よ
く
で
き
て

い
ま
す
が
、
特
に
２
０
２
０
年
は
ダ
マ
ス
ク
ロ
ー

ズ
の
印
象
が
あ
り
、華
や
か
。
ど
こ
か
ポ
イ
ヤ
ッ

ク
っ
ぽ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
で
も
、
何
よ
り
す

ご
い
の
は
松
田
さ
ん
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
全
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
個
性
豊
か
に
仕
上
げ
、
さ
ら
に

こ
の
『
ド
メ
ー
ヌ 

タ
カ
ハ
タ 

オ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ュ
』

を
生
み
出
し
た
。
松
田
さ
ん
の
頭
の
中
は
い
っ

た
い
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議

で
す
。（
笑
）」

　

こ
の
近
藤
氏
の
感
動
ぶ
り
に
、
当
の
松
田

氏
は
「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
け

る
と
は
…
…
」
と
笑
顔
を
見
せ
つ
つ
も
困
惑

し
た
様
子
。
そ
し
て
、「
い
や
い
や
、
も
っ
と
高

み
を
目
指
し
ま
す
よ
」
と
ひ
と
言
。
高
畠
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
矜
持
が
感
じ
ら
れ
る〝
幻
必
至
〞

の
ワ
イ
ン
は
、
ト
ッ
プ
ソ
ム
リ
エ
の
心
を
完
全

に
捉
え
た
よ
う
だ
。

『カベルネ・ソーヴィニヨン 2021年』
Cabernet Sauvignon
品種：カベルネ・ソーヴィニヨン100％
価格：1万3200円

クランベリーやストロベリー、スミレの香り。オレガノ
やナツメグ、五香粉などスパイスが際立つ。タンニン
がきれいに溶け込んでおり、旨味もたっぷり。熟成
感があるのにエアリーで、「この土地で、こんな繊細
なカベルネ・ソーヴィニヨンが造れるのだ」と驚きまし
た。日本らしく、マグロやカツオなど、血合いのある
魚と合わせたら楽しいでしょう。

『カベルネ・ソーヴィニヨン 2020年』
Cabernet Sauvignon
品種：カベルネ・ソーヴィニヨン90.5％
　　　メルロ5.5％、プティ・ヴェルド4％
価格：1万1000円

クランベリーやワイルドストロベリー、ダマスクローズ
の甘い香りと、セージやナツメグなどハーブやスパイ
スのアロマ。ブレンドのメルロが効いて、まろやかな
熟成感が魅力的です。カベルネ・ソ―ヴィニヨンらし
い凝縮感があり、タンニンはきめ細やか。しかも押さ
えが効いているのがお洒落で、余韻のビターなカカ
オ感も秀逸。ワインの経験値が高い人に。

『ピノ・ノワール 2021年』
Pinot Noir
品種：ピノ・ノワール100%
価格：8800円

サクランボやクランベリー、小梅の香り。クローヴな
どのスパイスのアロマも魅力的。上品でフレッシュ、
どこかニュージーランド・マーティンボローのピノ・ノ
ワールを思わせます。特徴的なのが、ミネラルの中
の淡さで、これが酸や果実味の繊細さとコントラスト
をなしていて、「きれいなピノ・ノワール」を表現して
います。日本の食材と合わせたくなりますね。

『カベルネ・フラン 2021年』
Cabernet Franc
品種：カベルネ・フラン80%、メルロ20％
価格：8800円

アールグレイやクローヴ。中国系スパイスの香り。こ
れも2020年同様好きですね。この年はメルロがブ
レンドされているからか、2020年より甘やかさとまろ
やかさがあってアプローチャブル。とてもフードフレンド
リーなワインで、飲んでいるといろいろな料理が頭に
浮かびます。一方で、ワインとして完成されているの
で、単体でゆっくり楽しむのもいいですね。

『カベルネ・フラン 2020年』
Cabernet Franc
品種：カベルネ・フラン100％
価格：6600円

ドライレーズンやクローヴの印象。茶葉やグランマル
ニエなどリキュールのニュアンスも。酸と果実味、タ
ンニンがきれいに溶け込んでおり、素直に美味しい。
何より惹かれるのが透明感、このワインならではの魅
力があり飲み心地も最高！ こういうワインこそ、私たち
世代のソムリエにとっては“ハイソでお洒落” 。この
ワインには完全にノックアウトです。製造部リーダー

松田旬一氏
「こんなワインもあったらいいな、と思って
いるうちに数が増えてしまって」と松田
氏。「ドメーヌ タカハタ オー・ヴィーニュ」
は夢の一つだった。「ないものねだりな
のかもむしれません」と笑う

製造部 原料栽培担当
四釡紳一氏

栽培のメルロやカベルネ・フランなど、
斬新なアイデアを考えたのが四釡氏。
「日本の土地は良い土なので、垣根栽
培だと枝に栄養がいってしまう。それを
果実にいくようにしたいと思いました」

91

96

98

96

95

98

https://takahata-winery-club.com

※価格はすべて税込み
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恩人が導いてくれた出会い

ア
ル
バ
イ
ト
先
の
シ
ェ
フ
の

助
言
で
イ
タ
リ
ア
に
渡
る

│ 

会
社
を
興
さ
れ
る
前
に
、
イ
タ
リ
ア
で
ワ
イ

ン
の
勉
強
を
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
イ
タ
リ
ア
に
渡
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

青
山　

私
の
父
が
渋
谷
で
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
の
オ
ー
ナ
ー
・
シ
ェ
フ
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
食
に
興
味
を
持
っ

て
き
ま
し
た
。
大
学
生
の
時
に
「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
ズ
ホ
テ
ル
椿
山
荘 

東
京
」（
当
時
）
で
働
い
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
勉
強
を
し
て
い
た
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

　

そ
ろ
そ
ろ
就
職
活
動
と
い
う
時
期
に
な
っ
た

こ
ろ
、
イ
タ
リ
ア
ン
の
メ
イ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
ビ
ー

チ
ェ
」
の
シ
ェ
フ
に
「
イ
タ
リ
ア
で
食
の
勉
強
を

し
て
み
て
は
？
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。
父

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
「
イ
タ
リ
ア
の
食
に
携
わ
っ

て
き
た
青
山
家
か
ら
、
誰
か
イ
タ
リ
ア
に
渡
る

の
も
い
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
て
「
行
き
ま
す
！
」

と
即
答
。
知
人
が
ト
ス
カ
ー
ナ
の
シ
エ
ナ
に
い
た

こ
と
も
あ
り
、
国
立
シ
エ
ナ
外
国
人
大
学
イ
タ

リ
ア
語
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

PartnerMONACA マリオ・ガリアッソ
（イタリア／ピエモンテ）

MONACA
2006年4月、青山倫子さんが創業。イ
タリア・トスカーナ州の生活を経て見つ
けた、現地でしか飲めないイタリアワイ
ンを輸入している。社名はイタリア語で
修道女の意味。慎み深く人の力になる
彼女たちのように、毎日のささやかな幸
せな時間が過ごせるワインを販売してい
きたいという願いを込めている。

ロン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー

text by Atsushi TOGAMI
photograph by Hiroshi INOMATA

マリオ・ガリアッソ
1960年代に誕生した「ガリアッソ・ミ
ケーレ・エ・フィリ」が前身。80年代にマ
リオ氏が引き継ぎ、現社名に。現在は4
代目ルカ氏が先頭に立ってワインを醸造
している。「ロッケ・デル・アヌンツィアー
タ」と「トリリオーネ」の2カ所の1級畑の
ブドウから醸されたバローロは、大変高い
評価を受けている。

History

生
産
者
と
イ
ン
ポ
ー
タ
ー
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
紹
介
す
る
本
連
載
。

第
49
回
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ワ
イ
ン
や
食
料
品
を
主
に
輸
入
し
て
い
る「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ（
モ
ナ
カ
）」と

イ
タ
リ
ア
・
ピ
エ
モ
ン
テ
州
の「
マ
リ
オ
・
ガ
リ
ア
ッ
ソ
」。

創
設
者
の
青
山
倫
子
さ
ん
に
、
取
引
に
至
っ
た
経
緯
や
現
況
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
。

第 49回

青
山
倫
子

聞
き
手

編
集
長　

村
田
惠
子

青
山
倫
子

M
ich

ik
o A

O
Y

A
M

A

「
株
式
会
社
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
」
取
締
役
。
イ
タ
リ
ア
ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定
ソ
ム
リ
エ
。
明
治
大
学
商
学
部
産

業
経
営
学
科
在
籍
時
に
「
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
ホ
テ
ル
椿
山
荘 

東
京
」（
現
「
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
」）に
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
勉
強
。
卒
業
後
、
イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ
州
の
国
立
シ
エ
ナ
外
国
人
大
学
イ
タ
リ
ア
語
学

科
入
学
。
同
校
卒
業
後
は
シ
エ
ナ
を
拠
点
に
、
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
国
際
見
本
市
を
は
じ
め
多
く
の
試
飲
会

な
ど
に
赴
き
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ワ
イ
ン
と
料
理
の
文
化
を
勉
強
す
る
。
２
０
０
６
年
４
月
に
Ｍ
Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ａ
を
創
業
。
同
年
９
月
に
日
本
に
帰
国
し
、
現
在
に
至
る
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│ 

そ
こ
で
ワ
イ
ン
の
世
界
に
導
か
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。

青
山　
は
い
。
在
学
時
の
イ
タ
リ
ア
の
友
人
は

ワ
イ
ン
関
連
の
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
自
ず
と
そ

の
道
に
。
友
人
の
中
に「
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
・

ラ
ピ
」
と
い
う
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
長
男
が
い
た
ん
で
す
。

「
畑
や
醸
造
の
現
場
を
見
て
み
た
い
」
と
頼
む
と
、

快
く
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
の
幼
い
弟
や

妹
た
ち
に
な
つ
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
頻
繁
に
行
き
来
す
る
う
ち
、
卒
業
後

住
み
込
み
で
働
く
こ
と
に
。
約
4
年
間
お
世

話
に
な
り
、
各
地
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
イ
タ
リ
ア
ワ

イ
ン
国
際
見
本
市
、
数
多
く
の
試
飲
会
に
連

れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
セ
ー
ル
ス
に
も
同

行
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

│ 
行
動
力
が
あ
っ
て
、
好
奇
心
旺
盛
な
20
代

の
４
年
間
を
、
現
地
で
の
研
鑽
に
充
て
ら
れ
た
こ

と
は
、
大
き
かっ
た
で
す
ね
。

青
山　

そ
の
通
り
で
す
。
畑
作
業
や
瓶
詰
め

の
手
伝
い
な
ど
も
し
て
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
業
務

全
般
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
仕
事
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
・
ラ

ピ
の
人
た
ち
は
、
イ
タ
リ
ア
の
恩
人
で
す
ね
。

　

こ
の
後
、
父
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
継
ぐ
か
、
ワ
イ

ン
の
販
売
に
携
わ
る
か
で
悩
み
ま
し
た
が
、
後

者
を
選
択
。
決
断
す
る
際
、
知
り
合
い
の
お

坊
さ
ん
が
い
た
お
寺
で
説
法
を
聞
き
、
座
禅
を

組
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
社
名
を
「
尼
さ

ん
」
の
イ
タ
リ
ア
語
で
あ
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ａ
」

と
し
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
人
も
覚
え
や
す
く
、

日
本
で
も
「〝
最
中
〞
ね
」
と
親
し
ん
で
も
ら

え
て
良
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ゲ
・
ネ
ッ
ビ
オ
ー
ロ
を

飲
ん
だ
瞬
間
に
提
携
を
決
意

│ 

今
回
ご
紹
介
い
た
だ
く
の
は
、
契
約
第
１

号
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ・
ア
・
ラ
ピ
と
は
違
う
生

産
者
な
の
で
す
ね
。

青
山　

家
族
同
然
の
関
係
か
ら
輸
入
を
始

め
た
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
・
ラ
ピ
。
そ
ん
な
彼

ら
が
つ
な
い
で
く
れ
た
縁
が
あ
る
ん
で
す
。
２
０

０
６
年
に
、
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
・
ラ
ピ
と
ア

メ
リ
カ
の
ワ
イ
ン
輸
入
会
社
と
の
会
合
に
同
席

し
た
時
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
に「
マ
リ
オ
・
ガ
リ
ア
ッ

ソ
」
の
３
代
目
マ
リ
オ
氏
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
い
て

「
バ
ロ
ー
ロ
を
造
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
今
度
飲
み

に
来
な
い
か
」
と
。
後
日
訪
問
し
て
、
ラ
ン
ゲ
・

ネ
ッ
ビ
オ
ー
ロ
を
試
飲
し
た
ら
、
び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
美
味
し
く
て
！　

早
速
取
引
の
お
話
を

し
た
と
こ
ろ
、先
方
も
ま
だ
大
き
な
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
は
な
い
し
、
当
方
も
創
業
し
た
ば
か
り
な
の
で
、

お
互
い
に
無
理
の
な
い
範
囲
で
始
め
ま
し
ょ
う

と
な
り
ま
し
た
。

│ 

独
立
し
た
ば
か
り
で
、
知
名
度
の
高
く
な

い
生
産
者
。
大
変
だっ
た
と
お
察
し
し
ま
す
。

青
山　

父
の
知
り
合
い
の
大
手
イ
ン
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
っ
た
り
と
、
多
く
の

方
々
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
お
世
話

に
な
っ
た
の
は
、
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
、
師
匠
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
内
藤

和
雄
ソ
ム
リ
エ
。
生
前
、
ワ
イ
ン
を
一
緒
に
試
飲

し
て
分
析
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
販
路
の
紹
介

な
ど
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
助
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
厳
し
い
指
導
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が「
有

名
な
ワ
イ
ン
で
な
く
て
も
、
あ
な
た
が
信
じ
た
も

の
を
売
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
貫
き
な
さ
い
」
と

背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
励
み
に
な
り

ま
し
た
ね
。

│ 

内
藤
さ
ん
、
と
て
も
す
て
き
な
方
で
し
た

ね
。
現
在
は
4
代
目
の
ル
カ
氏
が
中
心
だ
そ
う
で

す
が
、
ど
ん
な
方
な
の
で
し
ょ
う
？　

ワ
イ
ン
の

魅
力
も
併
せ
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

青
山　

真
面
目
で
勤
勉
。
そ
れ
が
醸
す
ワ
イ

ン
に
も
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
４
度
来
日

し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
新
幹
線
や
地
下
鉄
な

ど
を
見
て
、
興
奮
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
時
刻

表
通
り
正
確
に
運
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
ま

ら
な
い
と
か
（
笑
）。
お
好
み
焼
き
が
大
好
き
で
、

必
ず
「
お
好
み
焼
き
ソ
ー
ス
」
と
「
キ
ユ
ー
ピ
ー

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」
は
買
っ
て
帰
り
ま
す
。
ワ
イ
ン
の

魅
力
を
端
的
に
申
し
上
げ
る
と
、
余
韻
の
長

さ
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
全
ア
イ
テ
ム
に
共
通
し

て
い
て
、
飲
ん
だ
後
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

│ 

友
好
な
関
係
が
長
く
続
く
秘
訣
と
、
ご
自

身
の
ワ
イ
ン
ラ
イ
フ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

青
山　
お
互
い
に
期
待
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
押
し
付
け
合
い
の
な
い
適
切
な
取

引
量
を
見
つ
け
、
続
け
て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
そ

し
て
率
直
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に

毎
年
訪
れ
て
試
飲
し
、
良
い
と
こ
ろ
も
悪
い
と

こ
ろ
も
感
じ
た
ま
ま
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
で
、
信
頼
関
係

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
お
酒
を
飲
み
ま
す
が
、
家
で
は
専

ら
ワ
イ
ン
。
当
社
で
扱
っ
て
い
る
ワ
イ
ン
を
飲
ん

で
い
ま
す
。
約
２
０
０
ア
イ
テ
ム
あ
り
、
す
べ
て

味
わ
い
を
確
か
め
る
こ
と
を
自
分
に
課
し
て
い

る
の
で
、
自
宅
で
飲
ま
な
い
と
こ
な
せ
な
い
ん
で

す
。
で
も
、
こ
の
よ
う
に
申
し
上
げ
て
は
い
ま
す
が
、

し
か
め
っ
面
で
飲
ん
で
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
笑
）。
ワ
イ
ン
が
傍
ら
に
あ
る
だ
け
で
楽
し
く
、

そ
し
て
幸
せ
な
ん
で
す
！

＊
バ
ロ
ー
ロ
と
同
じ
く
ネ
ッ
ビ
オ
ー
ロ
１
０
０
％
で
造
ら
れ
る
。
バ
ロ
ー
ロ
の

生
産
地
域
を
包
括
す
る
よ
り
広
い
地
域
で
の
生
産
が
認
め
ら
れ
て
い
て
、
法

定
熟
成
期
間
も
設
け
ら
れ
て
い
な
い

左から『ランゲ・ロザート“イン・ローザ”2022年』『ランゲ・ネッビオー
ロ“チャボット・ルス”2020年』『バローロ“トレ・ウティン”2019年』
『バローロ“ロッケ・デル・アヌンツィアータ”2018年』『バローロ“ト
リリオーネ”2018年』『バローロ・リゼルヴァ 2013年』

マリオ・ガリアッソ氏（左）と息子のルカ氏。マ
リオ氏がそうであったように、ルカ氏も父のブ
ドウ農園を手伝って育ち、現在は4代目として
ワイナリーをけん引する。「高い品質のため、
ブドウ畑での選別を大事にしたい」と話す

12.5haの畑を所有し、ワイナリーはトリリ
オーネの畑を見下ろすように位置する。『バ
ローロ“トレ・ウティン”』は、ラ・モーラ市
のロッケ・デル・アヌンツィアータ地区の2
カ所、モンフォルテ地区の1カ所の合計3
カ所のブドウをブレンドしたもの
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青
森
か
ら
東
京
の
名
店
へ

さ
ら
な
る
挑
戦
を
続
け
る

「B ZONE」飲食事業部 エグゼクティブ ソムリエ。青森県出身。弘前市のホテルでキャリア
をスタートし、ソムリエ資格、調理師免許を取得。2012年第2回「JSAソムリエ・スカラシップ」
を受賞後に上京し、ソムリエのメッカともいわれる「トゥールダルジャン 東京」（紀尾井町）、「レ
ストラン アピシウス」（有楽町）にて合計11年以上勤務し、サービスの神髄を学ぶ。24年8
月より現職。シャンパーニュ騎士団日本支部の専任講師も務める

prof ile

工藤順平
（くどう じゅんぺい）

text by M
ie N

A
M

B
A

ph
otograph

s by K
en

taro T
A

K
IO

K
A

「B ZONE」グループ
エグゼクティブソムリエ 

工藤順平さん

第27回

素
晴
ら
し
き
か
な
、ソ
ム
リ
エ
人
生
！

聞
き
手  

編
集
長  

村
田
惠
子  

K
ei M

U
R

A
T

A

|
飲
食
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、
ど
の

よ
う
な
き
っ
か
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
も
と
も
と
は
こ
の
業
界
に
興
味
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
元
の
青
森
で

何
と
な
く
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、

弘
前
の
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
」（
２
０

２
３
年
に
閉
館
）
で
し
た
。
最
初
の
数
年

は
バ
ン
ケ
ッ
ト
を
担
当
し
、
４
年
後
に
レ
ス

ト
ラ
ン
へ
異
動
に
な
り
ま
し
た
。

|
そ
こ
で
初
め
て
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ワ

イ
ン
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

　

は
い
、
最
初
は
「
業
務
上
、
商
品
知
識

を
持
た
な
い
と
」
と
い
う
動
機
で
さ
ま
ざ

ま
な
本
を
読
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

徐
々
に
ワ
イ
ン
へ
の
興
味
が
深
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
お
客

さ
ま
と
接
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
に
や
り

が
い
を
感
じ
始
め
「
一
生
の
仕
事
に
し
た
い
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の

仕
事
を
続
け
る
上
で
の
武
器
と
し
て
目

指
し
た
の
が
、
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
で
し
た
。

　

当
時
、
青
森
に
は
ワ
イ
ン
の
講
座
や
ワ

イ
ン
ス
ク
ー
ル
が
少
な
く
、
職
場
に
も
ソ
ム

リ
エ
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
資
格
試
験
に
挑

戦
す
る
に
は
厳
し
い
環
境
で
し
た
。
で
も

だ
か
ら
こ
そ
、
挑
戦
す
る
価
値
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
手
探
り
で
勉
強
し
24
歳

の
時
に
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

|
難
し
い
状
況
の
中
で
ソ
ム
リ
エ
に

な
っ
た
の
で
す
ね
。

　

た
だ
「
試
験
に
合
格
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、

ソ
ム
リ
エ
と
名
乗
っ
て
い
い
の
か
」
と
不

安
に
も
な
り
ま
し
た
。
最
も
自
信
が
な
か
っ

た
の
が
、
料
理
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
で
し
た
。

教
本
を
読
ん
で
い
た
の
で
フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ

リ
ア
の
古
典
料
理
や
郷
土
料
理
な
ど
の

知
識
は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
食
べ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
今
度

は
調
理
を
学
ぼ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
調
理
場
へ

異
動
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
。
鍋
洗
い

〝
何
と
な
く
〞就
職
し
た
ホ
テ
ル
で
ワ
イ
ン
に
出
合
い
、
の
め
り
込
ん
だ
と
い
う
工
藤
順
平
氏
。

か
つ
て
は
地
元
・
青
森
で
ソ
ム
リ
エ
人
生
を
全
う
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、

「
J
S
A
ソ
ム
リ
エ
・
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」
入
賞
を
機
に
一
転
、
東
京
の
グ
ラ
ン
メ
ゾ
ン
で
11
年
以
上
働
く
こ
と
と
な
っ
た
。

名
店
で
ソ
ム
リ
エ
の
神
髄
を
学
ん
で
き
た
工
藤
氏
は
、
今
年
か
ら
新
天
地
で
さ
ら
な
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
追
求
し
て
い
る
。

「ホテルニューキャッスル」の調
理場にて。「鍋洗いからスタート
し、食材の下処理や火入れ、ソー
ス作りも経験しました」
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「
J
S
A
ソ
ム
リ
エ
・
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
」
で
す
。

ソ
ム
リ
エ
と
し
て
結
果
を
出
し
た
い
と
い
う

思
い
で
、
料
理
人
時
代
に
初
め
て
挑
戦

し
ま
し
た
。
本
選
ま
で
進
ん
だ
も
の
の
、

結
果
は
散
々
。
周
り
と
の
レ
ベ
ル
の
違
い

を
思
い
知
り
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
必
死
に
勉
強
し
、
再
挑

戦
し
た
２
０
１
２
年
に
入
賞
で
き
ま
し
た
。

そ
の
直
後
、
先
輩
の
ソ
ム
リ
エ
か
ら
「
東

京
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
働
か
な
い
か
」
と
お
誘

い
が
あ
っ
た
の
で
す
。
当
時
は
東
京
に
行

く
つ
も
り
が
な
か
っ
た
の
で
お
断
り
し
よ
う

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
翌
日
、
そ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
が
「
ト
ゥ
ー
ル
ダ
ル
ジ
ャ
ン 

東
京
」

だ
と
知
り
、
あ
こ
が
れ
の
店
で
働
け
る
チ
ャ

ン
ス
が
来
た
こ
と
が
う
れ
し
く
、
決
断
し

ま
し
た
。

|
い
よ
い
よ
グ
ラ
ン
メ
ゾ
ン
で
働
く
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
実
際
に
入
店

し
て
み
て
、
い
か
が
で
し
た
か
？

　

グ
ラ
ン
メ
ゾ
ン
で
は
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
ム
リ
エ

は
分
業
制
で
、
役
職
ご
と
に
役
割
が
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
資
格
や
賞
を
取
っ
て

い
て
も
関
係
な
く
、
私
も
サ
ー
ビ
ス
の
一
番

下
の
役
職
、
コ
ミ
・
ド
・
ラ
ン
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
シ
ェ
フ
・
ド
・
ラ
ン

に
な
り
、
よ
う
や
く
ソ
ム
リ
エ
の
一
番
下
の

コ
ミ
・
ソ
ム
リ
エ
へ
と
昇
進
す
る
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
ワ
イ
ン
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
ワ
イ
ン
ス
ク
ー

ル
の
講
師
の
仕
事
も
始
め
て
い
た
の
で
す
が
、

ス
ク
ー
ル
で
は
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
の
に
、

本
職
で
は
コ
ミ
・
ド
・
ラ
ン
と
い
う
立
場
。

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
辛
か
っ
た
で
す
ね
。

|
ト
ゥ
ー
ル
ダ
ル
ジ
ャ
ン 

東
京
と
い
え

ば
ワ
イ
ン
の
数
も
膨
大
で
す
。
貴
重
な

経
験
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ミ
・
ソ
ム
リ
エ
は
セ
ラ
ー
に
あ
る
す
べ
て

の
ワ
イ
ン
の
状
態
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
や
り
が

い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
人

前
で
話
す
の
が
苦
手
だ
っ
た
の
が
、
講
師

を
経
験
す
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
こ
ろ
に
は
達
成
感

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ト
ゥ
ー
ル
ダ
ル
ジ
ャ
ン 

東
京
で
は
総
支

配
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ボ
ラ
ー
氏
か
ら
サ
ー

ビ
ス
の
い
ろ
は
を
教
わ
り
ま
し
た
。
シ
ェ
フ
ソ

ム
リ
エ
だ
っ
た
谷
宣
英
氏
は
誠
実
な
方
で

ワ
イ
ン
の
知
識
も
深
く
、
今
も
私
の
理

想
の
ソ
ム
リ
エ
で
す
。
10
年
ほ
ど
勤
務
し

ま
し
た
が
、
私
は
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
歴
代

ス
タ
ッ
フ
が
培
っ
て
き
た
伝
統
に
育
て
て
も

ら
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
を

統
括
す
る
立
場
に

|
そ
の
後
は
「
レ
ス
ト
ラ
ン 

ア
ピ
シ
ウ

ス
」（
有
楽
町
）を
経
て
、今
年
８
月
か
ら

新
天
地
へ
移
ら
れ
ま
し
た
。

　

寿
司
や
和
食
、
フ
レ
ン
チ
、
カ
フ
ェ
な
ど

を
東
京
や
青
森
で
展
開
し
て
い
る
企
業
で
、

私
は
グ
ル
ー
プ
全
体
の
統
括
を
行
っ
て
い

ま
す
。
S
A
K
E 

D
I
P
L
O
M
A
（
酒

デ
ィ
プ
ロ
マ
）
の
資
格
を
取
り
「
あ
お
も

り
の
地
酒
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
も
務
め
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
各
店
に
合
わ
せ
た
ワ
イ
ン

や
日
本
酒
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

郷
土
愛
は
人
一
倍
強
く
、
現
在
は
月

に
１
〜
２
回
の
ペ
ー
ス
で
青
森
に
出
張
し

て
い
ま
す
。
故
郷
と
関
わ
る
こ
と
も
で
き
、

東
京
を
ベ
ー
ス
に
理
想
的
な
働
き
方
が
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

|
グ
ラ
ン
メ
ゾ
ン
と
は
違
う
業
態
で
、

新
し
い
挑
戦
で
す
ね
。

　

確
か
に
業
態
は
違
い
ま
す
が
、
グ
ラ
ン

メ
ゾ
ン
で
培
っ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
は
ど
ん
な

ジ
ャ
ン
ル
の
お
店
で
も
生
か
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
店
舗

で
あ
っ
て
も
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
は
求
め
ら
れ
る
は
ず
。
今
は
「
鮨
玖
」

と
い
う
寿
司
店
の
現
場
に
立
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
所
作
の
美
し
さ
を
お
客
さ
ま

に
褒
め
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
も
ト
ゥ
ー
ル
ダ
ル
ジ
ャ
ン 

東
京
や

レ
ス
ト
ラ
ン 

ア
ピ
シ
ウ
ス
で
働
い
て
き
た
お
か

げ
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
に
も
自
分
の
経
験
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

|
グ
ル
ー
プ
全
体
の
統
括
と
い
う
立

場
に
な
っ
た
今
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

私
は
あ
く
ま
で
現
場
主
義
で
す
。
各

店
舗
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
行
い
、

グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大

前
提
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の

方
に
サ
ー
ビ
ス
し
た
い
で
す
し
〝
記
録
よ
り

記
憶
〞
に
残
る
ソ
ム
リ
エ
に
な
り
た
い
で
す
。

　

今
、
飲
食
店
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

「
感
動
」
で
す
。
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
タ

イ
ミ
ン
グ
、
温
度
に
配
慮
し
た
細
や
か
さ

で
感
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
い
、
お
客
さ
ま
と
と
も
に
良
い
空
間

を
作
り
上
げ
る
ソ
ム
リ
エ
で
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
間
、
調
理
の
仕

事
に
就
い
て
最
終
的
に
調
理
師
の
免
許

も
取
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
は
り
サ
ー

ビ
ス
へ
の
思
い
が
強
く
、
ま
た
同
じ
ホ
テ

ル
内
で
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
へ
戻
り
ま
し
た
。

あ
こ
が
れ
の
名
店
へ

|
そ
の
後
、
上
京
し
た
の
は
ど
の
よ

う
な
経
緯
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　

当
時『
ワ
イ
ン
王
国
』
を
愛
読
し
て
い
て
、

そ
こ
に
載
っ
て
い
た
東
京
の
グ
ラ
ン
メ
ゾ
ン

に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分

が
そ
ん
な
お
店
で
働
け
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ず
っ
と
地
元
で
働
く

つ
も
り
で
し
た
。

　

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
の
は

Jum
pei K

U
D

O

「JSAソムリエ・スカラシップ」で見事入賞を果たした2012年。
「ソムリエとして成功したいという野心が芽生えました」（左端）

「トゥールダルジャン 東京」
開業35周年の際にスタッフ
と。工藤氏は前列右から2
番目。当時は入店して7年
目だった

ソムリエになったころ、初めて購入した「ラギ
オール」のソムリエナイフ。今も“ここぞ”とい
う時に使っている

2011年、最初に「JSAソムリエ・
スカラシップ」を受けた時。左は
当時の日本ソムリエ協会会長、小
飼一至氏。「著書『生涯ソムリエ』
をすり切れるまで読みました」
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ヴ
ァ
ン 

シ
ュ
ー
ル 

ヴ
ァ
ン
は
素
晴
ら
し
い
出
会
い
を

大
切
に
は
ぐ
く
み
35
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

ヴァン シュール ヴァンが自信を持ってお勧めする5名の生産者

ワインブティック　ヴァン シュール ヴァン
〒105‐0001 東京都港区虎ノ門1-7- 6　TEL.03 - 3580 - 6578　FAX.03 - 3501-2653  
E-Mail：info@vsv.co.jp　平日10 :00～19 :30　定休日／土曜日・日曜日・祝祭日

http://www.vsv.co.jp/ ヴァン シュール ヴァン 検 索

  

  B6

1

4

B6 0

愛好家のための
小粋なブティック

ヴァン シュール ヴァン

名醸造家を目指し、19歳から
父ドニ・モルテ氏の指導を受
けてきた長男。現在、父の
遺志を継ぎ奮闘中。幾度も
2人で語り合った通り、フィ
ネスとエレガンスを大切にし
たワイン造りを行っており、
ジュヴレ・シャンベルタン村
で称賛を受けている。

Domaine Denis Mortet

ドメーヌ ドニ・モルテ

父の遺志を継ぎ奮闘
エレガンスを求めて

アルノー・モルテ氏

ボルドー、ボージョレーなど
で醸造技師として活躍した
後、ジュヴレ・シャンベルタ
ン村で、エモナン家の3代目
として父の後を継ぐ。ブドウ
栽培に化学肥料は一切使用
しない。30歳で仏専門誌の
最優秀ヴィニュロン（ブドウ
栽培醸造家）に選ばれる。

Domaine Sylvie Esmonin

ドメーヌ 
シルヴィー・エモナン 

繊細さの後に
力強い余韻を感じるワイン

シルヴィー・エモナン氏

2015 Nuits Saint Georges 1 er Cru Aux Cras V.V. 
2015 Gevrey Chambertin 1 er Cru Les Corbeaux V.V. 
2021 Chambolle Musigny 1 er Cru la Combe D'Orveaux V.V.
2021 Juganilis

2020 Vosne Romanée Les Beaux Monts V.V.
2020 Vosne Romanée Brûlées
2020 Vosne Romanée la Montagne V.V.

有機栽培のパイオニア的存
在であり、高品質のブドウ
作りに情熱を傾ける。1989
年にシャンパーニュ地方で
初めて、ビオディナミの認定
機関「デメテール」の認証を
受ける。93年に料理専門誌
『ゴー・ミヨー』よりブドウ栽
培人賞を受賞。

champagne Fleury

シャンパーニュ
フルーリー

ビオディナミの先駆者が造る
可憐なシャンパーニュ

故・ジャン=ピエール氏（左）
長男・ジャン・セバスチャン氏（右）

Domaine Philippe Charlopin

ドメーヌ 
フィリップ・シャルロパン

ピノ・ノワールの魅力を引き出す
こだわりの醸造家

フィリップ・シャルロパン氏

亡きアンリ・ジャイエ氏が
直々に「ヴァン シュール ヴァ
ン」に紹介してくれたドメーヌ。
ピノ・ノワールの魅力を余す
ところなく引き出す造り。挑
戦も大好きな彼にアンリも
きっと“あっぱれ”の勲章を
与えるだろう。

樹齢50年以上の古木が植わる名畑を祖父より受け継
ぐ。繊細なセパージュにこたえるため、1999年、完全
にビオディナミへ移行。ビオに確信を持つ、徹底的な
実践者として名高い。澄み切った酸味が滑らかな果実
味へと続く。

ブルーノ・クラヴリエ氏

すべての要素を調和する
酸の魔術師

Domaine Bruno Clavelier

ドメーヌ 
ブルーノ・クラヴリエ



市
野
瀬 

瞳
（
い
ち
の
せ 

ひ
と
み
）

１
９
８
４
年
、新
潟
生
ま
れ
。「
N
S
T 

新
潟
総
合
テ
レ
ビ
」と
「
中
京
テ
レ
ビ

放
送
」の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
経
て
、２
０ 

２
０
年
よ
り
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

と
し
て
独
立
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
時
代
は
『
め

ざ
ま
し
テ
レ
ビ
』（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）
の

新
潟
中
継
担
当
な
ど
を
務
め
、
中
京

テ
レ
ビ
在
籍
時
は
『
オ
ー
ド
リ
ー
さ

ん
、
ぜ
ひ
会
っ
て
欲
し
い
人
が
い
る

ん
で
す
！
』『
キ
ャ
ッ
チ
！
』
ほ
か
多
数

出
演
。『
日
本
直
販
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
』レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
。「
Ｗ
Ｓ
Ｅ

Ｔ
®
」や
「
ワ
イ
ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

の
ほ
か
「
N
A
P
A 

V
A
L
L
E
Y 

E
X
P
E
R
T
」
や
「
テ
キ
ー
ラ
マ

エ
ス
ト
ロ
」
な
ど
数
々
の
資
格
を
取

得
し
て
い
るApéritif

1illustrations by Hattaro SHINANO

　
私
が
ワ
イ
ン
を
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
憧
れ
の
マ
ダ
ム
か
ら
ワ
イ
ン
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
た
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
の

マ
ダ
ム
は
、
私
が
地
方
局
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
時
代
に
、
取
材
先
で
出
会
っ
た
ド

ク
タ
ー
の
奥
さ
ま
で
し
た
。
立
ち
居
振

る
舞
い
が
美
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ワ
イ

ン
を
味
わ
っ
て
愛
で
る
時
の
豊
か
な
語
彙

と
知
識
が
素
晴
ら
し
く
て
。
初
め
て
「
ロ

バ
ー
ト
・
モ
ン
ダ
ヴ
ィ
」
の
シ
ャ
ル
ド
ネ

を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
時
、
グ
ラ
ス
を

さ
っ
と
ス
ワ
リ
ン
グ
し
た
と
思
っ
た
ら

「
洋
ナ
シ
や
白
桃
の
香
り
」「
ヴ
ァ
ニ
ラ
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
」
な
ん
て
、
そ
れ
ま
で
聞
い

た
こ
と
も
な
い
ワ
イ
ン
に
対
す
る
コ
メ
ン

ト
が
次
々
に
出
て
く
る
こ
と
に
驚
き
、

何
度
も
ご
一
緒
に
す
る
う
ち
に
自
分
も

そ
う
い
う
女
性
に
な
り
た
い
と
密
か
に
憧

れ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
を
言
い
訳
に
ワ
イ

ン
を
本
格
的
に
学
ぶ
こ
と
を
先
延
ば
し

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
な
っ
た
の
を
機
に
、
一
念
発
起
し

て
ワ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
へ
。
大
学
受
験
以
来
、

い
や
、
そ
れ
以
上
の
猛
勉
強
の
末
、
ワ
イ

ン
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
認
定
資
格
に
一
発
合

格
を
果
た
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
ワ
イ

ン
好
き
の
知
人
か
ら
国
際
的
な
W
S
E 

T
®
の
資
格
を
勧
め
ら
れ
、
レ
ベ
ル
3
を

取
得
。
ワ
イ
ン
を
極
め
よ
う
と
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
楽
し
い
こ
と
も
学
ぶ
こ
と

も
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
は
資
格
を
生
か
し
て
ワ
イ
ン
の
楽

し
み
を
広
め
る
「
市
野
瀬
瞳
と
ワ
イ
ン

を
愉
し
む
会
」
を
3
カ
月
に
一
度
く
ら
い

の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

ワ
イ
ン
と
料
理
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
気
軽
に

楽
し
め
る
初
心
者
向
け
の
会
で
、
参
加

者
は
20
〜
60
代
ま
で
幅
広
く
、
意
外
と

愛
知
県
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
も
い
ま

す
。
手
軽
に
作
れ
る
料
理
と
ワ
イ
ン
の

相
性
を
探
り
、
身
近
に
ワ
イ
ン
の
あ
る

暮
ら
し
を
私
な
り
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ワ
イ
ン
会
を
き
っ
か
け
に
、
ワ
イ
ン

に
な
じ
み
の
な
か
っ
た
方
が
ワ
イ
ン
の
こ

と
を
あ
れ
こ
れ
話
題
に
し
て
い
る
の
を
耳

に
す
る
と
、
私
自
身
も
本
当
に
う
れ
し

く
な
る
ん
で
す
。

　
今
年
は
、
ソ
ム
リ
エ
の
2
次
試
験
対

策
の
た
め
に
、
は
る
ば
る
東
京
か
ら
私
の

ワ
イ
ン
会
に
参
加
さ
れ
た
女
性
も
い
ま
し

た
。
こ
の
前
、
担
当
す
る
ラ
ジ
オ
番
組

に
そ
の
人
か
ら
2
次
試
験
突
破
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
ハ
ッ
ピ
ー

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
！

　
こ
う
し

た
人
と
人
の
縁
も
紡
い
で
く
れ
ま
す
し
、

例
え
ば
、
英
語
が
で
き
な
く
て
も
ブ
ド

ウ
品
種
や
ワ
イ
ン
用
語
を
知
っ
て
い
る
だ

け
で
、
海
外
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
弾
み
ま
す
。
世
界
の
人
と
通
じ
合

え
る
、
そ
れ
が
ワ
イ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
ワ
イ
ン
を

知
ら
な
い
人
生
な
ん
て
、
も
う
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
!
（
笑
）

　
ワ
イ
ン
は
肩
ひ
じ
を
張
ら
ず
に
楽
し

く
飲
め
る
こ
と
を
広
め
た
い
で
す
ね
。
そ

の
た
め
に
、
私
自
身
も
も
っ
と
ワ
イ
ン
を

学
び
た
い
。
W
S
E
T
®
の
デ
ィ
プ
ロ
マ

資
格
を
目
指
そ
う
か
、
そ
れ
と
も
ブ
ド

ウ
栽
培
か
ら
始
め
て
自
分
の
ワ
イ
ン
を

造
っ
て
み
よ
う
か
…
…
。
尽
き
な
い
夢
を

描
き
な
が
ら
、
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

（
談
）

世界の人と通じ合えるワイン

H i t o m i  I C H I N O S E

市野瀬 瞳

THE WINE KINGDOM  No.14415



*「「人生のすべての多様性、すべての魅力、力、すべすすべべてのて 美ししさはさはさはさ 光と影でできています。」
レオンン·トル·トルルスストイストイ

‘‘All the variety, all the charm,
all the beauty of life is made up of light and shadow.’’*

Leo Tolstoy



水
野
考
貴
（
み
ず
の 

こ
う
き
）

「
一
般
社
団
法
人
日
本
味
覚
協
会
」
代

表
。
自
治
体
や
調
理
師
専
門
学
校
、

食
品
関
連
企
業
な
ど
を
対
象
に
、
味

覚
の
基
礎
知
識
や
官
能
評
価
の
方
法

を
学
べ
る
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

数
多
く
実
施
。
京
都
芸
術
大
学 

食
文

化
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
に
て
講
師
を
務

め
る
。

ま
た
、
味
覚
が
良
い
か
ど
う
か
を
測

定
で
き
る
「
味
覚
検
定
」
や
、
楽
し
み

な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
「
味
覚
検

定
チ
ョ
コ
」
を
開
発
・
販
売
。
多
く
の

人
に
味
覚
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

活
動
を
行
っ
て
い
るApéritif

2

　
私
は
普
段
「
日
本
味
覚
協
会
」
で
味

覚
に
関
す
る
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
味
覚
を
良
く
す
る
た
め

に
は
「
味
を
表
現
す
る
」
こ
と
が
重
要

で
、
そ
の
た
め
に
「
色
鉛
筆
の
色
を
増

や
し
ま
し
ょ
う
」
と
よ
く
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
例
え
ば
「
青
」
と
だ
け
感
じ

る
の
で
は
な
く
、
や
や
赤
み
を
帯
び
た
青

な
の
か
、
あ
る
い
は
群
青
色
な
の
か
、
を

区
別
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。
食
べ
物
で
言
え
ば
、
カ
レ
ー
を
食
べ

た
時
に
、
た
だ
単
に
「
カ
レ
ー
の
味
」
と

表
現
す
る
の
で
は
な
く
「
コ
コ
イ
チ
の
カ

レ
ー
み
た
い
な
味
」「
レ
ト
ル
ト
の
カ
レ
ー

に
近
い
味
」
な
ど
と
微
妙
な
味
の
違
い

を
認
識
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
そ
し
て
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
人
は
、

こ
の
色
鉛
筆
の
色
が
と
て
も
多
彩
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ワ
イ
ン
の
原

材
料
は
ブ
ド
ウ
な
の
で
、
品
種
の
違
い
に

よ
っ
て
味
が
異
な
る
と
い
う
点
は
理
解
が

で
き
ま
す
。
品
種
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い

る
食
べ
物
は
、
あ
ま
お
う
、
と
ち
お
と

め
な
ど
の
イ
チ
ゴ
や
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ

き
た
こ
ま
ち
と
い
っ
た
お
米
な
ど
、
数
多

く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
ワ
イ
ン
は
、
品
種

よ
り
も
生
産
地
や
造
り
手
、
ま
た
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
な
ど
を
明
確
に
区
別
し
、
飲

む
側
が
き
ち
ん
と
そ
の
違
い
を
楽
し
ん
で

い
る
と
い
う
点
が
、
ほ
か
の
食
品
に
は
な

い
繊
細
さ
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
社
会
人
に
な
り
た
て
の
こ
ろ
、
上

司
が
ワ
イ
ン
好
き
で
、
よ
く
仕
事
終
わ
り

に
ワ
イ
ン
バ
ー
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
は
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
が
好
き
で
一
緒

に
ボ
ト
ル
で
飲
む
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
フ
ラ
ン
ス
な
の
か
、
あ
る
い
は
ア
メ

リ
カ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
の
か
、
産
地

に
よ
っ
て
味
が
変
わ
る
も
の
な
ん
だ
!
と

い
う
こ
と
を
そ
の
時
に
初
め
て
身
を
も
っ

て
体
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
ん
だ
時
に

「
美
味
し
い
」
と
言
う
だ
け
だ
と
怒
ら
れ

た
の
も
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
感

想
く
ら
い
自
由
に
言
わ
せ
て
ほ
し
い
と

思
っ
た
も
の
で
す
が
、
ご
ち
そ
う
に
な
っ
て

い
る
立
場
な
の
で
文
句
は
言
え
ま
せ
ん

（
笑
）。
で
も
今
で
は
、
巧
み
な
比
喩
表
現

を
用
い
な
が
ら
味
を
伝
え
る
こ
と
も
ワ
イ

ン
の
楽
し
み
方
の
一
つ
だ
と
、
勉
強
さ
せ

て
も
ら
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
そ
も
そ
も
私
た
ち
が
日
本
味
覚
協
会

を
設
立
し
た
背
景
と
し
て
「
味
覚
が
良
い

人
が
も
っ
と
評
価
さ
れ
る
世
の
中
に
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
イ
ン

に
は
ソ
ム
リ
エ
と
い
う
資
格
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
「
食
」
に
必
要
な
資
格
は
、
主
に

提
供
す
る
側
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に

と
ど
ま
っ
て
い
て
、
飲
食
す
る
側
は
評
価

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ワ

イ
ン
の
味
を
繊
細
に
感
じ
取
る
力
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
客
観
的
に
評
価
さ

れ
な
い
と
い
う
の
は
、
少
し
悲
し
い
よ
う

な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
の

協
会
で
は
、
味
覚
を
「
味
の
識
別
力
」「
味

の
記
憶
力
」「
味
の
感
知
力
」
の
3
種
類
に

分
類
し
「
味
覚
検
定
」
と
し
て
評
価
が
で

き
る
仕
組
み
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
上
、
ワ
イ
ン
愛
好
家
の
方
は
特
に

味
の
識
別
力
が
優
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
味
の
記
憶
力
は
男
性
の
ほ

う
が
、
味
の
感
知
力
は
女
性
の
ほ
う
が
好

結
果
が
出
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
す
ね
。

　
進
ん
で
い
る
よ
う
で
実
は
ま
だ
ま
だ

途
上
の
「
味
覚
」
と
い
う
分
野
。
ワ
イ

ン
で
言
え
ば
ま
だ
「
閉
じ
て
い
る
」
状

態
で
す
が
、
い
ず
れ
必
ず
「
開
く
」
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

味わう側の「味覚」が
評価される時代に

K o k i  M I Z U N O
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道
を
極
め
た
人
の
料
理
と
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

こ
ん
な
に
も
ゲ
ス
ト
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ

る
も
の
な
の
か

│
。
華
や
か
で
品
格
の
あ
る
正

統
派
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
、
さ
り
げ
な
く
ゲ
ス
ト
に

気
を
配
る
温
か
で
折
り
目
正
し
い
サ
ー
ビ
ス
。
今

年
6
月
、
東
京
・
白
金
高
輪
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
n
e
i
t
o
」
は
、
経
験
豊
か
な
美
食
家
た
ち

に
信
頼
さ
れ
る
店
と
し
て
食
の
業
界
で
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
シ
ェ
フ
は
「
ロ
イ
ヤ
ル

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」「
東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
」
を
経
て

「
明
治
記
念
館
」
の
総
料
理
長
を
務
め
た
青
柳

義
幸
氏
、
サ
ー
ビ
ス
を
担
当
す
る
の
は
「
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
東
京
」
料
飲
レ
ス
ト
ラ
ン
部
支
配
人
や

「
学
士
会
館
精
養
軒
」
取
締
役
と
し
て
采
配
を

振
る
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
を
け
ん
引
し
て
き
た

山
本
正
弘
氏
。
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
農
事
功
労
賞

シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
を
叙
勲
し
た
大
御
所
だ
。
こ
の
新

た
な
タ
ッ
グ
に
驚
い
た
後
輩
た
ち
は
少
な
く
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
感
動
す
る
の
は
や
は
り
料
理
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

で
、
見
た
目
端
麗
で
香
り
豊
か
な
正
統
派
フ
ラ
ン

ス
料
理
が
楽
し
め
る
。
皿
の
中
の
メ
イ
ン
食
材
を

際
立
た
せ
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
味
わ
い
に
仕
上
げ

て
い
る
の
は
、
長
年
の
経
験
と
本
物
の
技
術
に
よ

る
も
の
。
店
名
の
「
ネ
イ
ト
」
は
丁
寧
の

「
寧
」
の
造
語
で
、
青
柳
シ
ェ
フ
の
料
理
か
ら
は

店
名
へ
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
重
鎮
二
人
が

次
に
見
る
夢
は
何
な
の
か
、
話
を
聞
い
た
。

│
〝
重
鎮
同
士
の
強
力
タ
ッ
グ
〞
が
話
題
で
す
。

山
本

　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
あ
り
が
た

く
も
照
れ
く
さ
い
の
で
す
が
、
シ
ェ
フ
と
私
は
、

こ
の
店
は
グ
ラ
ン
メ
ゾ
ン
で
は
な
く
、
特
別
な
日

に
も
日
常
に
も
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
間
口

の
広
い
店
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。
そ
の
う

え
で
、
ご
家
族
の
記
念
日
な
ど
、
楽
し
い
思
い

出
が
数
多
く
作
れ
る
店
に
し
た
い
と
。

青
柳

　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
〝
フ
レ
ン
チ
華
や
か

な
り
し
時
代
〞
に
働
い
て
、
走
っ
て
き
た
人
間
な

の
で
、
そ
う
い
う
黄
金
期
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
か

し
こ
ま
ら
ず
に
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
に
は
絶
対

的
に
信
頼
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
が
必
須
。
で
す

か
ら
、
長
年
の
友
人
で
あ
っ
た
山
本
と
新
た
な

美
食
の
世
界
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

│
そ
も
そ
も
、
お
二
人
の
出
会
い
は
?

山
本

　
当
時
「
フ
ラ
ン
ス
料
理
文
化
セ
ン
タ
ー
」

が
主
催
し
て
い
た
コ
ン
ク
ー
ル
で
出
会
い
ま
し
た
。

シ
ェ
フ
が
料
理
部
門
で
優
勝
、
私
が
翌
年
に
サ
ー

ビ
ス
部
門
で
優
勝
。
優
勝
者
は
以
後
コ
ン
ク
ー
ル

の
運
営
に
携
わ
る
の
で
、
自
然
に
親
し
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
定
年
が
見
え
る
年
に

な
っ
て
「
二
人
で
何
か
や
り
た
い
ね
」
と
冗
談
半

分
に
言
っ
て
い
た
も
の
が
実
現
し
た
感
じ
で
す
。

青
柳

　
な
ら
ば
、
お
客
さ
ま
に
く
つ
ろ
い
で
、
そ
し

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
店
を
始
め
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。
厨
房
が
見
え
る
よ
う
に
し
、
料
理
は
お
客

さ
ま
の
前
で
仕
上
げ
た
り
、
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

り
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
も

意
識
し
て
い
ま
す
。

│
感
動
し
た
の
は
、
さ
り
げ
な
さ
で
す
。
重
厚

感
が
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

山
本

　
う
れ
し
い
で
す
ね
。
私
た
ち
は
、
長
く

経
験
し
て
き
た
分
、
本
物
の
料
理
、
本
物
の

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
持
っ
て

第
　

回

ワ
イ
ン
と
料
理
、
魅
惑
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ハ
レ
の
日
に
訪
れ
た
い
レ
ス
ト
ラ
ン

30
心やさしき重鎮ペアが魅せる
“正統派フレンチレストラン”の醍醐味

文・安齋喜美子
写真・瀧岡健太郎

text by Kimiko ANZAI
photographs by Kentaro TAKIOKA

neitoネイト
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1962年東京生まれ。1981年「パレスホテ
ル」入社。第1回「日本メートル・ドテル連盟 
サービスコンクール」準優勝、シガーサービス
部門優勝を皮切りに、数々の大会で入賞を
果たす。2001年「メートル・ド・セルヴィス
の会」創設に携わり、以後、後進の育成にも
注力。07年、タスト・フロマージュ シュヴァリ
エ叙勲。18年、フランス農事功労章 シュ
ヴァリエ叙勲。24年より現職

レストラン エグゼクティブ アドバイザー

山本正弘
Masahiro YAMAMOTO

1963年東京生まれ。1985年「東京
會舘」入社。89年「ロイヤルパークホ
テル」開業に当たり移籍。在籍中に、
第4回「メートル・キュイジニエ・ド・
フランス “ジャン・シリンジャー杯 ”」
優勝など、多くの競技会で好成績を
収める。その後、東京ドームホテル
「deux mille」料理長、「明治記念
館」統括総料理長を歴任。17年「一
般社団法人フランスレストラン文化振
興協会」副会長に就任。19年にはフ
ランス農事功労章 シュヴァリエ叙勲。
24年より現職

エグゼクティブ シェフ

青柳義幸
Yoshiyuki AOYAGI

東京都港区白金1-27- 6
TEL 03 -5793 -5022

「neito」

い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
お
客
さ
ま
の
た
め
に
私

た
ち
が
努
力
し
て
蓄
積
し
て
き
た
も
の
。
私
は
、

難
し
い
こ
と
を
簡
単
に
見
せ
る
の
が
プ
ロ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
客
さ
ま
に
と
っ

て
居
心
地
の
い
い
空
気
感
を
作
れ
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。

│
ワ
イ
ン
リ
ス
ト
を
拝
見
す
る
と
、
国
別
だ
け

で
な
く
村
ご
と
に
紹
介
す
る
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

構
成
で
す
ね
。

山
本

　
ど
の
辺
り
の
ワ
イ
ン
な
の
か
、
お
客
さ
ま

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
こ
の
村
は
ど
の
辺
り
で
す
か
?
」
な
ど
、

会
話
の
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

│
ペ
ア
リ
ン
グ
な
ど
は
?

山
本

　
3
、
4
、
5
グ
ラ
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
ル
ー
ル
を
決
め
ず
、
お
客
さ
ま
と
ご

相
談
の
上
で
。
例
え
ば
「
泡
、
赤
、
赤
」
も

O
K
。
量
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。（
笑
）

青
柳

　
料
理
と
ワ
イ
ン
は
自
由
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
か
ら
ね
。

│
で
は
、
シ
ェ
フ
の
料
理
に
は
ど
ん
な
タ
イ
プ

の
ワ
イ
ン
が
合
う
の
で
し
ょ
う
?

山
本

　
シ
ェ
フ
は
素
材
を
純
粋
に
、
き
れ
い
に
表

現
す
る
の
で
、
連
想
す
る
の
は
ア
ル
ザ
ス
や
ロ

ワ
ー
ル
の
ピ
ュ
ア
な
ワ
イ
ン
で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
を

か
っ
ち
り
固
め
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

青
柳

　
私
は
、
料
理
す
べ
て
に
全
力
投
球
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
大
切
な
の
は
や
は
り
一
皿
目
。
こ

れ
で
お
客
さ
ま
の
心
を
つ
か
め
る
か
ど
う
か
、
い

つ
も
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。
一
皿
目
で
気
分
が

上
が
る
と
、
期
待
感
も
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。

山
本
や
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
ま
で
も

気
を
配
っ
て
ワ
イ
ン
を
選
ん
で
く
れ
ま
す
。

山
本

　
シ
ェ
フ
の
料
理
に
は
ブ
レ
が
な
い
。
旬
の

素
材
に
伝
統
の
ソ
ー
ス
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
現
代
的
に
見
せ
る
な
ど
、
長
年
の
技
が
集
約

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
皿
に
ど
ん
な
ワ
イ
ン
を

合
わ
せ
る
か
、
日
々
悩
み
ま
す
が
、
楽
し
い
で
す
。

│
最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

青
柳

　
食
事
は
、
楽
し
く
な
け
れ
ば
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。「
こ
れ
ぞ
、
ザ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
せ
で
す
。
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柑
橘
類
の
香
り
が

ユ
ズ
を
ま
と
っ
た

ホ
タ
テ
に
マ
ッ
チ

鮟鱇（あんこう）の
ベーコン巻きロースト ミモレットとパセリ風味 
ハーブのリゾット添え ジュ・ド・コキアージュのソース
常磐もののアンコウをベーコン、ミモレットで巻
き、低温調理でしっとりとした食感に。セージと
パセリのリゾットがさわやかな香りを添える。ソー
スはアサリのだしと白ワイン、生クリームを使用。
アンコウのプリッとした身と塩気が絶妙にマッチ！

シャンパーニュの持つフレッシュ感と
柑橘類の香り、果実の甘味にフォーカ
ス。アミューズから前菜までさわやか
に楽しませてくれる。「特に甲殻類の
ジュレとの相性は抜群です」と山本氏。
柑橘類の香りが、柚子の香るホタテと
マッチして、清涼感が楽しめる。

Mariage Pointコレ・ブリュット NV
Collet Brut

生産者：シャンパーニュ・コレ
レストラン提供価格：1万6500円
問い合わせ先：㈱Traders Market

フランス・シャンパーニュ地方。ムニエを主体にシャルドネとピノ・
ノワールをブレンド。白い花と柑橘類、クロワッサンのアロマ。
フレッシュかつ繊細な味わい。グラン・クリュ（特級畑）のアイ
村に位置する協同組合のトップブランドとして人気。

サンセール・ルージュ ヴィエイユ・ヴィーニュ 2020年
Sancerre Rouge Vieilles Vignes

生産者：ドメーヌ・アンドレ・ヌヴー
レストラン提供価格：1万1000円　問い合わせ先：㈱横浜君嶋屋

フランス・ロワール地方。ピノ・ノワール100パーセント。チェリー
やキイチゴの香りとスモーキーなニュアンス。シャヴィニョール村
で代々続く家族経営の生産者。フレッシュ感とエレガンスを大
切にしたワインを造る。

ヴォルネ・ヴィエイユ・ヴィーニュ 2022年
Volnay Vieilles Vignes

生産者：ドメーヌ・ロシニョル・フェヴリエ　
レストラン提供価格：1万8700円　問い合わせ先：アズマコーポレーション

フランス・ブルゴーニュ地方。ピノ・ノワール100パーセント。
フランボワーズやハーブの香り。樹齢30～60年のブドウを
使用。1510年から続く家族経営のドメーヌ。1923年より自
家詰め、2008年より＊ビオディナミを開始。

「この一皿には繊細なロワールの赤ワイン」と山本氏は考
えた。重めの白も合うが、ベーコンの脂をまとったアン
コウには、凝縮感と透明感のあるロワールの赤がベスト。
「シェフの料理は品格があるので、きれいなワインが合う
と思いました」と山本氏。

Mariage Point

青柳シェフの料理に合わせた
完全マリアージュタ

テ
に
マ
ッ
チ

「炭火の香ばしさ、根菜の土っぽさに合わせるならピノ・ノワー
ル」と山本氏。古木から生まれるピノ・ノワールは凝縮感があり
つつも繊細なので、血のニュアンスが控えめな日本の鴨に向い
ているという。花山椒のピリリとした辛さもワインと合う。

Mariage Point

帆立貝と蕪の柚子風味 
野菜のブーケ仕立て 
甲殻類のジュレと共に
ビーツやニンジン、カブなどの野
菜をブーケ状に。ブーケの下に
は、柚子オイルでマリネしたホタテ
と、ホタテのタルタル、カニのコ
ンソメジュレが隠れている。周りに
散らしたのはカラスミと柚子のパウ
ダー。ホタテ貝の旨味が際立つ、
さわやかで香り豊かな一皿。

&
M a ri

ag
e

鮟鱇（あんこう）の

ア
ン
コ
ウ
の
旨
味
と
塩
気
が
繊
細
な
赤
を
呼
ぶ

&
M a ri

ag
e新潟産鴨胸肉のロースト コリアンダー風味 

ちこりなのフリッツと様々な根野菜と共に
炭火で焼いた鴨は香ばしくて、とても柔らか。「新潟の鴨は
身質が繊細」と青柳シェフ。モモ肉はピスタチオとフォワグラ
を詰めてコンフィに。サトイモやレンコンなどの食感のアクセン
トも楽しい。“フランス料理の王道 ”を感じさせる一皿。

日本の鴨の繊細さを
ピノ・ノワールが包む

＊ルドルフ・シュタイナーが提唱した
有機栽培農法の一種

&
M a ri

ag
e
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ム

羽
ば
た
く
！

北

陸

text & edit by Ryo TAMURA
photographs by Shoichi NOSE

北陸新幹線の段階的延伸とともに
首都圏からのアクセスもぐっと良くなった北陸地方。
日本有数の酒処として知られる福井、石川、富山は
近年ワイナリーの数が増え、その品質もぐんぐん上昇中！
ワイン豊富な温泉宿に投宿して旬の美味とのペアリングコースに舌鼓。
北陸の美酒＆美味を堪能する旅に、Let's Go!!

Fukui
Ishikawa
Toyama

福井
石川
富山

石川県輪島市、日本海を望む高台に建つ「ハイディワイナリー」。
2024年1月1日の震災で海岸線の形状は大きく変わり、ワイナ
リーの施設は大きな損害を被ったが、不屈の精神で立ち向かう

＊エノツーリズム　ワイン産地を訪れ、ブドウ畑や周辺の自然、食文化を楽しむ観光の形態

富山県黒部市の宇奈月温泉。黒部川にかかる新山彦橋を観光
名物、トロッコ電車がゆく。元は上流の黒部ダム建設のための
産業路線だったが、時代は下り観光資源として生まれ変わった
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北
陸
3
県
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り

福井県、石川県、富山県
……ワイン生産エリアとし
てのイメージはこれまで薄
かったかもしれないが、今
やワイナリーの数は続々と
増加中。各県を代表する注
目ワイナリーをご紹介！

　車で金沢市街を抜け、海岸線に出ると、
どことなく淡い白波が見えてきた。
「ハイディワイナリー」のある石川県輪島市
の2024年は、言うまでもなく災難続きの1年
だった。1月1日の能登半島地震、その復興
作業の最中の9月21日の能登半島豪雨。
海岸線の地形は大きく様変わりし、復旧の
途上にあったワイナリー周辺の斜面は度々
崩れ、土砂土木が流れ込み、竜巻までもが
発生したという。
「1億円投資して造ったレストランとワイン
ショップが被災しました。更地にして、また
用途を考えます」と、達観した明るい表情
で話すのは「㈱ハイディワイナリー」代表取
締役社長の髙作正樹氏だ。
　2012年、髙作氏と妹の香緒里さんの２
人で、ゼロから畑を開墾。やがて、家族や
親戚、公的資金の援助を得て、段階的に
ワイナリーの設備や規模を拡大してきた。
　震災前後で経営状況はがらりと変わった
が、一貫した信念は「地元の海産物に合
うワインを造ること」。潮の風味ののったア
ルバリーニョの栽培には特に注力する。地
域のお寺の僧侶とのコラボレーションで造る
ブレンドの赤ワインなどユニークなワインも。
奮起と明るい未来にエールを送りたい。

日本海を見下ろす高台で
地元の海産物に合うワインを

石川県輪島市門前町千代31-21-1
https://heidee-winery.jp/
TEL 0768-42-2622

〝
ワ
イ
ン
〞
を
旅
の
目
的
に

北
陸
へ
出
か
け
よ
う
！

右／2013年に完成した醸造
所に並ぶステンレスタンク。下
／左から、ブリやスズキ、ア
ワビと合わせたい潮の香り豊
かな『千里アルバリーニョ
2023年』（4180円）。3種類の
酵母を使用し、シャルドネを
樽発酵させた重層的な味わい
『クララ2021年』（ 4620円）。
僧侶たちとのコラボ商品『相
承キュヴェメモリアル2020年』
（ 3850円）は精進料理に合わ
せて楽しんでほしいという

ブドウは主に微生物農法を実践する自社畑のものでまか
なう。栽培面積は3.2ヘクタール。写真は海へと向かう
風通しのいい斜面に広がるメルロの畑

日本海を見下ろす70mの高台に建つ。2016年に完成した
ばかりのレストラン＆ワインショップ（奥）は震災被害に
遭い、今後更地にせざるを得ないという

髙作正樹氏は横浜市生まれ。
高校時代に留学したスイスで
ワイン文化に触れる。理系の
大学を卒業後、大学院で法学
を学ぶ。新潟県「カーブドッ
チワイナリー」でブドウ栽培を、
ブルゴーニュ「シモン・ビーズ」
で醸造の研鑽を積んだ

ハ
イ
デ
ィ
ワ
イ
ナ
リ
ー

Heidee Winery
Since  2011,  Wajima Ishikawa

福井県

石川県

富山県

価格は税込です

ハイディワイナリー
（輪島市）

カナタワイナリー
（魚津市）

白山ワイナリー
（大野市）
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　富山県で4番目のワイナリーとして2022年
に設立、22年に製造開始した「カナタワイ
ナリー」。富山湾に面した漁師町、魚津市
のLPガス会社「㈱丸八ガス」が経営し、同
社アグリ事業部が運営する。
「ガス事業は人々のライフラインを支える地
元密着型の産業。私たちは農業分野でも
魚津を盛り上げ、このエリアの食文化を発
展させていきたいと考えています」と話す、
栽培・醸造責任者の土井祐樹(ひろき)氏。
　富山湾を彼方に望む標高100メートルほ
どの丘陵地帯にあるワイナリーの敷地は、
音楽系の短期大学があった土地。魚津市
はもともとナシやリンゴ栽培が盛んだった。
降雨量は年間2500ミリメートルと非常に多く、
赤土の粘土質土壌だが、礫を多く含む丘
陵地帯のため比較的水はけは良い。アルバ
リーニョ、ピノ・ノワール、バッファローなど
約10品種を意欲的に栽培する。
「魚津市は人口4万人ほどの小さな市です
が漁港が三つもあり、食通たちを魅了する
飲食店街が広がります。北前船が生んだ
食文化“昆布締め”とうちのワインは、本当に
よく合うんですよ」
　土井氏は快活な笑顔で語ってくれた。

　福井県大野市は福井市の南東部、山々
に囲まれた盆地に市街地が広がる。町中
に立ち込める霧の中、亀山の山頂に幻想
的に浮かんで見える越前大野城は“天空の城”
と呼ばれ、多くの観光客が訪れる。
　その大野市で福井県初のワイナリーとし
て2000年に創業した「㈱白山やまぶどうワ
イン」は、「白山ワイナリー」の名で長く親し
まれてきた。社名のごとく、周辺地域の山々
に自生している山ブドウで地域産業を活性
化しようと、地元出身の谷口一雄氏が立ち
上げたワイナリーだ。
「日本古来の野生種である山ブドウは、湿
気の溜まりやすいこの地でも病害になりにく
いのですが、皮が厚くて種が大きく、酸味
が強いため食用には向きません。しかし、ポ
リフェノールや鉄分、カルシウムが多いとい
う栄養学上の大きなメリットもあるのです」と、
谷口氏。
　ただ、山ブドウそのものでは現代のワイン
の香味基準を満たすことは難しいため、山
ブドウの交配品種である小公子やヤマソー
ビニヨンを使ったワインを看板に据える。慣
れ親しんだ山ブドウのポテンシャルを信じて、
谷口氏の地道な挑戦は続く。

魚津の郷土料理に合うワインで
地元の食文化を盛り上げる！

山ブドウのポテンシャルを信じ
地域産業の振興に努める

栽培・醸造責任者の土井祐樹氏。富山県庁で果樹の「普及
指導員」を長年務め、ワイナリー設立に際して転職。「アオリ
イカの刺身とピノ・ノワール、ぜひ試してみてください！」

左から、瓶内2次発酵のロゼ・スパークリング『バッファロー メトド・クラッ
シコ2022年』（ 4950円）、トロピカルな風味に樽のニュアンスが加わった
『ソーヴィニヨン・ブラン バリック2023年』（3850円）、土井氏の「ロマン
とプライド」をかけた『ピノ・ノワール2023年』（4400円）

ワイナリーの外観や随所の秀逸な建築デザインは、見て回るだけでもワク
ワクする。大きくアールを描いたテイスティングカウンターでは沈む夕日
を眺めながら、合わせる料理をあれこれ想像しながら試飲が楽しめる

「山ブドウは子どものころから慣れ親しん
できたブドウです」と、「白山やまぶどうワ
イン」代表取締役の谷口一雄氏。医療関係
会社勤務から転身、福井県初のワイナリー
の矜持を持って日々ワイン造りに取り組む

酸と豊かな果実味を持つ赤泡『小公子スパーク』（左、2980円）。ふ
くよかな果実味と程よい渋味『Andosols ヤマソーヴィニョン』（4250
円）は、恐竜の化石が多数発掘される福井県にちなんだボトル（右）も

山ブドウが自生する山々に
囲まれたロケーション。山
ブドウは時折出没するクマ
も好物だそう。山ブドウ
（写真）、小公子、ヤマソー
ヴィニヨンほか、白ブドウ
品種のヤマブランも栽培

カ
ナ
タ
ワ
イ
ナ
リ
ー

白
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

富山県魚津市天神野新字西大野147-1
TEL 0765-55-2027
https://kanatawinery.com/

福井県大野市落合2-24
TEL 0779-67-7111
https://www.yamabudou.co.jp/

Kanata Winery
Since  2022, Uozu Toyama

Hakusan Winery
Since  1980, Oono Fukui
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至
欅
平

宇奈月ダム

宇奈
月駅

宇奈
月温
泉駅

黒部
峡谷
鉄道

トロッコ広場

やまびこ展望台

宇奈月神社

にぽん酒屋

河鹿

黒 部 川

アルペン
チーズケーキ

T O Y A M A

Kurobe

富山
地方
鉄道

旧山
彦橋

新山彦
橋

　
富
山
県
東
部
、
北
ア
ル
プ
ス
連
峰

か
ら
流
れ
出
る
清
廉
な
水
脈
。
そ
の

小
さ
な
流
れ
が
集
ま
り
、
黒
部
川
と
な
っ

て
、
川
は
峡
谷
の
景
観
を
作
り
出
し
た
。

　
宇
奈
月
温
泉
の
開
湯
は
今
か
ら

1
0
1
年
前
の
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
。

多
く
の
商
店
や
温
泉
宿
の
創
業
年
が
こ

の
年
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
温
泉

の
掘
削
と
と
も
に
町
が
誕
生
し
た
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
時
を
振
り
返
れ
ば
、

黒
部
の
歴
史
は
電
源
開
発
の
歴
史
と
切
っ

て
も
切
れ
な
い
も
の
だ
。
黒
部
川
流
域

で
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
、

国
の
威
信
を
か
け
た
電
源
開
発
が
行
わ

れ
、
水
力
発
電
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
電
力
は
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を

大
き
く
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
時
代
は
下
っ
て
、
町
は
日
本
有
数

の
魅
力
に
富
ん
だ
温
泉
街
と
な
り
、
か

つ
て
ダ
ム
建
設
の
た
め
の
資
材
や
機
材

を
運
ん
だ
ト
ロ
ッ
コ
電
車
は
観
光
名
物

と
も
な
っ
た
。
今
や
黒
部
・
宇
奈
月
エ

リ
ア
は
自
然
と
歴
史
と
食
文
化
が
幾

重
に
も
折
り
重
な
っ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

宝
庫
。
先
人
た
ち
の
営
み
と
黒
部
の
水

の
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
、
旅
行
者
の

私
た
ち
は
思
う
存
分
、
美
酒
と
美
味

と
温
泉
と
を
堪
能
し
た
い
。

北陸新幹線で東京駅から黒
部宇奈月温泉駅まで約2時
間20分。新黒部駅から宇奈
月温泉駅までは富山地方鉄
道で約24分の旅路だ。電車
を降り立てば、そこは緑深
い峡谷の入り口の町。大自
然と温泉の湯煙と、美酒＆
美味が待っている！

日
本
酒
、
地
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
…
…

酒
処
・
富
山
の
魅
力
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た

宇奈月温泉駅

宇奈月温泉、町歩きの起点
富山地方鉄道の終点、宇奈月温泉駅（黒部峡
谷鉄道の起点は宇奈月駅）。駅舎の階段を下
ると出迎えてくれるのが湯煙を上げる温泉噴
水だ。ここを起点に旅のプランを組み立てよう。

黒部市宇奈月温泉260

宇奈月神社
温泉街の歴史とともに
町を見守る
1927年に創立され、温泉街を見守る神社。
毎月1日10～12時に、ハラスメントやいじめ
に苦しむ人々の心の支えになる「権利ノ濫用
除お守り」（初穂料1300円）を授与している。

黒部峡谷口30

河 鹿（かじか）

釡飯、おでんから
地酒まで
釡飯とおでんが名物の駅前食堂。
紅ズワイガニ、ホタルイカ、ノド
グロなど富山県の海産物を使っ
た釡めしが人気。ランチにも、
豊富にそろった富山の地酒とお
でんで1杯、2杯も良し。

黒部市宇奈月温泉330-19
TEL 0765-62-1505

福多屋菓子舗
宇奈月銘菓を
旅のお土産に
1923年、宇奈月温泉の開湯とと
もに創業。当時は日用品を売る
店だったが、時代の流れととも
に和菓子屋に。銘菓「おもかげ」
ほか、「越路の旅まくら」は女将
の羽柴千春さんお勧め。

黒部市宇奈月温泉294-1  
TEL 0765-62-1144

アルペンチーズケーキ
賞味期限10分のチーズケーキ!?
宇奈月温泉駅1階に2020年にオープンした話
題のスイーツ店。アルプスに積もった新雪をイ
メージした「幻のアルペンチーズケーキ」は賞
味期限10分。カフェスペースでの提供限定の
ふわふわ食感と口溶けをぜひ体験して！

黒部市宇奈月温泉260
富山地方鉄道宇奈月温泉駅1F
TEL 0765-62-2055

通年食べられる「ホタル
イカの釡めし」（1450円）

黒
部
・
宇
奈
月
温
泉 

町
歩
き
＆
ス
テ
イ

取材協力／一般社団法人 黒部・宇奈月温泉観光局

「幻のアルペンチーズ
ケーキ」（700円）はラズ
ベリーソースをかけて。
お土産には「チーズケー
キ」（380円）と「チーズ
ショコラ」（420円）を

価格は税込です
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いけじりの酒店

福多屋菓子舗

TOGEN

至黒
部市
内

皇国晴酒造

宇奈月麦酒館

左から、白ワインのような酸味が際立
つ『幻の瀧 純米大吟醸 無濾過生原酒』
（2750円/720ml）、富山湾の海洋
酵母を使った『幻の瀧 純米吟醸旨辛
口』（1210円/500ml）、『幻の瀧 純
米スパークリング クラウディサワー』
（1430円/500ml）

「お勧め3グラスセット」（580
円）より、黒部市近郊の『幻
の瀧 純米吟醸 旨辛口』（皇
国晴酒造）、『北洋 純米大
吟醸 秋季限定 秋酒』（魚津
酒造）、『黒部峡』（林酒造場）

旧山彦橋・
新山彦橋

トロッコ電車を撮る
絶好スポット
宇奈月駅から続く「やまびこ遊歩道」を
進むと、かつての鉄道橋「旧山彦橋」が
見えてくる。ここから「新山彦橋」を望
む風景は、まさにこれぞ峡谷の風情。
トロッコ電車が橋を渡る瞬間を狙って、
ベストショットをカメラに収めよう！

宇奈月麦酒館
（うなづきびーるかん）

レストラン併設の地ビール醸造所
「道の駅うなづき」内に1997年開業。黒部の名水と地
元産の麦を使った地ビールを製造・販売する。発酵タ
ンク内にスピーカーを設置し、モーツァルトの楽曲を
流すことで酵母を活性化させるというユニークな製法
をとる。Tシャツやポーチなど宇奈月麦酒グッズも充実。

黒部市宇奈月町下立687
TEL 0765-65-2277

TOGEN（とうげん）

富山湾の海産物を
ペアリングで
食通でワイン好きならぜひ泊まって
みたい温泉宿。利き酒師でソムリエ
資格も持つ4代目社長・石田唯一氏
が集めたフランスワインや富山県産
ワイン・地酒の品ぞろえもさることな
がら、本ズワイガニや寒ブリ料理と相
性のいいワインや地酒をペアリングし
て楽しめる「宇奈月マリアージュ」、“富
山湾の宝石”「白エビ会席」など、趣
向を凝らした宿泊プランが魅力。

黒部市宇奈月温泉22-1
TEL 0765-62-1131

最上階の露天風呂付きプレミアムス
イート「月夜見」。6名まで宿泊でき、
2世帯の利用でも快適

左から『十字峡』（ケルシュ、
600円）、『トロッコ』（アルト、
600円）、『ぷれみあむ』（ラ
イスエール、650円）は富
山県産ブレンド米「富富富」
（ふふふ）を使用

支配人で「道の駅うなづ
き」駅長の清水哲也氏

いけじりの酒店

富山の日本酒なら何でもそろう
1962年創業、2代目店主の池尻野純一氏が切り盛りす
る町の酒屋。「酒豪県」富山の有名銘柄から限定酒、最
新トレンドを汲んだ商品まで、日本酒の品揃えは実に
豊富。居心地のいい角打ちカウンターで、店主とのお
酒トークに時を忘れて。

黒部市宇奈月温泉252-5
TEL 0765-62-1403

皇国晴（みくにはれ）酒造
自噴する
黒部の名水で酒造り
黒部川河口付近、生地（いくじ）
の町中で1882（明治15）年よ
り酒造りを行う。敷地内に三
つの湧水があり、そのうちの
硬度30の軟水を仕込みに使う
ことで、酸味があり、キリッと
さっぱり軽快な味わいの酒を
造る。100年以上前に宮大工に
よって建てられたケヤキ造りの
酒蔵は2024年の震災にも耐
え、大切に使われてきた琺瑯
タンクを用いて酒を醸している。

黒部市生地296
TEL 0765-56-8028

代
表
取
締
役
の

岩
瀬
新
吾
氏

『玉旭ECHOES』と
『黒部ダム貯蔵酒』も飲んでいって

「ビールソフトクリーム」も
隠れ人気商品ですよ

宇奈月温泉MAP
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真
骨
頂

シ
ャ
ン
パ
ー
ニュ

メ
ゾ
ン
の

こ
の
1
本
か
ら

見
え
て
く
る

人
気
メ
ゾ
ン
の
神
髄
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text by Kimiko ANZAI（P28-29、33-63）,  Akihiko YAMAMOTO（P30）
photographs by Koumei KADOWAKI

＊ テイスティングページのワインデータは輸入元や生産者による2024年月10時点のものです。
＊ ワイン名、生産者名などの日本語表記は輸入元の資料に準じています。原語の発音と異なる場合があります。
＊ ワインデータの価格は税込です。

La quintessence des maisons de champagne.

世
界
中
で
支
持
さ
れ
、
日
本
で
も

年
々
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
。

多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
メ
ゾ
ン
と

そ
の
メ
ゾ
ン
の
す
べ
て
が
わ
か
る
1
本
を
厳
選
し
た
。

合
計
31
メ
ゾ
ン
、
31
本
。
定
番
人
気
の
メ
ゾ
ン

近
年
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
る
メ
ゾ
ン

最
近
話
題
の
メ
ゾ
ン
な
ど
日
本
を
代
表
す
る

ソ
ム
リ
エ
と
と
も
に
セ
レ
ク
ト
し
て
紹
介
す
る
。
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この1本から感じる
メゾンの神髄
繊細な泡立ちと美しい酸味で

「世界で最も高貴なワイン」と称されるシャンパーニュ。
それぞれのメゾンの真骨頂とは何か。

シャンパーニュに精通する
トップソムリエ4人がその本質を探った。

ブ
ド
ウ
を
ど
う
使
う
か

「
設
計
図
」
が
個
性
を
生
み
出
す

―
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
は
ノ
ン
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
、

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、
ま
た
ブ

ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
、
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
、

ロ
ゼ
な
ど
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

豊
か
で
す
。
同
じ
品
種
で
も
ブ
ド
ウ
の
栽
培
地

や
製
法
、
熟
成
期
間
に
よ
っ
て
も
個
性
が
異

な
り
ま
す
。
今
回
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
味
わ
い

か
ら
見
え
て
く
る
各
メ
ゾ
ン
の「
真
骨
頂
」を
探
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

メ
ゾ
ン
の
個
性
を
物
語
る
31
銘
柄
を
セ
レ
ク

ト
し
ま
し
た
が
、
試
飲
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
、

見
え
て
き
た
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
？

情
野  

は
い
、
明
確
に
見
え
た
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
長
く
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
が
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
折
に
触
れ

て
発
見
す
る
こ
と
、
再
認
識
す
る
こ
と
が
あ

り
奥
が
深
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
試
飲

で
も
同
じ
く
、
特
に
〝
シ
ャ
ル
ド
ネ
ハ
ウ
ス
〞

（
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
得
意
と
す
る
メ
ゾ
ン
）
や
〝
ピ

ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
ハ
ウ
ス
〞（
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
を

得
意
と
す
る
メ
ゾ
ン
）
と
呼
ば
れ
る
造
り
手

の
哲
学
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
単
に
、
そ

の
地
区
や
村
が
そ
の
品
種
の
名
産
地
で
あ

る
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
品
種
を
ど
う
美
し

く
表
現
す
る
か
に
苦
心
し
て
い
る
メ
ゾ
ン
の

思
い
、
情
熱
が
あ
ら
た
め
て
理
解
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

李  

ど
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
も
、
メ
ゾ
ン
の
個

性
が
き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
て
い
た
の
は
す
ご

い
こ
と
だ
な
と
、
素
直
に
思
い
ま
し
た
。「
ブ

ド
ウ
を
ど
う
使
う
か
」
に
心
を
砕
い
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
「
ブ
ド
ウ

の
個
性
」
こ
そ
が
真
骨
頂
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

椨  

私
が
再
認
識
し
た
の
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
・
メ
ゾ
ン
が
描
く
設
計
図
は
、
実
に
緻

密
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ど
こ
の
畑
の
ど

こ
の
区
画
の
ブ
ド
ウ
を
使
い
、
ど
う
醸
造

す
る
か
。
熟
成
も
、
リ
リ
ー
ス
時
期
を
見

越
し
て
期
間
を
決
め
る
な
ど
、
実
に
細
や

か
で
す
。「
メ
ゾ
ン
の
真
骨
頂
」
は
、
こ
の
設

計
図
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

田
邉  

そ
う
で
す
ね
。
私
が
今
回
感
銘
を

受
け
た
の
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
な
ら
で
は
の

長
い
熟
成
期
間
で
し
た
。
リ
リ
ー
ス
ま
で
に

時
間
を
か
け
る
こ
と
を
良
し
と
し
て
い
る
ワ

イ
ン
は
、
世
界
中
を
見
渡
し
て
み
て
も
珍
し

い
も
の
で
す
。「
未
来
の
味
を
予
測
し
て
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
を
造
る
」
と
い
う
醸
造
家
た
ち

の
才
能
と
職
人
気
質
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

メ
ゾ
ン
の
矜
持
を
感
じ
ま
す
。

情
野  

そ
う
で
す
ね
。
メ
ゾ
ン
の
個
性
が
際

立
っ
て
い
る
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
や
、
造
り
手
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
に
出
合
う
と
「
お

お
!
」
と
感
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
こ
そ
が
「
真
骨
頂
」
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

メ
ゾ
ン
の
神
髄
を
伝
え
る

李  

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
メ
ゾ
ン
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
長
け
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
自

分
た
ち
の
歴
史
や
土
地
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
、

と
て
も
う
ま
く
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
グ
ラ
ン
・
メ
ゾ
ン
と
レ
コ
ル
タ
ン
・
マ

ニ
ピ
ュ
ラ
ン
、
協
同
組
合
で
は
歴
史
も
成
り

立
ち
も
違
う
。
そ
れ
を
、
商
品
を
通
じ
て
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世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。
一
貫
し
た
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
世
界
中
の
人
に
伝
わ
っ
て

い
る
の
は
す
ご
い
こ
と
で
す
よ
ね
。

情
野  

伝
説
の
僧
侶
の
名
を
冠
し
た
『
ド

ン 

ペ
リ
ニ
ヨ
ン
』
や
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
の
た
め
に
造
ら
れ
た
『
レ
ア
』
な
ど
が
わ
か

り
や
す
い
例
で
す
ね
。『
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ 

グ

ラ
ン 
シ
エ
ク
ル 

N
o
・
25
』
や
『
ペ
リ
エ 

ジ
ュ

エ 

ベ
ル 
エ
ポ
ッ
ク
』
な
ど
も
素
敵
な
物
語
が

あ
り
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
は
も
と
よ
り
、
そ
れ

を
体
現
す
る
味
を
き
っ
ち
り
造
り
込
ん
で
い

ま
す
。

椨  

そ
し
て
、
そ
れ
が
ま
た
新
た
な
食
文
化

を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。
特

に
、
日
本
に
お
い
て
は
和
食
と
の
相
性
が

抜
群
に
良
く
、
新
し
い
感
覚
で
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

が
楽
し
め
る
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
か
ら
毎
年
多

く
の
生
産
者
が
来
日
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
、

和
食
と
の
相
性
の
良
さ
に
驚
か
れ
ま
す
。

田
邉  

私
は
い
く
つ
か
の
お
店
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
は
ど
ん
な
お
店
も

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を
必
要
と
す
る
時
代
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
鮨
、
天
ぷ
ら
、
焼
き

鳥
な
ど
、
和
食
と
の
相
性
も
無
限
大
で
す
。

李  

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
「
頑
張
っ
た
人
へ
の

ご
褒
美
」
だ
と
も
思
い
ま
す
。
お
祝
い
ご
と

に
も
よ
く
登
場
す
る
お
酒
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
「
ハ
レ
」

の
時
間
を
彩
っ
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。
今
年
、

帝
国
ホ
テ
ル 

東
京
で
は
シ
ャ
ン
パ
ン
バ
ー

「T
he

 R
endez-V

ous A
W
A

（
ザ
・
ラ

ン
デ
ブ
ー 

ア
ワ
）」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
気
軽
に
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を

楽
し
ん
で
い
る
お
客
さ
ま
か
ら
も
、
そ
ん
な

こ
の
１
本
に
表
れ
る

メ
ゾ
ン
の
哲
学

椨  

今
回
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
ど
の
キ
ュ
ヴ
ェ

か
ら
も
メ
ゾ
ン
の
個
性
が
感
じ
ら
れ
て
魅
力

的
で
し
た
。
皆
さ
ん
は
ど
の
メ
ゾ
ン
が
印
象

的
で
し
た
か
？  

私
は
「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
ア

ン
リ
オ
」
の
『
キ
ュ
ヴ
ェ
・
エ
メ
ラ 

2
0
1
3

年
』
の
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
美
し
い
表
現
、
し
っ

か
り
し
た
造
り
が
心
に
残
り
ま
し
た
。『
レ
ア 

2
0
1
3
年
』（
レ
ア
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
）
も

コ
ン
セ
プ
ト
通
り
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
魅
力
的

で
し
た
。

李  

ア
ン
リ
オ
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
ね
。

久
し
ぶ
り
に
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
の
で
す
が
、

し
み
じ
み
美
味
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
シ
ャ

ル
ド
ネ
と
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
特
徴
が
存
分

に
生
か
さ
れ
て
い
て
、
酸
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
い
。

ま
た
、
掘
り
出
し
も
の
と
思
っ
た
の
が『
ヴ
ィ

ル
ジ
ニ
ー 

T
．
ミ
レ
ジ
ム 

ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ナ

チ
ュ
ー
ル 

2
0
0
9
年
』
で
し
た
。
テ
タ

ン
ジ
ェ
一
族
の
一
人
が
立
ち
上
げ
た
比
較
的

新
し
い
メ
ゾ
ン
で
す
が
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を
熟

知
し
て
い
る
人
が
手
掛
け
て
い
る
だ
け
あ
り
、

緻
密
で
き
れ
い
な
造
り
で
す
。
今
後
注
目

し
て
い
き
た
い
で
す
。

椨  

私
も
「
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー 

T
．」
に
期
待

し
た
い
で
す
。

田
邉  

『
ポ
メ
リ
ー 

キ
ュ
ヴ
ェ
・
ル
イ
ー
ズ 

2
0
0
6
年
』
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

き
れ
い
に
熟
成
し
て
い
て
、
味
も
香
り
も
十

分
開
い
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
今
飲
み
た
い

1
本
で
す
。

情
野  

私
は
、
ア
ン
リ
オ
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を

10
年
ほ
ど
務
め
て
い
ま
す
が
、
長
年
見
て
き

印
象
を
受
け
ま
し
た
。
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
メ

ゾ
ン
の
魅
力
を
き
ち
ん
と
伝
え
な
く
て
は
と
、

あ
ら
た
め
て
思
い
ま
す
。

椨  

私
も
同
じ
く
、
メ
ゾ
ン
の
ス
タ
イ
ル
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
と
、
よ
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
た

ち
ソ
ム
リ
エ
も
、
メ
ゾ
ン
の
真
骨
頂
を
伝
え

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

李  

以
前
、
ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
レ
・
ク

レ
イ
エ
ー
ル
」
で
研
修
し
た
時
、
シ
ェ
フ
ソ
ム

リ
エ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ャ
メ
ス
氏
に
「
お
客

さ
ま
に
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
す
べ
て
を
語
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。「
余
白
を
残
し
て
、
お
客
さ
ま

の
イ
メ
ー
ジ
を
尊
重
す
る
よ
う
に
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
の
で
は
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

真
骨
頂
も
き
っ
と
同
じ
で
、
お
客
さ
ま
自

ら
に
探
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
私
た
ち
ソ

ム
リ
エ
が
う
ま
く
お
話
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
ね
。

田
邉  
は
い
。
日
本
で
も
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
人

気
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

ソ
ム
リ
エ
も
、
メ
ゾ
ン
の
歴
史
や
背
景
な
ど

を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
お
伝
え
し
た
い
で
す
。

情
野  

増
え
続
け
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観

光
客
の
多
く
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
訪
れ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
彼
ら
が
選
ぶ
の
は
白
ワ
イ
ン

や
赤
ワ
イ
ン
が
多
い
の
だ
そ
う
で
す
。
一
方
、

日
本
は
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
輸
出
国
第
3
位
で

す
か
ら
、
つ
ま
り
日
本
で
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を

飲
ん
で
い
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
人
だ
と

い
う
こ
と
。
本
当
に
「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
大
国
」

に
な
っ
た
の
だ
と
、
感
動
し
ま
す
。

た
上
で
言
え
る
の
は
「
造
り
に
ブ
レ
が
な
い
」

と
い
う
こ
と
。
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
美
し
く
際
立

た
せ
る
、
と
い
う
哲
学
を
貫
い
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
メ
ゾ
ン
の
矜
持
や
誇
り
を
、
今

回
多
く
の
キ
ュ
ヴ
ェ
に
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
あ
ら
た
め
て
『
ド
ン 

ペ
リ
ニ
ヨ
ン 

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ 

2
0
1
5
』
は
す
ご
い
!
と

思
い
ま
し
た
。
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ（
ブ
レ
ン
ド
）

の
妙
味
が
際
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
ま
さ

に
こ
の
メ
ゾ
ン
の
真
骨
頂
で
す
。1
0
0
年
後
、

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
機
器
は
形
を
変

え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ド
ン 

ペ
リ
ニ

ヨ
ン
は
こ
の
ま
ま
同
じ
姿
で
存
在
し
続
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
く
ら
い
普
遍
的
な

の
で
す
。

田
邉  

ブ
レ
な
い
安
定
感
と
い
う
点
で
見
る

と
、
私
は
「
ル
イ
ナ
ー
ル
」
を
挙
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
透
明
感
が
あ
っ
て
ピ
ュ
ア
な
味

わ
い
で
、
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
の
神
髄
を

感
じ
ま
し
た
。

李  

今
回
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
、
す
べ
て

「The R
endez-V

ous A
W
A

」
の
リ
ス

ト
に
載
せ
た
い
と
思
う
ほ
ど
、
素
晴
ら
し
い

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
メ
ゾ
ン
の
個
性
が
よ
く

わ
か
る
銘
柄
で
、
愛
好
家
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
初
心
者
に
も
お
勧
め
し
た
い
で
す
。

椨  

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
、
や
は
り
素
晴
ら
し

く
魅
力
的
。
泡
の
な
い
人
生
な
ど
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
!

情
野  

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
ど
ん
な
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
に
出
合
え
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

＊
１ 

白
ブ
ド
ウ
だ
け
で
造
っ
た
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

＊
２ 

黒
ブ
ド
ウ
だ
け
で
造
っ
た
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

＊
３ 

ブ
ド
ウ
栽
培
と
醸
造
を
兼
ね
て
い
る
生
産
者
。
自
社
畑
の
ブ
ド
ウ
だ

け
で
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を
造
る
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シャンパーニュの舞台裏
華やかなメゾンを支える歴史と新しいアイデア

シャンパーニュで今何が起こっているのか。歴史を振り返り、未来に向けて進む造り手たち。
世界にインパクトを与え続けることが使命とも言えるメゾンが目指す道とは。

text by Akihiko YAMAMOTO

　シャンパーニュには、大別して「メゾン」「グロワー（栽培家）」
「協同組合」という三つの形態が存在する。メゾンとグロワー
の密接な協力関係が、シャンパーニュを支えている。シャンパー
ニュ地方の栽培面積3万4200ヘクタールの9割をグロワーが
所有している一方で、売り上げの7割はメゾンが挙げている。

メゾンの売り上げの9割は輸出
によるものだ。グロワーが栽培す
るブドウをベースにメゾンが液体
を造り、パッケージングし商品
化して売るという構図がある。
　シャンパーニュ産業の中核的
な存在である「LVMH」（モエ・
ヘネシー・ルイ・ヴィトン）を見
ると、その骨格がわかる。シャン
パーニュの5本に1本程はLVMH

が抱える六つのブランドだ。最も古いのは1743年創業の「モエ・
エ・シャンドン」。シャンパーニュの代名詞「ドン ペリニヨン」、
樽発酵にこだわる「クリュッグ」など、個性溢れるメゾンがそろっ
ている。日本は米国に次ぐ2番目の輸出市場だ。
　シャンパーニュは長期の熟成が必要なワインであるため、良
好なキャッシュフローが基礎を成す。安定性の源は自社畑。
LVMHでは、グループで1700ヘクタールもの畑が生産に使われ、
年間生産量の20パーセントをまかなっている。自社畑が広け
れば、気候が不安定な産地で、安定した生産量と品質を
確保できる。約1200ヘクタールとシャンパーニュ地方最大の
畑を所有するモエ・エ・シャンドンには、
230の村に800を超す区画がある。

王道から
シャンパーニュを知る

　だから、LVMHブランドを始めとする
大手メゾンでまずシャンパーニュを知り、
世界を広げていくのは正しい。「王道」
を歩くうちにメゾンの物語や個性も理
解できる。メゾンの中には、未亡人たち

が生み出した工夫が現在も
受け継がれている例も少な
からずある。「ヴーヴ・クリコ」
のカーヴ深くに潜れば、マ
ダム・クリコが考案したルミュ
アージュ（動瓶）の原型の
板がひっそりと眠っている。
ルイーズ・ポメリーがイギリ
ス市場向けに力を入れたブ
リュット・ナチュール（辛口）

＊1 ガロ・ローマ時代の石灰岩の石切場を利用した地下セラー
＊2 瓶内2次発酵の際に生じるオリを瓶口に集め、取り除く作業
＊3 オリとともに長期間熟成させたボトル

©
ボ
ラ
ン
ジ
ェ

©ボランジェ

©ボランジェ

第2次世界大戦の前後に活躍したマダム・リ
リー・ボランジェ

は、世界遺産に登録されたクレイエールの暗闇で今も時を刻
んでいる。リリー・ボランジェが賓客をもてなすために考案した
『アール・ディー』は今もボランジェの顔だ。
　そうした歴史の積み重ねがメゾンの強みや重みとなっている。
シャンパーニュは時間とともに生きてきたワインだが、夢見させ
る物語を紡ぎ出し、個性的なキャラクターも生み出してきた。
『ドン ペリニヨン』の『P2』や『P3』は大量生産したボトルの
熟成の過程を分析するところから生まれた。ボランジェのアール・
ディーはメゾンのスペシャルキュヴェとなっただけでなく、デゴル
ジュマンの意味合いを世に知らしめ、同様のレート・ディスゴー
ジド・ボトルを大量に生んだ。ブリュット・ナチュール（極辛口）
はスパークリング好きだったイギリス人の心をつかんだだけでなく、
気候変動が問題となっている今、その存在意義があらためて
クローズアップされている。
　時代に合わせて適応していくのもメゾンの果たす大きな役

割だ。気候変動を抑止するための瓶
の軽量化、大量に使われる水の再利
用、パッケージングの簡素化、オーガ
ニックの推進などが、持続可能な取り
組みとして注目されている。そうした努
力は世界のワイン産業にもインパクトを
与え、飲み手の心にも刻まれる。
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4人のテイスターが選ぶベスト5ワインを発表！
＊ベスト5はランキング形式ではありません　＊テイスター紹介は50音順です

パルメ ブラン・ド・ノワール NV
Palmer Blanc de Noirs
  パルメ

グレープフルーツ、モモ、アプリコットなど
の繊細で複雑なアロマ。細やかな泡と優美
な味わい。ピノ・ノワールとムニエのバラ
ンスが素晴らしいブラン・ド・ノワール。
秋から冬の季節にお勧め。

キュヴェ・エメラ 2013 年
Cuvée Hemera
  シャンパーニュ・アンリオ

キラキラと輝く黄金色、きめ細かい泡立ち。
白い花、ボダイジュ、ヴァニラ、アンズの
複雑な香り。アフターにブリオッシュ、アー
モンドが現れ、心地よく長い余韻に続く。
上質なシャルドとピノ・ノワールのブレンド。
これぞプレステージ・シャンパーニュ。

ヴィルジニー T. ミレジム 
ブリュット ナチュール 2009 年
Virginie T. Millésimé Brut Nature
  シャンパン ヴィルジニー T. 

2009 年は素晴らしいヴィンテージ。ピノ・
ノワールのプラム、ラズベリーの香り。シャ
ルドネに由来するブリオッシュの上質な風
味と、複雑で長い余韻。名門家の血統が
感じられる、今後注目したいメゾン。

セット・クリュ・
エクストラ・ブリュット NV
7 Crus Extra Brut
  アグラパール・エ・フィス

優秀な生産者が多いコート・デ・ブラン地
区の中でも、グラン・クリュのアヴィーズ村
を代表する自然派の生産者。上質なシャル
ドネが表現する、白い花束のような優雅な
香り。タイトでドライな味わいは、ほかに
はないミネラル感を残す。テロワールの本
質が感じられる1本。

ドゥーツ・ブリュット・
クラシック NV
Deutz Brut Classic 
  シャンパーニュ・ドゥーツ

黄金色の外観にきめ細かい泡立ち。白い
花、熟したリンゴ、洋ナシの香りが感じられ、
アーモンド、トーストのアロマが続く。フレッ
シュでリッチなコク、バランスの良い安定し
た味わいが楽しめる。多くのシチュエーショ
ンに合わせられる逸品。

キュヴェ･ブリュット･レゼルヴ･
ヴィエイユ ･ヴィーニュ NV
Cuvée Brut Réserve Vieilles Vignes
  シャンパーニュ・フランシス・オルバン

品種へのこだわり。黒ブドウに由来するロ
ゼのようなおもむき。香りにも赤系ベリー
やスモモの要素がある。従来のムニエには
ない優雅さは、土壌特性と手寧な仕込みに
よるもの。メゾンのスタイルとシャンパー
ニュの多様性を楽しめるキュヴェ。

ブリュット レゼルヴ NV
Brut Réserve
  シャンパーニュ・シャルル・エドシック

1990 年代からのリザーヴワインも使用して
いるメゾン。このキュヴェはリザーヴワイン
を約 50％ブレンド。メゾンの神髄を感じる
精密で贅沢な造りで、フレッシュかつ複雑
さを兼ね備えている。酸が心地よく広がり、
シルキーな口当たり。奥行きのある逸品。

テタンジェ 
プレスティージュ ロゼ NV
Taittinger Prestige Rosé
  テタンジェ

ロゼはこうあってほしい、と思うような鮮や
かな外観。持ち味の軽やかな酸はそのまま
に、まろやかに仕上がっている。次世代に
向かうメゾンの新たな一面か。デザートや
食後にゆったり楽しむのもお勧め。

ヴィルジニー T. ミレジム 
ブリュット ナチュール 2009 年
Virginie T. Millésimé Brut Nature
  シャンパン ヴィルジニー T. 

クラシックに、実直に。ブリオッシュ香にク
リーム、ベリーやスパイスなど複雑な香り
に魅了される。滑らかでリッチな果実味で、
食事を包み込む懐の深いシャンパーニュ。
余韻の収れん性も心地いい。名門家系な
らではの実力派。

レア 2013 年
Rare Millésime
  レア・シャンパーニュ

豪華な中にも絶妙なバランス感がある。前
面に出ているトースト香にぐっと引き寄せら
れる。しなやかで伸びのある酸が特徴的。
2013 年は冷涼な年だったが、豊かな果実
味をキープしている。きらめく外観、歴史
を感じる味わいも秀逸。

ポメリー 
キュヴェ・ルイーズ 2006 年
Pommery Cuvée Louise
  ポメリー

まさにポメリーの真骨頂と言える存在。20
年近い熟成を経た今、香りと味わいに複
雑性と深みを感じる。華やかさとエレガン
トさをまとい、余韻が非常に長く続いてい
く。アーティスティックなボトルも魅力。

パルメ ブラン・ド・ノワール NV
Palmer Blanc de Noirs
  パルメ

日本に登場して以来、私がディレクターを
務める店舗で常にオンリストしている生産
者。ベリーのアロマが感じられ、まろやか
さと奥行きを感じる味わい。ピノ・ノワー
ルの個性とその魅力がしっかりと表現され
ている。

ルイナール 
ブラン・ド・ブラン NV
Ruinart Blanc de Blancs
  ルイナール

華やかさとともに複雑性を感じるアロマ。
ピュアな果実の味わいと美しい酸味、奥行
きを与えるミネラル感が余韻に続いていく。
シャルドネの魅力がたっぷりと詰まったブラ
ン・ド・ブランの神髄。

テタンジェ 
プレスティージュ ロゼ NV
Taittinger Prestige Rosé
  テタンジェ

鮮やかなラズベリーレッドの色調が美しく、
赤い果実や花のアロマとともに熟成由来の
香りも感じられる。果実の純粋な味わいの
中にきれいな酸味とほのかな渋味と旨味が
存在し、心地いい余韻が長く続く。

キュヴェ・エメラ 2013 年
Cuvée Hemera
  シャンパーニュ・アンリオ

シャルドネとピノ・ノワールの調和を感じる。
それぞれの個性が見事に引き出されてい
て、そのバランスは秀逸。熟成由来の複雑
なアロマと豊潤な味わいを存分に楽しむた
めに、大きめのグラスを用意したい。

シャンパーニュ・ラリエ 
R.020 NV
Champagne Lallier The Réflexion R.020
  シャンパーニュ・ラリエ

濃厚で、まさに寒い冬にぴったりの味わい。
バランスがとても良く、酸味は控えめでま
ろやか。飲みやすさを兼ね備えている。食
事と一緒に楽しみたいシャンパーニュ。

キュヴェ･ブリュット･レゼルヴ･
ヴィエイユ ･ヴィーニュ NV
Cuvée Brut Réserve Vieilles Vignes
  シャンパーニュ・フランシス・オルバン

ムニエ特有のリキュール感が引き立ってい
る。食前というよりは、食後に楽しみたい。
黒イチジクのタルトなど、フルーツとの相性
も抜群。個性的なシャンパーニュで、唯一
無二の存在感を持っている。

セット・クリュ・
エクストラ・ブリュット NV
7 Crus Extra Brut
  アグラパール・エ・フィス

程よい苦味が感じられ、全体としてはやや
重心の低いバランス。シャルドネ主体の味
わいにほんのりとしたコクを感じつつ、スッ
キリとしたキレが両立している。しみじみとし
た美味しさを感じる。

ローラン・ペリエ 
グラン シエクル No.25 NV
Laurent-Perrier Grand Siècle No.25
  ローラン・ペリエ

マルチヴィンテージならではの複雑な味わ
い。ノン・ヴィンテージを極めるとこうなるの
か、と納得させられる１本。どんな料理にも、
どのタイミングでも楽しめる味わい。

キュヴェ・エメラ 2013 年
Cuvée Hemera
  シャンパーニュ・アンリオ

バランスの良いクリアな味わいに、ほんのり
と現れるエレガントな苦味が余韻を残す。新
しく就任した女性醸造長が手掛けるトップ
キュヴェ。2013 年ヴィンテージには、まるで
“新たな輝き”が宿っているかのような魅力
があり、一口飲むごとに心がときめく。

「レストラン アピシウス」シェフソムリエ。国際ソ
ムリエ協会認定インターナショナル・ソムリエ、
第 6回「ポメリースカラシップ」優勝、第 3回「全
日本最優秀ソムリエコンクール」第 3位、『ゴ・エ・
ミヨ2019』の「ベストソムリエ賞」受賞。「シャ
ンパーニュ・アンリオ」のアンバサダーを務める

「㈱WS」代表取締役・ワインディレクター。レ
ストランやワインショップ、ワインスクールを中心
に都内外の複数企業のワイン・飲料の監修やセ
ミナー講師を務める。2023 年に『ワインを楽し
む ~ 人気ソムリエが教えるワインセレクト法 ~』
（マイナビ出版）を出版。第６回「キュヴェ・ルイー
ズ・ポメリー ソムリエコンテスト」優勝

「エスパシオエンタープライズ㈱」2025年秋開業
予定のエスパシオ ナゴヤキャッスルの立ち上げに
ヘッドソムリエとして参画。国際ソムリエ協会認定ソ
ムリエ。シャンパーニュ騎士団シュヴァリエ。「メゾ
ン エメ・ヴィベール」「レストランひらまつ本店」「フィ
リップ・ミル東京」にてシェフソムリエやエグゼクティ
ブシェフソムリエを歴任。シャンパーニュ委員会な
どで講師を務める。

1991 年「帝国ホテル」に入社し、ソムリエとして
メインダイニング「レ セゾン」にて勤務。2007年「ス
ペインワインコンテスト」準優勝。シャンパーニュ
地方のシャトーレストラン「レ クレイエール」など
での研修を経て、現在はシャンパンバー「The 
Rendez-Vous AWA（ザ・ランデブー・アワ）」の
ソムリエ・支配人を務める
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情野博之氏田邉公一氏椨 賢太郎氏李 哲三氏
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シャンパーニュ地方

パリ

フランス

A  ワイン名、品種、価格、輸入元
B  生産者情報
C  読者プレゼント
 マーク付きの
 シャンパーニュを
 プレゼント！
  （応募方法はP139を参照）

P
resent

ページの見方

C h a m p a g n e  M a i s o n  M A P & I N D E X

  ランス市内＆ランス市周辺

マム グラン コルドン NV
Mumm Grand Cordon
メゾン マム   34

エッセンシエル 
エクストラ・ブリュット NV
Essentiel Extra Brut
シャンパーニュ・パイパー・エドシック   35

シャンパーニュ・
カステルノー オール・
カテゴリー CM1993 NV
Champagne Castelnau Hors 
Catégorie CM1993
シャンパーニュ・カステルノー   39

パルメ ブラン・ド・ノワール NV
Palmer Blanc de Noirs
パルメ   42

ブリュット レゼルヴ NV
Brut Réserve
シャンパーニュ・シャルル・エドシック   45

コレクション 245 NV
Collection 245
ルイ・ロデレール   46

ルイナール 
ブラン・ド・ブラン NV
Ruinart Blanc de Blancs
ルイナール   48

テタンジェ 
プレスティージュ ロゼ NV
Taittinger Prestige Rosé
テタンジェ   50

キュヴェ・スタニスラス 2008年
Cuvée Stanislas 
シャンパーニュ・ティエノ   56

ポメリー キュヴェ・ルイーズ 
2006年
Pommery Cuvée Louise
ポメリー   59

キュヴェ・エメラ 2013年
Cuvée Hemera
シャンパーニュ・アンリオ   61

レア 2013年
Rare Millésime
レア・シャンパーニュ   63

  モンターニュ･ド･ランス地区

ヴィルジニー T. ミレジム 
ブリュット ナチュール 2009年
Virginie T. Millésimé Brut Nature
シャンパン ヴィルジニー T.   54

シャンパーニュ・
レ・ヴィーニュ・ド・ヴリニィ・
プルミエ・クリュ・ブリュット 
23デゴルジュ NV
Champagne Les Vignes de Vrigny 
1er Cru Brut  ('23 Dégorgement)
シャンパーニュ・エグリ・ウーリエ   55

マイィ グラン・クリュ 
レ・エシャンソン 2013年
Mailly Grand Cru Les Échansons
マイィ・グラン・クリュ   57

ローラン・ペリエ 
グラン シエクル No.25 NV
Laurent-Perrier Grand Siècle No.25
ローラン・ペリエ   58

  ヴァレ・ド・ラ・マルヌ地区

ドゥーツ・ブリュット・クラシック NV
Deutz Brut Classic
シャンパーニュ・ドゥーツ   37

キュヴェ・ジョセフィーヌ 2014年
Cuvée Joséphine 
ジョセフ・ペリエ   62

シャンパーニュ・ラリエ 
R.020 NV
Champagne Lallier The Réflexion R.020
シャンパーニュ・ラリエ   33

ブリュット マジュール NV
Brut Majeur
シャンパーニュ・アヤラ   38

キュヴェ･ブリュット･レゼルヴ･
ヴィエイユ ･ヴィーニュ NV
Cuvée Brut Réserve Vieilles Vignes
シャンパーニュ・フランシス・オルバン   40

アンリ・ジロー 
エスプリ・ナチュールG NV
Henri Giraud Esprit Nature G
アンリ・ジロー   43

ブリュット ロゼ  NV
Brut Rosé
ビルカール・サルモン   51

ピー・エヌ・ヴイ・ゼッド19 NV
PN VZ19
シャンパーニュ・ボランジェ   53

  エペルネ市内＆エペルネ市周辺

ペリエ ジュエ グラン ブリュット NV
Perrier-Jouët Grand Brut
メゾン ペリエ ジュエ   36

ボワゼル ブリュット レゼルヴ NV
Boizel Brut Réserve
シャンパーニュ・ボワゼル   44

ドン ペリニヨン ヴィンテージ 
2015 トリビュート・トゥ・
バスキア コレクション
Dom Pérignon Vintage 2015  
Tribute To Jean-Michel Basquiat
ドン ペリニヨン   60

  コート・デ・バール地区
ボレロ・
エクストラ・ブリュット 2008年
Boléro Extra Brut
シャンパーニュ・フルーリー   52

  コート・デ・ブラン地区
セット・クリュ・
エクストラ・ブリュット NV
7 Crus Extra Brut
アグラパール・エ・フィス   47

ドゥラモット・ブラン・ド・ブラン・
ミレジメ 2018年
Delamotte Blanc de Blancs Millésimé 
シャンパーニュ・ドゥラモット   49

  コトー・ヴィトリア地区

プレスティージュ・
テロワール・ド・シャルドネ NV
Prestige Terroir de Chardonnay 
シャンパーニュ・ロスト   41

Champagne
コート・デ・バール地区

エペルネ

ランス

コート・ド・セザンヌ地区

コトー・ヴィトリア地区

コート・デ・ブラン地区

エぺルネ市内＆エペルネ市周辺

モンターニュ・ド・ランス地区

ランス市内 ＆ ランス市周辺

ヴァレ・ド・ラ・マルヌ地区

A

B

C
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情
野  

リ
ン
ゴ
の
ミ
ツ
の
よ
う
な
香
り
が

広
が
り
、
濃
厚
で
ま
ろ
や
か
な
印
象
で
す
。

使
用
品
種
は
シ
ャ
ル
ド
ネ
と
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー

ル
が
約
半
分
ず
つ
。
２
０
２
０
年
収
穫
の

キ
ュ
ヴ
ェ
を
ベ
ー
ス
に
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
が

20
パ
ー
セ
ン
ト
と
多
め
で
す
。
熟
成
が
き

れ
い
に
進
ん
で
い
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
飲
み

心
地
で
す
。
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
味

わ
い
で
す
ね
。

李  

レ
モ
ン
や
シ
ト
ラ
ス
の
香
り
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
タ
イ
ト
な
酸
味
も
い
い
で
す
ね
。
以

前
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
っ
た
時
、
食

前
に
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
食

事
を
通
し
て
味
わ
え
る
力
強
さ
も
あ
る

と
感
じ
ま
す
。

田
邉  

「
ラ
リ
エ
」
は
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
名

産
地
ア
イ
村
の
生
産
者
で
す
。
ア
イ
村

の
黒
ブ
ド
ウ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
よ
く
出

て
い
ま
す
ね
。
ド
ラ
イ
だ
け
れ
ど
柔
ら
か

な
ア
フ
タ
ー
も
魅
力
的
で
す
。

椨  

以
前
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
」
で『
ブ
ラ

ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
』
を
サ
ー
ビ
ス
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
や
さ
し
い
味
わ
い
で
、
お

客
さ
ま
に
好
評
で
し
た
。
そ
の
時
、
ラ
リ

エ
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
表
現
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。『
R
．0
2
0 

N
V
』
の
シ
ャ
ル
ド

ネ
も
そ
う
で
す
が
、
キ
レ
の
い
い
酸
と
厚
み

の
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
、
果
実
の
膨
ら
み
が
あ
る
。

奥
行
き
も
感
じ
ま
す
。

情
野  

ラ
リ
エ
の
醸
造
責
任
者
は
、
以

前
「
ヴ
ー
ヴ
・
ク
リ
コ
」
の
最
高
醸
造
責

任
者
を
務
め
て
い
た
ド
ミ
ニ
ク
・
ド
ゥ
マ
ル

ヴ
ィ
ル
氏
で
す
。
ド
ゥ
マ
ル
ヴ
ィ
ル
氏
は
ピ

ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
を
繊
細
か
つ
軽
や
か
に
仕

上
げ
る
名
手
な
の
で
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル

の
こ
の
ス
タ
イ
ル
も
守
り
つ
つ
進
化
さ
せ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
メ
ゾ
ン
の
今
後
に

期
待
が
持
て
ま
す
ね
。

田
邉  

フ
レ
ッ
シ
ュ
感
と
や
さ
し
い
味
わ
い

を
ベ
ー
ス
に
、
少
し
ず
つ
進
化
し
て
い
く

の
で
し
ょ
う
。
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
は
、
生
ガ
キ

や
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
と
合
わ
せ
た
い
で
す
。

椨  

酵
母
の
芳
ば
し
さ
や
ク
リ
ス
ピ
ー
さ

も
あ
る
の
で
、
揚
げ
春
巻
き
な
ど
パ
リ
ッ

と
し
た
食
感
の
１
品
と
も
合
い
そ
う
で
す
。

情
野  

中
国
料
理
と
も
マ
ッ
チ
す
る
で
し
ょ

う
。
ホ
イ
コ
ー
ロ
ー
や
、
醤
油
で
味
付
け

し
た
和
食
も
い
い
。
幅
広
い
料
理
と
楽

し
め
る
1
本
だ
と
思
い
ま
す
。

品種：シャルドネ 51％、ピノ・ノワール49％　希望小売価格：9680円　
問い合わせ先：CAMPARI JAPAN

Champagne Lallier The Réflexion R.020

P
resent

シャンパーニュ・ラリエ R.020 NV

生産者

Champagne Lallier

シャンパーニュ・ラリエ

1906年、アイ村に創設したメゾン。3代目ルネ・
ジェームズ・ラリエまで家族経営を貫き、品質
を向上させてきた。2004年に醸造家フランシ
ス・トリボー氏がメゾンを受け継ぎ「Rシリーズ」
を生み出す。05年、イタリアの「カンパリグルー
プ」の傘下となった。

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
を
繊
細
に
造
る
名
手

＊ 

貯
蔵
し
て
あ
る
良
作
年
の
原
酒
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情
野  

黒
ブ
ド
ウ
主
体
で
す
が
、
重
さ
を

感
じ
さ
せ
ず
、
軽
や
か
な
味
わ
い
で
す
。「
マ

ム
」
は
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
（
ブ
レ
ン
ド
）
の

バ
ラ
ン
ス
に
す
ぐ
れ
て
い
る
メ
ゾ
ン
で
す
。
興

味
深
い
の
が
、
こ
の
ボ
ト
ル
の
形
状
。
レ
ジ

オ
ン
・
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
思
わ
せ
る
赤
い

リ
ボ
ン
の
部
分
が
溝
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

椨  

前
最
高
醸
造
責
任
者
の
デ
ィ
デ
ィ
エ
・

マ
リ
オ
ッ
テ
ィ
氏
か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、

ボ
ト
ル
に
小
型
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
、
こ
の

デ
ザ
イ
ン
が
原
因
で
酒
質
の
変
化
が
起
こ
っ

て
い
な
い
か
ど
う
か
、
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し

た
そ
う
で
す
。

情
野  

そ
う
な
の
で
す
ね
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、

ワ
イ
ン
の
品
質
が
よ
り
向
上
し
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。

椨  

確
か
に
、
以
前
と
比
べ
て
厚
み
が
出

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
邉  

香
り
も
魅
力
的
で
す
。
リ
ン
ゴ
や

洋
ナ
シ
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
で
フ
ロ
ー
ラ
ル
な

ア
ロ
マ
。
味
わ
い
に
は
コ
ク
と
旨
味
を
感

じ
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
の
苦
味
も
心
地
い
い

で
す
ね
。

李  

ま
ろ
や
か
で
、
ア
ー
モ
ン
ド
や
ヴ
ァ
ニ
ラ

の
香
り
も
印
象
的
で
す
。
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ

ン
の
比
率
も
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、

味
に
深
み
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
『
マ
ム 

グ
ラ
ン 

コ
ル
ド
ン 

N
V
』
は
イ
メ
ー
ジ
も
い

い
で
す
よ
ね
。
赤
い
リ
ボ
ン
の
モ
チ
ー
フ
が

華
や
か
で
お
め
で
た
い
印
象
な
の
で
、
祝

賀
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
で
お
出
し
す
る
と
喜

ば
れ
ま
す
。

椨  

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
豊
富
な
メ
ゾ
ン
で
も
あ

り
ま
す
よ
ね
。
映
画
『
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
』
で

「
君
の
瞳
に
乾
杯
」
の
セ
リ
フ
と
と
も
に

こ
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
が
登
場
す
る
の
は
有

名
で
す
し
、
画
家
の
レ
オ
ナ
ー
ル
・
フ
ジ
タ

氏
と
の
縁
も
深
い
。
多
く
の
日
本
人
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

田
邉  

以
前
、
現
地
の
「
シ
ャ
ペ
ル
・
フ

ジ
タ
」
を
訪
れ
た
時
は
、
感
動
し
ま
し
た
。

情
野  

一
般
の
ビ
ジ
タ
ー
が
訪
問
で
き
る

の
も
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。
フ
ジ
タ
氏
は

当
時
の
社
長
ル
ネ
・
ラ
ル
ー
氏
と
の
友

情
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
し
た
が
、
彼
の
名

を
冠
し
た
ト
ッ
プ
キ
ュ
ヴ
ェ
『
R
S
R
V 

キ
ュ
ヴ
ェ 

ラ
ル
ー
』
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

少
し
リ
キ
ュ
ー
ル
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
感
じ
ら

れ
て
、
味
わ
い
深
い
。
グ
ラ
ン 

コ
ル
ド
ン
と

同
様
、
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
の
妙
味
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

品種：ピノ・ノワール45％、シャルドネ30％、ムニエ25％　希望小売価格：7821円　
問い合わせ先：ペルノ・リカール・ジャパン

Mumm Grand Cordon

P
resent

マム グラン コルドン NV

生産者

Maison Mumm

メゾン マム

ドイツの名門貴族フォン・マム家が 1827 年、
ランスに創設。76年に発売された『コルドン 
ルージュ』が世界的人気となり、大きく発展。
以後革新的な成長を遂げ、ボトルデザインを
刷新し『マム グラン コルドン NV』を誕生させ
る。写真は最高醸造責任者のヤン・ムニエ氏。

ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
の
技
が
光
る
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田
邉  
ふ
く
よ
か
な
味
わ
い
で
、
果
実
の

や
さ
し
い
甘
さ
が
き
れ
い
に
表
れ
て
い
ま
す
。

香
り
は
黄
色
い
リ
ン
ゴ
や
洋
ナ
シ
、
赤
い

果
実
。
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
思
わ
せ
る
香
ば
し

さ
や
、
ス
モ
ー
キ
ー
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
感
じ

ら
れ
ま
す
。
20
年
以
上
前
に
メ
ゾ
ン
を
訪

れ
ま
し
た
が
、
当
時
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭

の
公
式
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
映
画
関
連
の
写
真
が
飾
ら
れ
、
華

や
か
で
し
た
。

椨  

黄
桃
な
ど
の
甘
い
果
実
の
香
り
と
、

熟
成
か
ら
く
る
酵
母
感
が
口
中
に
広
が

り
ま
す
。
熟
成
感
を
し
っ
か
り
感
じ
ま
す

が
、
酸
味
が
軽
や
か
な
の
は
「
パ
イ
パ
ー
・

エ
ド
シ
ッ
ク
」
な
ら
で
は
の
ス
タ
イ
ル
。
シ
ェ

フ
・
ド
・
カ
ー
ヴ
の
エ
ミ
リ
ア
ン
・
ブ
テ
ィ
ヤ

氏
は
自
然
環
境
保
護
を
重
要
視
し
て
い

る
人
で
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
ワ
イ
ン
造

り
を
推
進
し
、
何
よ
り
畑
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

李  

以
前
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ミ
ル
」
で
椨

さ
ん
に
ペ
ア
リ
ン
グ
を
提
案
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、『
エ
ッ
セ
ン
シ
エ
ル 

ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
』
と
ト
リ
ュ
フ
の

パ
イ
の
組
み
合
わ
せ
が
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
こ
の
香
ば
し
さ
が
さ
ま
ざ
ま
な
料

理
と
合
う
と
思
い
ま
し
た
。

椨  
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
は
ノ
ン
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

で
す
が
、
ど
こ
か
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
雰
囲
気

が
あ
り
ま
す
。
軽
や
か
な
が
ら
、
赤
身
の

肉
を
使
っ
た
料
理
に
も
寄
り
添
え
る
力

強
さ
も
持
っ
て
い
ま
す
。

情
野  

そ
う
で
す
ね
。
コ
ク
が
あ
り
、
だ
し

の
よ
う
な
旨
味
も
感
じ
ま
す
。
ム
ニ
エ
の

比
率
が
高
く
ま
ろ
や
か
で
、
リ
キ
ュ
ー
ル

の
よ
う
な
深
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
現
れ
て
い
ま

す
。
タ
ル
ト
な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
と
合
わ
せ

て
も
美
味
し
い
で
し
ょ
う
。

田
邉  

料
理
な
ら
、
ク
リ
ー
ム
系
の
ソ
ー

ス
を
添
え
た
鶏
の
ロ
ー
ス
ト
な
ど
が
お
勧

め
で
す
。
こ
の
味
わ
い
で
こ
の
価
格
、
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
高
い
で
す
。

椨  

こ
の
メ
ゾ
ン
の
『
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
』

や
『
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
』
も
お
勧

め
で
す
。

田
邉  

私
は
『
ブ
リ
ュ
ッ
ト 

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
』

の
2
0
0
8
年
も
好
き
で
す
。
と
て
も
有

名
な
メ
ゾ
ン
な
の
で
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
イ
メ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
芯
が
ブ
レ
ず
、
安
定
し

た
品
質
を
誇
る
硬
派
な
生
産
者
だ
と

思
い
ま
す
。

品種：ピノ・ノワール45％、ムニエ36％、シャルドネ19％　
希望小売価格：9350円（箱なし）、9350円（箱入り）　問い合わせ先：日本リカー

Essentiel Extra Brut

エッセンシエル エクストラ・ブリュット NV

生産者

Champagne Piper-Heidsieck

シャンパーニュ・
パイパー・エドシック

1785 年、フローレンス・ルイ・エドシックが
創設。王妃マリー・アントワネットに献上され
たという逸話がある。1990 年代初期～2019
年、カンヌ国際映画祭の公式シャンパーニュ
であった。サステイナブルなワイン造りを進め
「B Corp」認証を取得。

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
華
や
か
な
メ
ゾ
ン

＊黒ブドウだけで造るシャンパーニュ
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椨  

青
リ
ン
ゴ
や
柑
橘
類
の
さ
わ
や
か
な

香
り
が
立
ち
上
り
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊

か
で
軽
や
か
な
ス
タ
イ
ル
で
す
。
余
韻
に

残
る
ほ
ろ
苦
さ
も
心
地
い
い
で
す
ね
。

李  

白
い
花
や
洋
ナ
シ
の
香
り
と
、
す
っ

き
り
と
し
た
酸
味
が
印
象
的
で
す
。
全

体
の
バ
ラ
ン
ス
も
整
っ
て
お
り
、
軽
快
な
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。

椨  

「
ペ
リ
エ 

ジ
ュ
エ
」
は
華
や
か
な
イ
メ
ー

ジ
の
メ
ゾ
ン
で
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も

長
け
て
い
て
、
最
近
は
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト

ア
を
開
設
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
ね
。

李  

今
秋
、
女
優
の
新
木
優
子
さ
ん
が

ブ
ラ
ン
ド
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任
し
た
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

田
邉  

味
わ
い
に
安
定
感
が
あ
り
ま
す
。

青
リ
ン
ゴ
や
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
、
ほ
の
か
に
ビ
ス

ケ
ッ
ト
の
香
り
。
フ
ロ
ー
ラ
ル
で
、
ク
リ
ー

ン
な
印
象
で
す
。
酸
味
は
ス
ト
レ
ー
ト
に

伸
び
、
ア
フ
タ
ー
に
は
わ
ず
か
な
塩
味
と

旨
味
、
心
地
い
い
苦
味
を
感
じ
ま
す
。

ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
（
食
前
酒
）
に
も
い
い
で
す

ね
。
8
℃
く
ら
い
に
冷
や
し
て
、
グ
ジ
ェ
ー

ル
や
生
ハ
ム
な
ど
と
楽
し
み
た
い
で
す
。
フ

ル
ー
ツ
タ
ル
ト
、
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ッ
ラ
チ
ー
ズ
と

の
相
性
も
良
さ
そ
う
で
す
。

椨  

デ
ザ
ー
ト
に
も
い
い
で
す
ね
。
ラ
イ
ト

な
飲
み
口
な
の
で
す
が
、
ド
ラ
イ
す
ぎ
な

い
バ
ラ
ン
ス
も
好
ま
し
い
で
す
。

情
野  
ペ
リ
エ 

ジ
ュ
エ
と
い
う
と
『
ベ
ル 

エ

ポ
ッ
ク
』
が
思
い
浮
か
ぶ
人
も
多
い
で
し
ょ

う
。
華
や
か
で
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
る
キ
ュ

ヴ
ェ
で
す
。『
ペ
リ
エ 
ジ
ュ
エ 

グ
ラ
ン 

ブ
リ
ュ
ッ

ト 

N
V
』
は
ベ
ル 

エ
ポ
ッ
ク
の
陰
に
隠
れ

て
い
る
印
象
を
持
つ
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
あ
ら
た
め
て
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て

み
る
と
、
実
に
美
味
し
い
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

で
す
。
ま
ろ
や
か
で
、
ナ
ッ
ツ
の
よ
う
な
香

ば
し
さ
が
広
が
り
、
ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
に
楽

し
み
た
い
。

李  

ベ
ル 

エ
ポ
ッ
ク
も
本
当
に
素
晴
ら
し

い
で
す
よ
ね
。
繊
細
で
エ
レ
ガ
ン
ト
、
シ
ャ

ル
ド
ネ
の
品
格
に
満
ち
た
美
し
さ
が
前

面
に
出
て
い
ま
す
。

田
邉  

グ
ラ
ン 

ブ
リ
ュ
ッ
ト
と
ベ
ル 

エ
ポ
ッ

ク
、
こ
の
2
つ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
に
共
通
し
て
い

る
の
は
「
安
定
感
と
華
や
か
さ
」
で
す
。

フ
ロ
ー
ラ
ル
で
香
ば
し
い
香
り
が
魅
力
的

で
す
ね
。

品種：ピノ・ノワール40％、ムニエ40％、シャルドネ20％　希望小売価格：9730円　
問い合わせ先：ペルノ・リカール・ジャパン

Perrier-Jouët Grand Brut

P
resent

ペリエ ジュエ グラン ブリュット NV

生産者

Maison Perrier-Jouët

メゾン ペリエ ジュエ

1811 年エペルネに創業。初代のピエール・
ニコラ・ペリエとローズ・アデル・ジュエ夫妻
が愛した「自然とアート」が、メゾンの哲学の
礎となっている。最高醸造責任者はセヴリーヌ・
フレルソンさん（写真）で、サステイナブルに
注力、畑の再生栽培なども推進している。 安

定
感
と
際
立
つ
華
や
か
さ

＊ 

シ
ュ
ー
生
地
に
チ
ー
ズ
を
混
ぜ
て
焼
い
た
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方

の
郷
土
料
理
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李  
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
、
と
て
も
ピ
ュ
ア
で

す
。
香
り
は
洋
ナ
シ
や
白
桃
、
マ
ル
メ
ロ
、

白
い
花
な
ど
。
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

泡
も
細
や
か
で
す
。

田
邉  

香
り
豊
か
で
滋
味
深
い
で
す
ね
。

リ
ン
ゴ
や
ア
カ
シ
ア
の
ア
ロ
マ
に
ト
ー
ス
ト
の

香
ば
し
さ
が
あ
り
、
落
ち
着
い
た
印
象
で

す
。
丸
み
が
あ
っ
て
コ
ク
を
感
じ
る
。
私

の
好
き
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。

情
野  

『
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
』
は
ピ

ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
、
ム
ニ
エ
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
を

3
分
の
1
ず
つ
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
ま
す
。
特

に
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
由
来
の
し
っ
か
り
し
た

味
わ
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
旨
味
も
十
分
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
玄
人
受
け
す
る
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

李  

帝
国
ホ
テ
ル
の
「
レ
・
セ
ゾ
ン
」
で
長

く
ハ
ウ
ス
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
し
て
お
出
し
し

て
い
ま
し
た
。
テ
ィ
エ
リ
ー
・
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン 

シ
ェ
フ
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
に
「
毛
蟹 

柚
子

胡
椒
の
ク
リ
ー
ム
」
と
い
う
１
品
が
あ
る

の
で
す
が
、
こ
の
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
合
う
よ
う
に
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

田
邉  

「
ド
ゥ
ー
ツ
」
は
根
強
い
フ
ァ
ン
が

多
い
メ
ゾ
ン
で
す
ね
。
確
か
に
、
正
統
派

の
フ
レ
ン
チ
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

情
野  

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
キ
ュ
ヴ
ェ
で
こ
れ
く

ら
い
濃
厚
で
、
程
よ
い
旨
味
と
心
地
い

い
苦
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
秀
逸
な
メ

ゾ
ン
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

椨  

そ
う
で
す
ね
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
キ
ュ
ヴ
ェ

と
い
っ
て
も
重
心
が
重
く
、
重
厚
感
が

あ
り
ま
す
。
ア
イ
村
の
ブ
ド
ウ
の
力
強
さ

が
き
ち
ん
と
表
現
さ
れ
て
い
て
、
芯
が
し
っ

か
り
し
た
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
い
う
印
象
で

す
。
と
て
も
華
や
か
で
す
。

情
野  

ハ
ウ
ス
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
し
て
い
る

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
理
由
が
わ
か
り
ま
す
。
飲
み
応
え
が

あ
り
、
幅
広
い
料
理
に
合
わ
せ
や
す
い
で

す
か
ら
ね
。
こ
の
旨
味
、
私
は
四
川
料

理
と
合
わ
せ
て
み
た
い
。
家
庭
で
楽
し
む

な
ら
、
豚
肉
の
シ
ョ
ウ
ガ
焼
き
な
ど
も
い

い
と
思
い
ま
す
。

椨  

余
談
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
は
、
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
キ
ュ
ヴ
ェ
の
『
ア

ム
ー
ル
・
ド
・
ド
ゥ
ー
ツ
』（
ア
ム
ー
ル
＝
愛
）

が
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
時
に
よ
く
売
れ
る
の
だ

そ
う
で
す
。
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
お
国
柄
が
表

れ
て
い
ま
す
ね
。

品種：ピノ・ノワール、ムニエ、シャルドネ各1/3　希望小売価格：9900円　
問い合わせ先：センチュリートレーディングカンパニー

D eutz Brut Classic 

P
resent

ドゥーツ・ブリュット・クラシック NV

生産者

Champagne Deutz

シャンパーニュ・ドゥーツ

1838年にウィリアム・ドゥーツとピエール・ユ
ベール・ゲルデマンがアイ村に設立。1993年
「ルイ・ロデレール」の傘下となる。緻密な造り
と品格ある味わいで、世界中の有名ホテルか
ら信頼を得ており、ミシュランの星付きレストラ
ンにもオンリストされている。

プ
ロ
が
信
頼
を
寄
せ
る
堅
牢
な
造
り
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李  

レ
モ
ン
や
柚
子
な
ど
、
柑
橘
の
香
り
。

白
い
花
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。
泡
は

生
き
生
き
と
し
て
、
シ
ル
キ
ー
な
テ
ク
ス

チ
ャ
ー
が
感
じ
ら
れ
、
力
強
く
て
き
れ
い

な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
い
う
印
象
で
す
。

田
邉  

と
て
も
フ
ロ
ー
ラ
ル
で
す
ね
。
青
リ

ン
ゴ
や
洋
ナ
シ
の
奥
に
ス
イ
カ
ズ
ラ
や
ボ
ダ

イ
ジ
ュ
な
ど
の
香
り
が
取
れ
ま
す
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
か
つ
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
、
ド
ラ
イ
。
酸

に
も
キ
レ
が
あ
り
ま
す
。

情
野  

飲
み
や
す
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

き
れ
い
に
整
っ
て
い
ま
す
。
コ
ク
と
キ
レ
が

感
じ
ら
れ
、
多
く
の
人
に
好
か
れ
る
味

わ
い
で
す
。
以
前
メ
ゾ
ン
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
家
庭
的
で
老
舗
ら
し

い
佇
ま
い
で
し
た
。

椨 

「
ア
ヤ
ラ
」
は
「
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
」
傘
下

の
メ
ゾ
ン
で
す
。
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
が
ピ
ノ
・
ノ

ワ
ー
ル
主
体
の
芳
醇
な
ス
タ
イ
ル
、
ア
ヤ

ラ
が
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
表
現
す
る
メ
ゾ
ン
と

個
性
が
分
か
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

時
に
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
の
陰
に
隠
れ
が
ち
だ
と

思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、『
ブ
リ
ュ
ッ

ト 

マ
ジ
ュ
ー
ル 

N
V
』
は
香
り
の
広
が
り

方
が
き
れ
い
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
か
で
美
し
い
。

ほ
ろ
苦
さ
も
現
れ
て
心
地
い
い
で
す
。
黒

ブ
ド
ウ
比
率
が
多
い
も
の
の
、
軽
や
か
に

仕
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
好
感
が
持
て

ま
す
。

田
邉  
こ
の
メ
ゾ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
ス
マ
ー

ト
、
ス
リ
ム
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
」。
味
わ

い
も
安
定
し
て
い
て
、
情
野
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
る
よ
う
に
多
く
の
人
に
好
か
れ
る
味

わ
い
な
の
で
、
ビ
ギ
ナ
ー
を
始
め
、
い
ろ
い

ろ
な
方
に
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

椨  

食
前
酒
と
し
て
活
躍
す
る
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
料
理
に
も
合
わ
せ
や
す
い

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。
私
は
こ
の
ほ
ろ
苦

さ
、
山
菜
料
理
や
天
ぷ
ら
に
合
わ
せ
て

み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

田
邉  

生
の
ホ
タ
テ
な
ど
、
シ
ー
フ
ー
ド
も

い
い
で
す
ね
。
和
食
店
で
も
活
躍
し
そ
う

で
す
。

李  

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
キ
ュ
ヴ
ェ
に
『
ラ
・
ペ
ル

ル
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
女
性
に
好

ま
れ
る
キ
ュ
ヴ
ェ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

の
で
、
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
に
楽
し
む
の

も
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

田
邉  

お
し
ゃ
れ
で
す
ね
。
優
雅
な
ひ
と

時
に
な
り
そ
う
で
す
。

品種：シャルドネ55％、ピノ・ノワール30％、ムニエ15％　希望小売価格：9020円　
問い合わせ先：三国ワイン

Brut Majeur

P
resent

ブリュット マジュール NV

生産者

Champagne Ayala

シャンパーニュ・アヤラ

スペイン貴族のエドモンド・デ・アヤラがシャ
ンパーニュ地方でワイン造りを学び、1860年
アイ村に創設。「オートクチュールのシャンパー
ニュ造り」がモットー。写真右はシェフ・ド・カー
ヴのジュリアン・グー氏、左はマネジングディ
レクターのアドリアン・ムフラール氏。

フ
ロ
ー
ラ
ル
で
洗
練
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
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情
野  
日
本
で
は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
素
晴
ら
し
い

生
産
者
で
す
。「
ニ
コ
ラ
・
フ
ィ
ア
ッ
ト
」
と

同
じ
協
同
組
合
に
属
し
て
い
て
、「
ア
ン
リ
オ
」

も
傘
下
で
す
。
こ
の『
オ
ー
ル
・
カ
テ
ゴ
リ
ー 

C
M
1
9
9
3 

N
V
』
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
感

が
あ
り
、
す
っ
き
り
し
た
味
わ
い
。
熟
成

に
由
来
す
る
ナ
ッ
ツ
の
よ
う
な
香
り
が
印

象
的
で
、
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
ま
す
。

田
邉  

熟
成
に
時
間
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
、

香
り
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
ね
。
モ
モ
や
ト

ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
、
ア
カ
シ
ア
の
香
り
の

奥
に
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
、
シ
ョ

ウ
ガ
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
ノ
ン
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
で
4
年
間
の
熟
成
、
と
手
を
か
け
て

い
ま
す
ね
。
熟
成
感
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
の
バ

ラ
ン
ス
も
良
好
で
す
。

李  

私
は
初
め
て
飲
ん
だ
の
で
す
が
、
シ
ョ

ウ
ガ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
ク
リ
ー
ミ
ー
な
泡
が

印
象
的
で
す
。
熟
成
の
進
み
方
も
き
れ

い
で
す
ね
。

椨  

コ
ク
が
あ
っ
て
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
で
、

香
ば
し
さ
も
あ
る
。
メ
イ
ン
料
理
に
も
合

わ
せ
た
い
で
す
ね
。
熟
成
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
安
定
し
た
味

わ
い
は
、
良
質
な
ブ
ド
ウ
の
調
達
に
恵
ま

れ
て
い
る
協
同
組
合
と
い
う
利
点
も
あ

る
の
で
し
ょ
う
。

情
野  
は
い
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
協
同
組
合
と
い
う
と
、
時

に
有
名
メ
ゾ
ン
よ
り
格
下
と
思
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
著
名
メ
ゾ
ン
に
ブ
ド
ウ
を

供
給
し
て
い
る
協
同
組
合
の
農
家
も
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。
協
同
組
合
は
「
高
品

質
の
ブ
ド
ウ
を
安
定
し
て
ぜ
い
た
く
に
使

え
る
」
と
い
う
の
が
強
み
な
の
で
す
。

椨  

そ
の
通
り
で
す
ね
。「
カ
ス
テ
ル
ノ
ー
」

は
特
に
近
年
評
価
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

田
邉  

日
本
で
は
や
や
マ
イ
ナ
ー
な
ブ
ラ
ン

ド
な
の
で
す
が
、
こ
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
に
、
食
事
と
一
緒
に
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
企
画
し
た
ら
喜
ば
れ
そ
う
で
す
。

ペ
ア
リ
ン
グ
コ
ー
ス
も
考
え
て
み
た
い
。
温

製
オ
ー
ド
ブ
ル
な
ど
と
合
わ
せ
て
も
い
い
で

す
ね
。
サ
ー
ビ
ス
時
に
は
グ
ラ
ス
に
も
気

を
配
り
た
い
で
す
。
膨
ら
み
の
あ
る
味
わ

い
な
の
で
、
ボ
ウ
ル
型
の
大
き
め
の
グ
ラ
ス

が
い
い
で
し
ょ
う
。

情
野  

シ
ー
ザ
ー
サ
ラ
ダ
な
ど
と
気
軽
に

合
わ
せ
て
楽
し
む
の
も
お
勧
め
で
す
。

品種：ピノ・ノワール55％、ムニエ30％、シャルドネ15％　希望小売価格：2万4200円　
問い合わせ先：ワインエクスペリエンス

生産者

Champagne Castelnau

シャンパーニュ・
カステルノー

1916 年に創業、2003年に「CRVC」(ランス・
シャンパーニュ協同組合 )の所有となる。現在
の加盟農家は750 軒以上で、全 900haの畑
を有する。21年「CV-CNF」と合併。「カステ
ルノー」の名は、第１次世界大戦の英雄キュリ
エール・ドゥ・カステルノー将軍へのオマージュ。

熟
成
が
生
み
出
す
個
性
的
な
味
わ
い

Champagne Castelnau Hors Catégorie CM1993

シャンパーニュ・カステルノー 
オール・カテゴリー CM1993 NV
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椨  

「
フ
ラ
ン
シ
ス
・
オ
ル
バ
ン
」
は
、
私
が

最
近
気
に
な
っ
て
い
る
ヴ
ァ
レ
・
ド
・
ラ
・

マ
ル
ヌ
地
区
の
小
規
模
生
産
者
で
す
。

こ
の
地
は
ム
ニ
エ
の
名
産
地
で
、『
キ
ュ
ヴ
ェ
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
レ
ゼ
ル
ヴ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ユ
・

ヴ
ィ
ー
ニ
ュ 

N
V
』
も
ム
ニ
エ
1
0
0
パ
ー

セ
ン
ト
で
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
豊
か
で
、
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
て
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
も
滑
ら

か
。
ム
ニ
エ
の
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
で
こ

の
華
や
か
さ
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
多
様
性

の
一
つ
を
物
語
っ
て
い
て
、
興
味
深
い
で
す
。

情
野  

ヴ
ァ
レ
・
ド
・
ラ
・
マ
ル
ヌ
は
寒
さ

の
厳
し
い
土
地
で
す
が
、
近
年
の
気
候

変
動
に
よ
り
ム
ニ
エ
が
よ
く
熟
す
よ
う
に

な
り
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
邉  

ム
ニ
エ
は
近
年
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

た
だ
、
こ
れ
は
ほ
か
の
ム
ニ
エ
と
は
ひ
と
味

違
い
ま
す
。
色
調
が
濃
く
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー

や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
黄
色
い
リ
ン
ゴ
の
香
り
、

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
と
ふ
く
よ
か
で
す
。
ア
タ
ッ

ク
は
ソ
フ
ト
で
、
心
地
い
い
タ
ン
ニ
ン
が
広

が
る
。
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
が
約
50
パ
ー
セ
ン

ト
と
多
め
で
す
ね
。

李  

レ
モ
ン
ピ
ー
ル
や
ス
パ
イ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
も
あ
り
、
少
々
ビ
タ
ー
。
ペ
ア
リ
ン
グ

コ
ー
ス
に
組
み
込
む
と
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り

そ
う
で
す
。
探
求
心
の
あ
る
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
愛
好
家
た
ち
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
そ
う
で
す
。

情
野  
確
か
に
、
個
性
的
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

で
す
。
ス
テ
ィ
ル
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
要
素
も

感
じ
ま
す
。
甘
苦
い
味
わ
い
で
、
ム
ニ
エ

特
有
の
リ
キ
ュ
ー
ル
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
出
て

い
る
。
食
後
に
デ
ザ
ー
ト
と
楽
し
ん
で
み

た
い
で
す
。
イ
チ
ジ
ク
の
タ
ル
ト
な
ど
が
合

い
そ
う
で
す
ね
。

李  

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
上
級
者
に
は
、
こ
の

ほ
ろ
苦
さ
を
生
か
し
て
青
魚
の
肝
を
使
っ

た
料
理
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
提
案
し
た

い
で
す
。
意
外
な
組
み
合
わ
せ
で
し
ょ
う
？

田
邉  

興
味
深
い
で
す
ね
。
家
庭
で
味
わ

う
な
ら
ポ
ー
ク
ソ
テ
ー
な
ど
も
い
い
で
し
ょ

う
。
確
か
に
、
白
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
印
象

も
あ
る
の
で
、
ボ
ウ
ル
が
大
き
め
の
グ
ラ
ス

を
選
び
た
い
で
す
。

椨  

当
主
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
オ
ル
バ
ン
氏
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
間
に
畑
の
土
を
掘
り
起
こ

し
て
、
あ
ら
た
め
て
土
壌
調
査
を
し
た
そ

う
で
す
。
こ
の
情
熱
的
な
造
り
手
が
ム
ニ

エ
の
可
能
性
を
こ
れ
か
ら
ど
う
引
き
出

し
て
い
く
の
か
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

品種：ムニエ100％　希望小売価格：9680円　
問い合わせ先：富士インダストリーズ

Cuvée Brut Réserve Vieilles Vignes

キュヴェ･ブリュット･レゼルヴ･
ヴィエイユ･ヴィーニュ NV

生産者

Champagne Francis Orban

シャンパーニュ・
フランシス・オルバン

当主フランシス・オルバン氏（写真）の曽祖
父が 1929年にルヴリニー村に居を構え、歴
史が始まった。自らの名を冠した「フランシス・
オルバン」は2007年の設立。自社畑は7.5ha。
1～ 2年熟成させたリザーヴワインを使用し、
洗練された深い味わいを生み出している。

ム
ニ
エ
の
可
能
性
を
追
求
す
る
造
り
手
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椨  
コ
ー
ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン
地
区
か
ら
南

東
へ
50
キ
ロ
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
コ
ト
ー
・

ヴ
ィ
ト
リ
ア
と
い
う
地
区
で
生
ま
れ
た
ブ

ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
で
す
。
南
方
に
あ
り

な
が
ら
石
灰
質
土
壌
で
、
コ
ー
ト
・
デ
・

ブ
ラ
ン
と
は
ま
た
ひ
と
味
違
っ
た
ス
タ
イ
ル

の
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
産
出
す
る
地
域
で
、
青

リ
ン
ゴ
や
柑
橘
類
の
香
り
と
、
ほ
の
か
な

酵
母
感
が
特
徴
で
す
。『
プ
レ
ス
テ
ィ
ー

ジ
ュ
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ド
ネ 

N
V
』
は
骨
格
が
あ
り
、
ア
ヴ
ィ
ー
ズ
村

の
ブ
ド
ウ
を
思
わ
せ
る
力
強
さ
も
感
じ

ま
す
。
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
（
特
級
畑
）
に

引
け
を
と
ら
な
い
味
わ
い
で
す
。

情
野  

ま
ず
、
色
調
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
な
ら
で
は
の
透
明

感
の
あ
る
色
合
い
。
ナ
ッ
ツ
の
香
ば
し
さ

が
心
地
よ
く
、
飲
み
や
す
い
で
す
。
酸
味

が
全
体
に
広
が
り
ま
す
が
強
す
ぎ
ず
、

上
質
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。

李  

と
て
も
エ
レ
ガ
ン
ト
で
す
。
シ
ャ
ル
ド
ネ

の
ミ
ネ
ラ
ル
感
が
よ
く
出
て
い
て
、
泡
も

ク
リ
ー
ミ
ー
。
私
は
初
め
て
試
飲
し
た
の

で
す
が
、
飲
ん
で
い
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す

ね
。

田
邉  

私
も
初
め
て
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま

し
た
。
コ
ト
ー
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
に
は
あ
ま
り

な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
い
シ
ャ

ル
ド
ネ
が
生
ま
れ
る
土
地
な
の
で
す
ね
。

青
リ
ン
ゴ
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、
ス
イ
カ

ズ
ラ
、
貝
殻
、
ト
ー
ス
ト
な
ど
、
香
り
が

複
雑
で
豊
か
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
が
あ
り
、

生
き
生
き
と
し
た
酸
も
魅
力
的
で
す
。

李  

産
地
も
目
新
し
く
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
の

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
し
て
優
秀
で
す
。

田
邉  

ワ
イ
ン
を
飲
み
な
れ
た
人
に
喜
ば

れ
そ
う
で
す
ね
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
バ
ー
で
オ

ン
リ
ス
ト
し
た
ら
話
題
に
な
り
そ
う
で
す
。

グ
ラ
ス
で
１
杯
楽
し
む
の
も
い
い
で
す
が
、

1
本
を
通
し
て
味
わ
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

情
野  

食
前
酒
と
し
て
も
い
い
と
思
い
ま

す
し
、
こ
の
ク
リ
ー
ミ
ー
さ
を
生
か
す
な
ら
、

鶏
肉
の
ム
ー
ス
な
ど
の
前
菜
と
も
マ
ッ
チ

し
そ
う
で
す
。

田
邉  

私
は
オ
イ
ス
タ
ー
バ
ー
が
思
い
浮

か
び
ま
し
た
。
ア
フ
タ
ー
の
塩
味
と
ミ
ネ

ラ
ル
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
生
ガ
キ
に
ぴ
っ
た
り
で

し
ょ
う
。
産
地
な
ど
の
知
識
を
深
め
な

が
ら
、
じ
っ
く
り
向
き
合
っ
て
味
わ
い
た

い
で
す
。

品種：シャルドネ100％　希望小売価格：7700円　
問い合わせ先：富士インダストリーズ

Prestige Terroir de Chardonnay

プレスティージュ・
テロワール・ド・シャルドネ NV

生産者

Champagne L'Hoste

シャンパーニュ・ロスト

1970年、コトー・ヴィトリア地区のバシュエ村に
設立された、家族経営のメゾン。自社畑は15ha。
3代目オーナーのクレモン・ロスト氏（写真）は
サステイナブルなワイン造りに取り組み、2021年
にHVE認証 (環境価値重視認証 )を取得。ワ
インコンクールでの受賞歴もあり、注目されている。

注
目
産
地
の
美
し
い
シ
ャ
ル
ド
ネ
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李  
「
パ
ル
メ
」
は
、
私
が
7
年
ほ
ど
前
に
研

修
し
て
い
た
ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
レ
・
ク

レ
イ
エ
ー
ル
」
で
、『
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
』
と

『
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
』
を
飲
ん
で
以
来
、

気
に
入
っ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
帝
国
ホ

テ
ル
で
は
シ
ャ
ン
パ
ン
バ
ー「The R

endez-
V
ous A

W
A

」
で
オ
ン
リ
ス
ト
し
て
い
ま
す
。

『
パ
ル
メ 

ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル 

N
V
』

は
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
良
さ
が
き
れ
い
に
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、

ア
プ
リ
コ
ッ
ト
の
香
り
が
豊
か
で
、
少
し

ド
ラ
イ
で
ビ
タ
ー
な
味
わ
い
も
魅
力
的
。

温
度
が
や
や
上
が
る
と
ま
た
表
情
が
変

わ
り
ま
す
。

椨  

ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
は
こ
れ
か
ら

の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
熟
し
た
黄
桃

や
ア
ー
モ
ン
ド
の
香
ば
し
さ
が
あ
り
、
ま
ろ

や
か
な
味
わ
い
。
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
・
ド
・
ラ

ン
ス
地
区
の
黒
ブ
ド
ウ
ら
し
い
力
強
さ
と

酸
、
余
韻
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
い
ま
す
。
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
も
滑
ら
か
で
、

厚
み
が
あ
り
ま
す
。

情
野  

パ
ル
メ
は
い
い
生
産
者
で
す
よ
ね
。

「
ア
ピ
シ
ウ
ス
」
で
も
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
好
き

の
お
客
さ
ま
に
お
勧
め
す
る
と
喜
ん
で
く

だ
さ
い
ま
す
。

 

こ
の
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
は
ピ
ノ
・
ノ

ワ
ー
ル
の
ス
パ
イ
シ
ー
感
や
深
み
の
あ
る

味
わ
い
が
き
れ
い
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、

抜
け
感
も
心
地
い
い
で
す
。

李  

グ
ラ
ス
に
注
い
で
時
間
が
経
ち
、
16

〜
17
℃
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
よ
り

風
味
が
膨
ら
ん
で
き
ま
し
た
。

椨  

香
り
が
よ
く
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。

田
邉  

私
と
パ
ル
メ
の
出
合
い
は
、
数
年

前
の
『
ワ
イ
ン
王
国
』
で
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
で
し
た
。
そ
の
時
初
め
て
飲
ん
で
、
素

直
に
美
味
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
以
来
、

私
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
し
て
い
る
お
店
で
オ

ン
リ
ス
ト
し
て
い
ま
す
。「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
&

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
選
手
権
2
0
2
0
」

の
ノ
ン
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
部
門
で
世
界
一
に

輝
い
た
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
だ
け
あ
り
、
ス
ト

レ
ー
ト
に
美
味
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

程
よ
い
熟
成
感
と
風
格
が
大
き
な
魅
力

で
す
。

李  

こ
の
香
ば
し
さ
、
焼
き
鳥
な
ど
炭
火

で
焼
い
た
料
理
に
合
い
ま
す
ね
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
キ
ノ
コ
料
理
も
美
味
し
い
で

し
ょ
う
。

品種：ピノ・ノワール100％　希望小売価格：1万6500円　
問い合わせ先：都光

Palmer Blanc de Noirs

P
resent

パルメ ブラン・ド・ノワール NV

生産者

Palmer & Co.

パルメ

1947年、7人の若手生産者が創業。200ha
以上の畑を所有。アルコール飲料誌『ドリンクス・
インターナショナル』が選ぶ「世界で最も称賛
されるシャンパーニュブランド 2021」にて、
4500を超える生産者の中で23位に選ばれた。
写真はセラーマスターのグザヴィエ・ベルダン氏。

豊
か
な
風
味
、
風
格
を
感
じ
る
実
力
派
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情
野  
し
っ
か
り
し
た
味
わ
い
で
コ
ク
が
あ

る
。
そ
れ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
層
を
成
し
て
い

て
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
芳
醇
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
す
が
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー

ル
で
有
名
な
メ
ゾ
ン
で
す
。

李  

香
り
は
レ
モ
ン
、
洋
ナ
シ
、
ク
ロ
ー
ヴ
、

シ
ョ
ウ
ガ
、
そ
し
て
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
。
華
や
か

な
印
象
で
す
。
私
が
「
ア
ン
リ
・
ジ
ロ
ー
」

を
知
っ
た
の
は
20
年
く
ら
い
前
で
す
。
酸

化
熟
成
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
驚
き
、
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ッ
ク
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

情
野  

木
樽
熟
成
を
得
意
と
す
る
メ
ゾ
ン

で
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
個
性
と
な
っ
て

表
れ
て
い
ま
す
。

椨  

以
前
ゴ
ル
ヴ
ェ
氏
に
お
話
を
伺
っ
た

時
に
も
、
確
か
に
終
始
樽
の
こ
と
が
話

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
樽
材
を
得
る
「
ア

ル
ゴ
ン
ヌ
の
森
」
の
環
境
保
全
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

李  

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
を
意
識
し
て
い
る
メ

ゾ
ン
で
す
ね
。

田
邉 

2
0
1
1
年
頃
に
先
代
の
ク
ロ
ー

ド
・
ジ
ロ
ー
さ
ん
が
来
日
し
た
時
、
ワ
イ

ン
ス
ク
ー
ル
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
お
話
を
伺
い
感
動
し
、
翌
年
、

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
ス
」
の
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン

ト
で
マ
グ
ナ
ム
ボ
ト
ル
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
し

た
。
と
て
も
好
評
で
し
た
よ
。

李  
マ
グ
ナ
ム
で
す
か
、
そ
れ
は
美
味
し
か
っ

た
で
し
ょ
う
ね
。
ア
ン
リ
・
ジ
ロ
ー
を
知
っ

た
当
時
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
芳
醇

で
コ
ク
が
あ
る
の
に
、
軽
や
か
さ
も
あ
る
。

ど
こ
か
モ
ダ
ン
な
香
り
が
し
て
。

情
野  

『
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
』
も
興
味

深
い
で
す
。
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
が
得
意
な

メ
ゾ
ン
だ
け
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
厚
み
の
あ
る

ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
な
の
で
す
。

椨  

こ
の
『
ア
ン
リ
・
ジ
ロ
ー 

エ
ス
プ
リ
・
ナ

チ
ュ
ー
ル
G 

N
V
』
に
も
、
メ
ゾ
ン
の
ス
タ

イ
ル
が
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
ま
す
。
新
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
を
継
ぎ
足
す
パ
ー
ペ
チ
ュ
ア
ル
リ

ザ
ー
ブ
の
複
雑
味
が
生
き
て
い
て
、
ま
ろ

や
か
で
奥
深
い
味
わ
い
。
料
理
と
合
わ
せ

る
な
ら
、
シ
ョ
ウ
ガ
の
香
り
を
生
か
し
て
、

ポ
ー
ク
ジ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

情
野  

い
い
で
す
ね
。
肉
料
理
に
も
し
っ
か

り
寄
り
添
う
力
強
さ
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

ま
た
、
こ
の
き
れ
い
な
酸
味
は
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
な
ど
も
引
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。
秋
や

冬
向
け
の
ス
タ
イ
ル
で
、
こ
れ
か
ら
の
季

節
に
活
躍
し
そ
う
で
す
。

品種：ピノ・ノワール80％、シャルドネ20％　希望小売価格：1万3200円　
問い合わせ先：アンリ・ジロー ジャパン

Henri Giraud Esprit Nature G

アンリ・ジロー エスプリ・ナチュールG NV

生産者

Henri Giraud

アンリ・ジロー

ルイ13世統治下の1625年創業の老舗。10
代目レオン・ジローが戦禍を乗り越えてメゾン
を発展させ、12代目クロード氏の時代に世界
的メゾンとなった。当主は長女のエマニュエル
さんで、ツーリズムにも注力している。写真は
醸造責任者のセバスチャン・ル・ゴルヴェ氏。

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
名
手
が
手
掛
け
る
芳
醇
さ
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田
邉  

生
き
生
き
と
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
泡

が
よ
く
溶
け
込
ん
で
い
て
、
清
涼
感
が
あ

り
ま
す
。
心
地
い
い
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
で
す
ね
。

香
り
は
リ
ン
ゴ
や
洋
ナ
シ
な
ど
、
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
で
フ
ロ
ー
ラ
ル
。
軽
や
か
で
、
華
や

か
な
1
本
で
す
。

椨  

ク
リ
ー
ン
で
さ
わ
や
か
で
す
。
酸
味
も

柔
ら
か
で
味
わ
い
が
や
さ
し
く
、
飲
み
手

に
近
付
い
て
き
て
く
れ
る
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

印
象
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
あ
ま
り
な
じ

み
が
な
か
っ
た
メ
ゾ
ン
な
の
で
す
が
、
好
感

を
持
ち
ま
し
た
。

情
野  

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
味
わ
い
で
す
。

ブ
ド
ウ
の
熟
度
か
ら
く
る
程
よ
い
甘
味

も
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
も
残

し
て
い
る
。
近
年
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方

も
気
候
変
動
の
影
響
が
語
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
な
か
、
ブ
ド
ウ
の
成
熟
度

を
き
ち
ん
と
見
極
め
て
上
手
に
造
り
込

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
は
マ
イ
ィ
、
キ
ュ
ミ
エ
ー
ル
、

シ
ニ
ー
・
レ
・
ロ
ー
ズ
な
ど
多
く
の
村
の

ブ
ド
ウ
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
お
り
、
各
村
の

高
品
質
な
ブ
ド
ウ
を
選
ん
で
い
る
と
推
察

で
き
ま
す
。
そ
れ
も
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
理
由

な
の
で
し
ょ
う
。
や
さ
し
い
味
わ
い
で
あ
る

ぶ
ん
パ
ワ
フ
ル
さ
は
控
え
目
で
す
が
、
エ
レ

ガ
ン
ト
な
飲
み
口
で
す
。

李  
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
突
出
し
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
白
い
花
な
ど
フ
ロ
ー

ラ
ル
ブ
ー
ケ
の
香
り
が
エ
レ
ガ
ン
ト
で
、
ア

フ
タ
ー
に
感
じ
る
ハ
チ
ミ
ツ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

も
魅
力
的
で
す
。
確
か
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
、
ま
ろ
や
か
で
、
き
れ
い
に
造
ら
れ

て
い
ま
す
。
幅
広
い
料
理
に
合
い
そ
う
で

す
ね
。
ユ
リ
根
の
入
っ
た
茶
碗
蒸
し
な
ど
、

や
さ
し
い
味
わ
い
の
料
理
と
楽
し
み
た
い

で
す
。

椨  

ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
か
ら
コ
ー
ス
料
理
の
前

半
ま
で
、
軽
や
か
に
楽
し
め
そ
う
で
す
。

私
は
白
身
魚
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
が
思
い
浮

か
び
ま
し
た
。
ハ
チ
ミ
ツ
ヴ
ィ
ネ
ガ
ー
を

ち
ょ
っ
と
添
え
る
と
美
味
し
い
で
し
ょ
う
。

田
邉  

い
い
で
す
ね
。
泡
の
滑
ら
か
な
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
が
印
象
的
な
の
で
、
ム
ー
ス
状

に
仕
立
て
た
ふ
ん
わ
り
と
し
た
食
感
の
料

理
と
合
う
と
思
い
ま
す
。
味
わ
い
が
軽

や
か
な
の
で
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
な
ど
、
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
に
活
躍
し
て
く
れ
そ
う
で
す
。

品種：ピノ・ノワール40％、シャルドネ35％、ムニエ25％　希望小売価格：1万3200円　
問い合わせ先：ピーロート・ジャパン

Boizel Brut Réserve

P
resent

ボワゼル ブリュット レゼルヴ NV

生産者

Champagne Boizel

シャンパーニュ・ボワゼル

1834年、パティシエだったオーギュスト・ボワ
ゼルとジュリー・マルタンが創設。1920年代に
海外輸出を拡大し、メゾンはさらに発展した。
現在はCEOのフロラン・ロック・ボワゼル氏（写
真右）と、副社長のリオネル氏（同左）兄弟が
メゾンを守り、品格のあるワインを目指している。 軽

や
か
で
落
ち
着
い
た
美
し
さ
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椨  
酵
母
や
ト
ー
ス
ト
の
香
ば
し
い
香
り

と
、
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
な
ど
熟
し
た
黄
色
い

フ
ル
ー
ツ
、
厚
み
の
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
と
エ
レ

ガ
ン
ト
な
酸
味
。
だ
し
の
よ
う
な
旨
味
も

感
じ
ま
す
。
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
の
比
率
が

高
め
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
先
駆
け
と
言

え
ま
す
。

田
邉  

香
り
が
豊
か
で
、
と
て
も
複
雑
で

す
。
白
桃
や
黄
色
い
リ
ン
ゴ
、
ク
ル
ミ
、

シ
ナ
モ
ン
な
ど
、
多
彩
な
香
り
が
魅
力
的
。

大
き
め
の
グ
ラ
ス
で
楽
し
み
た
い
で
す
。

李  

「
シ
ャ
ル
ル
・
エ
ド
シ
ッ
ク
」
は
私
も

好
き
な
メ
ゾ
ン
で
す
。
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
や
ロ
ー

ス
ト
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
香
り
が
心
地
よ

く
、
骨
格
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
熟

成
感
が
き
れ
い
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

創
業
者
の
シ
ャ
ル
ル
・
カ
ミ
ー
ユ
・
エ
ド
シ
ッ

ク
が
お
し
ゃ
れ
で
カ
リ
ス
マ
性
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
粋
で
紳
士
的
な
メ
ゾ
ン
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

椨  

ソ
ム
リ
エ
に
も
フ
ァ
ン
が
多
い
で
す
よ

ね
。
シ
ャ
ル
ル
・
エ
ド
シ
ッ
ク
を
擁
す
る

「
E
P
I
グ
ル
ー
プ
」
は
、「
パ
イ
パ
ー
・
エ
ド

シ
ッ
ク
」
や
、
イ
タ
リ
ア
の
「
ビ
オ
ン
デ
ィ
・

サ
ン
テ
ィ
」
も
傘
下
に
収
め
て
お
り
、
良

質
な
ワ
イ
ン
を
造
る
こ
と
に
理
解
が
あ
る

企
業
で
す
。
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
を
ス
ト
ッ
ク

す
る
に
し
て
も
多
大
な
費
用
が
か
か
り
ま

す
か
ら
、
そ
の
点
で
も
シ
ャ
ル
ル
・
エ
ド
シ
ッ

ク
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
ね
。

情
野  

そ
う
で
す
ね
。
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
の

比
率
を
高
く
保
つ
の
は
大
変
な
こ
と
で

す
が
、
こ
れ
が
メ
ゾ
ン
の
骨
太
な
イ
メ
ー
ジ

を
形
成
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ト
ー

ス
ト
や
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
の
香
ば
し
い
香
り
も
、

こ
の
メ
ゾ
ン
ら
し
い
と
こ
ろ
。

田
邉  

こ
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を
初
め
て
飲

ん
だ
時
、
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
を
40
パ
ー
セ

ン
ト
以
上
使
用
し
て
い
る
と
知
り
、
驚

き
ま
し
た
。
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
の
熟
成
感

に
加
え
、
さ
ら
に
瓶
内
で
長
期
熟
成
し

て
い
る
た
め
複
雑
な
味
わ
い
で
す
。
唯
一

無
二
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
ソ
ム
リ
エ
が
お

客
さ
ま
に
お
勧
め
す
る
ポ
イ
ン
ト
も
明
確
。

説
明
も
し
や
す
い
で
す
。

李  

個
性
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
ね
。
料

理
を
合
わ
せ
る
な
ら
、
仔
牛
の
煮
込
み

な
ど
が
良
さ
そ
う
で
す
。

椨  

味
わ
い
に
コ
ク
が
あ
る
の
で
、
中
国
料

理
と
も
マ
ッ
チ
す
る
で
し
ょ
う
。

品種：シャルドネ40％、ピノ・ノワール40％、ムニエ20％　
希望小売価格：1万1330円（箱なし）、1万1550円（箱入り）　問い合わせ先：日本リカー

Brut Réserve

ブリュット レゼルヴ NV

生産者

Champagne Charles Heidsieck

シャンパーニュ・
シャルル・エドシック

1851年、冒険家で起業家の当時29歳のシャ
ルル・カミーユ・エドシックが創業。特にアメ
リカ社交界で人気を博し「シャンパン・チャー
リー」の名で親しまれる。ガロ・ローマ時代の
採石場跡クレイエールをいち早く熟成庫とした。
写真は当主のステファン・ルルー氏。

リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
の
魅
力
全
開
！
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田
邉  

ピ
ュ
ア
で
、
と
て
も
き
れ
い
な
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。
洋
ナ
シ
や
リ
ン
ゴ
の
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
さ
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
と
ボ
ダ
イ

ジ
ュ
の
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
香
り
、
貝
殻
の
よ

う
な
ミ
ネ
ラ
ル
感
や
ス
モ
ー
キ
ー
さ
、
そ
し

て
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
香
ば
し
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
が
一
体
と
な
り
、
華
や
か
で
複

雑
な
香
り
の
層
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

飲
み
口
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
、
果
実
の
旨
味
、

酸
味
、
塩
味
が
調
和
し
て
い
る
。
素
直

に
美
味
し
い
と
感
じ
ま
す
。

李  

レ
モ
ン
の
皮
や
イ
ー
ス
ト
の
香
り
も
あ

り
、
奥
深
い
味
わ
い
で
す
。
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ

を
「T

he

 R
endez

-V
ous A

W
A

」で
オ

ン
リ
ス
ト
し
て
い
ま
す
が
、
お
客
さ
ま
の
人

気
が
高
い
で
す
。
飲
み
や
す
く
透
明
感

の
あ
る
味
わ
い
は
「
ル
イ
・
ロ
デ
レ
ー
ル
」

の
特
徴
と
言
え
ま
す
ね
。
以
前
リ
リ
ー

ス
さ
れ
て
い
た
『
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
プ
ル
ミ
エ
』

も
好
き
で
し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
そ

の
進
化
系
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
が
、

ス
タ
イ
ル
は
多
少
変
化
し
て
も
、
ル
イ
・

ロ
デ
レ
ー
ル
ら
し
さ
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
は
裏
切
ら
な
い
、
で
す
ね
。

椨  

品
格
が
あ
り
、
高
貴
な
佇
ま
い
で
す
。

以
前
働
い
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
で
お
出
し
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
は
、
料
理
や
飲

ん
だ
ワ
イ
ン
が
特
に
記
憶
に
残
る
も
の
。

中
で
も
「
乾
杯
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
」
は
と

て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
な
じ
み
が
な
い
人
で

も
飲
み
や
す
く
、
何
よ
り
華
や
か
な
の
で
、

お
祝
い
の
席
を
飾
る
の
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

情
野  

メ
ゾ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
も
エ
レ
ガ
ン
ト
で

す
よ
ね
。
創
業
以
来
家
族
経
営
を
貫
い

て
い
て
、
当
主
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
ゾ
ー

氏
は
醸
造
責
任
者
の
ジ
ャ
ン
・
バ
テ
ィ
ス

ト
・
レ
カ
イ
ヨ
ン
氏
を
理
解
し
、
信
頼
し
て
、

利
益
追
求
だ
け
で
は
な
い
高
品
質
な
ワ

イ
ン
造
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
哲

学
が
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
味
わ
い
に
表
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
邉  

料
理
を
呼
ぶ
ワ
イ
ン
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
感
は
天
ぷ
ら
と
合
う

で
し
ょ
う
。

情
野  

余
韻
に
繊
細
な
苦
味
が
感
じ
ら

れ
る
の
で
、
揚
げ
物
と
の
相
性
は
抜
群

で
す
。
家
庭
で
楽
し
む
な
ら
、
鶏
の
空

揚
げ
な
ど
と
マ
ッ
チ
し
そ
う
で
す
。

品種：シャルドネ41％、ピノ・ノワール35％、ムニエ24％ 　希望小売価格：1万450円　
問い合わせ先：エノテカ

Collection 245

コレクション 245 NV

生産者

Louis Roederer

ルイ・ロデレール

1776年の創業から一貫して家族経営を貫くメゾン。
20年以上前からオーガニック栽培に取り組み、約
240haの自社畑の半分ほどでオーガニック栽培を
実践している。トップキュヴェ『クリスタル』は＊ビ
オディナミで栽培したブドウだけを使用している。 名

門
が
醸
す
品
格
あ
る
ス
タ
イ
ル

＊オーストリアの人智学者ルドルフ・シュタイナーが提唱した有機栽
培農法
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李  
『
セ
ッ
ト
・
ク
リ
ュ
・
エ
ク
ス
ト
ラ
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト 
N
V
』
は
8
年
前
に
初
め
て
飲

ん
だ
時
に
衝
撃
を
受
け
た
、
思
い
出
の
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。「
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
感
は

何
?
」「
こ
の
塩
を
感
じ
る
味
わ
い
は
ど
こ

か
ら
来
る
?
」
と
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
味
わ
い
に
驚
き
ま
し
た
。
ソ

ム
リ
エ
と
し
て
経
験
を
積
む
と
衝
撃
を

受
け
る
ワ
イ
ン
に
出
合
う
こ
と
は
な
か
な

か
な
い
の
で
す
が
。
忘
れ
が
た
い
経
験
で
す
。

田
邉  

ブ
ド
ウ
本
来
の
味
が
き
れ
い
に
出

て
い
て
、
ア
フ
タ
ー
の
酸
も
ス
マ
ー
ト
で
す
。

香
り
は
洋
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

さ
と
、
貝
殻
や
イ
ー
ス
ト
な
ど
の
ス
モ
ー

キ
ー
さ
も
あ
り
、
複
雑
で
す
。
硬
質
な
ミ

ネ
ラ
ル
と
塩
味
が
、
奥
行
き
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。

情
野  

以
前
メ
ゾ
ン
を
訪
れ
た
時
、
ま
ず

畑
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
お
話

を
伺
い
ま
し
た
が
、
畑
に
対
す
る
情
熱
が

す
ご
い
。「
何
よ
り
ブ
ド
ウ
が
大
事
!
」
と

い
う
哲
学
を
伝
え
た
い
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

椨  

上
品
な
熟
成
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
香

り
の
重
心
は
低
め
で
、
酸
は
し
っ
か
り
と

し
て
い
る
。
口
当
た
り
は
ま
ろ
や
か
で
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
っ
て
い
ま
す
。
華
や

か
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。

情
野  

コ
ク
と
キ
レ
も
あ
り
、
繊
細
な
苦

味
が
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
す
。

田
邉  
す
っ
と
体
に
な
じ
む
の
も
魅
力
的

で
す
。
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
感
は
畑
に
由
来
す

る
の
で
し
ょ
う
。

李  

レ
コ
ル
タ
ン
・
マ
ニ
ピ
ュ
ラ
ン
の
特
徴
的

な
テ
ロ
ワ
ー
ル
だ
と
思
い
ま
し
た
。
土
地

に
メ
ゾ
ン
の
個
性
が
表
れ
て
い
ま
す
。「
ア

グ
ラ
パ
ー
ル
・
エ
・
フ
ィ
ス
」
は
今
注
目
さ

れ
て
い
る
生
産
者
で
す
が
、
そ
の
理
由
が

わ
か
り
ま
す
。
個
性
が
明
確
で
す
よ
ね
。

ボ
ト
ル
1
本
を
通
し
て
、
温
度
に
よ
る

味
わ
い
の
変
化
や
表
情
の
移
り
変
わ
り

を
楽
し
み
た
い
で
す
。

田
邉  

ア
ペ
リ
テ
ィ
フ
と
い
う
よ
り
も
、
食

事
と
一
緒
に
楽
し
み
た
い
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

で
す
。
こ
の
ミ
ネ
ラ
ル
感
と
塩
味
を
ハ
マ

グ
リ
の
ワ
イ
ン
蒸
し
な
ど
、
シ
ー
フ
ー
ド

料
理
に
合
わ
せ
た
い
。

李  

シ
ン
プ
ル
に
、
そ
し
て
贅
沢
に
、
キ
ャ

ビ
ア
と
い
た
だ
く
の
も
い
い
で
す
ね
。
リ

ピ
ー
ト
し
た
く
な
る
1
本
で
す
。

品種：シャルドネ90％ 、ピノ・ノワール10％　希望小売価格：1万5400円　
問い合わせ先：豊通食料

7 Crus Extra Brut

セット・クリュ・エクストラ・ブリュット NV

生産者

Agrapart & Fils

アグラパール・エ・フィス

1894年設立のメゾン。本拠地アヴィーズ村や、
コート・デ・ブラン地区に12haの自社畑を所有。
当主パスカル・アグラパール氏（写真左。右
は息子のアンブロワーズ氏）はテロワールを
尊重し、自然のリズムに合わせた栽培を行う。
気鋭の生産者として注目されている。

土
地
の
個
性
を
華
麗
に
映
し
出
す

＊ 

ブ
ド
ウ
栽
培
と
醸
造
を
兼
ね
て
い
る
生
産
者
。
自
社
畑
の
ブ
ド
ウ

だ
け
で
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を
造
る
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田
邉　
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
良
さ
が
前
面
に
出

て
い
て
、
酸
味
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。一
口

目
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
次
第
に
旨
味
や
深
み
が

強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
香
り
は
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
や
青
リ
ン
ゴ
、
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
、
ス
イ
カ

ズ
ラ
。
ジ
ン
ジ
ャ
ー
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
あ
り
ま

す
。
美
し
く
、華
や
か
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。

情
野　

酸
味
に
キ
レ
が
あ
り
、
さ
わ
や
か

で
す
。〝
シ
ャ
ル
ド
ネ
ハ
ウ
ス
〞
と
称
さ
れ
る

メ
ゾ
ン
ら
し
い
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
で
、

と
て
も
上
品
。
柑
橘
類
の
香
り
と
味
わ

い
な
が
ら
、
繊
細
な
苦
味
が
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
っ
て
い
ま
す
。
果
実
の
ま
ろ
や
か

さ
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
近
年
、
ボ
ト
ル
を

包
む
白
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
「
セ
カ
ン
ド
ス
キ
ン
」

が
登
場
し
ま
し
た
よ
ね
。
メ
ゾ
ン
の
清
潔

感
あ
る
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
て
い
ま
す
。『
ル
イ

ナ
ー
ル 

ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
』
に
は
ハ
ー

フ
ボ
ト
ル
も
あ
っ
て
形
が
可
愛
い
く
、
こ

ち
ら
も
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

椨　

白
い
紙
製
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
美
し
い

で
す
よ
ね
。
以
前
、
醸
造
責
任
者
の
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
・
パ
ナ
イ
オ
テ
ィ
ス
氏
か
ら
、
光

を
当
て
た
ボ
ト
ル
と
暗
所
熟
成
ボ
ト
ル
の

比
較
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
、
焼
け
た
よ

う
な
味
わ
い
の
光
劣
化
が
あ
っ
た
と
伺
い

ま
し
た
。
そ
の
後
対
策
を
練
り
、
セ
カ
ン

ド
ス
キ
ン
の
導
入
に
至
っ
た
の
で
す
が
、
メ

ゾ
ン
の
品
質
管
理
へ
の
見
識
と
努
力
が

う
か
が
え
ま
す
ね
。

田
邉　

老
舗
の
メ
ゾ
ン
な
が
ら
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
2
年
に
訪
問
し
た
の
で
す
が
、
案

内
し
て
い
た
だ
い
た
中
で
も
、
ガ
ロ
・
ロ
ー

マ
時
代
そ
の
ま
ま
の
真
っ
白
な
地
下
カ
ー

ヴ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
佇
ま
い
が
ク
ラ

シ
カ
ル
で
、
美
し
い
メ
ゾ
ン
で
し
た
。
歴
史

の
重
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

李　
は
い
。
ル
イ
ナ
ー
ル
の
カ
ー
ヴ
に
は
本

当
に
感
動
し
ま
す
。
同
社
の
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
の
美
し
さ
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
に
合
う
料
理
を
考
え
る
と
、

ま
ず
は
生
ガ
キ
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。

厚
み
の
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
感
が
よ
く
合
う
で

し
ょ
う
。

椨　

貝
類
と
は
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
に
ま
ろ
や
か
さ
が
あ
る
の
で
、
ホ

タ
テ
の
し
っ
と
り
と
し
た
質
感
に
も
合
い

そ
う
で
す
。
エ
レ
ガ
ン
ト
な
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
に

な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

品種：シャルドネ100%　希望小売価格：1万5290円　
問い合わせ先：MHD モエ ヘネシー ディアジオ

Ruinart Blanc de Blancs

ルイナール ブラン・ド・ブラン NV

生産者

Ruinart

ルイナール

1729年創業、最古のグランメゾン。ベネディク
ト派の高僧ドン・ティエリー・ルイナールがそ
の将来性に着目したことから歴史が始まる。
2024 年 11月には敷地内に日本人建築家・
藤本壮介氏が設計したパビリオン「クレイエル
通り 4番」が誕生し、愛好家を迎えている。

美
し
さ
と
品
格
に
満
ち
た
老
舗
の
逸
品
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情
野  

と
て
も
飲
み
心
地
の
い
い
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
で
す
。
コ
ー
ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン
地

区
の
ル
・
メ
ニ
ル
・
シ
ュ
ル
・
オ
ジ
ェ
、
ア

ヴ
ィ
ー
ズ
、
オ
ジ
ェ
、
ク
ラ
マ
ン
、
シ
ュ
イ
イ
、

オ
ワ
リ
ー
な
ど
の
村
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
ブ
レ

ン
ド
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
ル
・
メ
ニ
ル
・
シ
ュ

ル
・
オ
ジ
ェ
の
直
線
的
な
酸
味
が
き
れ
い

に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
味
わ
い
に
キ
レ
が

あ
り
ま
す
。

李  

洋
ナ
シ
や
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
の
香
り
が

印
象
的
で
、
ク
リ
ー
ミ
ー
な
泡
も
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
で
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
豊
か
で
タ
イ
ト
な

酸
味
が
特
徴
的
で
す
ね
。

椨  

ト
ー
ス
ト
の
よ
う
な
香
ば
し
さ
も
魅

力
的
で
す
。
香
り
の
中
に
し
な
や
か
な
骨

格
が
感
じ
ら
れ
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
素
直
な

印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
コ
ー
ト
・
デ
・
ブ

ラ
ン
な
ら
で
は
の
硬
質
な
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
良

さ
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
が
以
前
働
い
て

い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
「
ド
ゥ
ラ

モ
ッ
ト
」
を
ハ
ウ
ス
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
し
て

い
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
か
ら
の
人
気
も
高

か
っ
た
で
す
。

田
邉  

素
直
に
美
味
し
い
と
感
じ
ま
す
。

ア
タ
ッ
ク
は
さ
わ
や
か
で
、
生
き
生
き
と

し
た
酸
、
き
れ
い
な
ア
フ
タ
ー
。
ほ
の
か
な

塩
味
に
も
好
感
が
持
て
ま
す
。
こ
の

2
0
1
8
年
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
は
熟
成
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
寝
か

せ
て
も
い
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

情
野  

ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト
は
「
サ
ロ
ン
」
の
姉

妹
ブ
ラ
ン
ド
だ
け
あ
っ
て
、
強
靭
な
酸
味

と
ミ
ネ
ラ
ル
が
特
徴
的
で
す
。
確
か
に
、

も
う
少
し
熟
成
さ
せ
る
と
よ
り
深
み
が

出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

李  

そ
う
で
す
ね
。
サ
ロ
ン
は
飲
み
ご
ろ
か

ど
う
か
を
判
断
す
る
の
が
難
し
い
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
な
の
で
す
が
、
ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト
は
い

つ
飲
ん
で
も
、
ど
ん
な
熟
成
時
点
で
も

美
味
し
い
。
そ
こ
も
ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト
の
大

き
な
魅
力
で
す
ね
。

情
野  

飲
み
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
味

わ
い
で
も
あ
り
ま
す
。

李  

お
客
さ
ま
に
も
お
勧
め
し
や
す
い
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。
料
理
と
楽
し
む
な
ら
、

こ
の
す
っ
き
り
と
し
た
酸
味
を
シ
ン
プ
ル
な

白
身
の
お
造
り
に
合
わ
せ
て
み
た
い
で
す
。

情
野  

2
0
1
8
年
は
と
て
も
よ
く
で
き

て
い
る
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
で
す
。
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
愛
好
家
な
ら
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
ね
。

品種：シャルドネ100％　希望小売価格：1万9800円　
問い合わせ先：ラック・コーポレーション

Delamotte Blanc de Blancs Millésimé 

ドゥラモット・ブラン・ド・ブラン・
ミレジメ 2018年

生産者

Champagne Delamotte

シャンパーニュ・
ドゥラモット

1760年、フランソワ・ドゥラモットが創業。長
男のニコラ・ルイはマルタ騎士団の騎士で、
1824年にアルトワ伯シャルル・フィリップが国
王シャルル 10世として即位した際に、商事裁
判所長として参列した由所ある家柄。写真は
社長のディディエ・ドゥポン氏。

コ
ー
ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン
ら
し
い
凛
と
し
た
気
品
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椨  

濃
い
目
の
ロ
ー
ズ
の
色
合
い
が
と
て

も
き
れ
い
で
す
。
近
年
、
多
く
の
メ
ゾ
ン

で
ロ
ゼ
に
使
用
す
る
良
質
な
赤
ワ
イ
ン
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で

し
ょ
う
、
ロ
ゼ
を
推
す
メ
ゾ
ン
が
増
え
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
『
テ
タ
ン

ジ
ェ 

プ
レ
ス
テ
ィ
ー
ジ
ュ 
ロ
ゼ 

N
V
』
は

果
実
味
が
ま
ろ
や
か
で
酸
味
も
し
な
や
か
。

高
貴
さ
を
感
じ
ま
す
。

田
邉  

「
テ
タ
ン
ジ
ェ
」
は
好
き
な
メ
ゾ
ン
で
、

私
が
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン

で
も
長
く
オ
ン
リ
ス
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ロ
ゼ
は
香
り
も
華
や
か
で
す
ね
。
ラ
ズ
ベ

リ
ー
や
レ
ッ
ド
チ
ェ
リ
ー
、
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
や
オ

レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
、
ト
ー
ス
ト
な
ど
多
彩
で
す
。

酸
味
が
生
き
生
き
と
し
て
、
赤
い
果
実

の
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
味
わ
い
も
心
地
い
い
で
す
。

情
野  

赤
い
フ
ル
ー
ツ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
と

て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
す
ね
。
ロ
ゼ
ら
し
い

味
わ
い
と
と
も
に
〝
テ
タ
ン
ジ
ェ
ら
し
さ
〞

を
感
じ
ま
す
。
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
存
在
感
が
、

堅
牢
な
造
り
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

李  

テ
タ
ン
ジ
ェ
は
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
使
い
方

が
上
手
で
す
。
す
っ
き
り
と
爽
快
な
シ
ャ

ル
ド
ネ
の
存
在
感
を
生
か
し
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
味
が

生
み
出
せ
る
の
で
し
ょ
う
。

田
邉  

加
え
て
、
ど
こ
と
な
く
色
気
を
感

じ
さ
せ
る
の
も
テ
タ
ン
ジ
ェ
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。
以
前
、
前
の
オ
ー
ナ
ー
、
ピ

エ
ー
ル
・
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
テ
タ
ン
ジ
ェ
氏
と

対
談
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ダ

ン
デ
ィ
ー
な
紳
士
で
し
た
。
だ
か
ら
で
し
ょ

う
か
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
す
し
〝
デ
ー
ト
に
〞

と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
同
メ
ゾ
ン
が

造
る
『
ノ
ク
タ
ー
ン
』
と
い
う
キ
ュ
ヴ
ェ
が

あ
る
の
で
す
が
、
心
地
い
い
甘
味
が
魅
力

的
で
す
。
こ
の
よ
う
な
キ
ュ
ヴ
ェ
を
造
る
メ

ゾ
ン
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
上
手
だ
と
思
い
ま
し
た
。

椨  

私
は
女
性
に
好
ま
れ
る
メ
ゾ
ン
、
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。
色
気
も
あ

る
の
で
す
が
、
清
潔
感
も
あ
る
。
そ
ん
な

と
こ
ろ
に
惹
か
れ
る
人
が
多
い
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
デ
ザ
ー
ト
と
合
わ
せ
る
と
、

よ
り
華
や
か
な
ペ
ア
リ
ン
グ
が
楽
し
め
そ

う
で
す
。

田
邉  

〝
締
め
シ
ャ
ン
〞
で
す
ね
。
こ
の
ロ
ゼ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
楽
し
め
そ
う
で

す
。

品種：シャルドネ35％、ピノ・ノワール＋ムニエ65％　
希望小売価格：オープン（税込参考価格1万2540円）　問い合わせ先：サッポロビール

Taittinger Prestige Rosé

P
resent

テタンジェ プレスティージュ ロゼ NV

生産者

Taittinger

テタンジェ

1734年設立の「フォレスト・フルノー」が前身。
ピエール・テタンジェ氏がメゾンと畑を買い取
り、1930年代より「テタンジェ」としてリリース。
当主はヴィタリー・テタンジェさん（写真）で、「ラ・
トランスミッション」（2016年、女性生産者9人
が結成したグループ）の一員としてシャンパー
ニュの普及に貢献している。

緻
密
さ
と
華
や
か
さ
が
際
立
つ
メ
ゾ
ン
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李  
チ
ェ
リ
ー
や
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
、
イ
チ
ゴ

ジ
ャ
ム
な
ど
、赤
い
果
実
の
甘
や
か
な
香
り
。

色
合
い
も
美
し
い
で
す
ね
。「
レ
・
セ
ゾ
ン
」

の
テ
ィ
エ
リ
ー
・
ヴ
ォ
ワ
ザ
ン 

シ
ェ
フ
は
「
ビ

ル
カ
ー
ル
・
サ
ル
モ
ン
」
の
こ
の
『
ブ
リ
ュ
ッ

ト 

ロ
ゼ
』
の
色
合
い
を
「
ソ
ワ
ー
ル
の
色
」

と
表
現
し
ま
す
。「
ソ
ワ
ー
ル
」
は
「
夜
」
で

は
な
く
て
、「
夕
焼
け
」。
素
敵
な
言
葉
で
す
。

シ
ェ
フ
も
私
も
好
き
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
春
先
と
夏
に
グ
ラ
ス
で

お
出
し
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ル
ド

ネ
が
際
立
ち
、
ミ
ネ
ラ
ル
豊
か
で
酸
が
美

し
い
で
す
ね
。

田
邉  

透
明
感
が
あ
り
、シ
ャ
ル
ド
ネ
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
ロ
ゼ

で
す
。
一
方
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
は
繊
細
で

控
え
め
。
こ
の
オ
レ
ン
ジ
が
か
っ
た
淡
い
サ
ー

モ
ン
色
は
、
確
か
に
夕
焼
け
を
思
い
出
し

ま
す
ね
。
厚
み
の
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
、
ジ
ュ
ー

シ
ー
で
、
塩
味
と
酸
味
が
き
れ
い
に
調
和

し
て
い
ま
す
。

情
野  

ビ
ル
カ
ー
ル
・
サ
ル
モ
ン
の
メ
ゾ
ン
が

あ
る
の
は
マ
レ
イ
ユ
・
シ
ュ
ル
・
ア
イ
村
で
す
が
、

隣
は
「
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
」
が
あ
る
ア
イ
村
で
す
。

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
聖
地
ア
イ
村
に
近
い
だ

け
あ
り
、
ビ
ル
カ
ー
ル
・
サ
ル
モ
ン
も
ピ
ノ
・

ノ
ワ
ー
ル
の
使
い
方
が
上
手
で
す
。
そ
れ
で

い
て
シ
ャ
ル
ド
ネ
も
繊
細
に
表
現
し
て
い
る
。

素
晴
ら
し
い
生
産
者
で
す
。
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ

ク
な
料
理
に
合
わ
せ
た
い
で
す
ね
。

椨  

以
前
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ミ
ル 

シ
ェ
フ
が

「
ビ
ル
カ
ー
ル
・
サ
ル
モ
ン
を
供
す
る
な
ら

ロ
ゼ
が
い
い
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
特
に
海
外
か
ら
の
ゲ
ス
ト

に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

田
邉  

海
外
で
は
、
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
オ
ン
リ
ス
ト
が
多
い
で
す
よ
ね
。

椨  

〝
美
食
の
た
め
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
〞
で

す
か
ら
ね
。
サ
ー
モ
ン
の
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム

添
え
に
マ
ッ
チ
し
そ
う
で
す
。

田
邉  

い
い
で
す
ね
。
和
食
に
も
合
い
そ

う
で
す
。

情
野  

だ
し
の
よ
う
な
旨
味
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
相
性
が
い
い
で
し
ょ
う
ね
。
今
回

こ
の
ロ
ゼ
を
試
飲
し
て
あ
ら
た
め
て
感
じ

た
の
が
「
安
定
感
」
で
し
た
。
家
族
経

営
を
貫
い
て
い
て
、
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
も

豊
富
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
。
自
分
た
ち

の
理
想
を
し
っ
か
り
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
表

現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

品種：シャルドネ 40％、ピノ・ノワール 30％、ムニエ 30％　希望小売価格：1万5950円　
問い合わせ先：JALUX

Brut Rosé

P
resent

ブリュット ロゼ NV

生産者

Billecart Salmon

ビルカール・
サルモン

ニコラ・フランソワ・ビ
ルカールとエリザベス・
サルモンの結婚を機に

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
高
い
理
想
が
伝
わ
る

1818 年に創業。「幸福と愛に包まれたシャンパーニュ」を目指し、家族経営を貫く。
上質な味わいで世界的評価を得る。現在は7代目のマチュー・ローラン・ビルカール
氏（写真右）がメゾンを率いる。
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田
邉  

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
だ
け
で
造
る
ブ
ラ

ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
で
す
。
味
わ
い
は
エ
ク

ス
ト
ラ
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
。
極
辛
口
で
す
が
、

花
や
フ
ル
ー
ツ
の
香
り
と
や
さ
し
い
果
実

感
が
表
れ
て
い
ま
す
。
洋
ナ
シ
や
青
リ
ン
ゴ
、

ア
カ
シ
ア
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
な
ど
、
香
り

も
複
雑
。
ミ
ネ
ラ
ル
豊
か
で
、
す
っ
と
体

に
馴
染
む
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
味
わ
い
の
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
で
す
。

情
野  

「
フ
ル
ー
リ
ー
」
は
、
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
地
方
に
お
け
る
ビ
オ
デ
ィ
ナ
ミ
の
先

駆
者
で
す
。
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン（
調
合
材
）

も
自
社
で
作
る
な
ど
、
常
に
畑
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
リ
キ
ュ
ー
ル
の
よ

う
な
要
素
が
感
じ
ら
れ
、
瓶
内
熟
成
が

長
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
2
0
0
8
年

は
作
柄
が
と
て
も
い
い
年
で
、
ピ
ノ
・
ノ

ワ
ー
ル
の
芳
醇
な
ま
ろ
や
か
さ
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。
タ
ン
ニ
ン
が
し
っ
か
り
備

わ
っ
て
お
り
、
少
し
赤
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。

李  

き
め
細
や
か
な
泡
が
ワ
イ
ン
に
き
れ
い

に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
ね
。
レ
コ
ル
タ
ン
・

マ
ニ
ピ
ュ
ラ
ン
ら
し
い
丁
寧
な
造
り
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

情
野  

レ
コ
ル
タ
ン
・
マ
ニ
ピ
ュ
ラ
ン
は
生
産

量
が
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
今
だ
け
、
こ
こ

で
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」
と
い
う
特
別
感

が
う
れ
し
い
で
す
。

椨  

ま
た
、
こ
の
『
ボ
レ
ロ
・
エ
ク
ス
ト
ラ
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト 
2
0
0
8
年
』
は
ど
こ
か
涼

や
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
か
で
、

中
盤
か
ら
収
れ
ん
性
を
感
じ
ま
す
。

情
野  

冷
や
し
過
ぎ
ず
に
、
12
〜
13
℃

く
ら
い
の
温
度
で
楽
し
む
の
が
い
い
で
し
ょ

う
。
グ
ラ
ス
は
ボ
ウ
ル
が
大
き
め
の
も
の
を

用
意
し
て
、
風
味
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
た

い
で
す
。

田
邉  

そ
う
で
す
ね
。
や
や
高
め
の
温
度

に
す
る
と
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
深
い
香
り

が
取
れ
ま
す
。
料
理
を
合
わ
せ
る
な
ら
、

鴨
肉
の
ロ
ー
ス
ト
に
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
も

の
な
ど
、
い
か
が
で
し
ょ
う
?

李  

い
い
で
す
ね
。
だ
し
を
思
わ
せ
る
風

味
も
あ
る
の
で
、
私
は
和
食
の
コ
ー
ス
に

合
わ
せ
て
み
た
い
で
す
。

椨  

冷
菜
な
ら
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
で
し
ょ
う

か
。
肉
料
理
に
も
寄
り
添
う
と
思
い
ま
す
。

品種：ピノ・ノワール100％　希望小売価格：2万円
問い合わせ先：ヴァン シュール ヴァン

Boléro Extra Brut

ボレロ・エクストラ・ブリュット 2008年

生産者

Champagne Fleury

シャンパーニュ・フルーリー

1895年コート・デ・バール地区クルトゥロン村
にエミール・フルーリー氏が創業。70年から有
機栽培を実施し、89年にはシャンパーニュ地
方で初めて「デメテール」認証を受ける。写真
はメゾンを率いるジャン・セバスチャン・フルー
リー氏（右）と、父の故・ジャン・ピエール氏。 ビ

オ
デ
ィ
ナ
ミ
栽
培
の
先
駆
者

 

＊
残
糖
量
が
0
〜
6
ｇ
/
l
の
極
辛
口
タ
イ
プ

No.144  THE WINE KINGDOM 52



情
野  
ア
イ
村
を
拠
点
と
す
る
「
ボ
ラ
ン

ジ
ェ
」
は
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
名
手
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。『
ピ
ー
・
エ
ヌ
・
ヴ
イ
・

ゼ
ッ
ド
19 

N
V
』
は
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ノ
ワ
ー
ル
で

す
。
タ
ン
ニ
ン
が
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
る
な
ど
、

味
わ
い
の
輪
郭
が
明
確
で
す
。
低
め
の
温

度
で
は
鉄
分
の
要
素
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
の
で
、
赤
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
よ
う
に
大
ぶ

り
の
グ
ラ
ス
に
注
い
で
温
度
変
化
を
楽
し

む
の
が
お
勧
め
で
す
。

田
邉  

ド
ラ
イ
な
ア
タ
ッ
ク
と
心
地
い
い
タ

ン
ニ
ン
、凝
縮
し
た
果
実
感
。
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

黄
色
い
リ
ン
ゴ
、
シ
ナ
モ
ン
、
ク
ル
ミ
、
ト
ー

ス
ト
な
ど
香
り
も
多
彩
で
、
深
み
を
感
じ

ま
す
。
先
日
、6
代
目
シ
リ
ル
・
ド
ゥ
ラ
リ
ュ

氏
の
来
日
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
の
で
す
が

「
今
ま
で
以
上
に
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
目
を
向
け
、

そ
の
土
地
の
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
魅
力
を
探
っ

て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。「
V
Z

（
ヴ
イ
・
ゼ
ッ
ド
）」
は
ヴ
ェ
ル
ズ
ネ
ー
の
意

味
で
、
ヴ
ェ
ル
ズ
ネ
ー
村
の
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー

ル
の
特
徴
が
前
面
に
出
て
い
ま
す
。

李  

同
メ
ゾ
ン
が
手
掛
け
る
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー

ル
比
率
が
高
い
『
ラ
・
グ
ラ
ン
ダ
ネ
』
と

は
ま
た
印
象
が
異
な
り
ま
す
。
ラ
・
グ
ラ

ン
ダ
ネ
は
芳
醇
で
骨
太
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

ピ
ー
・
エ
ヌ
・
ヴ
イ
・
ゼ
ッ
ド
19
は
フ
ェ
ミ
ニ

ン
で
柔
ら
か
。
同
じ
品
種
で
も
大
き
く
違

い
、
驚
き
ま
し
た
。

椨  

酸
が
力
強
く
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
味
わ
い
で
す
。
ミ
ネ
ラ
ル
も
感
じ
ま

す
。
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
を
表
現
し
た
い
と
い

う
「
職
人
魂
」
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
メ

ゾ
ン
全
体
に
感
じ
る
堅
牢
な
造
り
も
、

広
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。映
画『
0
0
7
』

シ
リ
ー
ズ
で
登
場
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

人
は
多
い
で
し
ょ
う
。

情
野  

そ
う
で
す
ね
。
私
た
ち
ソ
ム
リ
エ
に

と
っ
て
も
お
客
さ
ま
と
の
ト
ー
ク
に
役
立
つ

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
を
オ
ー
ダ
ー

さ
れ
た
お
客
さ
ま
を
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ボ
ン
ド

に
な
ぞ
ら
え
て
サ
ー
ビ
ス
す
る
と
、
場
が
和

み
ま
す
。 （
笑
）

李  

特
に
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
は
リ
ッ
チ
で
華
や
か

で
、
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
。
も
う

少
し
熟
成
さ
せ
て
も
良
さ
そ
う
で
す
。
カ

ラ
メ
ル
香
が
出
て
き
て
、
よ
り
風
味
豊
か

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

田
邉  

デ
キ
ャ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
て
も
い
い
で

し
ょ
う
ね
。

品種：ピノ・ノワール100％　希望小売価格：2万3100円　
問い合わせ先：WINE TO STYLE

PN VZ19

P
resent

ピー・エヌ・ヴイ・ゼッド19 NV

生産者

Champagne Bollinger

シャンパーニュ・ボランジェ

1829 年創業の家族経営のメゾン。品質の高
さで世界に認められ、1884 年に英国王室御
用達となる。メゾンの歴史で忘れてはならない
のが3代目ジャック・ボランジェの妻エリザベス・
リリー・ボランジェ。第２次世界大戦下、メゾン
を守り抜き、戦後メゾンを大きく発展させた。

職
人
魂
が
光
る
家
族
経
営
の
メ
ゾ
ン
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椨  

『
ヴ
ィ
ル
ジ
ニ
ー 

T
. 

ミ
レ
ジ
ム 

ブ

リ
ュ
ッ
ト 

ナ
チ
ュ
ー
ル
』
は
最
近
気
に
入
っ

て
い
る
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
ペ
ア
リ
ン
グ
に
選
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
な
ど
赤
い
ベ
リ
ー
の

香
り
や
、
シ
ナ
モ
ン
な
ど
の
甘
い
ス
パ
イ
ス

の
香
り
が
漂
い
、口
当
た
り
は
ク
リ
ー
ミ
ー

で
滑
ら
か
。
ク
ラ
シ
カ
ル
な
趣
が
あ
り
、

安
心
感
も
あ
り
ま
す
。
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
キ
ュ

ヴ
ェ
ら
し
い
ス
ケ
ー
ル
で
、
豪
華
な
印
象

で
す
。

田
邉  

初
め
て
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た

が
、
熟
成
感
が
感
じ
ら
れ
、
確
か
に
プ
レ

ス
テ
ー
ジ
級
の
味
わ
い
で
す
。
シ
ナ
モ
ン
や

カ
ラ
メ
ル
、
ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
熟
成
由
来

の
香
り
が
顕
著
で
、
ま
ろ
や
か
な
旨
味

を
感
じ
ま
す
。
心
地
い
い
塩
味
が
ア
タ
ッ

ク
か
ら
続
き
、
余
韻
も
長
い
。
と
て
も
フ

ロ
ー
ラ
ル
で
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
す
ね
。

情
野  

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
味
わ
い
で
す
。
ド

ザ
ー
ジ
ュ
・
ゼ
ロ
は
ブ
ド
ウ
の
出
来
や
仕

込
み
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
成
立
し
ま

せ
ん
し
、
造
り
手
の
覚
悟
が
な
い
と
味

わ
い
が
ブ
レ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
点
か
ら
も
、
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
は
よ
く

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
飲
み
応
え
も

あ
り
ま
す
ね
。

李  

リ
ン
ゴ
の
ミ
ツ
や
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
ふ
っ

く
ら
と
し
た
香
り
を
感
じ
ま
す
。
ド
ザ
ー

ジ
ュ
・
ゼ
ロ
で
あ
り
な
が
ら
、
果
実
の
や
さ

し
い
甘
味
を
感
じ
る
。
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ

ク
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

魅
力
的
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
出
合
う
と
、

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
（
笑
）。
今
後
も
注
目

し
た
い
メ
ゾ
ン
で
す
。

田
邉  

少
し
ず
つ
温
度
を
上
げ
て
い
き
、

1
本
を
通
し
て
楽
し
ん
で
み
た
い
で
す
ね
。

グ
ラ
ス
は
、
上
に
広
が
る
形
状
の
フ
ル
ー

ト
型
で
お
し
ゃ
れ
に
。
華
や
か
な
味
わ
い

な
の
で
、
メ
イ
ン
の
肉
料
理
に
合
わ
せ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。
鴨
や
鶏
肉
の
皮
目
を

パ
リ
ッ
と
焼
い
て
、
ク
リ
ー
ム
系
の
ソ
ー
ス

な
ど
で
い
た
だ
く
の
が
お
勧
め
で
す
。

椨  

ス
パ
イ
ス
の
香
り
が
あ
る
の
で
、
中
国

料
理
と
も
合
う
と
思
い
ま
す
。

情
野  

甘
辛
く
煮
た
か
ん
ぴ
ょ
う
の
太
巻

き
寿
司
な
ど
も
美
味
し
そ
う
で
す
。

品種：ピノ・ノワール70％、シャルドネ20％、ムニエ10％　希望小売価格：2万7500円　
問い合わせ先：マーカムインターナショナル

Virginie T. Millésimé Brut Nature

P
resent

ヴィルジニー T. ミレジム 
ブリュット ナチュール 2009年

生産者

Champagne Virginie T.

シャンパン ヴィルジニー T.

2008年創設のメゾン。ヴィルジニー・テタンジェ
さん（写真右。左は醸造責任者のフェルディナ
ンド・プガッチ氏）は「テタンジェ」の社長だっ
たクロード・テタンジェ氏の娘。21年間シャン
パーニュの仕事に従事し、自らのメゾンを立ち
上げた。ヴェルジー村に4haの畑を所有。

ド
ザ
ー
ジ
ュ
・
ゼ
ロ
が
生
む
芸
術

＊
デ
ゴ
ル
ジ
ュ
マ
ン
（
瓶
内
２
次
発
酵
の
時
に
生
じ
た
オ
リ
を
除
く

作
業
）の
後
、
目
減
り
し
た
分
を
補
う
た
め
に
蔗
糖
を
溶
か
し
た
リ

キ
ュ
ー
ル
を
添
加
す
る
こ
と
。
リ
キ
ュ
ー
ル
の
分
量
に
よ
り
、
甘
辛

度
が
決
ま
る
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李  
赤
い
果
実
や
白
い
花
、
コ
シ
ョ
ウ
や

ハ
チ
ミ
ツ
の
香
り
。
ム
ニ
エ
で
こ
れ
だ
け
豊

か
な
香
り
が
出
る
と
は
…
…
感
動
的
で
す
。

と
て
も
美
味
し
い
で
す
。「
エ
グ
リ
・
ウ
ー

リ
エ
」
は
、「
ア
グ
ラ
パ
ー
ル
」
と
と
も
に
、

私
が
畑
を
見
て
衝
撃
を
受
け
た
生
産
者

で
す
。「
当
主
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
エ
グ
リ
氏

に
会
い
た
け
れ
ば
、
メ
ゾ
ン
で
は
な
く
畑
へ

行
く
」
が
基
本
と
い
う
く
ら
い
、
彼
は
い

つ
も
畑
に
い
ま
す
。
現
地
を
訪
問
し
た

時
に
収
穫
も
手
伝
い
ま
し
た
。

情
野  

ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
の
香
ば
し
い
香
り
が

印
象
的
で
す
ね
。
ム
ニ
エ
の
柔
ら
か
さ
が

十
分
感
じ
ら
れ
ま
す
。
飲
み
口
が
ス
ム
ー

ズ
で
、
生
き
生
き
と
し
た
酸
が
心
地
い
い

で
す
。
エ
グ
リ
・
ウ
ー
リ
エ
は
黒
ブ
ド
ウ
、

「
ジ
ャ
ッ
ク
・
セ
ロ
ス
」
は
シ
ャ
ル
ド
ネ
と
、

得
意
と
す
る
品
種
の
違
い
こ
そ
あ
り
ま

す
が
、
間
違
い
な
く
レ
コ
ル
タ
ン
・
マ
ニ
ピ
ュ

ラ
ン
の
2
ト
ッ
プ
。
エ
グ
リ
氏
は
ジ
ャ
ッ

ク
・
セ
ロ
ス
の
ア
ン
セ
ル
ム
・
セ
ロ
ス
氏
と

も
親
し
い
そ
う
で
す
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
愛

好
家
の
話
題
に
な
る
生
産
者
で
す
よ
ね
。

李  

ム
ニ
エ
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
で
こ
れ
だ
け

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の
は
、
す
ご
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

椨  

そ
う
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
き
れ
い
な

ム
ニ
エ
は
な
か
な
か
出
合
え
ま
せ
ん
。
酸

味
が
エ
レ
ガ
ン
ト
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
タ

ン
ニ
ン
。
ア
ン
ボ
ネ
ー
の
力
強
さ
を
感
じ

ま
す
。
造
り
が
緻
密
で
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
た
ち
に
も

リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
邉  

以
前
は
エ
グ
リ
・
ウ
ー
リ
エ
と
い
う

と
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の

で
、
ム
ニ
エ
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
は
ど
う
な

の
だ
ろ
う
？
と
思
い
ま
し
た
が
、
美
味
し

い
で
す
ね
。 

ソ
フ
ト
で
ま
ろ
や
か
と
い
う
ム

ニ
エ
の
個
性
が
き
ち
ん
と
出
て
い
て
、
落

ち
着
き
の
あ
る
印
象
で
す
。
熟
れ
た
フ
ル
ー

ツ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
や
さ
し
い
酸
が
調
和
し

て
い
ま
す
。
こ
の
熟
成
感
が
ち
ょ
っ
と
ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
ワ
イ
ン
を
思
わ
せ
ま
す
。
ワ

イ
ン
と
し
て
秀
逸
な
造
り
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
肩
の
力
が
抜
け
た
よ
う
な

素
朴
さ
と
い
う
か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
感
に
も

好
感
が
持
て
ま
す
。

椨  

果
実
味
の
ま
ろ
や
か
さ
と
や
さ
し
い

塩
味
を
、
ラ
ム
の
ロ
ー
ス
ト
と
合
わ
せ
て

み
た
い
で
す
。
脂
味
の
少
な
い
赤
身
肉

と
相
性
が
良
い
で
し
ょ
う
ね
。

品種：ムニエ100％　希望小売価格：2万2000円　問い合わせ先：ヴァンパッシオン

生産者

Champagne Egly Ouriet

シャンパーニュ・
エグリ・ウーリエ

1930年アンボネー村に創設。90年に4代目
フランシス・エグリ氏が無農薬に近い栽培に
転換したことで品質が向上。96年からはブル
ゴーニュのドミニク・ローラン氏に手ほどきを受
け、新樽発酵を開始。写真右は当主のフラン
シス・エグリ氏、左は長女のクレマンスさん。

畑
と
向
き
合
う
ア
ン
ボ
ネ
ー
の
求
道
者

Champagne Les Vignes de Vrigny 1er Cru Brut  
(’23 Dégorgement)

シャンパーニュ・レ・ヴィーニュ・ド・ヴリニィ・
プルミエ・クリュ・ブリュット 23デゴルジュ NV
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椨  

「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
テ
ィ
エ
ノ
」
は

1
9
8
5
年
に
設
立
さ
れ
た
、
比
較
的

若
い
メ
ゾ
ン
で
す
。
設
立
者
の
ア
ラ
ン
・
テ
ィ

エ
ノ
氏
が
ブ
ド
ウ
の
仲
買
人
を
し
て
お
り
、

上
質
の
ブ
ド
ウ
が
手
に
入
る
こ
と
か
ら
醸

造
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
ど
の
キ
ュ
ヴ
ェ
も

品
質
が
安
定
し
て
い
る
の
で
、
長
い
歴
史

の
あ
る
メ
ゾ
ン
の
よ
う
で
す
よ
ね
。

『
キ
ュ
ヴ
ェ
・
ス
タ
ニ
ス
ラ
ス 

2
0
0
8
年
』

は
最
初
に
ナ
ッ
ツ
の
香
ば
し
さ
と
、
清
涼

感
の
あ
る
ハ
ー
ブ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
ま

す
。
熟
し
た
黄
桃
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ア
プ
リ
コ
ッ

ト
の
ア
ロ
マ
も
心
地
い
い
で
す
。

李  

ミ
ネ
ラ
ル
豊
か
で
、
口
当
た
り
は
ク

リ
ー
ミ
ー
。
と
て
も
上
品
な
ブ
ラ
ン
・
ド
・

ブ
ラ
ン
で
す
ね
。
08
年
は
作
柄
の
良
い
年

で
し
た
。
熟
成
感
も
き
れ
い
に
表
現
さ
れ

て
い
て
、
今
が
飲
み
ご
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
ま
り
冷
や
さ
ず
、
12
℃
く
ら
い
で
楽
し

み
た
い
で
す
ね
。

情
野  

レ
モ
ン
の
よ
う
な
柑
橘
類
の
印
象

が
強
く
、
と
て
も
す
っ
き
り
し
た
味
わ
い

で
す
。
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
は
シ
ュ
イ
イ
、
ク
ラ
マ

ン
、
ア
ヴ
ィ
ー
ズ
な
ど
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
使

用
し
て
い
る
か
ら
か
、
ル
・
メ
ニ
ル
・
シ
ュ
ル
・

オ
ジ
ェ
村
に
特
徴
的
な
「
キ
レ
の
あ
る
酸

と
ク
ー
ル
な
味
わ
い
」
と
は
ひ
と
味
違
い
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
ど
こ
か
温
か
み
の
あ
る
雰

囲
気
で
す
。
李
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

ち
ょ
っ
と
高
め
の
温
度
で
い
た
だ
く
と
よ

り
美
味
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

比
較
的
新
し
い
メ
ゾ
ン
で
す
が
、
と
て

も
エ
レ
ガ
ン
ト
な
造
り
に
好
感
が
持
て
ま
す
。

今
後
に
期
待
が
持
て
ま
す
ね
。

田
邉  

私
は
モ
ダ
ン
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ス

タ
イ
ル
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
や

ス
イ
カ
ズ
ラ
の
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
香
り
が
心

地
よ
く
、
酸
も
の
び
や
か
。
本
当
に
ク
リ
ー

ン
で
き
れ
い
で
す
。
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン

の
良
さ
が
出
て
い
て
、
ブ
ド
ウ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は

バ
イ
・
ザ
・
グ
ラ
ス
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
す
る

と
、
気
軽
に
ト
ラ
イ
で
き
て
喜
ば
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

椨  

フ
ー
ド
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
味
わ
い
で
も

あ
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
寄
り
添
っ

て
く
れ
そ
う
で
す
。

李  

こ
の
香
ば
し
さ
を
生
か
す
な
ら
、
パ

イ
包
み
焼
き
な
ど
が
合
い
そ
う
で
す
。
エ

レ
ガ
ン
ト
に
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

品種：シャルドネ100％　希望小売価格：2万4200円　
問い合わせ先：パシフィック洋行

Cuvée Stanislas 

キュヴェ・スタニスラス 2008年

生産者

Champagne Thiénot

シャンパーニュ・ティエノ

シャンパーニュの世界で 20年以上ブドウの仲買
人として活躍したアラン・ティエノ氏（写真左。隣
は息子でCEOのスタニスラス氏。右は娘でディ
レクターのガランスさん）が、1985年にランスに
設立。アイ、アヴィーズなどに自社畑を所有する。
丁寧な造りで高い評価を受け、アカデミー賞授
賞式の公式シャンパーニュにも採用された。

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
で
優
雅
な
ス
タ
イ
ル
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椨  
「
マ
イ
ィ
・
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
」
は
一
つ
の

村
の
生
産
者
が
集
ま
っ
て
で
き
た
協
同

組
合
で
す
。
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
で
あ
る
村
名

を
メ
ゾ
ン
名
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
生
産
者

の
誇
り
を
感
じ
ま
す
。
所
有
す
る
畑
は

北
向
き
が
多
く
、
酸
味
を
備
え
た
ブ
ド

ウ
が
育
つ
場
所
で
、
果
実
味
と
酸
味
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
が
造
ら

れ
て
い
ま
す
。

『
マ
イ
ィ 

グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ 

レ
・
エ
シ
ャ
ン
ソ

ン 

2
0
1
3
年
』
は
熟
れ
た
リ
ン
ゴ
や
ハ
チ

ミ
ツ
の
甘
い
香
り
と
、
ア
ー
モ
ン
ド
や
ト
ー

ス
ト
の
香
ば
し
さ
が
溶
け
合
い
、複
雑
で
す
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
感
も
あ
り
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
キ
ュ

ヴ
ェ
で
す
。

李  

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
は
ブ
ド
ウ
栽
培

の
北
限
と
さ
れ
て
い
て
、モ
ン
タ
ー
ニ
ュ・
ド
・

ラ
ン
ス
地
区
の
中
で
も
北
に
位
置
す
る
マ

イ
ィ
・
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
は
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー

ル
の
粒
が
小
さ
く
育
ち
ま
す
。
そ
の
分
凝

縮
感
が
あ
っ
て
風
味
豊
か
。
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ

か
ら
も
果
実
の
旨
味
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

田
邉  

北
向
き
が
多
い
畑
で
育
つ
ピ
ノ
・

ノ
ワ
ー
ル
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
重
さ
が
な

く
、
繊
細
さ
や
や
さ
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
、
ハ
チ
ミ
ツ
の
香
り
も
魅
力

的
で
、酸
味
は
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
が
、

ソ
フ
ト
で
す
。
と
て
も
エ
レ
ガ
ン
ト
で
す
ね
。

情
野  
は
い
、
素
直
に
美
味
し
い
と
感
じ

ま
す
。
食
事
と
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。

田
邉  

フ
ー
ド
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
味
わ
い
で

す
よ
ね
。
繊
細
な
塩
味
を
感
じ
る
の
で
、

マ
イ
タ
ケ
な
ど
キ
ノ
コ
の
天
ぷ
ら
と
合
わ
せ

た
い
で
す
。

情
野  

香
ば
し
さ
を
生
か
す
な
ら
、
サ
ク
ッ

と
揚
げ
た
ト
ン
カ
ツ
な
ど
も
い
い
で
す
ね
。

椨  

メ
イ
ン
料
理
に
寄
り
添
え
る
力
強
さ

も
あ
る
の
で
、
肉
料
理
と
も
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

す
る
で
し
ょ
う
。

李  

私
は
、
こ
の
凝
縮
感
を
ア
ー
テ
ィ
チ
ョ
ー

ク
の
料
理
と
合
わ
せ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

情
野  

ア
ー
テ
ィ
チ
ョ
ー
ク
に
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
を
合
わ
せ
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
で

す
か
ら
、
興
味
深
い
で
す
ね
。

椨  

レ
・
エ
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
ど
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

も
美
味
し
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
豊
か
な
個
性

が
あ
り
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
バ
ッ
ク

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
の
提
案
が
で
き
そ

う
で
す
ね
。

品種：ピノ・ノワール75％、シャルドネ25％　価格：オープン（税込参考価格3万1900円）　
問い合わせ先：オエノングループ合同酒精

Mailly Grand Cru Les Échansons

P
resent

マイィ グラン・クリュ レ・エシャンソン 
2013年

生産者

Mailly Grand Cru

マイィ・グラン・クリュ

1929年創設。マイィ・グラン・クリュ村の約25
軒の栽培ファミリーから成る協同組合。トップ
キュヴェ『レ・エシャンソン』の名は、かつてフ
ランス宮廷でワインのサービスに従事した人物
の役職名。写真左は社長のグザヴィエ・ミラー
ル氏、右は栽培責任者のエリス・モレルさん。

上
品
さ
が
際
立
つ
安
定
の
メ
ゾ
ン
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情
野  

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
見
事
で
、
と

て
も
美
味
し
い
で
す
。
奥
深
い
味
わ
い
で
、

力
強
く
も
エ
レ
ガ
ン
ト
。「
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ

エ
」
も
〝
シ
ャ
ル
ド
ネ
ハ
ウ
ス
〞
と
称
さ
れ
、

シ
ャ
ル
ド
ネ
を
美
し
く
表
現
す
る
こ
と
で

定
評
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
『
ロ
ー
ラ
ン
・

ペ
リ
エ 

グ
ラ
ン 

シ
エ
ク
ル 
No
．25 

N
V
』

か
ら
も
シ
ャ
ル
ド
ネ
ら
し
い
酸
味
が
き
れ
い

に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

椨  

は
い
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
ハ
ー
ブ
の
よ
う

な
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
が
心
地
よ
く
、
酸
が

す
っ
き
り
と
し
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
飲
み
口
。

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
か
で
ド
ラ
イ
な
の
で
す
が
、

滑
ら
か
さ
も
あ
る
。
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ
は

ノ
ン
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
『
ラ 

キ
ュ
ベ
』
も

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ス
タ
イ
ル
で
す
が
、
こ
の

マ
ル
チ
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
グ
ラ
ン 

シ
エ
ク

ル
No
．25
は
、
そ
れ
が
さ
ら
に
洗
練
さ
れ

た
印
象
で
す
。

李  

メ
ゾ
ン
は
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
を
「
マ
ル
チ
・

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
」
と
し
て
い
て
、「
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
の
本
質
を
深
く
追
求
し
て
い
く
と
、

異
な
る
特
徴
の
〝
調
和
〞
に
な
る
」
と
語
っ

た
前
会
長
の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ド
ゥ
・
ノ
ナ
ン

ク
ー
ル
氏
の
信
念
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

香
り
の
ト
ー
ン
は
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
と
ハ
チ

ミ
ツ
、
熟
成
が
進
ん
で
い
な
が
ら
も
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
味
わ
い
。
選
り
す
ぐ
り
の
三
つ
の

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
を
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
し
、

品
格
あ
る
1
本
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
確
固
た
る
信
念
に
基
づ
い
た
造
り
は
、

伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
革
新
を
行

う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
料
理
に
合
わ
せ
て
味
わ

い
た
い
で
す
ね
。

情
野  

「
グ
ラ
ン
・
シ
エ
ク
ル
（
新
し
い
時

代
）」
と
命
名
し
た
の
は
、
ド
ゥ
・
ノ
ナ
ン

ク
ー
ル
氏
と
親
交
の
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ル
・

ド
・
ゴ
ー
ル
大
統
領
で
す
。
そ
ん
な
ス
ト
ー

リ
ー
も
素
敵
で
す
ね
。

田
邉  

ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ
の
造
り
は
ど
れ

も
緻
密
で
、
特
に
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
は
ア
サ
ン

ブ
ラ
ー
ジ
ュ
の
妙
味
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

フ
ル
ー
ツ
の
香
り
が
幾
重
に
も
重
な
り
、

魅
力
的
。
き
め
細
や
か
な
味
わ
い
で
す
。

今
飲
ん
で
も
十
分
に
美
味
し
い
で
す
が
、

も
う
少
し
熟
成
さ
せ
る
と
さ
ら
に
魅
力

が
増
す
と
思
い
ま
す
。

品種：シャルドネ60％、ピノ・ノワール40％　希望小売価格：3万4133円　
問い合わせ先：サントリー

Laurent-Perrier Grand Siècle No.25

ローラン・ペリエ グラン シエクル 
No.25 NV

生産者

Laurent-Perrier

ローラン・ペリエ

1812年創設。1939年にランソン家の娘のマ
リー・ルイーズ・ドゥ・ノナンクールがメゾンを
買い取り、49年に会社を引き継いだ前会長
のベルナール氏がメゾンを大きく発展させる。
写真は当主アレクサンドラさんの長女ルーシー
さん。

品
格
と
優
雅
さ
を
感
じ
る
緻
密
な
造
り

＊ 

複
数
の
収
穫
年
の
ワ
イ
ン
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
造
っ
た
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
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田
邉  
洋
ナ
シ
や
白
い
花
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

で
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
香
り
と
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や

ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
香
ば
し
い
香
り
が

複
雑
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
緻
密
で

き
め
細
や
か
な
造
り
が
感
じ
ら
れ
る
、
エ

レ
ガ
ン
ト
な
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。

情
野  

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
ま
ろ

や
か
な
風
味
で
す
。
熟
成
か
ら
感
じ
る
リ

キ
ュ
ー
ル
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
心
地
い
い
。
多

く
の
人
に
愛
さ
れ
る
味
わ
い
で
す
ね
。

田
邉  

親
し
み
や
す
さ
、
そ
し
て
こ
の
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
の
高
さ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。『
ポ

メ
リ
ー 

キ
ュ
ヴ
ェ
・
ル
イ
ー
ズ 

2
0
0
6

年
』
は
花
の
香
り
や
香
ば
し
い
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
ふ
わ
り
と
立
ち
上
り
、
続
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
香
り
が
表
れ
る
。
格
別
な
エ
レ
ガ

ン
ト
さ
を
感
じ
ま
す
。
ス
リ
ム
で
あ
り
な
が

ら
も
力
強
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
に
魅
了

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
ポ
メ
リ
ー
」
は
辛
口

ス
タ
イ
ル
の
本
家
本
元
だ
け
あ
っ
て
、
ま

ろ
や
か
な
が
ら
も
キ
リ
リ
と
し
た
味
わ
い

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
キ
ュ
ヴ
ェ
・
ル
イ
ー

ズ
の
ど
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
に
も
共
通
す
る
ス

タ
イ
ル
で
す
。

椨  

造
り
が
一
貫
し
て
い
て
い
ま
す
ね
。
ミ

ネ
ラ
ル
が
豊
か
で
爽
快
感
が
あ
り
、
熟
成

由
来
の
ミ
ツ
っ
ぽ
さ
も
あ
る
。
酸
の
キ
レ
の

良
さ
も
魅
力
で
す
。
熟
成
が
き
れ
い
に
進

ん
で
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
熟
成
さ
せ
て

も
良
さ
そ
う
で
す
。

情
野  

飲
み
や
す
く
、
安
定
感
が
あ
り
エ

レ
ガ
ン
ト
。
そ
し
て
す
っ
き
り
と
し
た
辛
口
。

す
べ
て
マ
ダ
ム
・
ポ
メ
リ
ー
が
何
よ
り
畑

を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

マ
ダ
ム
の
哲
学
が
、
今
も
し
っ
か
り
生
き

て
い
る
と
こ
ろ
は
さ
す
が
で
す
ね
。

田
邉  

同
感
で
す
。
何
度
か
メ
ゾ
ン
を
訪

問
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も
感
じ
る
の
は
、

ゲ
ス
ト
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
い
う
気

持
ち
が
強
い
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
に
い
る

だ
け
で
楽
し
く
、
華
や
か
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

李  

カ
ー
ヴ
も
実
に
見
事
で
す
。
ア
ー
ト

作
品
が
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ
れ
て
い
た
り
、
片

隅
に
小
さ
な
教
会
が
あ
っ
た
り
と
、
長
い

歴
史
も
感
じ
ま
す
。

情
野  

こ
の
メ
ゾ
ン
は
「
ポ
メ
リ
ー
・
ソ
ム

リ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
長
年
に
わ
た
り
開

催
す
る
な
ど
、
若
手
ソ
ム
リ
エ
の
育
成
に

も
積
極
的
で
す
。
社
会
的
貢
献
度
の
高

い
企
業
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

品種：シャルドネ62％、ピノ・ノワール38％　希望小売価格：3万5750円、3万8500円（ギフトボックス入り)　
問い合わせ先：ヴランケン ポメリー ジャパン

Pommery Cuvée Louise

P
resent

ポメリー キュヴェ・ルイーズ 2006年

生産者

Pommery

ポメリー

1836年ランスに設立。56年、ルイ・アレクサ
ンドル・ポメリーの参加により「ポメリー・エ・
グレノ」となる。ルイの亡き後、マダム・ポメリー
が後継者となる。シャンパーニュ初の辛口を発
表し、メゾンを大きく発展させた。写真は最高
醸造責任者のクレマン・ピエルロー氏。

社
会
的
貢
献
も
大
き
い
信
頼
の
老
舗
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田
邉  

「
ド
ン 

ペ
リ
ニ
ヨ
ン
」
は
新
し
い
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
を
必
ず
試
飲
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
が
、
2
0
1
5
年
は
初
め
て
で
す
。

香
り
が
控
え
め
で
、
ま
ず
貝
殻
な
ど
の
ミ

ネ
ラ
ル
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
感
じ
ま
す
。
白
い

花
や
ス
パ
イ
ス
の
香
り
も
魅
力
的
で
、
凝

縮
し
た
果
実
味
と
生
き
生
き
と
し
た
酸

味
が
美
し
い
。
泡
は
き
め
細
や
か
で
、
風

味
豊
か
。
ス
モ
ー
キ
ー
さ
も
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
と
、

段
階
的
に
味
も
香
り
も
変
化
し
、
多

彩
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
ね
。
一
口

目
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
若
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
次
第
に
ミ
ツ
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
香
が

現
れ
て
、
熟
成
を
感
じ
さ
せ
る
。
素
晴

ら
し
い
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。

李  

力
強
く
て
エ
レ
ガ
ン
ト
で
す
ね
。
リ
ン

ゴ
や
洋
ナ
シ
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
さ
が
前
面

に
出
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
奥
行
き
も
感

じ
る
。
複
雑
な
香
り
と
味
わ
い
は
ド
ン 

ペ

リ
ニ
ヨ
ン
な
ら
で
は
で
す
。
名
前
を
聞
く

だ
け
で
期
待
感
が
高
ま
る
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

で
す
が
、
必
ず
そ
の
期
待
に
応
え
て
く
れ

ま
す
。

情
野  

そ
う
で
す
ね
。
飲
ん
だ
人
は
誰
で

も
「
美
味
し
い
」
と
感
動
し
ま
す
。
飲

み
や
す
い
一
面
が
あ
り
ま
す
が
、
味
に
メ
リ

ハ
リ
が
あ
り
、
後
味
に
モ
カ
フ
レ
ー
バ
ー
を

感
じ
る
な
ど
複
雑
さ
、
奥
深
さ
が
共
存

し
て
い
る
こ
と
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

ド
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ペ
リ
ニ
ヨ
ン
修
道
士
は

ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
の
能
力
に
優
れ
た
人

だ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

哲
学
が
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
、

や
は
り
す
ご
い
こ
と
で
す
。

李  

メ
ゾ
ン
に
対
し
て
は
、
壮
大
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
地
下
の
カ
ー
ヴ
も

広
大
で
す
。
力
強
く
て
エ
レ
ガ
ン
ト
、
緻

密
な
造
り
で
「
ド
ン 

ペ
リ
ニ
ヨ
ン
は
裏
切

ら
な
い
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

情
野  

ま
た
『
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
・
ト
ゥ
・
バ

ス
キ
ア 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
と
い
う
の
が
興
味

深
い
で
す
ね
。
ジ
ャ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
・
バ
ス
キ

ア
氏
は
1
9
8
0
年
代
に
活
躍
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
。
バ
ス
キ
ア
氏
の
絵
画
が
あ
し

ら
わ
れ
た
ラ
ベ
ル
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
素
敵
で
す
。

椨  

さ
ら
に
、
近
年
は
醸
造
の
情
報
を

開
示
す
る
な
ど
、
醸
造
家
の
潔
さ
に
も

感
心
し
ま
す
。

情
野  

造
り
に
自
信
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の

試
み
で
す
ね
。

品種：シャルドネ、ピノ・ノワール　希望小売価格：4万2460円　
問い合わせ先：MHD モエ ヘネシー ディアジオ

Dom Pérignon Vintage 2015  Tribute To Jean-Michel Basquiat

ドン ペリニヨン ヴィンテージ 2015 
トリビュート・トゥ・バスキア コレクション

生産者

Dom Pérignon

ドン ペリニヨン

「ドン ペリニヨン」は1930年「モエ・エ・シャ
ンドン」が英国進出100周年を記念して造った、
特別なキュヴェ。現在もドン・ピエール・ペリ
ニヨン修道士が手入れをしていた畑のブドウ
が使われている。「世界最高のものを造る」と
いう哲学も確実に継承されている。

ペ
リ
ニ
ヨ
ン
修
道
士
の
哲
学
が
生
き
る
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李  
ま
ず
は
「
美
味
し
い
」
の
ひ
と
言
で
す
。

木
樽
の
香
り
が
繊
細
に
溶
け
込
ん
で
い
て
、

熟
成
か
ら
く
る
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
の
香
り
も

魅
力
的
。
厚
み
と
コ
ク
が
あ
り
、
全
体
の

調
和
も
美
し
い
で
す
ね
。

田
邉 

「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
ア
ン
リ
オ
」
の

魅
力
は
、
熟
成
し
た
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
で
す
。

そ
の
個
性
が
前
面
に
出
て
い
て
、
ま
さ
に

感
動
的
。
今
飲
ん
で
も
十
分
美
味
し
い

で
す
が
、
も
う
少
し
熟
成
さ
せ
る
と
さ
ら

に
深
い
味
わ
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ピ
ノ
・

ノ
ワ
ー
ル
と
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
調
和
も
取
れ

て
い
ま
す
。
花
の
ミ
ツ
や
シ
ナ
モ
ン
、
ヘ
ー

ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
、
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
な
ど
ふ
く
よ

か
な
香
り
が
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

熟
し
た
果
実
と
緊
張
感
の
あ
る
酸
味
に

惹
か
れ
ま
す
。

椨  

本
当
に
、
試
飲
し
て
い
て
ワ
ク
ワ
ク
す

る
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
す
。
酵
母
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
出
て
お
り
芳
醇
で
す
が
、
ど
こ
か
軽

や
か
で
親
し
み
や
す
さ
を
感
じ
ま
す
。

情
野 

『
キ
ュ
ヴ
ェ
・
エ
メ
ラ
』
の
初
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
は
2
0
0
5
年
で
、18
年
に
リ
リ
ー

ス
さ
れ
ま
し
た
。
熟
成
期
間
は
軽
く
10

年
を
超
え
て
い
る
。
誕
生
の
歴
史
と
し

て
は
、
ト
ッ
プ
キ
ュ
ヴ
ェ
だ
っ
た
『
キ
ュ

ヴ
ェ
・
デ
・
ア
ン
シ
ャ
ン
テ
ル
ー
ル
』
に
代

わ
っ
て
登
場
し
た
も
の
で
す
が
、
趣
は
違
っ

て
も
ス
タ
イ
ル
の
方
向
性
は
同
じ
だ
と
感

じ
ま
す
。

李  

こ
の
13
年
は
キ
ャ
ラ
メ
ル
香
な
ど
が

現
れ
て
お
り
、
き
れ
い
な
熟
成
を
感
じ
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
す
。
ガ
ス

ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
1
本
で
も
あ
り
ま
す
。

冬
に
味
わ
う
な
ら
、
ト
リ
ュ
フ
の
パ
イ
包

み
な
ど
と
合
わ
せ
た
い
で
す
ね
。

情
野  

ア
ン
リ
オ
は
お
鮨
屋
さ
ん
に
オ
ン
リ

ス
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
メ
ゾ
ン
で
す
。

キ
ュ
ヴ
ェ
・
エ
メ
ラ
も
和
食
と
の
相
性
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

椨  

シ
ャ
ル
ド
ネ
の
華
や
か
さ
が
よ
り
強
く

感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
ブ
ラ
ン
・

ド
・
ブ
ラ
ン
を
思
わ
せ
る
趣
も
あ
り
ま
す
ね
。

情
野  

そ
う
で
す
ね
。
ア
ン
リ
オ
も
〝
シ
ャ

ル
ド
ネ
ハ
ウ
ス
〞
で
あ
り
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
の

表
現
が
美
し
い
で
す
。
そ
し
て
ア
ン
リ
オ
の

シ
ャ
ル
ド
ネ
は
、
清
ら
か
さ
に
加
え
て

ち
ょ
っ
と
影
が
あ
る
印
象
な
の
で
す
。
メ

ゾ
ン
が
「
永
遠
の
リ
ザ
ー
ヴ
」
と
呼
ぶ
リ

ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
の
成
せ
る
業
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

品種：ピノ・ノワール50％、シャルドネ50％　
希望小売価格：4万6750円、4万9500円（化粧箱入り）　問い合わせ先：ファインズ

Cuvée Hemera

P
resent

キュヴェ・エメラ 2013年

生産者

Champagne Henriot

シャンパーニュ・アンリオ

1808 年、アポリーヌ・アンリオが創設。その
品質の高さからハンガリー帝国などの宮廷御
用達となる。現在、協同組合「テロワール・エ・
ヴィニュロン・ド・シャンパーニュ（TEVC）」の
傘下。写真は醸造責任者のアリス・テティエン
ヌさん。

陰
影
を
感
じ
る
魅
惑
的
な
シ
ャ
ル
ド
ネ
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椨  

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
生
き
生
き
と
し
た
酸
味

と
ほ
ろ
苦
さ
。
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
や
リ
ン

ゴ
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
と
ト
ー
ス
ト
の

香
ば
し
さ
、
そ
し
て
石
灰
質
を
感
じ
る
ミ

ネ
ラ
ル
感
。
充
実
し
た
酸
と
ミ
ネ
ラ
ル
に

よ
る
し
な
や
か
な
骨
格
が
印
象
的
で
す
。

『
キ
ュ
ヴ
ェ
・
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ 

2
0
1
4

年
』
は
昨
年
春
に
一
度
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

し
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
と
印
象
が
変
わ

り
ま
せ
ん
。
安
定
し
て
い
ま
す
ね
。

田
邉  

柑
橘
類
や
リ
ン
ゴ
な
ど
の
フ
ル
ー

テ
ィ
ー
で
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
香
り
の
中
に
、
貝

殻
の
香
り
が
あ
り
、
ど
こ
か
ク
ー
ル
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
生
き
生
き
と
し
て

伸
び
や
か
な
酸
味
と
塩
味
も
い
い
。
全

体
に
き
れ
い
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
エ
レ
ガ
ン

ト
で
す
。

情
野  

熟
成
し
た
風
味
が
あ
り
、
味
わ
い

の
調
和
が
取
れ
て
い
ま
す
が
、
や
や
控
え

め
な
印
象
も
あ
り
ま
す
。
レ
モ
ン
を
思
わ

せ
る
酸
が
全
体
を
す
っ
き
り
と
ま
と
め
て

お
り
、
程
よ
い
モ
カ
フ
レ
ー
バ
ー
も
ア
ク
セ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
軽
や
か
な
の
で
、

飲
み
飽
き
ず
に
1
本
を
通
し
て
楽
し
め

そ
う
で
す
。
現
代
風
の
軽
快
な
造
り
で
す
。

李  

そ
う
で
す
ね
。
私
は
こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
が

好
き
で
、
自
宅
に
2
0
0
2
年
、
06
年
、

08
年
、
12
年
と
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
ず
っ

と
熟
成
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
今
14
年
を
試

飲
し
て
み
て
、
そ
ろ
そ
ろ
飲
み
た
い
な
と

思
い
ま
し
た
（
笑
）。
熟
成
さ
せ
て
楽
し

め
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
値
打
ち
の
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
だ
と
思
い
ま
す
。

田
邉  

こ
の
キ
ュ
ヴ
ェ
は
、
私
も
個
人
的

な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
以
前
銀
座
の

鮨
店
に
行
っ
た
時
に
、
こ
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

と
貝
類
の
鮨
を
お
勧
め
さ
れ
て
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
し
て
み
ま
し
た
が
、
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。
酢
飯
の
酸
と
も
よ
く
合
い
、

き
れ
い
な
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
だ
な
と
感
動
し
ま

し
た
。
こ
の
14
年
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
は
ク
リ
ー

ン
で
ミ
ネ
ラ
ル
感
が
あ
る
の
で
、
シ
ー
フ
ー

ド
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。

椨  

「
ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
リ
エ
」
は
老
舗
メ
ゾ
ン

で
、
代
々
の
当
主
が
醸
造
を
手
掛
け
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
数
年
前
に
初
め
て
外

部
か
ら
醸
造
責
任
者
を
招
聘
し
ニ
ュ
ー

ス
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
を
迎
え

た
の
だ
な
と
感
じ
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う

な
進
化
を
見
せ
る
の
か
、
楽
し
み
な
メ
ゾ

ン
で
す
。

品種：シャルドネ60％、ピノ・ノワール40％　希望小売価格：4万4000円
問い合わせ先：JALUX

Cuvée Joséphine 

P
resent

キュヴェ・ジョセフィーヌ 2014年

生産者

Joseph Perrier 

ジョセフ・ペリエ

1825年、ジョセフ・ペリエとその父フランソワ・
アレクサンドルが設立。89年に英国御用達と
なる。現在はCEOのベンジャミン・フルモン氏
（写真上。下は父で先代のジャン・クロード氏）
が、セラーマスターのナタリー・ラプレイジュさ
んとともに高品質なワインを造っている。

現
代
風
の
軽
や
か
さ
を
持
つ
老
舗
メ
ゾ
ン
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椨  
香
ば
し
い
ト
ー
ス
ト
香
が
前
面
に
出

て
い
ま
す
。
黄
桃
、
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
な
ど
、

複
雑
な
香
り
で
す
。
シ
ャ
ル
ド
ネ
が
主
体
で
、

し
な
や
か
で
伸
び
の
あ
る
酸
が
特
徴
的
。

と
て
も
エ
レ
ガ
ン
ト
な
仕
上
が
り
で
す
。

2
0
1
3
年
は
冷
涼
な
年
で
し
た
が
、

果
実
味
が
豊
か
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
素
晴
ら

し
い
で
す
。『
レ
ア
』
は
王
妃
マ
リ
ー
・
ア
ン

ト
ワ
ネ
ッ
ト
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
造
ら

れ
た
キ
ュ
ヴ
ェ
で
す
。

田
邉  

王
妃
の
テ
ィ
ア
ラ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

と
い
う
ボ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
通
り
、
気
品
と

優
雅
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
洋
ナ
シ
や
リ

ン
ゴ
、
花
の
ミ
ツ
な
ど
フ
ロ
ー
ラ
ル
な
ア
ロ

マ
、
酵
母
由
来
の
ナ
ッ
ツ
や
キ
ノ
コ
の
香
り
、

ス
パ
イ
ス
や
ブ
リ
オ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
香
り
が
立
ち
上
が
っ
て
く
る
の
で
、

こ
れ
は
大
き
め
の
グ
ラ
ス
で
ゆ
っ
く
り
楽

し
み
た
い
で
す
ね
。
果
実
の
凝
縮
感
、
奥

行
き
の
あ
る
ミ
ネ
ラ
ル
も
魅
力
的
で
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
な
の
で
、

ソ
ム
リ
エ
が
お
客
さ
ま
に
お
勧
め
し
や
す
い

で
す
ね
。
ぜ
ひ
特
別
な
日
に
楽
し
み
た
い

で
す
。

李  

と
て
も
美
味
し
く
、
気
品
が
あ
り
ま

す
。
き
め
細
や
か
な
泡
も
魅
力
的
。
旨

味
を
し
っ
か
り
感
じ
る
の
で
、
こ
れ
も
ガ

ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
キ
ュ
ヴ
ェ
で
す
ね
。
以

前
、
レ
ア
は
「
パ
イ
パ
ー
・
エ
ド
シ
ッ
ク
」

の
上
級
キ
ュ
ヴ
ェ
と
い
う
位
置
付
け
で
し

た
が
、
今
は
独
立
し
た
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
も
成
功
し
て
い
ま
す
ね
。

情
野  

レ
モ
ン
の
よ
う
な
風
味
が
程
よ
く

感
じ
ら
れ
、
奥
か
ら
モ
カ
フ
レ
ー
バ
ー
が
顔

を
出
す
。
余
韻
に
は
レ
モ
ン
ピ
ー
ル
の
軽

や
か
な
苦
味
。
酸
に
は
程
よ
い
引
き
締

ま
り
感
が
あ
り
、
全
体
に
高
貴
な
印
象

で
す
。
突
出
し
た
味
や
香
り
が
な
く
、

全
体
に
き
れ
い
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
エ
レ
ガ

ン
ト
で
す
。
こ
れ
は
、
何
と
言
っ
て
も
ア
サ

ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
の
技
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

レ
ア
の
初
代
醸
造
責
任
者
で
あ
る
レ
ジ
ス
・

カ
ミ
ュ
氏
が
成
功
さ
せ
た
キ
ュ
ヴ
ェ
で
す
が
、

あ
ら
た
め
て
い
い
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
だ
と
感

じ
入
り
ま
し
た
。

椨  

引
退
さ
れ
た
カ
ミ
ュ
氏
は
、
ブ
レ
ン
ド

に
強
い
誇
り
を
持
っ
て
い
る
人
で
し
た
。

ブ
ド
ウ
の
質
を
生
か
す
職
人
肌
な
こ
だ

わ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
も
魅
力
で
す
。

品種：シャルドネ70％、ピノ・ノワール30％　
希望小売価格：4万4000円（箱なし）、4万6200円（箱入り）　問い合わせ先：日本リカー

Rare Millésime

レア 2013年

生産者

Rare Champagne

レア・シャンパーニュ

1785年5月6日にフローレンス・ルイ・エドシック
が王妃マリー・アントワネットに1本のキュヴェ
を献上したのが歴史の始まり。1985年に『レ
ア 1976』を初リリース、2018年にブランドとし
て独立。写真は当主のモード・ラバンさん（左）
とシェフ・ド・カーヴのエミリアン・ブティヤ氏。

王
妃
の
た
め
に
造
ら
れ
た
キ
ュ
ヴ
ェ
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世界に先駆けてサステイナブルな取り組みを行っている
シャンパーニュ地方。
２０３０年にはすべての畑で環境に関する
認証の取得を目指すなど「シャンパーニュ委員会」を
中心に地方全体で力を入れている。
そこには、ファッションではなく
本気で未来を考える姿勢があった。
その背景や具体的な取り組みを
フランス在住のジャーナリスト熊田有希子さんがリポートする。
text & photographs by Yukiko KUMATA(P64-69, 71-72, 74-75)
text by Kimiko ANZAI(P70, 73)

　

筆
者
が
初
め
て
「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
委

員
会
」（
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｃ
）
か
ら
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ

ル
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
の
は
、

確
か
２
０
０
５
年
ご
ろ
だ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
る
。
そ
の
こ
ろ
、
ま
だ
日
常
生
活
で

地
球
温
暖
化
が
話
題
に
上
る
こ
と
は
少

な
か
っ
た
し
、
そ
も
そ
も
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
デ
ュ
ラ
ー
ブ
ル
）
の
定
訳

が
な
か
っ
た
。
当
時
は
「
持
続
可
能
な
」

と
直
訳
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
。

　

そ
れ
が
今
で
は
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
と
い
う

言
葉
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
定
着
し
、
ど
の

ワ
イ
ン
産
地
も
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
地
方
は
他
産

地
に
先
駆
け
て
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。

地
球
温
暖
化
が
リ
ス
ク
と
な
る

品
種
特
性
と
瓶
内
2
次
発
酵

　

ま
ず
、
生
産
地
と
し
て
の
特
性
が
挙

げ
ら
れ
る
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
ブ
ド
ウ
栽

培
地
と
し
て
は
北
限
に
近
く
、
量
、
質

と
も
に
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
冷
涼

な
気
候
で
は
ブ
ド
ウ
が
毎
年
完
熟
す
る

と
は
限
ら
な
い
た
め
、
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ

（
ブ
レ
ン
ド
）
の
技
術
が
確
立
し
た
が
、
一

方
で
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
や
シ
ャ
ル
ド
ネ
と
い
っ

た
繊
細
な
ア
ロ
マ
を
持
つ
ブ
ド
ウ
品
種
の

個
性
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
ブ
ド
ウ
が
完
熟
し
に
く
い
、

つ
ま
り
糖
分
が
あ
ま
り
上
が
ら
な
い
た
め
、

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
も
抑
え
ら
れ
て
瓶
内
2

次
発
酵
が
で
き
る
の
も
都
合
が
い
い
。
逆

に
言
え
ば
、
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
こ

れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
が
す
べ
て
マ
イ
ナ
ス
に
転

じ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
。

「ラリエ」のアイ村にあるロリドンの畑には灌木や果樹が植え
られている。「HVE」と「VDC」は、バイオダイバーシティー
のために畑の周りを緑化しなくてはならない

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
の
先
進
地

シ
ャン
パ
ー
ニュ
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P
66
–
67
／
ボ
ラ
ン
ジ
ェ

P
68
–
69
／
ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト

P
70
／
ジ
ャ
カ
ー
ル

P
71
／
ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
リ
エ

P
72
／
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ

P
73
／
モ
ン
ト
ー
ド
ン

P
74
–
75
／
ラ
リ
エ

B Corp
「Benefit Corporation」の略称
で「ビーコープ」と読む。従業員・
顧客を含む環境や社会に配慮した
公益性の高い企業に与えられる認
証。アメリカとイギリスで認知度
が高い。米国の非営利団体「B 
Lab」が管理する国際認証。

VDC
「Vi t i c u l t u r e  Du r a b l e  e n 
Champagne」の略称で、和訳す
ると「シャンパーニュにおける持
続可能なブドウ栽培」。HVE規定
に加え、景観保護、副産物と廃棄
物の管理、エネルギー消費量と二
酸化炭素排出量の低減が必須。14
年に誕生、管理はCIVC。

ユーロリーフ（ビオ）
有機栽培に特化した認証で、バイ
オダイバーシティーや二酸化炭素
削減などの環境に関する規定はな
い。ビオ認証のロゴはEU加盟国間
でユーロリーフ（右）に統一された
が、フランス国内ではなじみのあ
る「ABマーク」（左）も併記可能。
INAO（国立原産地呼称研究所）が
承認した認証機関で取得。

HVE
「Hau t  Va leu r  Env i r onne -
mentale」の略称で「高い環境価
値」を意味する。減農薬にとどまら
ず、水資源の管理、耕作可能地
10パーセント以上のバイオダイ
バーシティー化が必須。フランス
政府の環境保全政策の一環として
誕生した。2012年より交付開始、
管理はフランス農業省。

り
組
織
的
に
転
換
で
き
る
メ
ゾ
ン
の
ほ
う

が
個
人
経
営
の
小
規
模
栽
培
農
家
よ

り
高
い
。
な
か
に
は
「
ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト
」
の

よ
う
に
認
証
が
誕
生
す
る
は
る
か
前
か

ら
自
主
的
に
畑
に
灌
木
を
植
え
て
い
る

メ
ゾ
ン
も
あ
る
。
さ
ら
に
自
社
畑
で
ビ
オ

に
挑
戦
す
る
メ
ゾ
ン
も
少
な
く
な
い
。「
ボ

ラ
ン
ジ
ェ
」
は
25
年
に
全
１
８
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
認
証
取
得
予
定
だ
。

　

メ
ゾ
ン
が
自
社
畑
に
限
ら
ず
契
約
農

家
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
こ
と
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
捗
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
全
体
の
栽
培
面
積
の
う

ち
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
小
規
模
栽

培
農
家
は
、
資
金
力
が
な
く
情
報
収
集

を
す
る
時
間
や
手
段
を
取
り
に
く
い
の

が
現
状
だ
。「
ジ
ャ
カ
ー
ル
」
の
よ
う
に
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
機
材
の
共
同
購
入
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
り
、「
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ
」
や
「
モ

ン
ト
ー
ド
ン
」
の
よ
う
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
社

員
を
巡
回
さ
せ
て
個
別
指
導
し
た
り
す

る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
の
よ
う
に
メ
ゾ
ン
が
社

内
研
究
の
成
果
を
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｃ
に
報
告
す

る
こ
と
も
。
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｃ
は
自
身
の
研
究

結
果
を
メ
ゾ
ン
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
こ

の
よ
う
な
メ
ゾ
ン
か
ら
上
が
っ
て
き
た
結
果

を
、
年
に
2
回
主
催
す
る
メ
ゾ
ン
と
の
勉

強
会
で
共
有
し
て
い
る
。
官
民
問
わ
ず

有
益
な
情
報
は
地
域
内
で
循
環
・
改
良

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
か
ら

地
域
経
済
全
体
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
へ

　

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
と
は
、
栽
培
の
改
良

や
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
削
減
と
い
っ

た
環
境
保
全
だ
け
す
れ
ば
済
む
活
動
で

は
な
く
、
そ
れ
を
維
持
で
き
る
経
済
基

盤
と
社
会
的
責
任
も
問
わ
れ
る
。
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
で
は
徐
々
に
こ
の
分
野
で
も
活
動

が
広
ま
っ
て
き
た
。
22
年
に
竣
工
し
た
「
ラ

リ
エ
」
の
新
工
場
は
、
半
地
下
醸
造
タ

ン
ク
と
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
備
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
75
パ
ー
セ
ン
ト
も
削
減

し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
は
「
B
コ
ー
プ
」

認
証
を
取
得
し
て
従
業
員
の
ウ
エ
ル
ネ
ス

に
配
慮
し
、「
ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
リ
エ
」
は
化

粧
木
箱
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
広
告
品

を
地
元
企
業
に
制
作
し
て
も
ら
い
、
地

域
全
体
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
華
や
か
さ
、
繊
細
な

味
わ
い
は
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
を
も
た

ら
し
て
く
れ
る
。
こ
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を

未
来
永
劫
私
た
ち
に
届
け
る
た
め
、
見

え
な
い
と
こ
ろ
で
官
民
一
体
と
な
っ
て
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
、

時
々
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
で
も
思
い
出

し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

　

商
品
と
し
て
も
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
ほ
か

の
ス
テ
ィ
ル
ワ
イ
ン
と
は
異
な
る
点
が
多
い
。

瓶
内
2
次
発
酵
で
ボ
ト
ル
内
の
ガ
ス
圧

は
6
気
圧
ま
で
上
が
る
。
こ
の
た
め
、
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
の
ボ
ト
ル
は
ス
テ
ィ
ル
ワ
イ
ン
に

比
べ
て
ガ
ラ
ス
が
厚
く
重
い
。
そ
の
分
、

輸
送
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
量
も
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
多
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
上
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
輸

出
率
57
パ
ー
セ
ン
ト
と
輸
送
量
が
多
く
、

距
離
も
長
い
。
決
し
て
環
境
に
や
さ
し

い
と
は
言
い
難
い
の
だ
。

Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｃ
が
主
導
し
メ
ゾ
ン
が
後
押
し

進
む
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

　

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
対

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｃ
主
導
で

推
進
さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
２
年
に
初
め

て
二
酸
化
炭
素
収
支
計
算
書
、
続
い
て

05
年
に
削
減
計
画
を
発
表
し
、
14
年
に

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
独
自
の
栽
培
認
証

「
V
D
C
」
が
出
来
上
が
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
Ｖ

Ｃ
は
自
前
の
実
験
畑
と
マ
イ
ク
ロ
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
研
究
を
し
て
い
る
ほ
か
、
民
間
企

業
と
協
力
し
て
軽
量
ボ
ト
ル
な
ど
の
開

発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
全
体
で
何
か

し
ら
環
境
に
関
す
る
認
証
を
取
得
し
て

い
る
畑
は
69
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
（
円
グ

ラ
フ
参
照
）、
30
年
に
は
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
を
目
指
し
て
い
る
。
進
捗
率
は
や
は

「
ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
リ
エ
」の
チ
ョ
ー
ク
質
丘
陵
の
側
面

を
掘
っ
た
横
穴
式
カ
ー
ヴ
。
99
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
で

丘
陵
の
林
が
損
傷
を
受
け
た
が
、
環
境
を
守
る
た

め
に
5
0
0
0
本
を
植
樹
し
直
し
た

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
お
け
る

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
認
証

IN
D
E
X

（統計2022年12月　出典：シャンパーニュ栽培者組合）

シャンパーニュの
栽培状況（表面積）を示したグラフ

VDC ビオ

HVE 認証なし
9%

14%

46%

31%
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委
員
会
」（
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｃ
）
で
の
研
究
員
。

10
年
間
の
在
職
期
間
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
た
経
験
は
、

２
０
１
３
年
に
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
へ
入
社
し
て
か

ら
も
大
き
く
生
き
て
い
る
。

研
究
成
果
は
独
占
せ
ず

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
全
体
で
共
有

　

そ
も
そ
も
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
は
、
ブ
ネ
ア
氏
が

着
任
す
る
前
か
ら
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
対

す
る
関
心
が
高
か
っ
た
。「
Ｈ
Ｖ
Ｅ
」
は
12

年
、「
Ｖ
Ｄ
Ｃ
」
は
14
年
、
い
ず
れ
も
認

証
が
制
定
さ
れ
た
年
に
い
ち
早
く
取
得

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
に
と
っ
て

認
証
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
メ
ゾ
ン
の
ス
タ
イ

ル
を
変
え
ず
に
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を
造
り
続

け
る
に
は
何
は
必
要
な
の
か
、
常
に
自
問

自
答
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ボ

ラ
ン
ジ
ェ
と
い
え
ば
樽
発
酵
で
有
名
だ
が
、

そ
の
樽
の
洗
浄
に
温
水
で
は
な
く
蒸
気

を
利
用
す
る
こ
と
で
水
の
使
用
量
を
70
パ
ー

セ
ン
ト
削
減
し
た
。
成
果
は
自
社
内
で

独
占
せ
ず
〝
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
全
体
の
利
益

に
繋
げ
る
た
め
に
〞
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｃ
に
報
告
し

て
地
域
全
体
で
共
有
し
て
い
る
。
ア
ル
コ
ー

ル
発
酵
完
了
前
に
始
め
る
マ
ロ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
発
酵
の
よ
う
に
、
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
が
考
案

し
た
技
術
が
今
や
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
常
識

と
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

栽
培
で
は
地
球
温
暖
化
や
病
虫
害

対
策
、
さ
ら
に
農
薬
散
布
で
ト
ラ
ク
タ
ー

が
畑
に
入
る
回
数
を
減
ら
す
た
め
に
、

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
耐
性
を
高
め
る
実
験

を
試
み
て
い
る
。

　

ア
イ
村
の
「
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
」
本
社
受
付

の
壁
に
は
、
リ
リ
ー
・
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
夫
人

が
さ
り
げ
な
く
描
か
れ
て
い
る
。
夫
人
は

１
９
６
３
年
、
出
荷
直
前
に
デ
ゴ
ル
ジ
ュ

マ
ン
す
る
斬
新
な
『
Ｒ
．Ｄ
．』
を
発
表

し
て
メ
ゾ
ン
の
名
声
を
確
立
し
た
こ
と
で

有
名
だ
。
し
か
し
そ
の
陰
で
、
夫
人
が

周
辺
の
自
治
体
へ
寄
付
を
惜
し
ま
ず
地

域
の
発
展
に
心
を
砕
い
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
そ
の
気
運
が
現
在
の
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
に

も
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

5
年
後
に
創
業
２
０
０
周
年
を
迎
え

る
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
は
「
２
０
２
９
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
て
、
大
が
か
り
な
改
革

を
進
め
て
い
る
。
社
屋
の
増
改
築
や
従

業
員
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
な
ど
も
含
む
包
括
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
生
産
部
門
の

指
揮
を
執
る
の
は
シ
ェ
フ
・
ド
・
カ
ー
ヴ

の
ド
ゥ
ニ
・
ブ
ネ
ア
氏
だ
。

　

ブ
ネ
ア
氏
の
前
職
は
「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

Bollinger
「栽培の実験に最初、経営陣は難色を
示していました。小さな区画で3年か
けて実証してようやくGOサインが出
ました」と当時を振り返るシェフ・ド・
カーヴのドゥニ・ブネア氏

ボ
ラ
ン
ジ
ェ

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
ら
し
い
繊
細
さ
を

後
世
に
残
す
た
め
努
力
を
重
ね
る

1829年創業のアイ村を拠点とす
る「ボランジェ」の本社
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問い合わせ先：WINE TO STYLE㈱　TEL. 03-5413-8831

「
17
年
か
ら
畝
間
に
植
物
を
植
え
る
研

究
を
始
め
ま
し
た
。
ど
の
種
を
ど
の
時

期
に
ま
き
、
刈
る
の
が
ベ
ス
ト
な
の
か
、
そ

し
て
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
か
ら
ど
ん
な
ワ
イ

ン
が
で
き
る
の
か
、
実
際
に
醸
造
ま
で
実

験
し
て
い
ま
す
」

　

ブ
ネ
ア
氏
の
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
へ
の
思
い

ピ
ノ
で
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
表
現

『
Ｐ
Ｎ 

Ｖ
Ｚ
19
』

　

Ｐ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
は
、
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
ご
と

に
、
そ
の
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
特
徴
を
最
も

体
現
し
て
い
る
村
を
ベ
ー
ス
ワ
イ
ン
（
50

パ
ー
セ
ン
ト
）
に
チ
ョ
イ
ス
し
、
樽
・
タ
ン

ク
・
マ
グ
ナ
ム
ボ
ト
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

タ
イ
ル
で
発
酵
熟
成
し
た
リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン

（
50
％
）
と
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
特
別

な
キ
ュ
ヴ
ェ
だ
。

　

今
年
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
『
Ｐ
Ｎ 

Ｖ
Ｚ

19
』、
つ
ま
り
19
年
の
ベ
ー
ス
ワ
イ
ン
は
「
暑

い
年
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
」
ヴ
ェ
ル

ズ
ネ
イ
村
の
も
の
で
あ
る
。
試
飲
し
て
み

る
と
、
確
か
に
ア
タ
ッ
ク
こ
そ
丸
み
と
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
っ
て
暑
い
年
を
感
じ
さ
せ

る
が
、
の
ど
元
を
滑
り
落
ち
る
こ
ろ
に
は

オ
レ
ン
ジ
の
皮
の
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
ア
ロ

マ
と
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
ら
し
い
洗
練
さ
れ
た

フ
ィ
ネ
ス
に
変
わ
り
、
ヴ
ェ
ル
ズ
ネ
イ
の
テ

ロ
ワ
ー
ル
に
由
来
す
る
塩
味
が
清
涼
感

を
引
き
出
し
て
く
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｐ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
の
初
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
15
年
と
16
年
は
ヴ
ェ
ル
ズ
ネ
イ

産
だ
っ
た
。
17
年
に
ト
ー
シ
エ
ー
ル
村
、

よ
う
や
く
18
年
に
本
拠
地
の
ア
イ
村
が

採
用
さ
れ
、
19
年
は
3
度
目
の
ヴ
ェ
ル
ズ

ネ
イ
。
い
ず
れ
も
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
繊
細

さ
を
美
し
く
表
現
し
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
の
だ
が
、
少
し
心
配
に
も
な
っ
た
。

こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が
続
く
と
、
も

う
真
南
向
き
斜
面
で
気
温
の
上
が
る
ア

イ
が
ベ
ー
ス
ワ
イ
ン
に
チ
ョ
イ
ス
さ
れ
る
日

は
来
な
い
の
で
は
な
い
か
？

　

ブ
ネ
ア
氏
は
、
し
て
や
っ
た
り
と
ほ
ほ

笑
ん
だ
。

「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
ほ
ど

話
し
た
実
験
畑
は
、
温
暖
化
で
一
番
厳

し
い
条
件
下
に
あ
る
ア
イ
村
に
あ
り
ま
す
。

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
ら
し
い
繊
細
さ
を
ど
う
す

れ
ば
後
世
ま
で
残
せ
る
の
か
。
そ
の
た
め

に
こ
れ
だ
け
努
力
を
続
け
て
い
る
の
で
す
」

　

２
０
２
９
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
ボ
ラ

ン
ジ
ェ
に
と
っ
て
単
な
る
創
業
２
０
０
周

年
記
念
事
業
で
は
な
い
。
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
夫

人
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
自
社
の
み
な

ら
ず
地
域
全
体
の
次
の
２
０
０
年
を
見

据
え
た
通
過
点
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。

麦わら、カバークロップ（被覆植
物）、ハーブティー、コンポストな
ど、あらゆる手法でピノ・ノワー
ルに適した栽培を追求している

『PN VZ19』品種：ピノ・ノワー
ル100%　希望小売価格：2万
3100円（税込）　2019年産ヴェ
ルズネイ50%、最も古いリザーヴ
ワインは09年。ドザージュ6g/L。
「PN」はピノ・ノワール、「VZ」は
ヴェルズネイの略号。19年は猛暑
にもかかわらず酸が十分に残った
ヴィンテージ

地域の発展に貢献し、住民から「マザー」と
慕われたリリー・ボランジェ夫人

実験畑で満足できるブドウが得られたとしても、どのようなワイン
になるのかまではわからない。100～200Lのマイクロタンク40基
を設置して実際に醸造し、テイスティングまで検証している

は
熱
く
、
話
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
そ

こ
で
実
際
に
「
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
こ
そ
メ
ゾ

ン
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
と
言
い
切
る
ボ
ラ
ン
ジ
ェ
が
、

ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
と
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
を
当
て
た
「
Ｐ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
」
を

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

＊
1 

瓶
内
2
次
発
酵
の
際
に
生
じ
る
オ
リ
を
瓶
口
に
集
め
、
取
り
除

く
作
業
。
機
械
で
行
う
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
手
作
業
で
行
う
と
こ
ろ
も

あ
る

＊
2 

乳
酸
菌
に
よ
り
、
ワ
イ
ン
の
中
の
リ
ン
ゴ
酸
が
乳
酸
と
二
酸
化

炭
素
に
分
解
さ
れ
る
現
象
。
酸
味
が
柔
ら
か
く
、
香
味
が
豊
か
な
ワ
イ

ン
と
な
る

＊
3 

貯
蔵
し
て
あ
る
良
作
年
の
原
酒
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昔
の
天
気
予
報
は
カ
バ
ー
範
囲
が
大
雑

把
で
的
中
率
も
あ
ま
り
高
く
な
く
、
農

薬
会
社
が
配
布
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
い

て
あ
る
通
り
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
予
防

農
薬
を
ま
く
し
か
な
か
っ
た
。
現
代
は
、

村
ご
と
、
時
間
ご
と
に
瞬
時
に
天
気
予

報
が
わ
か
り
ま
す
し
、
精
度
も
上
が
り
ま

し
た
。
必
要
に
応
じ
て
効
率
よ
く
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
畑
を
ケ
ア
す
れ
ば
、
農
薬
の
散

布
量
は
か
な
り
低
減
で
き
ま
す
し
、
高

品
質
な
ブ
ド
ウ
を
確
保
で
き
ま
す
」

　

こ
の
た
め
、
ド
ゥ
ポ
ン
氏
は
あ
ま
り
地

球
温
暖
化
に
よ
る
危
機
を
感
じ
て
い
な

い
そ
う
だ
。

「
栽
培
の
工
夫
と
努
力
も
あ
り
ま
す
が
、

テ
ロ
ワ
ー
ル
の
恩
恵
が
大
き
い
で
す
。
コ
ー

ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン
は
保
水
性
の
高
い
チ
ョ
ー

ク
質
の
割
合
が
か
な
り
高
い
の
で
す
」

　

白
の
銘
醸
地
、
コ
ー
ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン

地
区
の
ル
・
メ
ニ
ル
・
シ
ュ
ル
・
オ
ジ
ェ
村
に

「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト
」
は
あ
る
。

　

ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト
と
い
え
ば
シ
ャ
ル
ド
ネ
の

名
手
と
し
て
名
高
い
。『
ブ
リ
ュ
ッ
ト
』
と

『
ロ
ゼ
』
に
少
量
の
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
と
ム

ニ
エ
も
使
用
し
て
い
る
が
、
生
産
の
ほ
と

ん
ど
を
占
め
る
シ
ャ
ル
ド
ネ
は
す
べ
て
コ
ー

ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン
の
も
の
。
こ
の
地
区
を

知
り
尽
く
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
契
約
農
家
が
、

日
々
ブ
ド
ウ
畑
を
臨
機
応
変
に
ケ
ア
を

し
て
回
っ
て
い
る
。

「『
H
V
E
』
の
認
証
を
取
得
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
」
と
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ド
ゥ
ポ
ン
社

長
は
語
る
。

「
50
年
前
と
比
べ
て
栽
培
も
醸
造
も

技
術
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
か
ら
で
す
。

緻密なケアでチョーク質のテロワールを表現

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
・
ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト

「サロン」と共有する創業1760年
の「ドゥラモット」本社

Champagne Delamotte

祖
父
母
が
ロ
ワ
ー
ル
の
ワ
イ
ン
農
家
だ
っ

た
と
い
う
デ
ィ
デ
ィ
エ
・
ド
ゥ
ポ
ン
社
長
。

「
畑
の
周
り
に
灌
木
が
生
え
て
い
る
の
は

自
分
に
と
っ
て
自
然
な
風
景
。『
H
V
E
』

の
認
証
が
で
き
る
ず
っ
と
前
に
ド
ゥ
ラ

モ
ッ
ト
に
灌
木
を
植
え
ま
し
た
」
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問い合わせ先：㈱ラック・コーポレーション　TEL. 03-3586-7501

猛
暑
で
も
清
涼
感
を
残
す

チ
ョ
ー
ク
質
の
テ
ロ
ワ
ー
ル

　

テ
ロ
ワ
ー
ル
の
特
徴
は
、
近
年
な
ら
２

０
１
８
年
が
顕
著
だ
と
い
う
。
18
年
の

夏
は
熱
波
が
フ
ラ
ン
ス
を
襲
い
、
1
万
3

千
人
の
死
者
を
出
し
た
03
年
よ
り
も
干

ば
つ
が
酷
か
っ
た
。
ブ
ド
ウ
の
完
熟
も
前

倒
し
と
な
り
、
ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト
で
も
収
穫

は
例
年
よ
り
早
い
8
月
27
日
か
ら
始
め

て
い
る
。
そ
れ
で
も
長
熟
に
耐
え
る
ミ
レ

ジ
メ
を
リ
リ
ー
ス
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
の
は
、
春
先
ま
で
に
例
年
よ
り
多
く
降
っ

た
雨
を
、
チ
ョ
ー
ク
質
土
壌
が
酷
暑
を

乗
り
切
れ
る
ほ
ど
蓄
え
て
い
た
か
ら
あ
る
。

　

コ
ー
ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン
の
六
つ
の
グ
ラ
ン
・

ク
リ
ュ
（
特
級
畑
）
す
べ
て
を
使
用
し
た

ミ
レ
ジ
メ
『
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン 
２
０
１

そ
う
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
く
れ
た
。

「
２
０
１
３
年
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
モ
ン

ラ
ッ
シ
ェ
と
『
サ
ロ
ン 

2
0
1
3
年
』
を

ブ
ラ
イ
ン
ド
・
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
ら
、

み
ん
な
、
サ
ロ
ン
の
ほ
う
が
ず
っ
と
若
々
し

い
と
驚
嘆
し
て
い
た
の
で
す
」

　

伝
説
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
と
も
称
さ
れ

る
姉
妹
メ
ゾ
ン
の
「
サ
ロ
ン
」
は
、
ド
ゥ
ラ

モ
ッ
ト
と
社
屋
も
醸
造
施
設
も
共
有
し

て
い
る
。
違
い
は
、
サ
ロ
ン
は
ブ
ド
ウ
が
ル
・

メ
ニ
ル
・
シ
ュ
ル
・
オ
ジ
ェ
産
1
0
0
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
熟
成
年
数
が
よ
り
長

い
こ
と
、
そ
し
て
グ
レ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
に
し
か
造
ら
な
い
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
ド
ゥ
ラ
モ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ン
・
ド
・

ブ
ラ
ン
も
長
く
熟
成
で
き
る
。
い
っ
た
ん

ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
で
リ
リ
ー
ス
し
た
後
、

瓶
熟
を
続
け
て
十
数
年
後
に
再
リ
リ
ー

ス
す
る
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
参
考
商
品
）

が
そ
の
い
い
例
だ
。

『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

２
０
０
７
年
』
は
キ
ャ
ラ

メ
ル
や
タ
バ
コ
、
煙
の
ア
ロ
マ
な
ど
長
熟
を

経
た
ア
ロ
マ
が
出
て
い
る
が
、
口
に
含
め

ば
オ
レ
ン
ジ
の
皮
の
よ
う
か
す
か
な
苦
味

を
伴
う
清
涼
感
で
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
る
。

確
か
に
ス
テ
ィ
ル
ワ
イ
ン
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・

ブ
ラ
ン
な
ら
、
こ
こ
ま
で
若
々
し
く
熟
成

で
き
な
い
だ
ろ
う
。

「
2
0
1
8
年
は
30
年
熟
成
で
き
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
り
ま
す
。『
プ
チ
・
サ
ロ
ン
』

と
し
て
自
宅
で
寝
か
せ
る
こ
と
も
可
能

で
す
よ
」
ド
ゥ
ポ
ン
氏
は
長
熟
性
を
強

調
し
た
後
、
こ
う
続
け
た
。

「
瓶
熟
は
好
み
の
問
題
で
あ
っ
て
、
現

時
点
で
も
飲
み
ご
ろ
な
の
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
個
人
的
に
は
ホ
タ
テ
貝
を
さ
っ
と
表

面
だ
け
焼
い
た
も
の
が
、
甘
味
と
ミ
ネ
ラ

ル
を
引
き
出
す
ベ
ス
ト
ペ
ア
リ
ン
グ
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
ホ
タ
テ
貝
が
美
味
し
く
な
る
冬

に
い
か
が
で
し
ょ
う
？　

特
に
日
本
の
ホ

タ
テ
貝
は
格
別
で
す
か
ら
」

『ブラン・ド・ブラン 2018年』品種：
シャルドネ100%　希望小売価格：1
万9800円（税込）　ル・メニル・シュ
ル・オジェ25%、オジェ10%、クラ
マン15%、シュイイ10%、アヴィー
ズ25%、オワリー15%。いずれも斜
面中腹から。村の比率はヴィンテー
ジによって異なる

ドゥラモットとサロンはシャルドネの名
手。左から『ブラン・ド・ブラン NV』『ブ
ラン・ド・ブラン 2018年』『サロン 
2013年』『ブラン・ド・ブラン コレクショ
ン 2007年』（コレクションは参考商品）

社屋の真後ろにある
ル・メニル・シュル・
オジェのシャルドネ畑

© Leif Carlsson

ミレジメの熟成期間は通常6～8年。猛暑だった18年は清涼感を残す
ために初めて4年に短縮した

８
年
』
を
飲
め
ば
合
点
が
い
く
。
香
り

こ
そ
果
汁
が
し
た
た
り
落
ち
そ
う
な
ほ
ど

に
熟
し
た
洋
ナ
シ
や
リ
ン
ゴ
の
甘
く
ジ
ュ
ー

シ
ー
な
ア
ロ
マ
が
あ
る
が
、
味
わ
い
は
ア
ロ

マ
を
裏
付
け
る
ふ
っ
く
ら
と
肉
厚
な
果

実
味
と
同
時
に
、
キ
レ
の
あ
る
酸
味
が

生
き
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
酸
味
は
グ
ラ

ス
の
中
で
時
間
と
と
も
に
増
幅
し
、
目

を
つ
む
れ
ば
、
洋
上
で
飲
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
と
錯
覚
し
そ
う
な
海
の
香
り
、

つ
ま
り
塩
味
を
含
ん
だ
ミ
ネ
ラ
ル
が
出
て

き
て
、
長
い
余
韻
へ
と
誘
う
。

デ
ゴ
ル
ジ
ュ
マ
ン
後
も
熟
成
可
能

今
す
ぐ
も
熟
成
も
楽
し
め
る

２
０
１
８
年
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

「
最
近
お
も
し
ろ
い
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
が
あ

り
ま
し
た
よ
」
と
ド
ゥ
ポ
ン
氏
が
う
れ
し
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各
品
種
の
最
高
の
土
地
か
ら

エ
レ
ガ
ン
ト
な
ス
タ
イ
ル
を

　

白
い
花
束
の
よ
う
な
可
憐
な
ア
ロ
マ
と

凛
と
し
た
酸
。
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
美
し
さ
が

際
立
つ
の
が
「
ジ
ャ
カ
ー
ル
」
だ
。
軽
や

か
で
洗
練
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル
は
多
く
の
人
々

に
愛
さ
れ
、
特
に
若
い
世
代
の
女
性
人

気
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

　

設
立
は
１
９
６
４
年
。
ジ
ャ
カ
ー
ル
は

意
欲
あ
る
ブ
ド
ウ
農
家
が
集
結
し
て
立

ち
上
げ
た
協
同
組
合
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

で
、
現
在
の
組
合
員
は
約
１
０
０
０
人
、

総
栽
培
面
積
は
１
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

そ
の
う
ち
３
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
ジ
ャ
カ
ー

ル
の
生
産
に
使
わ
れ
て
い
る
。
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
醸
造
責
任
者
の
ジ
ョ

エ
ル
・
ヴ
ェ
イ
ス
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
私
た
ち
の
強
み
は
、
高
品
質
の
ブ
ド
ウ

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
え
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
シ
ャ
ル
ド
ネ
は
コ
ー
ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン

地
区
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
は
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
・

ド
・
ラ
ン
ス
地
区
、
ム
ニ
エ
は
ヴ
ァ
レ
・
ド
・

ラ
・
マ
ル
ヌ
地
区
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種

の
〝
最
高
の
土
地
〞
の
も
の
ば
か
り
。
さ

ら
に
、
ジ
ャ
カ
ー
ル
を
象
徴
す
る
シ
ャ
ル
ド

ネ
は
、
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
・
ド
・
ラ
ン
ス
の
ト
レ

パ
イ
ユ
村
や
ヴ
ィ
レ
・
マ
ル
ム
リ
ー
村
な
ど
、

シ
ャ
ル
ド
ネ
に
秀
で
た
プ
ル
ミ
エ
・
ク
リ
ュ

（
1
級
畑
）
か
ら
採
れ
る
ふ
く
ら
み
の
あ

る
味
わ
い
の
ブ
ド
ウ
に
も
恵
ま
れ
て
い
る

の
で
、
理
想
通
り
の
キ
ュ
ヴ
ェ
を
造
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
」

　

そ
れ
を
象
徴
す
る
一
つ
が
間
も
な
く
リ

リ
ー
ス
さ
れ
る
『
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン 

２
０
１
６
年
』
だ
。
ヴ
ェ
イ
ス
さ
ん
に
よ

れ
ば
16
年
は
猛
暑
で
果
実
に
凝
縮
感
が

あ
り
、
糖
度
が
上
が
っ
た
と
い
う
。
そ
の

ア
ロ
マ
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
、
フ
ァ
ー

ス
ト
プ
レ
ス
に
気
を
遣
い
、
酸
味
を
き
れ

い
に
保
ち
つ
つ
、
ド
ザ
ー
ジ
ュ
を
少
な
め
に

す
る
な
ど
し
て
、
ジ
ャ
カ
ー
ル
な
ら
で
は
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
感
を
表
現
し
た
そ
う
だ
。

60
年
の
経
験
と

溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
前
進

　

ま
た
、
注
目
し
た
い
の
が
『
ア
イ 

2
0
1
8
年
』
だ
。
ア
イ
村
の
ピ
ノ
・
ノ

ワ
ー
ル
だ
け
で
造
ら
れ
た
キ
ュ
ヴ
ェ
だ
が
、

シ
ャ
ル
ド
ネ
ハ
ウ
ス
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

感
じ
ら
れ
、
興
味
深
い
。

「
こ
れ
は
、
ブ
レ
ン
ド
前
に
行
う
区
画
ご

と
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
だ
っ

た
区
画
の
も
の
。
こ
れ
だ
け
で
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ
を
造
り
た
い
と
、
創
作
意
欲
を
そ
そ

ら
れ
ま
し
た
」
と
ヴ
ェ
イ
ス
さ
ん
は
笑
顔

を
見
せ
る
。

　

今
年
、
メ
ゾ
ン
は
60
周
年
を
迎
え
、
ポ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
を
メ
ゾ
ン
に
設
置
、
生

産
者
や
ゲ
ス
ト
と
も
に
盛
大
に
お
祝
い
し

た
と
い
う
。

「
皆
さ
ん
と
の
絆
が
感
じ
ら
れ
、
と
て
も

幸
福
で
し
た
。
人
で
例
え
る
な
ら
、
60

歳
は
、
思
慮
深
い
大
人
で
あ
り
な
が
ら
、

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
年
齢
。
多
く

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
で
き
ま
す
。
ジ
ャ
カ
ー
ル

は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
」

ジャカール

  Jacquart

メ
ゾ
ン
は
2
0
2
4
年
に
60
周
年
を
記
念
し
、
今
年
の
秋
、

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ス
ト
ア
を
設
置
。
世
界
中
か
ら
の
愛
好
家
や

メ
ゾ
ン
に
貢
献
す
る
農
家
な
ど
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
た

（
上
）／
日
本
で
は
10
月
に
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
60

人
の
ゲ
ス
ト
が
集
ま
り
賑
わ
い
を
見
せ
た
（
下
）

醸造責任者のジョエル・
ヴェイスさん。トゥールー
ズ大学農業工学科卒業。
ワイン醸造学博士号を取
得。前職はワインジャー
ナリストで、2019年より
現職。日本料理とのマリ
アージュに興味津々

『アイ 2018年』品種：ピノ・ノワール100%
輸入未定　アプリコットやミラベル、マルメ
ロの香り。繊細でまろやか、華やかなキュ
ヴェ。「ロットごとのテイスティングで出合っ
た運命のキュヴェ。味も香りも完璧で、これ
だけで素晴らしいシャンパーニュになると確
信しました」（ヴェイスさん）

『ブラン・ド・ブラン 2016年』品
種：シャルドネ100%　日本で
は2025年4月以降発売予定　
アヴィーズ、シュイイ、クラマン、
オジェの四つのグラン・クリュか
ら。レモンや菩提樹、アーモン
ドの香り。フレッシュでジュー
シーな味わいと豊かなアロマ。
「太陽を浴びたような凝縮感のあ
る果実味が、明るい陽光に満ち
たイタリアのリヴィエラを思い起
こさせます」（ヴェイスさん）

問い合わせ先：国分グループ本社㈱　TEL. 03-3276-4125

創
立
60
周
年
、よ
り
洗
練
さ
れ
ゆ
く
シ
ャ
ル
ド
ネ
ハ
ウ
ス

©Yuji KOMATSU
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問い合わせ先：㈱JALUX　TEL. 03-6367-8756

エ
レ
ガ
ン
ト
に
軽
や
か
に

生
ま
れ
変
わ
る

　

エ
ペ
ル
ネ
市
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
大
通
り

か
ら
伸
び
る
一
本
道
を
そ
の
ま
ま
東
へ
ま
っ

す
ぐ
30
キ
ロ
。
マ
ル
ヌ
県
の
県
庁
所
在
地

シ
ャ
ン
ロ
ン
・
ア
ン
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
市
に

あ
る
１
８
２
５
年
創
業
の
「
ジ
ョ
セ
フ
・

ペ
リ
エ
」
を
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
、
古

色
蒼
然
と
し
て
い
た
本
社
の
前
庭
は
美

し
く
整
え
ら
れ
、
受
付
は
白
と
木
目
を

基
調
に
し
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
で
モ
ダ
ン
な
内
装

に
一
新
さ
れ
て
い
た
。

「
２
０
１
７
年
に
新
シ
ェ
フ
・
ド
・
カ
ー

ヴ
を
迎
え
、
よ
り
エ
レ
ガ
ン
ト
で
軽
や
か
な

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
進
化
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
合
わ
せ
、
ス
タ
イ
ル
を
体
現
す
る
よ
う

改
装
を
進
め
て
い
ま
す
」
と
6
代
目
当

主
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ル
モ
ン
氏
が
出
迎

え
て
く
れ
た
。
シ
ャ
ン
ロ
ン
生
ま
れ
の
フ
ル

モ
ン
氏
は
、
進
学
の
た
め
パ
リ
へ
上
京
し

そ
の
ま
ま
金
融
マ
ン
に
な
っ
た
が
、
祖
母

の
何
気
な
い
「
相
続
す
る
自
社
畑
の
た

め
に
、
栽
培
だ
け
で
も
勉
強
し
て
み
た

ら
？
」
の
一
言
が
人
生
の
転
機
と
な
っ
た
。

究
極
の
エ
コ

4
世
紀
の
天
然
カ
ー
ヴ

　

改
革
を
進
め
る
一
方
で
、
優
れ
た
遺

産
は
継
承
し
て
い
る
。
ガ
リ
ア
・
ロ
ー
マ

時
代
の
4
世
紀
に
、
チ
ョ
ー
ク
質
の
丘

を
水
平
に
掘
り
進
め
た
石
切
り
場
跡

を
転
用
し
た
横
穴
式
カ
ー
ヴ
は
、
醸
造

か
ら
出
荷
ま
で
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
完
了
で
き

る
た
め
、
動
線
が
短
く
ワ
イ
ン
に
や
さ
し
い
。

ま
た
、
丘
の
上
は
森
に
覆
わ
れ
て
お
り

断
熱
性
が
高
く
、
余
分
な
水
分
を
根

が
吸
っ
て
く
れ
る
の
で
湿
度
も
完
璧
だ
。「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
も
空
調
も
不
要
。
電
気
代

は
照
明
と
瓶
詰
め
な
ど
の
機
器
く
ら
い
」

と
い
う
究
極
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
カ
ー
ヴ

の
中
で
、A
O
C
（
原
産
地
統
制
名
称
）

既
定
の
倍
以
上
の
年
月
を
か
け
て
熟
成

さ
せ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
『
ロ
イ
ヤ
ル
・

ブ
リ
ュ
ッ
ト 

N
V
』
は
36
カ
月
熟
成
。
レ

モ
ン
の
皮
や
よ
く
熟
し
た
洋
ナ
シ
の
ア
ロ
マ

に
は
つ
ら
つ
と
し
た
酸
味
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
、
デ
ィ
ナ
ー
に
は
も
ち
ろ
ん
、
暑
い
日

に
は
午
前
中
か
ら
美
味
し
く
い
た
だ
け
そ

う
だ
。『
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ナ
チ
ュ
ー
ル 

N
V
』

は
6
年
、
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
キ
ュ
ヴ
ェ
の

『
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ヌ 

２
０
１
４
年
』
に
至
っ

て
は
10
年
と
い
う
長
期
熟
成
だ
が
、
い

ず
れ
も
複
雑
さ
だ
け
で
は
な
く
若
々
し
さ

や
シ
ャ
ー
プ
な
切
れ
味
と
清
涼
感
が
あ
る
。

　

ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
リ
エ
は
来
年
、
創
業

2
0
0
周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、

パ
ー
セ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
新
キ
ュ
ヴ
ェ
を
準

備
中
だ
。
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
開
眼
し
て
後
を

継
ぐ
こ
と
を
決
心
し
た
フ
ル
モ
ン
氏
ら
し

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
来
年
の
正
式
発
表
が

楽
し
み
だ
。

ガリア・ローマ時代の遺跡を活用
究極のサステイナブル

ジ
ョ
セ
フ
・
ペ
リ
エ

 Joseph Perrier
地場産業を周知しても
らうため見学者の受け
入れには積極的。年間
1万5千人が訪れる

（左から）『キュヴェ・ロワイヤル・ブリュット NV』品種：シャルドネ35%、
ピノ・ノワール35%、ムニエ30%　希望小売価格：9350円　ベースワイ
ンは2021年／『キュヴェ・ロワイヤル・ブリュット・ナチュール NV』品種：
シャルドネ62%、ムニエ24%、ピノ・ノワール14%　希望小売価格：1万
230円　ベースワインは18年、熟成5年／『ジョセフィーヌ 2014年』品種：
シャルドネ60%、ピノ・ノワール40%　希望小売価格：4万4000円　7～
10年熟成　＊価格は税込

2019年、女性初の最優秀シェフ・ド・
カーヴに選ばれたナタリー・ラプレイ
ジュさん。17年の就任以来、メゾンの
スタイルはよりエレガントに

「子どものころから畑で過ごすのは好きでしたが、サラリーマ
ンを続けながら通信課程で学び始めたらテロワールに夢中
になってしまった」と6代目社長のベンジャミン・フルモン氏。
卒業後は先代である父の下で働き、19年に社長に就任した
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問い合わせ先：サントリー㈱　 0120-139-380（お客様センター）

本
社
敷
地
内
に
緑
地
、
ブ
ド
ウ
畑

水
の
リ
サ
イ
ク
ル
も

「
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ
」
は
、
ス
テ
ン
レ
ス

タ
ン
ク
や
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ナ
チ
ュ
ー
ル
を
い
ち

早
く
取
り
入
れ
る
な
ど
、
革
新
的
な
メ

ゾ
ン
と
し
て
名
高
い
。
一
方
、
大
手
メ
ゾ

ン
で
は
非
常
に
珍
し
く
、
レ
コ
ル
タ
ン
・
マ

ニ
ピ
ュ
ラ
ン
の
よ
う
に
醸
造
か
ら
出
荷
ま

で
一
貫
し
て
本
社
敷
地
内
で
完
結
し
、

さ
ら
に
は
裏
庭
で
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
栽
培
す

る
な
ど
職
人
気
質
が
あ
る
。

　

秋
空
の
下
で
色
づ
き
始
め
た
シ
ャ
ル
ド

ネ
を
前
に
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
「
私
た
ち
は
目
の
前
に
あ
る
畑

と
と
も
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ

の
環
境
を
守
る
の
は
ご
く
自
然
な
こ
と
で
、

特
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
意
識
し

た
こ
と
が
な
い
か
も
…
…
」
と
少
々
戸
惑

い
気
味
だ
っ
た
。

「
意
識
し
た
こ
と
が
な
い
」
の
も
納
得
で

き
る
。
19
世
紀
に
カ
ー
ヴ
上
の
地
上
部

分
に
庭
園
を
造
り
、
２
０
１
６
年
に
竣

工
し
た
別
棟
の
新
工
場
は
19
世
紀
の
本

社
社
屋
と
同
じ
様
式
で
建
て
た
。
さ
ら

に
同
年
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で
い
ち
早
く

社
内
で
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
さ
せ
て

い
る
。
緑
化
や
風
景
に
溶
け
込
む
建
築

物
、
社
内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
い
ず
れ

も
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
認
証
で
あ
る

「
H
V
E
」
や
「
V
D
C
」
で
規
定
・
推

奨
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ
で

は
認
証
と
は
関
係
な
く
、
も
っ
と
前
に

自
主
的
に
始
め
た
も
の
だ
か
ら
だ
。

マ
ル
チ
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
先
駆
け

『
グ
ラ
ン 
シ
エ
ク
ル
』

　

フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
・
キ
ュ
ヴ
ェ
『
グ
ラ
ン 

シ
エ
ク
ル
』
も
は
か
ら
ず
し
て
時
代
の
先

を
行
く
こ
と
に
な
っ
た
ア
イ
テ
ム
と
い
え
よ

う
。
こ
の
数
年
、
良
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
だ
け

を
セ
レ
ク
ト
し
て
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る

「
マ
ル
チ
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
」
が
ブ
ー
ム
の
兆
し

を
見
せ
て
い
る
が
、
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
、三
つ
の
良
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
、
約
10
年
熟
成
か
ら
造
る
グ
ラ
ン 

シ
エ

ク
ル
が
初
め
て
世
に
出
た
の
は
1
9
5
9

年
。
ま
だ
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
キ
ュ
ヴ
ェ
で
は

単
一
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
が
常
識
だ
っ
た
時
代
だ
。

　

グ
ラ
ン 

シ
エ
ク
ル
の
現
行
N
o
・
25
は
白

い
花
や
バ
タ
ー
、
日
本
で
は
２
０
２
５
年
6

月
ご
ろ
か
ら
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
N
o
・
26
は
、

柑
橘
類
や
ア
ー
モ
ン
ド
の
ア
ロ
マ
を
放
つ
。
い

ず
れ
も
複
数
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー

ジ
ュ
に
由
来
す
る
複
雑
さ
、
そ
し
て
ス
テ
ン

レ
ス
発
酵
ら
し
い
清
涼
感
が
際
立
っ
て
い
る
。

　

取
材
の
終
わ
り
に
ア
ジ
ア
輸
出
責
任

者
の
ギ
ョ
ー
ム
・
パ
イ
ヤ
ー
ル
氏
が
漏
ら

し
た
一
言
が
印
象
的
だ
っ
た
。

「
当
社
は
品
質
が
第
一
。
常
に
最
善
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
先
駆
者
な
の
は
、
そ

の
結
果
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
」

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
で
も
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
先
駆
者

ローラン・ペリエ

シェフ・ド・カーヴのミッシェル・フォコネ氏が特注で作った『グラン シエク
ル』専用のタンク。溶接ではなくステンレス板を伸ばして成形。完全に空気
から遮断されるためワインをクリーンなままで熟成できる

  Laurent-Perrier

＊
ブ
ド
ウ
栽
培
と
醸
造
を
兼
ね
て
い
る
生
産
者
。
自
社
畑
の
ブ
ド
ウ
だ

け
で
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
を
造
る

『
グ
ラ
ン 

シ
エ
ク
ル　

N o
・
26
』品
種
：
シ
ャ
ル
ド
ネ
58 %
、
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
42 

%

2
0
2
5
年
6
月
ご
ろ
発
売
予
定　

す
べ
て
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
産
（
8
村
）。2
0
1
2

年
65 

%
、08
年
25 

%
、07
年
10 

%
。
10
年
以
上
熟
成
。
白
い
花
、ミ
カ
ン
、フ
レ
ッ
シ
ュ

な
バ
タ
ー
の
ア
ロ
マ
、
き
め
細
か
な
泡
の
シ
ル
キ
ー
な
舌
触
り
。
味
わ
い
は
フ
ィ
ネ
ス

が
あ
っ
て
繊
細
、
ア
フ
タ
ー
に
塩
味
が
出
て
き
て
飲
み
飽
き
し
な
い

本社敷地内に植えられた
シャルドネ。畑の奥には事
務棟と調和が取れるよう
19世紀の建築様式で建て
られた新工場が見える

日本語が堪能なアジア輸出責任者のギョーム・パイヤール氏。「日本語でも『不言実行』って言
うでしょう？　当社も宣伝していないだけでサステイナブルには積極的ですよ」
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問い合わせ先：髙瀬物産㈱　TEL. 03-3665-1270

『ブリュット・ミレジム 2018年』品種：ピノ・ノ
ワール＋ムニエ50%、シャルドネ50%　レモ
ンやベルガモットオレンジ、スパイスの香り。
フレッシュで豊かな果実味。ピノ・ノワールと
ムニエはヴァレ・ド・ラ・マルヌ地区とコート・
デ・バール地区から。味わいにふくよかさをも
たらしている

『ブリュット・ロゼ グランド・ローズ NV』品種：ピノ・
ノワール＋ムニエ75%、シャルドネ25%（リザーヴワイ
ン35%を含む）　砂糖漬けのミカンなど甘やかな香り。
ランスのノートルダム大聖堂のバラ窓「ラ・グランド・
ロゼ」へのオマージュ。赤いフルーツを使ったデザートや、
クリスマスの特別な料理に。
なお「モントードン」は11月半ばから12月末まで、ランス
のマルシェ・ド・ノエルに出展する。ランス駅前ロータ
リーにメゾンのログハウスが出現予定

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
取
り
組
む

　

果
実
味
豊
か
で
ま
ろ
や
か
、
芳
醇
で
フ
ー

ド
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
ス
タ
イ
ル
が
食
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
「
モ

ン
ト
ー
ド
ン
」
だ
。
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
と
ム

ニ
エ
を
魅
力
的
に
表
現
す
る
メ
ゾ
ン
で
、

日
本
で
は
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
飲

食
店
だ
け
で
出
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

創
業
は
１
８
９
１
年
。
エ
ペ
ル
ネ
の
メ

ゾ
ン
で
醸
造
責
任
者
を
務
め
て
い
た
オ
ー

ギ
ュ
ス
ト
＝
ル
イ
・
モ
ン
ト
ー
ド
ン
が
創
業
、

そ
の
後
4
代
に
わ
た
っ
て
家
族
経
営
を
行
っ

て
き
た
が
、
２
０
１
０
年
に
大
手
協
同

組
合
「
ア
リ
ア
ン
ス
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
」

の
傘
下
と
な
っ
た
。
協
同
組
合
が
所
有

す
る
広
大
な
畑
の
う
ち
、
モ
ン
ト
ー
ド
ン

は
３
5
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
収
穫
し
た
ブ
ド

ウ
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。
丹
精
込
め
た
最

高
品
質
の
ブ
ド
ウ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
で

き
る
こ
と
が
メ
ゾ
ン
の
強
み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
へ

の
意
識
も
高
い
メ
ゾ
ン
で
、
す
で
に
４
分

の
３
の
畑
が
「
V
D
C
」「
H
V
E
」、
有

機
認
証
の
三
つ
の
認
証
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
を
取
得
し
て
い
る
。
醸
造
責
任
者
の
ジ
ョ

エ
ル
・
ヴ
ェ
イ
ス
さ
ん
は
言
う
。

「
畑
へ
の
取
り
組
み
に
関
し
て
言
え
ば
、

今
、
八
つ
の
栽
培
チ
ー
ム
が
毎
日
畑
に

赴
き
、
ブ
ド
ウ
の
生
育
状
況
や
環
境
の

変
化
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
30
年

に
は
、
す
べ
て
の
畑
が
何
ら
か
の
認
証
を

取
得
で
き
る
よ
う
、
細
や
か
に
動
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
」

メ
ゾ
ン
を
語
る

魅
力
的
な
ミ
レ
ジ
ム
と
ロ
ゼ

　

モ
ン
ト
ー
ド
ン
の
特
徴
は
黒
ブ
ド
ウ
の

豊
か
な
果
実
味
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
理

解
で
き
る
の
が
『
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ミ
レ
ジ
ム 

２
０
１
８
年
』
だ
。
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
ア
ロ

マ
の
中
に
香
ば
し
い
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
香
り

が
あ
り
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
豊
か
な
印
象
。

「
18
年
は
と
て
も
暑
い
年
で
し
た
が
、
ピ

ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
と
ム
ニ
エ
に
と
っ
て
は
あ
り
が

た
い
年
で
、
凝
縮
感
が
あ
り
、
ア
ロ
マ
テ
ィ
ッ

ク
な
ブ
ド
ウ
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。
ふ
く

よ
か
な
味
わ
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

で
す
」
と
ヴ
ェ
イ
ス
さ
ん
。

　

ま
た
、
メ
ゾ
ン
を
語
る
上
で
大
切
な
の

が
『
ブ
リ
ュ
ッ
ト
・
ロ
ゼ 

グ
ラ
ン
ド
・
ロ
ー

ズ 

Ｎ
Ｖ
』。
オ
レ
ン
ジ
が
か
っ
た
サ
ン
ゴ
色

が
美
し
い
ロ
ゼ
は
、
創
業
し
た
こ
ろ
か
ら

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
で
、
赤
い
果
実
や
コ
ン

ポ
ー
ト
の
複
雑
な
香
り
と
ま
ろ
や
か
な
コ

ク
が
印
象
的
だ
。

「
ロ
ゼ
は
デ
ザ
ー
ト
と
も
相
性
が
い
い
の
で
、

幅
広
く
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
」
と
ヴ
ェ

イ
ス
さ
ん
。
こ
こ
で
す
き
焼
き
や
ウ
ナ
ギ

の
白
焼
き
、
フ
グ
な
ど
、
日
本
料
理
と

の
相
性
を
尋
ね
る
と
「
そ
れ
は
絶
対
に

合
い
ま
す
ね
！　

す
ぐ
に
で
も
日
本
に
行

か
な
く
て
は
」
と
満
面
の
笑
顔
で
答
え
た
。

黒ブドウで表現する豊かな果実味

モ
ン
ト
ー
ド
ン

 Montaudon

『ブリュッ
ワール＋
ンやベル
フレッシ
ムニエは
デ・バー
たらして

ノートルダム大聖堂の正面
入り口にあるステンドグラ
ス、バラ窓。モントードン
はバラ窓の修復に協力し、
その縁で『ラ・グランド・
ロゼ』の名を使うことが許
されたそう
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に
手
掛
け
た
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
実
は
、

前
職
時
代
か
ら
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ベ
ー
ス
ワ
イ
ン
で
あ
る

直
近
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
比
率
が
70
〜
90
パ
ー

セ
ン
ト
と
、
ノ
ン
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
と
し
て
は

か
な
り
高
い
。
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
、
つ
ま
り

収
穫
年
の
特
徴
を
前
面
に
出
し
つ
つ
、

ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
を
生
か
し
て
メ
ゾ
ン
の

ス
タ
イ
ル
の
一
貫
性
も
両
立
さ
せ
た
希
少

な
キ
ュ
ヴ
ェ
で
す
。
私
は
テ
ロ
ワ
ー
ル
意
識

の
高
い
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
で
醸
造
修
士

号
を
取
得
し
ま
し
た
。
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
で

も
こ
う
し
た
手
法
で
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
一
部

で
あ
る
天
候
を
表
現
で
き
る
か
と
、
感

銘
を
受
け
た
も
の
で
す
」

　

そ
れ
ゆ
え
、
カ
ン
パ
リ
か
ら
ヘ
ッ
ド
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
を
持
ち
掛
け
ら
れ
る
と
、
一
も

二
も
な
く
引
き
受
け
た
と
い
う
。
ド
ゥ
マ

ル
ヴ
ィ
ル
氏
は
、
シ
ェ
フ
・
ド
・
カ
ー
ヴ
だ

け
で
は
な
く
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

も
兼
任
し
て
い
る
。
就
任
以
来
、
ド
ゥ
マ

ル
ヴ
ィ
ル
氏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
始
ま
り
、
そ

し
て
今
も
止
む
こ
と
は
な
い
。

環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
と

最
新
設
備
の
新
醸
造
所

　

最
初
に
改
革
に
着
手
し
た
の
は
自
社

畑
だ
っ
た
。
外
部
に
委
託
し
て
い
た
栽
培

を
自
社
チ
ー
ム
に
取
り
戻
し
、
理
想
に

近
い
ブ
ド
ウ
を
自
分
た
ち
で
追
求
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
H
V
E
」
と
「
V
D
C
」

は
取
得
済
み
、
ビ
オ
も
一
部
で
試
験
的

に
始
め
て
い
る
。
一
方
で
「
ブ
ド
ウ
に
理

想
的
な
環
境
は
一
社
だ
け
で
は
整
備
で

き
る
も
の
で
は
な
い
」
と
考
え
、
受
粉
を

　

１
９
０
６
年
創
業
の
「
ラ
リ
エ
」
は
、

長
い
こ
と
、
知
る
人
ぞ
知
る
小
規
模
な

メ
ゾ
ン
だ
っ
た
。
し
か
し
、
２
０
２
０
年
に

「
カ
ン
パ
リ
グ
ル
ー
プ
」
が
買
収
し
て
「
ヴ
ー

ヴ
・
ク
リ
コ
」
の
前
シ
ェ
フ
・
ド
・
カ
ー
ヴ
、

ド
ミ
ニ
ク
・
ド
ゥ
マ
ル
ヴ
ィ
ル
氏
を
迎
え
て

か
ら
の
躍
進
ぶ
り
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
る
。

　

汗
ば
む
ほ
ど
よ
く
晴
れ
た
10
月
下
旬
、

メ
ゾ
ン
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
シ
リ
ー
ズ
の
『
Ｒ
・
０
２
１
』
発
表

に
合
わ
せ
て
ラ
リ
エ
を
訪
れ
る
と
、
ド
ゥ
マ

ル
ヴ
ィ
ル
氏
の
顔
は
青
空
に
負
け
な
い
く

ら
い
生
き
生
き
と
輝
い
て
い
た
。

「
Ｒ
・
０
２
１
は
ラ
リ
エ
に
来
て
か
ら
初

め
て
私
が
収
穫
・
醸
造
・
熟
成
を
完
全

ド
ゥ
マ
ル
ヴ
ィ
ル
氏
が
「
リ

熟

考

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」し
続
け
る

ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
メ
ゾ
ン

シ
ェ
フ
・
ド
・
カ
ー
ヴ
の
ド
ミ
ニ
ク
・
ド
ゥ
マ
ル
ヴ
ィ
ル
氏
。「
カ
ン
パ
リ
社
」

か
ら
の
誘
い
を
受
け
た
当
時
を
「
そ
の
こ
ろ
50
歳
を
迎
え
た
の
も
大
き
い
。

人
生
で
新
た
に
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
挑
む
な
ら
チ
ャ
ン
ス
は
今
し
か
な

い
と
思
っ
た
の
も
引
き
受
け
た
理
由
の
一つ
で
す
」と
振
り
返
っ
た

アイ村のシンボル、教会の真
裏にある「ラリエ」の本社

 Lallier
ラ
リ
エ
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問い合わせ先：CAMPARI JAPAN㈱　TEL. 03-5856-5815

促
し
て
く
れ
る
養
蜂
を
試
み
、
鳥
や
昆

虫
の
す
み
か
と
な
る
灌
木
や
果
樹
を
植

え
る
な
ど
し
て
、
地
域
一
帯
で
の
バ
イ
オ
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
を
目
指
し
て
い
る
。　

　

醸
造
で
は
２
０
２
２
年
、
オ
ワ
リ
ー
村

の
既
存
醸
造
所
の
裏
に
さ
ら
に
醸
造
所

を
増
設
し
た
。
そ
こ
に
は
「
私
の
オ
モ
チ
ャ

箱
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
ド
ゥ
マ

ル
ヴ
ィ
ル
氏
の
夢
と
希
望
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

第
一
に
収
容
能
力
が
格
段
に
上
が
っ
た

の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
、
シ
ェ
フ
・
ド
・
カ
ー

ヴ
が
熟
考
を
重
ね
て
生
み
出
す
キ
ュ
ヴ
ェ
だ
。

　

今
回
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
Ｒ
・
０
２
１
の

ベ
ー
ス
ワ
イ
ン
は
21
年
。「
春
に
雨
が
多
く
、

フ
ィ
ネ
ス
と
清
涼
感
を
特
徴
と
す
る
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
」（
ド
ゥ
マ
ル
ヴ
ィ
ル
氏
）
を
生
か

し
つ
つ
、
メ
ゾ
ン
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
透
明

感
・
奥
行
き
・
強
さ
も
表
現
す
る
た
め
、

リ
ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
は
例
年
よ
り
多
い
30
パ
ー

セ
ン
ト
と
し
、
果
実
味
と
丸
み
を
も
た
ら

す
ム
ニ
エ
を
初
め
て
加
え
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
複
数
形
に
な
る
と
「
格
言
集
」
と

い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
よ
う
に
な
る
。
ラ

リ
エ
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
と

ス
タ
イ
ル
が
熟
慮
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、

シ
リ
ー
ズ
と
な
れ
ば
そ
の
ま
ま
ド
ゥ
マ
ル

ヴ
ィ
ル
氏
の
格
言
集
に
な
る
の
だ
。

　

今
回
の
新
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
発
表
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
前
任
者
が
手
掛
け
た
『
Ｒ
・

０
１
５
』
と
『
Ｒ
・
０
１
９
』、
今
回
リ

リ
ー
ス
の
Ｒ
・
０
２
１
、
そ
し
て
再
来
年

リ
リ
ー
ス
予
定
で
ス
テ
ィ
ル
ワ
イ
ン
の
ま
ま

の
23
年
ま
で
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
が
、
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
追
う
ご
と
に
ア
サ
ン
ブ
ラ
ー

ジ
ュ
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
、
ワ
イ
ン
の
輪
郭

が
く
っ
き
り
と
明
瞭
に
な
っ
て
い
く
の
が

明
ら
か
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
ド
ゥ
マ
ル
ヴ
ィ
ル
氏

の
ど
ん
な
格
言
が
刻
ま
れ
て
い
く
の
か
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
新
作
を
待
ち
わ
び
る
よ

う
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
の
が
楽
し
く
な

る
シ
リ
ー
ズ
だ
。

（左から）『R.021』品種：ピノ・ノワール49%、シャ
ルドネ44%、ムニエ7%（2021年産）　20年産の
リザーヴワイン30%。ライムや白い花のアロマ、ミ
ネラリーで力強い味わい／『R.021 ロゼ』品種：ム
ニエ53%（うち赤ワイン7%）、シャルドネ41%、
ムニエ6%　エレガントなアロマにピノ・ノワール
のストラクチャーが加わる
＊ともに日本国内での発売時期、販売価格は未定

「清涼感・透明感・奥行き・強さ」をモットーとするラリエのブ
リュットは、食前酒にも食事にも合わせやすい

2024年に竣工した新醸造所。収容能力
が上がり、品質はより安定するように

アイ村の畑「ロリドン」でチョーク質の小石を手にする栽培長の
マチュー・パングレ氏

こ
と
で
、
タ
ン
ク
の
本
数
も
増
え
発
酵

で
き
る
パ
ー
セ
ル
の
数
と
保
管
で
き
る
リ

ザ
ー
ヴ
ワ
イ
ン
の
種
類
が
増
え
た
。
容
器

も
従
来
か
ら
の
ス
テ
ン
レ
ス
タ
ン
ク
と
オ
ー

ク
樽
に
加
え
て
、
25
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
入

り
大
樽
で
も
熟
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
ア

サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

ま
た
醸
造
所
の
設
計
そ
の
も
の
が
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
を
意
識
し
て
い
る
。
タ
ン
ク
は

半
地
下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
下

の
冷
気
を
利
用
し
て
節
電
に
も
効
果
的

だ
。
屋
根
を
覆
っ
て
い
る
8
0
0
0
平
方

メ
ー
ト
ル
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
も
合
わ
せ
る

と
、
従
来
の
醸
造
所
と
比
べ
て
75
パ
ー

セ
ン
ト
も
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
＝
熟
考

収
穫
年
を
生
か
す

ア
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ

「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
熟
考
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
ラ
リ
エ

『R. 020』品種：シャルドネ51%、
ピノ・ノワール49%　希望小
売価格：9680円（税込）　日
本市場における現行取り扱い品。
リフレクションシリーズとして初
めて、シャルドネがピノ・ノワー
ルを上回った。清涼感に溢れ、
繊細で滑らかな質感
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Laurent-Perrier
ローラン・ペリエ

大将の橋場俊治氏と、マネジャーでソムリエの彩
子さん。休日には各地の生産者や気になる料理
店を訪ねる。食材はもちろん、器や酒、アートな
どさまざまなものに良い刺激を受けるという

　

す
が
す
が
し
い
白
木
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
で
黙
々

と
仕
事
を
す
る
の
は
、
橋
場
俊
治
さ
ん
。
名
店

「
鮨
さ
い
と
う
」
で
腕
を
磨
き
、
２
０
２
０
年

に
独
立
し
て
「
鮨
し
ゅ
ん
じ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
23

年
、
元
麻
布
に
移
転
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。
江
戸
前
寿
司
の
文
化
を
守
り
つ
つ

も
常
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
仕
掛
け
る
橋
場

氏
は
「
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
『
新
し
い
江
戸
前
』

を
創
り
た
い
」
と
、
先
入
観
な
く
素
材
に
向

き
合
い
、
そ
の
良
さ
を
最
大
限
に
生
か
し
て
一

貫
の
寿
司
に
結
実
さ
せ
る
。
従
来
の
型
に
こ

だ
わ
る
こ
と
な
く
、
今
の
東
京
を
表
現
す
る
こ

と
こ
そ
が
江
戸
前
の
本
質
だ
と
い
う
信
念
を

持
つ
職
人
だ
。

　

寿
司
と
い
え
ば
日
本
酒
、
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
鮨
し
ゅ
ん
じ
で
は
ワ
イ
ン
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
多
い
。
店
に
は
常
時
８
０
０
種
類
以
上
の

ワ
イ
ン
が
そ
ろ
い
、
奥
さ
ま
で
ソ
ム
リ
エ
の
彩
子

さ
ん
が
お
客
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
ワ
イ

ン
を
セ
レ
ク
ト
す
る
。
そ
ん
な
中
、
二
人
が
最
近

出
合
っ
た
の
が
『
ロ
ー
ラ
ン
・
ペ
リ
エ 

グ
ラ
ン 

シ
エ

ク
ル  

No
・
25
』
だ
。

「
こ
れ
は
絶
対
に
自
分
の
寿
司
に
合
う
と
直

感
し
ま
し
た
」
と
俊
治
氏
。
味
わ
い
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
哲
学
に
も
感
銘
を
受
け
た
と
い
う
。

「
そ
れ
ま
で
単
一
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
で
あ
る
べ
き
と
さ

れ
て
い
た
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
に
、
も
っ

と
良
く
、
も
っ
と
美
味
し
く
す
る
た
め
、
マ
ル
チ

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、

自
分
の
ス
タ
ン
ス
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
」

　

伝
統
を
受
け
継
ぎ
次
世
代
に
繋
げ
る
た
め

に
は
、
時
と
し
て
改
革
が
必
要
だ
。
勇
気
が
い

る
こ
と
だ
が
、
変
わ
ら
な
け
れ
ば
守
れ
な
い
こ
と

も
あ
る
と
力
強
く
語
る
。

　

橋
場
氏
が
今
回
、
グ
ラ
ン 

シ
エ
ク
ル 

No
・
25

に
合
わ
せ
た
の
は
ハ
マ
グ
リ
の
寿
司
。
塩
と
昆

布
だ
し
で
火
を
入
れ
て
旨
味
を
閉
じ
込
め
た
ハ

マ
グ
リ
を
シ
ャ
リ
と
合
わ
せ
る
。
仕
上
げ
に
は
、

伝
統
的
な
ツ
メ
で
は
な
く
、
塩
を
合
わ
せ
る
点

が
革
新
的
だ
。
塩
が
ハ
マ
グ
リ
の
持
つ
甘
味
と

旨
味
を
さ
ら
に
引
き
立
た
せ
る
と
い
う
。
そ
の

旨
味
が
、
グ
ラ
ン 

シ
エ
ク
ル 

No
・
25
の
美
し
い
ミ

ネ
ラ
ル
や
酸
と
見
事
に
共
鳴
す
る
。

「
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
完
成
さ
れ
た
奥
行
き
あ
る

味
わ
い
が
、
ハ
マ
グ
リ
と
い
う
素
材
の
旨
味
を

受
け
止
め
て
く
れ
ま
す
」

　

歴
史
の
新
し
い
扉
を
開
こ
う
と
す
る
二
者
の
、

美
し
い
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
が
誕
生
し
た
。

Grand Siècle No.25

伝
統
と
革
新
が
織
り
な
す

シャンパ
ーニュと
寿
司
のマ
リ
ア
ー
ジュ

グラン シエクル

プレス
テ
ー
ジ
・
シャンパ
ーニュの
新
た
な
世
界
を
切
り
開
く『
ロ
ー
ラン
・
ペ
リ
エ 

グ
ラン 

シエ
クル 

No
・
25
』。

そ
の
革
新
的
な
シャンパ
ーニュが
、
江
戸
前
寿
司
の
新
時
代
を
創
る
寿
司
職
人
と
出
合
っ
た
。

text by M
iki N

U
M

A
T

A
,  photographs by K

entaro T
A

K
IO

K
A

グラン シエクル No.25
Grand Siècle

品種：シャルドネ約55%
　　　ピノ・ノワール約45%
（2006年、07年、08年ヴィンテージをブレンド）
参考小売価格：3万4133円（税込）

1812年創業の「ローラン・ペリエ」は、フレッ
シュ、エレガンス、バランスの良さを哲学とする
シャンパーニュを生み出すメゾン。「自然だけで
はなし得ない“パーフェクト・ヴィンテージ”を創
造する」という、先代のベルナール ドゥ ノナン
クール氏の考えによって誕生した『グラン シエク
ル』は、1959年にフラッグシップとしては珍しい
マルチヴィンテージとして初リリースされた。「き
め細かでやさしい泡が心地よく、程よい酸がさわ
やか。温度が上がっても豊かな味わいが楽しめ
るので、最初は冷やして、その後ゆっくり食事
を通して楽しめます。魚介、特に貝類との相性
が良く、寿司に合わせやすいです」（彩子さん）

カウンター10席の贅沢な空間で、旬の魚を使った「現代の江
戸前寿司」を提供する。おまかせコース3万8000円（税サ別）
～。ワインのラインナップが充実しており、とりわけブルゴーニュ
は幅広くそろう。日本酒もあるが、クラシックなものよりも、店の
寿司に合う軽やかでピュアなタイプをお勧めしている。

「鮨しゅんじ」
東京都港区元麻布3-6-34 1F
TEL. 03-6434-5021
営業時間：12:00～14:00
　　　　　17:00～19:00
　　　　　20:00～22:00
定休日：日曜・水曜を中心に
不定休

問い合わせ先：サントリー㈱　 0120-139-380（お客様センタ－） No.144  THE WINE KINGDOM 76



し
か
も
、
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
聖
地
と
称
賛

さ
れ
る
コ
ー
ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン
地
区
に
加

え
、
上
質
な
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
の
産
地

と
し
て
有
名
な
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
・
ド
・
ラ

ン
ス
地
区
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
も
採
用
し
て
い

る
点
が
革
新
的
だ
。
温
暖
化
の
影
響

で
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
・
ド
・
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ド

ネ
の
品
質
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い

る
こ
と
を
評
価
し
た
結
果
だ
と
い
う
。

「
コ
ー
ト
・
デ
・
ブ
ラ
ン
由
来
の
シ
ャ
ル

ド
ネ
に
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
ピ
ュ
ア
な
味

わ
い
や
ミ
ネ
ラ
ル
感
が
あ
り
ま
す
。
モ
ン

タ
ー
ニ
ュ
・
ド
・
ラ
ン
ス
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
は
、

よ
り
表
情
豊
か
で
、
味
わ
い
の
広
が
り

と
余
韻
へ
続
く
エ
レ
ガ
ン
ト
な
酸
が
あ
る

の
で
す
」
と
ム
フ
ラ
ー
ル
氏
は
説
明
。

　

両
方
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
こ
と
で
、
味
わ

い
は
よ
り
立
体
的
な
仕
上
が
り
に
。
そ

し
て
、
6
年
と
い
う
セ
ラ
ー
で
の
熟
成

期
間
に
よ
り
、
ル
・
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ

ン
は
よ
り
複
雑
で
ふ
く
よ
か
な
味
わ
い

と
な
り
、
ド
ザ
ー
ジ
ュ
は
わ
ず
か
5
グ
ラ

ム
。
こ
の
唯
一
無
二
の
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ

ラ
ン
は
、
極
め
て
品
質
の
高
い
シ
ャ
ル
ド

ネ
あ
っ
て
こ
そ
生
ま
れ
た
の
だ
。

　

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
の
中
で
も
シ
ャ
ル
ド
ネ

を
主
体
と
し
た
洗
練
さ
れ
た
ス
タ
イ
ル

で
親
し
ま
れ
る
「
ア
ヤ
ラ
」。
そ
の
歴
史

は
約
１
６
０
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
１

８
６
０
年
、
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
貴
族
の

エ
ド
モ
ン
ド
・
ダ
ヤ
ラ
氏
が
、
グ
ラ
ン
・

ク
リ
ュ
（
特
級
畑
）
の
中
心
地
で
あ
る

ア
イ
村
で
創
業
。
65
年
に
は
、
甘
口
が

主
流
だ
っ
た
当
時
に
お
い
て
辛
口
の
シ
ャ

ン
パ
ー
ニ
ュ
を
手
掛
け
、
そ
の
品
質
の

高
さ
と
卓
越
し
た
エ
レ
ガ
ン
ト
な
味
わ
い

で
、
20
世
紀
初
頭
に
は
イ
ギ
リ
ス
と
ス

ペ
イ
ン
両
王
国
の
御
用
達
と
な
っ
た
。

常
に
「
シ
ャ
ル
ド
ネ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ

る
」
と
い
う
自
負
の
下
、
ど
の
ア
イ
テ

ム
に
も
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
50
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
使
用
し
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
築
い

て
き
た
ア
ヤ
ラ
。
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
と
プ
ル

ミ
エ
・
ク
リ
ュ
（
1
級
畑
）
し
か
使
わ
ず
、

ピ
ュ
ア
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
味
わ
い
を

追
求
し
て
き
た
。

　

今
回
、
マ
ネ
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
ア
ド
リ
ア
ン
・
ム
フ
ラ
ー
ル
氏
が
来
日

し
、
新
し
く
リ
リ
ー
ス
し
た
『
ル
・
ブ
ラ

ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン 

２
０
１
８
年
』
の
魅

力
を
語
っ
た
。
こ
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
は
、

四
つ
の
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
と
二
つ
の
プ
ル
ミ

エ
・
ク
リ
ュ
の
ブ
ド
ウ
だ
け
を
使
っ
て
い
る
。

ル・ブラン・ド・ブラン 2018 年
品種：シャルドネ100%
希望小売価格：1万 4520 円（税込）

ラベルにあしらわれた「A/18」の文字は、
ピュアでバランスの取れたスタイルを有す
る「Ayala」（アヤラ）と2018年ヴィンテー
ジを表す。きめ細やかな泡が輝き立ち上
り、白い花や柑橘類の香りにハチミツの
ニュアンスも。口に含むと、豊かな味わ
いと力強さとエレガントな酸がバランス良く
広がる。ミネラル感もあり、ピュアな果実
味を楽しめる。

問い合わせ先：三国ワイン㈱　TEL. 03-5542-3939

＊
1 

門
出
の
リ
キ
ュ
ー
ル
を
添
加
す
る
作
業

＊
２ 

白
ブ
ド
ウ
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
だ
け
で
造
ら
れ
た
シ
ャ
ン
パ
ー

ニ
ュ

マネジング・ディレクターのアドリア
ン・ムフラール氏。「“シャルドネと
言えばアヤラ”と思っていただける
よう、これからもメゾン全体で尽力し
ていきたい」と思いを語った

1
6
0
年
以
上
の
歴
史
を
重
ね

ピ
ュ
ア
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ス
タ
イ
ル
を
確
立
さ
せ
た
シ
ャン
パ
ーニュ「
ア
ヤ
ラ
」。

シ
ャ
ル
ド
ネ
の
品
質
を
磨
き
、
更
な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
し
た

『
ル
・
ブ
ラ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ン
2
0
1
8
年
』が
登
場
し
た
。

text by G
o F

ukusaki

シ
ャ
ル
ド
ネ
を
極
め
る

 「
ア
ヤ
ラ
」が
生
み
出
す
シ
ャン
パ
ーニュ

Le Blanc de Blancs 2018
ル・ブラン・ド・ブラン
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　シャンパーニュ最古のメゾンである「ルイナー
ル」が3年の改修を経て、新たな文化・芸
術の発信地として生まれ変わった。その核と
して作られたのが、日本人建築家・藤本壮
介氏が設計した「ニコラ・ルイナール・パビリ
オン」だ。
　シャンパーニュの泡をモチーフにした曲線的
な屋根と、グラデーションの付いた巨大なガ
ラス壁面で覆われた1400平方メートルのパビ
リオンは、地元の石灰岩、木、ガラスを使用
し、19世紀の歴史的建造物と調和しながら
も革新的なデザインを実現している。また、環
境への配慮を徹底し、フランスの高品質環
境（HQE）基準に沿った設計となっている。
ルイナールのCEOフレデリック・デュフール氏は
「単なる観光施設ではなく、訪れる人 は々、こ
こでシャンパーニュを味わうとともにその背後に
ある豊かな文化と歴史、そして未来へのビジョ
ンを体感することができる」と説明する。
　改修工事はインテリアデザイナーのグウェナ
エル・ニコラ氏、ランドスケープアーキテクトの
クリストフ・ゴートラン氏との共同プロジェクトと
して進められたもので、内装を手掛けたニコラ
氏は、ブドウ樹を想起させる亜麻繊維のオ
ブジェや、泡を思わせるガラスの装飾など、
細部にまでこだわりぬいたデザインを施し、心

現代アート作品を配した庭園と
「ニコラ・ルイナール・パビリオン」が完成
2029年のメゾン創立300周年の記念事業の一環として、藤本壮介氏（建築家）、グウェナエル・
ニコラ氏（インテリアデザイナー）、クリストフ・ゴートラン氏（ランドスケープアーキテクト）が共同で
進めてきたビジターセンターと7000平方メートルの庭園が完成し、10月にオープンした。

text & photographs by Toshio MATSUURA（Paris）

地いい空間を創出した。そして、パビリオン
内には、エレガントなブティック、シャンパーニュ
バー、テイスティングルーム、ラウンジ、さらには
希少なヴィンテージを保管する“秘密”の地下
セラーなどが設けられた。
　ゴートラン氏によって設計された7000平方
メートルの庭園は季節のリズムと自然のサイク
ルに従うフランス式整形庭園として構想され
たもので、その中には5000平方メートルの保
護林が含まれ、気候変動に適応したさまざ
まな種類の樹が植えられている。さらに、庭

RUINART

園内には自然、持続可能性、人間と環境
のつながりをテーマに、エヴァ・ジョスパンさん、
アンドレア・ボワーズさん、パスカル・マルティー
ヌ・タユー氏、トモコ・ソヴァージュさん、ニル
ス・ウド氏など、著名なアーティストたちが庭
園に合わせて制作した、19点の現代アート
作品が展示されている。
　特筆すべきは、シャンパーニュ地方では初
めて、庭園、パビリオンともに、予約なし、入
場無料ですべての人たちに開放した点だ。
2029年にルイナールは創業300周年を迎える。
その大きな節目に向けて、新しいビジョンを示
したのが今回の改修工事だ。今後、シャンパー
ニュを愛する人 だ々けでなく、建築やアート、
環境問題に興味を持つ人 に々とっても魅力
的な訪問地となるだろう。

非対称的な屋根とモダンな外観を持つパビリオンは、
19 世紀の歴史的な建物群に隣接して建てられてお
り、両者の間に絶妙な緊張感を生み出している（右）
パビリオンの内部に足を踏み入れると、そこはまさに伝
統と革新が融合する「ルイナール」の世界そのものだ。
ここでしか入手できない特別ボトルを展示したセラーも
あり、シャンパーニュ愛好家の心をくすぐる（下）

パビリオンの内装デザインを担当したインテリア
デザイナーのグウェナエル・ニコラ氏は、有機
的な素材と現代的な素材を巧みに組み合わせ
た“ミネラルなインテリア ”を構想し、同時に自
然とのつながりを感じさせながらもコンテンポラ
リーな雰囲気を醸し出す空間を創り出した

パスカル・マルティーヌ・タユー氏が制作した高さ5mのモニュ
メンタルな木の作品は、その規模と特徴的なデザインから、庭
園内の主要な作品の一つとなっている。雄鹿の角の形状を
模して作られた青銅の幹から出た14 本の枝の先端に、シャ
ンパーニュのブドウを想起させる多色のガラス玉が飾られている
（左）／日本人アーティスト、トモコ・ソヴァージュさんによる、シャ
ンパーニュの泡をモチーフにした没入型のサウンドインスタレー
ションも、日本の繊細な美意識が融合した作品として注目され
ている（右）

ルイナール
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「
上
ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
は
、
２
０
２
０
年
に
上
ノ

国
町
が
中
心
と
な
り
、
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ワ
イ
ン
造
り
を
ス
タ
ー
ト
。
約
10

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
自
社
畑
を
所
有
す
る
ほ
か
、
道
南
エ

リ
ア
や
山
梨
の
ブ
ド
ウ
を
使
い
２
０
２
２
年
に
フ
ァ
ー

ス
ト
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

「
地
域
の
方
と
の
交
流
や
ワ
イ
ン
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
22
年
か
ら
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
会
場
に
ワ
イ
ン
ま
つ
り
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
」

と
話
す
の
は
、
運
営
を
担
う
上
ノ
国
開
発
株
式
会

社
代
表
取
締
役
の
丸
山
和
之
氏
だ
。

「
こ
れ
ま
で
は
音
楽
ラ
イ
ブ
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
３
年
目
の
今
年
は
、

よ
り
ワ
イ
ン
に
焦
点
を
あ
て
て
上
ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

ワ
イ
ン
を
知
っ
て
も
ら
う
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
」

と
話
す
。

　

具
体
的
に
は
、
10
月
中
旬
か
ら
約
３
週
間
「
上

ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー　

ワ
イ
ン
フ
ェ
ア
」
と
銘
打
っ
て
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
や
町
内
の
飲
食
店
９
店
舗
で
自
社
の

ワ
イ
ン
の
無
料
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
ま
た
、

グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
を
通
常
の
半
額
以
下
の
価
格
で
提

供
し
た
り
、
町
民
に
限
り
、
通
常
価
格
の
15
パ
ー

セ
ン
ト
オ
フ
で
ボ
ト
ル
ワ
イ
ン
を
販
売
し
た
り
。
フ
ェ
ア

最
終
日
の
11
月
10
日
に
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
「
ワ
イ

ン
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
上
ノ
国
町
や
近
隣
地
域

を
中
心
に
約
80
人
が
参
加
し
た
。

「
ワ
イ
ン
ま
つ
り
」
で
は
、
ゲ
ス
ト
に
「
日
本
の
ワ
イ
ン

を
愛
す
る
会
」
会
長
の
辰
巳
琢
郎
氏
や
、「
ワ
イ
ン

ク
ラ
ス
タ
ー
北
海
道
」
の
阿
部
眞
久
氏
を
招
き
、

日
本
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
語
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
実
施
。

ほ
か
に
も
、
２
０
２
４
年
に
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
で
造
っ

た
自
社
ワ
イ
ン
の
試
飲
や
、
地
元
産
の
ブ
ラ
ン
ド
豚

肉
や
野
菜
の
屋
内
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ

イ
ン
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
や
パ
ス
タ
な
ど
の
料

理
も
披
露
し
た
。

　

丸
山
氏
は
「
上
ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ワ
イ
ン
は
、

地
元
食
材
や
家
庭
料
理
に
も
合
う
こ
と
を
実
感
し

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
の
若
手
農

業
者
と
も
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
、
新
規
就
農

者
や
醸
造
家
の
育
成
、
道
南
地
域
の
ワ
イ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
上
ノ
国
町
を
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
力
強
く
語
る
。

　

上
ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、
今
回
の
フ
ェ
ア
に
参
加

し
た
飲
食
店
や
土
産
物
店
な
ど
か
ら
の
要
望
で
、

来
年
度
に
ハ
ー
フ
ボ
ト
ル
の
赤
ワ
イ
ン
の
販
売
も
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
だ
。
地
元
の
人
々
の
声
を
聞
き
な
が

ら
と
も
に
地
域
活
性
化
を
進
め
る
上
ノ
国
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
挑
戦
は
続
く
。

text by Tomoko HOMMA

ゲストを招き日本ワインについ
てのトークショーを行った。左
から）「ワインクラスター北海
道」代表の阿部眞久氏、「日
本のワインを愛する会」会長
の辰巳琢郎氏、「函館大沼
プリンスホテル」ソムリエの
辻口祐二氏

元体育館を活用した醸造スペースなど
を含めた施設見学ツアーも実施

今年の春には地元住民、新規就農者を考え
ている方たちを招き「植樹祭」を開催した

（左から）
『上の泡 セイベルロゼスパークリング 2022 年』
希望小売価格：4400 円
美しく繊細な泡が魅力の、瓶内２次発酵で造るスパークリング。北海道厚沢部産のセイベルを使用し、
ドライな酸味が特徴だ

『上の白 シャルドネ2023 年』
希望小売価格：4400 円
清涼感のある柑橘の香りとフレッシュな果実味。酸味が全体を引き締める上品な辛口ワイン。ブドウ
が持つ繊細さと果実味を表現した

『上の白 ナイアガラ2022 年』
希望小売価格：3850 円
ストロベリーのような豊かな香りと、口の中で弾けるような泡、フレッシュさが絶妙なバランス。ブドウの
良さを丸ごと味わえる軽いスパークリング

『上の赤』 
希望小売価格：4400 円
豊かな果実味とスパイシーなニュアンスがあり奥深い味わい。メルロ、プティヴェルド、北杜の雫、そ
れぞれの特徴が出ており調和の取れた味わい

『天の川雫 赤』
希望小売価格：2750 円
深みのあるガーネット色が特徴のカジュアルワイン。果実味をバランス良く味わうことができ、すっきりと
した口当たりが印象的

※価格はすべて税込
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text by Akihiko YAMAMOTO,  photograph by Koumei KADOWAKI

ミシェル・ロラン氏が手掛ける

　

ミ
シ
ェ
ル
・
ロ
ラ
ン
氏
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
マ
ル
ベ
ッ
ク
の
魅
力
を
発
見
し
た
の
は

1
9
8
8
年
。
1
9
9
6
年
に
メ
ン
ド
ー

サ
州
の
ウ
コ
・
ヴ
ァ
レ
ー
に
あ
る
ビ
ス
タ
・

フ
ロ
ー
レ
ス
地
区
を
産
地
に
選
ん
だ
。

1
1
0
0
メ
ー
ト
ル
を
超
す
標
高
と
、

巨
大
な
岩
が
点
在
し
、
粗
い
砂
や
小

石
が
交
じ
る
水
は
け
の
よ
い
土
壌
。
ア

ン
デ
ス
山
脈
の
麓
に
位
置
し
、
雹
害

に
遭
い
に
く
い
こ
と
に
も
ひ
か
れ
た
と
い

う
。
畑
が
8
5
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
か
っ

た
た
め
、
ロ
ラ
ン
家
を
含
む
ボ
ル
ド
ー
の

シ
ャ
ト
ー
所
有
者
ら
に
投
資
を
呼
び
か

け
て
ワ
イ
ン
造
り
を
始
め
た
。
そ
し
て

四
つ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
設
立
。
各
ワ
イ

ナ
リ
ー
で
で
仕
込
む
ワ
イ
ン
を
、
卓
越

し
た
パ
レ
ッ
ト
を
持
つ
ロ
ラ
ン
氏
が
ブ
レ
ン

ド
し
て
仕
上
げ
る
の
が
『
ク
ロ
ス
・
デ
・

ロ
ス
・
シ
エ
テ
』
だ
。

　
マ
ル
ベ
ッ
ク
は
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
カ
オ
ー

ル
原
産
だ
が
、
今
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を

代
表
す
る
品
種
と
な
っ
た
。
標
高
の
高

い
畑
で
は
果
皮
が
厚
く
な
る
一
方
で
、

強
い
日
照
に
よ
り
タ
ン
ニ
ン
は
よ
く
熟
す
。

色
調
は
濃
く
、
オ
ー
ク
樽
と
相
性
が
い

い
。
ク
ロ
ス
・
デ
・
ロ
ス
・
シ
エ
テ
の
ア
ル
コ
ー

ル
度
は
14
・
5
%
前
後
だ
が
、
ロ
ラ
ン
氏

の
新
世
界
ワ
イ
ン
の
常
で
暑
苦
し
い
ニ
ュ

ア
ン
ス
は
な
い
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
を
感
じ
さ

せ
る
。
タ
ン
ニ
ン
は
滑
ら
か
で
シ
ー
ム
レ
ス
。

風
味
が
豊
か
で
、
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

25
　

緻
密
な
醸
造
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

畑
仕
事
が
充
実
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
・

ハ
ー
ベ
ス
ト
と
除
葉
を
行
い
、
雪
解
け

水
を
使
っ
て
点
滴
灌
漑
（
ド
リ
ッ
プ
・

イ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
を
実
施
。
収
穫
は
、

15
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
小
さ
な
ト
レ
ー
を
使
用

し
手
摘
み
で
行
う
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
な

ど
新
世
界
を
含
む
25
カ
国
で
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
し
て
き
た
ロ
ラ
ン
氏
の
才
能
が
遺

憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
1
9
4
7

年
生
ま
れ
の
ロ
ラ
ン
氏
は
3
人
の
同
僚

に
徐
々
に
権
限
を
移
譲
し
て
い
る
が
、

半
世
紀
を
超
す
活
動
で
世
界
の
ワ
イ

ン
の
品
質
を
上
げ
て
き
た
。
未
開
だ
っ

た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
可
能
性
を
切
り
開

い
た
ク
ロ
ス
・
デ
・
ロ
ス
・
シ
エ
テ
も
手
腕

の
た
ま
も
の
だ
。

　

最
新
の
2
0
2
1
年
か
ら
2
0
1
5

年
ま
で
6
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
を
試
飲
し
た
。

2
0
2
1
年
は
レ
ッ
ド
チ
ェ
リ
ー
、
ブ
ラ
ッ

ド
オ
レ
ン
ジ
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
ス
ム
ー
ズ
な

タ
ン
ニ
ン
、
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
、
さ
わ
や
か
な

酸
。
適
度
な
果
実
の
凝
縮
感
が
あ
り
、

活
力
の
あ
る
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
。
雨
が
多
く

て
涼
し
か
っ
た
年
ら
し
い
エ
レ
ガ
ン
ト
な

仕
上
が
り
だ
っ
た
。
2
0
1
5
年
は
下

草
、
タ
バ
コ
、
ア
ー
シ
ー
で
、
熟
成
感
が

出
て
い
る
。
タ
ン
ニ
ン
は
溶
け
込
ん
で
、

サ
テ
ン
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
。
十
分
な
熟
成

力
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

価
格
も
驚
く
ほ
ど
手
ご
ろ
で
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
マ
ル
ベ
ッ
ク
を
知
る
に
は
欠
か

せ
な
い
1
本
だ
。

「2020年はとても温暖な年で果実が完熟し、味わいにもしっかりとした果実味が表現さ
れている。2019年は1月の終わりに2週間ほど熱波があり、ウコ・ヴァレーの素晴らし
い年」と総支配人のラミロ・バリオス氏

※価格は税込、他ヴィンテージは参考商品

『クロス・デ・ロス・シエテ 2020年』（4290円）
品種：マルベック55％、メルロ16％、カベルネ・ソーヴィニヨン15％
シラー9％、プティ・ヴェルド3％、カベルネ・フラン2％

『クロス・デ・ロス・シエテ 2019年』（4180円）
品種：マルベック50％、メルロ24％、シラー11％
カベルネ・ソーヴィニヨン7％、カベルネ・フラン5％、プティ・ヴェルド3％

クロス・デ・ロス・シエテ

C
los de los Siete

問い合わせ先　㈱JALUX　TEL. 03-6367-8756

R
am

iro B
arrios

＊1 「モンテヴィエホ」「クヴェリエ・ロス・アンデス」「ディアマンデス」「ボデガ・ロラン」
＊2 チューブなどを使用し、栽培に必要な水を、根元に適切な量とタイミングで滴下する灌水方法
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ボ
ル
ド
ー
系
品
種
に
よ
る
高
品
質
な

赤
ワ
イ
ン
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
の
ホ
ー
ク
ス
・
ベ
イ
。「
シ
ャ

ト
ー
・
ワ
イ
マ
ラ
マ
」
は
、
こ
の
地
に
４
・

５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
を
持
つ
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ワ

イ
ナ
リ
ー
（
高
品
質
な
ワ
イ
ン
を
造
る
小

規
模
生
産
者
）
だ
。
１
９
８
８
年
に
ボ
ル

ド
ー
・
ス
タ
イ
ル
の
上
質
な
ワ
イ
ン
造
り
を

目
指
し
て
、
現
オ
ー
ナ
ー
佐
藤
茂
氏
の

父
が
取
得
し
た
後
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
パ
ワ

フ
ル
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
ワ
イ
ン
造
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
土
地
の
改
良
や
す
べ
て
の

苗
木
の
植
え
替
え
な
ど
に
着
手
し
た
。

　

現
在
は
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
運
営
と
栽

培
監
修
を
務
め
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人

の
チ
ェ
イ
ス
・
ア
ー
ク
エ
ッ
ト
氏
と
、
ボ
ル

ド
ー
の
著
名
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
ミ

シ
ェ
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
氏
の
右
腕
と
し
て
経
験

を
積
ん
だ
醸
造
家
の
ル
ド
ウ
ィ
ッ
ク
・
ヴ
ァ

ネ
ロ
ン
氏
と
と
も
に
、
世
界
水
準
の
ワ
イ

ン
造
り
に
取
り
組
み
、
年
間
２
万
〜
３

万
本
の
少
量
で
高
品
質
な
ワ
イ
ン
を
生

産
す
る
。

「
ワ
イ
マ
ラ
マ
」
と
は
、
先
住
民
マ
オ
リ
族

の
言
葉
で
「
水
面
に
映
る
月
光
」
を
意

味
す
る
。
こ
の
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

シ
ャ
ト
ー
・
ワ
イ
マ
ラ
マ
が
も
っ
と
も
大
切

に
し
て
い
る
の
が
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
反
映
だ
。

ホ
ー
ク
ス
・
ベ
イ
の
温
暖
な
気
候
を
感
じ

ら
れ
る
芳
醇
で
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
ア
ロ
マ
、

柔
ら
か
な
果
実
味
、
リ
ッ
チ
な
味
わ
い
、

良
質
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
酸̶

。
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
べ
く
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
い

ち
早
く
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
農
法
に
取
り
組

み
、
剪
定
や
間
引
き
、
収
穫
に
至
る
ま

で
す
べ
て
を
手
作
業
で
実
施
。
醸
造
も

選
果
台
で
粒
を
選
り
分
け
、
果
粒
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
発
酵
か
ら
樽
熟
成
ま
で

を
伝
統
的
な
手
法
で
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
生
ま
れ
る
シ
ャ
ト
ー
・
ワ
イ
マ

ラ
マ
の
ワ
イ
ン
の
う
ち
、
卓
越
し
た
年
に
限

り
特
に
良
質
な
ブ
ド
ウ
だ
け
を
使
っ
て
生

産
さ
れ
る
の
が
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン
の

『SSS

』
だ
。
２
０
０
９
年
に
１
０
０
０
本

だ
け
を
生
産
し
て
以
降
、
造
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
ワ
イ
ン
。
満
を

ワイナリーは、ボルドー系品種による高
品質な赤ワイン産地として知られるホーク
ス・ベイに位置する。豊かな日照時間
に恵まれ、温暖で雨が少ないのが特徴。
夜は涼しい海風によって冷やされ、ゆっく
りと熟した糖度の高いブドウが得られる

「
シ
ャ
ト
ー
・
ワ
イ
マ
ラ
マ
」の
ト
ッ
プ
キ
ュ
ヴ
ェ

『SSS 2018

』が
新
リ
リ
ー
ス

ニュージーランドのホークス・ベイで注目される日本人
オーナーのワイナリー「シャトー・ワイマラマ」が、プレ
ミアムワイン『SSS 2018』を新リリースする。卓越した
年にだけ、特に良質なブドウだけを使って生産する最高
レンジのワイン。その味わいとテロワールを生かしながら
世界基準のワインを造り出す取り組みを紹介する。

ニュージーランドのテロワールと
ボルドー・スタイルの邂逅

text by Tomoko HOMMA
photographs by Kentaro TAKIOKA

W
AIM
ARAM

A

SSS 2018
エスエスエス

品種：カベルネ・ソーヴィニヨン82%
　　　メルロ15%、カベルネ・フラン3%
希望小売価格：8万 8000 円（税込）

凝縮した果実のボリュームとしっかりした酸
味、引き締まった堅牢なストラクチャーを併
せ持つ偉大なワイン。ボルドーのスタイルを
踏襲しつつも、ニュージーランド北島のホー
クス・ベイのキャラクターを表現した、最上
にして特別な味わいだ。

DWWA
SILVER

91
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持
し
て
、
こ
の
ほ
ど
『SSS 2018

』
が
新

た
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
。

「
ア
タ
ッ
ク
か
ら
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
凝
縮

し
た
果
実
の
膨
ら
み
が
あ
り
つ
つ
も
力
強

い
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ

な
れ
た
タ
ン
ニ
ン
が
長
い
余
韻
ま
で
続
き
、

非
常
に
素
晴
ら
し
い
ワ
イ
ン
で
す
」
と
話

す
の
は
、SSS 2018

を
試
飲
し
た
「
マ
ン

ダ
リ
ン 

オ
リ
エ
ン
タ
ル 

東
京
」
ダ
イ
レ
ク

タ
ー 

オ
ブ 

ワ
イ
ン
の
野
坂
昭
彦
氏
。

「
シ
ャ
ト
ー
・
ワ
イ
マ
ラ
マ
の
畑
は
砂
利
の

硬
岩
盤
を
分
厚
い
表
土
層
が
覆
う
地

質
で
水
は
け
が
良
い
の
で
、
ワ
イ
ン
が
豊

満
に
な
り
過
ぎ
ず
に
、
骨
太
な
骨
格
を

持
ち
な
が
ら
タ
イ
ト
な
印
象
の
味
わ
い
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
の
品
種
特
徴
で
あ
る
ハ
ー
ブ
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
、
ボ
ル
ド
ー
・
ワ
イ
ン
で
は
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
香
り
な
の
に
対
し
て
、
こ
の
ワ
イ
ン
に
は

ロ
ー
ス
ト
し
た
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
や
タ
イ
ム
、
針

葉
樹
の
ア
ロ
マ
が
あ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
」
と
語
る
。

　

醸
造
家
の
ヴ
ァ
ネ
ロ
ン
氏
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
は
、
ブ
ド
ウ
の
成
熟
期
に
あ

た
る
１
、
２
月
は
非
常
に
乾
燥
し
た
気

候
が
続
き
、
３
月
に
雨
が
降
っ
た
も
の
の
、

そ
の
後
再
び
乾
燥
す
る̶

̶

と
い
っ
た
理

想
的
な
気
候
で
推
移
。
こ
の
た
め
、
最

終
的
に
メ
ル
ロ
は
軽
や
か
な
仕
上
が
り
に

な
り
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
と
カ
ベ

ル
ネ
・
フ
ラ
ン
は
完
熟
し
た
最
高
品
質
の

状
態
で
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
を
主

体
に
、
メ
ル
ロ
と
カ
ベ
ル
ネ
・
フ
ラ
ン
を
ブ
レ

ン
ド
し
、
口
当
た
り
の
調
和
と
バ
ラ
ン
ス
を

持
た
せ
た
。

　

野
坂
氏
は
「
ボ
ル
ド
ー
の
フ
ァ
ー
ス
ト
、

セ
カ
ン
ド
ワ
イ
ン
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
味

わ
い
な
の
で
、
ぜ
ひ
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ッ
ク
な
料

理
と
合
わ
せ
て
飲
み
た
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、

骨
付
き
ラ
ム
ラ
ッ
ク
を
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
で
マ
リ

ネ
し
て
ロ
ー
ス
ト
し
、
パ
セ
リ
や
青
唐
辛
子

を
使
っ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
風
の
チ
ミ
チ
ュ
リ

ソ
ー
ス
と
合
わ
せ
れ
ば
、
ワ
イ
ン
の
持
つ
ハ
ー

ブ
香
と
良
く
合
う
と
思
い
ま
す
」
と
提

案
す
る
。

シ
ャ
ト
ー
・
ワ
イ
マ
ラ
マ
に
は
、
こ
の
ほ
か

に
も
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
を
主
体

と
し
た
『Em

igao

』
や
メ
ル
ロ
を
ブ
レ
ン
ド

し
た
『M

inagiw
a

』、
ホ
ー
ク
ス
・
ベ
イ
で

注
目
さ
れ
る
品
種
シ
ラ
ー
主
体
の

『K
iraraka

』
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
『Em

igao
 2016

』
は
、
世
界

的
な
ワ
イ
ン
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
デ
キ
ャ

ン
タ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ン
・
ア
ワ
ー
ド 

２
０
２
４
」
に
て
96
点
で
金
賞
を
受
賞
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
で
最
高
点
を
得
た
。
さ
ら
に
、
同
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、
ほ
か
に
も
複
数
の
ワ
イ

ン
が
受
賞
し
、
品
質
と
ワ
イ
ン
造
り
へ
の

取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
格
好
だ
。

　

ホ
ー
ク
ス
・
ベ
イ
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
個
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
世
界
基
準
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
を
追
及
す
る
シ
ャ
ト
ー
・
ワ
イ
マ
ラ

マ
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

問い合わせ先：ワイマラマジャパン㈱　TEL. 03-6447-2356　https://waimarama-japan.jp/

DWWA
GOLD

96Emigao 2016
エミガオ

品種：カベルネ・ソーヴィニョン86%
メルロ12%、カベルネ・フラン2%
希望小売価格：1万 8700 円

豊かなブラックベリー、スミレ、タバコの風味。
ヴァニラオークのスパイスが魅力的に感じられ
る。トリュフを感じさせるタンニンと艶やかな酸
味を持つ、優雅で持続的な構造が特徴。

Other Wines
トップキュヴェ『SSS 2018』のほか、これまで「デキャンター・ワールド・ワイン・アワード」で

受賞したワインや、今年11月に新発売となったロゼワインを紹介する。

DWWA
SILVER

92Emigao 2015
エミガオ

品種：カベルネ・ソーヴィニヨン87%
メルロ13%
希望小売価格：1万 8700 円

濃厚なダークベリー、サワーチェリー、アニス、
クローヴの凝縮した風味。豊富なタンニンと酸
味があり、優雅さと洗練さが際立つ力強いワイ
ン。

Kiraraka 2014
キララカ

品種：シラー100%
希望小売価格：1万 8700 円

ブルーベリー、黒コショウ、パイの皮の風味。
シルキーなテクスチャーと程よく熟成したタンニ
ンを持ち、フィニッシュにも感じられるコショウの
ニュアンスが新鮮さを際立たせる。

New 
Release

Vin Rosé 2024
ヴァン・ロゼ

品種：メルロ58％、カベルネ・ソーヴィニヨン
26％、カベルネ・フラン11％、シラー5%
希望小売価格：6380 円

赤系果実のフレッシュで繊細な香りに、シトラ
スのニュアンス。口当たりは柔らかく、適度な
タンニンが全体を上品にまとめる。余韻に酸
味がさわやかに立ち上がるドライなロゼ。

DWWA
GOLD

95 テイスター
野坂昭彦氏
Akihiko NOSAKA

「マンダリン オリエンタル 東京」ダイ
レクター オブ ワイン。東京、海外で
ソムリエとして研鑽を積み、国内外の
数々のソムリエコンクールでも優秀な
成績を修める。2017年、第1回「ポ
メリー・ソムリエ・コンクール」優勝、
23年に第 10回「全日本最優秀ソ
ムリエコンクール」優勝

※価格は税込
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ボルドー、ポイヤック「シャトー・オー・バタイエ」の躍進

text & photographs by Tohio MATSUURA（Paris）

　ポイヤック南部、サン・ジュリアンとの境界
に位置する「シャトー・オー・バタイエ」は
15世紀の百年戦争の戦場「バタイエ」に
由来する歴史あるシャトーだ。1942年に相
続問題があり、当時42ヘクタールあった畑は
シャトー・バタイエとシャトー・オー・バタイエ
に分割された。その後シャトー・オー・バタイ
エはずっとボリー家が管理してきたが、2017
年にカーズ家への所有権移転という大きな
転換期を迎えた。
　カーズ家は買収後、大胆な改革に着手。
当初22ヘクタールだった畑に加え、休眠状
態だったAOCポイヤックの19ヘクタールを新
たに開墾。わずか3年で畑面積を41ヘクター
ルまで拡大した。同時に、環境と生物多様
性への配慮から、22年に14種類、910本
以上の木々や低木を畑に植樹し、持続可
能なブドウ栽培の実践に力を注いでいる。
　テロワールの特徴は、深いガロンヌ川の砂
利層の上に形成された粘土質土壌だ。隣
接するシャトー・ランシュ・バージュと比較する

と、やや粘土分が多いのが特徴。この土壌
の違いが、両シャトーのワインスタイルの違い
を生んでいる。つまり、ランシュ・バージュが
典型的なポイヤックのエレガントさを見せるの
に対し、オー・バタイエはより力強く凝縮感
のあるスタイルだ。
　オー・バタイエの現在の品種構成はカベ
ルネ・ソーヴィニヨン60パーセント、メルロ37
パーセント、プティ・ヴェルド3パーセント。
2023年ヴィンテージのシャトー・オー・バタイ
エは、カベルネ・ソーヴィニヨン71パーセント、
メルロ25パーセント、プティ・ヴェルド4パーセ
ントというブレンド比率で、アルコール度数
13.2パーセント、酸度3.4g/L、pH3.69という
分析値を示している。熟成はフレンチオーク
樽で16カ月間（新樽比率65パーセント）。
　注目すべきは、セカンドワイン『ヴェルソー』
の存在だ。当初生産量の20パーセント程度
だったが、現在では50パーセントまで拡大。
若木から造られるワインながら、グラン・ヴァン
に近いカベルネ・ソーヴィニヨンとメルロの比
率を保っている。23年ヴィンテージは、メルロ
63パーセント、カベルネ・ソーヴィニヨン37パー

セントのブレンドで、1年使用したフレンチオー
ク樽で12カ月間熟成される。
　シャトーのシンボル的存在が、1875年に
当時のオーナーだったアヴェルス姉妹によっ
て建てられたトゥール・ラスピック（蛇の塔）だ。
塔上の聖母マリア像は、足元で誘惑と悪
の象徴である蛇を踏みつけている。最近の
修復工事で、聖母像の下にかつてバラの花
壇があったことが判明。この象徴的な建造
物は2017年に刷新されたラベルデザインにも
採用されている。
　オーナーのジャン・シャルル・カーズ氏は
「オー・バタイエはまだ進化の途上。今後、
樹齢が上がるにつれてさらなる品質向上が
期待できる」と自信を語っている。今後、シャ
トー・ランシュ・バージュとともに、ポイヤックを
代表するトップシャトーになるだろう。

Château Haut-Batailley

1875 年に、敬虔なキリスト教徒だったアヴェルス姉妹によっ
て建てられた「シャトー・オー・バタイエ」のシンボル、「トゥール・
ラスピック」

「シャトー・ランシュ・バージュ」を始めとするカーズ家のワイン
関連事業を統括するジャン・シャルル・カーズ氏

2020 年に作られたカーズ家の旗艦シャトー「シャトー・ラン
シュ・バージュ」の新しい醸造所。「ルーブル美術館」のピラミッ
ド建築に関わった中国系米国人イオ・ミン・ペイが設計した。
ガラス張りで自然光を最大限取り入れたエコロジカルな建築だ

ボルドーのメドック格付け5級「シャトー・オー・バタイエ」は
2017年に「シャトー・ランシュ・バージュ」を所有する
カーズ家が買収した。以来、目覚ましい進化を遂げている。

セカンドワイン『ヴェルソー』『シャトー・オー・バタイエ』
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C
hâteau des Jacques

　1924年に創業された「シャトー・デ・ジャック」は69ヘクター
ルの畑を所有する。ムーラン・ア・ヴァンとモルゴンの単一畑のテ
ロワールを表現するワインが高く評価されている。60年代から多
くの生産者がマセラシオン・カルボニックに移行する中で、長期
のマセラシオンと熟成による伝統的なワイン造りを貫いている。96
年にブルゴーニュの大手生産者「ルイ・ジャド」の傘下に入った。
　輸出担当でブルターニュ出身のデイヴィッド・ステファン氏が「ベ
ルトラン ラーシェ ル ブルターニュ カグラザカ」で食事して感銘
を受けた経験から、ブルターニュの2ツ星レストランで腕を振るっ
た友人のパトリック・ジェフロワ シェフを呼び、ブルターニュ料理
とムーラン・ア・ヴァンのクロのワインを合わせるディナーを企画した。
　海の幸に恵まれた土地柄を映して、潮の香りと旨味溢れる
クエなどの高級食材を生かした魚料理や主菜のブレス産鶏肉
が並び、ボジョレーのミネラル感に富む奥深い味わいと抜群の

特別ディナーで供出されたワイン。左から『ボージョレ ブラン 2023 年』『ムーラン・ア・ヴァ
ン 2021 年』『同 クロ・ド・ロシュグレ 2017 年』『同 クロ・デュ・グラン・カルクラン 
2005 年』『同 クロ・ド・ロシュグレ 1990 年』。「熟成するとまるでピノ・ノワールのよう
になるガメイ。熟成のポテンシャルを知ってほしい」とバックヴィンテージが供出された

＊1 炭酸ガス浸漬法。二酸化炭素で満たされた容器で浸漬を行う醸造法。リンゴ酸が減少し、コハク
酸やグリセリンが増加して味がまろやかになる。香りの成分や色素が果皮から効率よく抽出できる。タン
ニンが少なめで、フレッシュで軽やかなワインができる
＊2 ブドウの果皮を果汁に浸す、醸し作業
＊3 もとは「石垣」の意味で、石垣などで囲まれた畑を指す。秀逸な畑であることが多い
＊4 ボジョレー地区の中の、特定の10村から造られるワイン

問い合わせ先：日本リカー㈱　TEL. 03-5643-9770

「シャトー・デ・ジャック」
100周年ディナー

ボジョレーの栄光を取り戻す

ボジョレー地区で伝統的なワイン造りを続ける「シャトー・デ・ジャッ
ク」が 100 周年を迎え、世界 9カ国 10 都市で記念ディナーを同
日開催。東京では神楽坂のブルターニュ料理レストランで行われ
た。30 年を超すムーラン・ナ・ヴァンの熟成力と気候変動に対
処するドメーヌの真価を堪能する特別な一夜となった。

text by Akihiko YAMAMOTO
photographs by Koumei KADOWAKI

名声を取り戻し気候変動に対処

「ルイ・ジャド」取締役輸出部長のデ
イヴィッド・ステファン氏（左）と、か
つてブルターニュ北西部の「ロテル・ド・
カランテック」でオーナーシェフとして
活躍したパトリック・ジェフロワ氏

「クエ ハーブバター 西洋
牛蒡 アーティチョーク」。
ジェフロワ氏が最も得意と
するのが魚介料理だ。み
ずみずしく肉厚なクエに、
熟成したボジョレーの生き
生きとした酸、旨味のある
果実味が寄り添う

調和をみせた。とりわけ『ムーラン・ア・ヴァン クロ・ド・ロシュグ
レ 1990年』は、オレンジコンフィ、タバコなどの熟成香とフレッシュ
感を備え、コート・ド・ボーヌ地区のワインと見紛う味わい。30
年代はコート・ドール地域のプルミエ・クリュ（1級畑）と同じ
価格で取引されていたというエピソードに納得した。ステファン氏
が「昔と同じようなボジョレーの名声を取り戻す」というビジョン
を有するのも当然だ。
　クリュ・ボジョレーの生産者たちは14のリュー・ディ（区画）を
プルミエ・クリュへ昇格させることを目指して運動している。シャトー
が所有する「ロシュグレ」や「カルクラン」など八つの区画もそ
の中に含まれている。醸造責任者のジュリー・ピトワセさんは「気
候変動に対応するため、耕作を軽くしてカバークロップにトライし
ている。全房発酵やシラーにも挑戦している」と語る。
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text by Akihiko YAMAMOTO
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「東京
エディ

ション
虎ノ門

」

ヘッド
ソムリ

エ

矢田部
匡且氏

が

テイス
ティング

世界的に有名なワインコンサルタントの
ステファノ・キオッチョリ氏

　シチリア西部にあるワイナリー「コル
パッソ」。イタリアの土着品種にこだわり、
長い歴史の中で培ってきたノウハウと
最先端の技術を融合させたワイン造
りを実践し、新たな伝統を築いている。
「最良のワインは最良のブドウから生ま
れる」という信念に基づき、農薬をほ
とんど使わず人的介入を避け、自然
を尊重した栽培方法で育てたブドウ
から生まれるワインは健全そのものだ。
ユニークなのは、醸造過程において
動物由来の成分を一切使っていな
いこと。こうした栽培・醸造が評価され、
ヴィーガン認証、ユーロリーフ認証、
イタリア公的機関のオーガニック認証
「ビオアグリサート」を取得、さらに、
サステイナビリティにおいて経済・環境・
社会の3項目の基準をクリアし、「サス
テナイナブルワイナリー」にも認定された。
「コルパッソ」は「丘の上への一歩」

という意味を込めた造語。上質なワ
インを日常的に楽しむワインラヴァーた
ちに美味しいワインを届けるべく一歩
一歩進化する、というブランドとしての
意志がここに表れている。
　シチリアの土着品種で造ったワインは、
ナチュラルな味わいであらゆる料理に
合わせやすく、魚介の料理や和食の
甘じょっぱい味付けとも相性がいい。
いろいろなジャンルの食事が並ぶ日本
の食事にも柔軟に寄り添ってくれるの
で、デイリーワインにはうってつけだ。　
　250mlのミニボトルは飲みきりサイズ
でロスが少なく、たとえ残ってもスク
リューキャップなので風味をキープしや
すい。「上質なワインを少しだけ嗜みた
い」、そんな気分を満たしてくれるワイ
ンだ。小さいながらも高級感のある１
本で、日々のワインライフをより多彩に
豊かに楽しみたい。

Colpasso
日
本
の
食
事
に
も
合
う

飲
み
き
り
サ
イ
ズ
の
テ
ー
ブルワ
イン

コルパッソ

シチリア生まれの「コルパッソ」は、イタリ
アの土着品種にこだわり、自然に寄り添っ
て造られるワイン。エレガントなデザインの
ラベルに包まれたミニボトルは、サステイ
ナブルでリーズナブル、そして、あらゆる
料理に寄り添うマルチプレーヤーだ。

text by Miki NUMATA

問い合わせ先：WINE TO STYLE㈱　TEL. 03-5413-8831

『オーガニック カタラット 
ピノ・グリージョ テッレ・シチリアーネ I.G.P. 
2023年』
品種：カタラット 60％、ピノ・グリージョ 40％
容量：250ml
参考小売価格：660円（税込）

『オーガニック ロッソ 
テッレ・シチリアーネ I.G.P. 2022年』
品種：ネロ・ダーヴォラ100％
容量：250ml
参考小売価格：660円（税込）

セビーチェ、ブイヤベース、ザワークラウト
秋刀魚の塩焼き、おでんペアリング

香りは、レモンやグレープフルーツや洋梨、グリーンペッ
パーや若葉に白い花のアロマが際立ち、さわやかな印
象。味わいは全体的にきれいな造りで、豊かな果実味、
フレッシュな酸、やさしい旨味が広がる。スッキリした味
わいの余韻で、果実の風味がエレガント。調和が取
れており、２品種のブレンドがきれいに表現されている。
すがすがしい清涼感も奥行きに感じられる。
ちょっと癒やされたい週の中日にピュアでナチュラルな
このワインを飲めば、日々の忙しさを忘れて、小さい幸
せを感じられそう。すぐれたコストパフォーマンス魅力。

たこ焼き、パエリア、ボロネーゼパスタ
焼き鳥タレ、カマンベールチーズペアリング

香りはフローラルで、ラズベリー、カシス、シナモン、
ベルガモット、野バラのやさしいアロマ。味わいは程よ
いボリューム感がありドライで柔らかく、渋みと少し鉄分
を感じさせる。ブドウ本来の個性がしっかりと感じられる
印象は親しみやすくバランス感がある。素朴だが洗練
された、シチリアの街を連想させるようなワイン。
シチリア伝統のモザイク調のタイルを表現したラベル
に、ついつい引き込まれる。見た目よし味よしの嬉しい
飲みきりサイズ。年末年始、冬ワインに最適で、暖か
いお部屋で宅飲みに選びたくなる1本。
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「東京エディション虎ノ門」
ヘッドソムリエ矢田部匡且氏がテイスティング スリムでスマートでスタイリッシュ。そして、時代のニーズにマッチしたワイン。

多様性がうたわれる現代、美味しさを追求し
環境や社会問題にも配慮しながら女性の観点で造る
「ユンヌ・ファム」の一杯で、新しいワインの可能性を垣間見る。

「ユンヌ・ファム」を立ち上げたジェン・ペルカさん

「
ユ
ン
ヌ
・
フ
ァ
ム
」
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
バ
ー

「
ザ
・
リ
ド
ラ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
オ
ー

ナ
ー
、
ジ
ェ
ン
・
ペ
ル
カ
さ
ん
が
創
設
し
た

〝
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
ワ
イ
ン
ブ
ラ

ン
ド
〞
だ
。

　
オ
ー
ナ
ー
の
ジ
ェ
ン
さ
ん
は
あ
る
日
、
ザ
・

リ
ド
ラ
ー
で
女
性
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
が
造
る

ワ
イ
ン
の
売
り
上
げ
が
良
い
こ
と
に
気
が

つ
い
た
と
い
う
。
そ
し
て
社
会
で
活
躍
す

る
女
性
た
ち
が
も
っ
と
自
由
に
気
兼
ね

な
く
楽
し
ん
で
飲
め
る
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ

イ
ン
を
造
り
た
い
、
と
い
う
想
い
に
駆
ら
れ
、

や
が
て
そ
れ
を
実
現
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
一

人
の
女
性
」
を
意
味
す
る
ブ
ラ
ン
ド
名
に
、

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

「
女
性
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
前
面
に

出
し
な
が
ら
、
同
時
に
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
へ

の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
る
。
1
0
0

パ
ー
セ
ン
ト
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で
、
し
か
も

軽
量
な
ア
ル
ミ
素
材
の
缶
を
用
い
る
こ
と
で
、

輸
送
時
の
C
O
2
排
出
量
や
環
境
負
荷

の
削
減
に
も
配
慮
。
現
代
社
会
に
お
け

る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
、

ワ
イ
ン
を
通
じ
て
提
案
す
る
の
が
ユ
ン
ヌ
・

フ
ァ
ム
の
ス
タ
イ
ル
な
の
だ
。

　
シ
ン
プ
ル
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
デ
ザ
イ
ン

の
缶
ワ
イ
ン
は
現
在
、『
ザ
・
キ
ャ
リ
ー 

ロ

ゼ 

缶 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
』
と
『
ザ
・
ベ
テ
ィ 

缶 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
』
の
2
種
類
を
展
開
。

い
ず
れ
も
シ
ャ
ル
ド
ネ
と
ピ
ノ
・
ノ
ワ
ー
ル
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
軽
や
か
で
フ
ル
ー
テ
ィ
ー

な
味
わ
い
は
フ
ー
ド
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
ア

ウ
ト
ド
ア
か
ら
パ
ー
テ
ィ
ま
で
ど
ん
な
シ
ー
ン

に
も
マ
ッ
チ
し
て
集
い
の
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
皆
が
楽
し
ん
だ
そ
の

ワ
イ
ン
の
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
乳
が
ん

研
究
基
金
に
寄
付
さ
れ
る
と
い
う
。

　
ワ
イ
ン
を
愛
す
る
「
一
人
の
女
性
」
が
、

ワ
イ
ン
を
通
じ
て
幸
せ
を
伝
え
る
。
そ
ん

な
想
い
が
こ
め
ら
れ
た
一
杯
を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

Une Femme
ユンヌ・ファム

軽
や
か
に
美
味
し
く
、
そ
し
て
や
さ
し
く
。
　

女
性
醸
造
家
が
造
る
、「
今
」を
象
徴
す
る
ワ
イン

ⒸShoichi NOSE

『ザ・キャリー ロゼ 缶 カリフォルニア』
品種：シャルドネ、ピノ・ノワール
容量：250ml
参考小売価格：880円（税込）

ラタトゥイユ、キャロットラぺ
サーモンのマリネ、ローストビーフペアリング

ピンクグレープフルーツ、ピンクペッパー、ストロベリー、
アセロラのような香り。フルーティーで、フレッシュ感が
主体に表現されている。味わいはきめ細かい泡のムー
スで心地よいアタックからやさしい苦味のアフターに続
く。フレンドリーで喜ばしいワイン。冷蔵庫に入れ、少
し冷やした温度で飲むとより口どけがやさしく楽しめる。
ピンク色を文字で表す缶のデザインはチャーミングで、
ワイン初心者からワインラヴァーまで幅広い層の人にお
勧め。ワイン・ツーリズムへの旅先への道中、バスや
電車内で楽しめるサイズ。鞄にもかさばらないで収納
出来るのでとってもスマート。

『ザ・ベティ 缶 カリフォルニア』
品種：シャルドネ、ピノ・ノワール
容量：250ml
参考小売価格：880円（税込）

チキンムース、アジフライ
クスクスのサラダ、ちゃんこ鍋ペアリング

香りはフレッシュでリンゴ、洋梨タルト、パイナップル、
レモンピール、菩提樹などの香りが広がり、爽快感が
あってデリケートな印象。フレッシュで生き生きとした味
わいが柔らかな気泡とともに楽しめる。シュワっとしたソ
フトな口当たりで、少し甘さを感じるような果実味が口
中に心地よく広がる。さわやかな口当たりが余韻まで
続き、繊細さで整っている印象。
魅力的で画期的な缶のデザインも印象的で、現代に
フィットしたこの缶ワインは、缶チューハイや発泡酒の
代わりにカジュアルに日常的に飲んで楽しみたい。リフ
レッシュ感満載のワイン。

問い合わせ先：WINE TO STYLE㈱　TEL. 03-5413-8831

text by Miki NUMATA
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ウ
を
、
醸
造
後
に
20
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
樽

で
熟
成
さ
せ
、80
パ
ー
セ
ン
を
バ
リ
ッ
ク（
小

樽
）
で
熟
成
さ
せ
る
。

「
果
実
の
ア
ロ
マ
を
残
し
、
き
れ
い
な
酸

と
滑
ら
か
な
タ
ン
ニ
ン
、
口
に
含
ん
だ
時
の

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
」

　

グ
ラ
ス
か
ら
立
ち
上
る
豊
か
な
香
り
と
、

控
え
め
な
が
ら
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る

樽
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
。
味
わ
い
は
果
実
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
と
凝
縮
感
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
同
居
し

て
い
る
。
そ
し
て
全
体
を
支
え
る
酸
と
ベ

ル
ベ
ッ
ト
の
よ
う
な
き
め
細
か
い
タ
ン
ニ
ン
。

1
5
0
年
の
軌
跡
が
結
実
し
た
、
ま
さ
に

奇
跡
の
ワ
イ
ン
と
い
う
べ
き
も
の
だ
。

未
来
を
開
く
ワ
イン
造
り

　

チ
リ
で
は
、
地
球
温
暖
化
へ
の
危
機
感

か
ら
、
環
境
意
識
が
特
に
高
い
。
ヴ
ィ
ー

ニ
ャ
・
タ
ラ
パ
カ
は
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
環
境

作
り
の
た
め
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
「
未

来
を
見
据
え
た
ワ
イ
ン
造
り
」
を
行
っ
て

い
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

サンティエゴ

マイポ・ヴァレー セ
ン
ト
ラ
ル・ヴ
ァ
レ
ー
地
方

C
hile M

ap

と
、
チ
ー
フ
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
の
セ
バ
ス
チ
ャ

ン
・
ル
イ
ス
氏
は
語
る
。

　

1
5
0
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
こ
の
地

で
ブ
ド
ウ
を
育
て
、
ワ
イ
ン
造
り
を
行
っ
て

き
た
軌
跡
は
、
チ
リ
ワ
イ
ン
の
歴
史
そ
の
も

の
と
も
言
え
る
。
1
9
9
0
年
代
か
ら
海

外
へ
の
輸
出
が
増
え
、
今
や
世
界
50
カ

国
以
上
で
支
持
さ
れ
て
い
る
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・

タ
ラ
パ
カ
。
こ
の
ほ
ど
、
創
業
1
5
0
年
を

記
念
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン
『
グ
ラ
ン
・
レ

ゼ
ル
バ 

１
５
０
周
年
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
・
エ

デ
ィ
シ
ョ
ン 

2
0
2
2
年
』
を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

「
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・
タ
ラ
パ
カ
の
こ
れ
ま
で
の
道

の
り
を
祝
う
、
大
切
な
ワ
イ
ン
で
す
。
最

も
古
い
ブ
ド
ウ
樹
か
ら
造
っ
た
、
エ
レ
ガ
ン

ス
を
極
め
た
逸
品
。
結
婚
式
な
ど
の
お
祝

い
や
記
念
日
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

が
詰
ま
っ
た
日
を
彩
る
の
に
も
ふ
さ
わ
し
い

と
思
い
ま
す
」
と
ル
イ
ス
氏
が
語
る
よ
う
に
、

ワ
イ
ン
造
り
の
矜
持
を
表
現
し
、
す
べ
て

の
要
素
に
お
い
て
最
高
品
質
を
目
指
し

た
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
平
均
40
年

の
古
木
か
ら
手
摘
み
で
収
穫
さ
れ
た
ブ
ド

1
5
0
年
の
軌
跡
が
〝
奇
跡
〞
の

ワ
イン
造
りへ

「
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・
タ
ラ
パ
カ
」
の
起
源
は

1
8
7
4
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
チ
リ
で
赤

ワ
イ
ン
の
銘
醸
地
と
言
え
ば
マ
イ
ポ
・
ヴ
ァ

レ
ー
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
エ
リ
ア
に

古
く
か
ら
自
社
畑
を
所
有
し
て
い
る
こ
と

は
、
歴
史
あ
る
生
産
者
の
証
で
も
あ
る
。

ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・
タ
ラ
パ
カ
は
、
こ
の
地
に
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
・
ク
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
、
約

2
6
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
畑
を
所
有

し
て
い
る
。
ク
ロ
の
北
東
を
流
れ
る
マ
イ
ポ

川
と
、3
方
向
に
連
な
る
カ
ン
テ
リ
チ
ャ
ー

ナ
山
脈
の
〝
自
然
の
要
塞
〞
の
よ
う
な

地
形
が
特
徴
的
で
、
ブ
ド
ウ
栽
培
に
適

し
た
気
候
と
、
生
物
多
様
性
が
保
た
れ

た
環
境
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
海
か
ら
の
冷
涼
な
風
が
マ
イ
ポ
川
を
上
っ

て
流
れ
込
み
、
山
側
か
ら
も
風
が
吹
く

た
め
、
夏
で
も
暑
く
な
り
過
ぎ
ま
せ
ん
。

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
し
っ
か
り
と

酸
が
残
る
完
熟
し
た
ブ
ド
ウ
が
育
ち
ま
す
」

ヴィーニャ・タラパカ
1
5
0
年
の
歴
史
と
伝
統
が
結
実
し
た
チ
リ
ワ
イン

text by G
o F

U
K

U
S

A
K

I,  photographs by H
iroshi IN

O
M

A
T

A

エ
レ
ガ
ン
ト
な
味
わ
い
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン
で
知
ら
れ
る

「
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・
タ
ラ
パ
カ
」。
創
立
1
5
0
年
を
記
念
し
、

新
た
な
ワ
イ
ン
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。
チ
リ
を
代
表
す
る
ワ
イ

ナ
リ
ー
の
ワ
イ
ン
造
り
と
そ
の
魅
力
に
迫
る
。

チーフワインメーカーのセバ
スチャン・ルイス氏。「ヴィー
ニャ・タラパカ」に入社し
て30 年、ワイナリーのす
べてを知る人物と言われ
る。2014 年より現 職。
バランスの取れたエレガント
な味わいを追求している

自社畑「ナチュラル・クロ」
約 2600haの広さを誇る、黒ブドウ用の１
枚畑。3方を山に囲まれ、北東にマイポ
川が流れる。標高は250～ 350m。山
に向かって斜度 20 度以上となる場所は、
生物を守るため自然を残している。土壌は
火山性土壌など、6種類以上のバリエー
ションがある。

VIÑA TARAPACÁ
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「
私
は
30
年
間
ワ
イ
ン
を
造
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
15
年
ほ
ど
で
気
象
の
変
化
が

明
ら
か
に
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
冬
に
雨

が
多
く
降
っ
た
り
、
遅
霜
に
見
舞
わ
れ
た

り
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
や
り
方
で
は
、
こ

の
先
ワ
イ
ン
が
造
れ
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」
と
危
機
感
を
抱
く
。
今
は
さ
ま

ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
対
応
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が

あ
る
が
、
未
来
の
た
め
に
も
っ
と
踏
み
込

ん
だ
対
策
を
、
と
決
意
し
、
2
0
1
6
年

か
ら
、
独
自
の
「
バ
イ
オ
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
・
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
」
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
態
系
を
保
全
し
つ
つ
、
同

時
に
ブ
ド
ウ
栽
培
の
環
境
を
整
備
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
だ
。
例
え
ば
、
野
生

生
物
の
生
息
地
間
を
結
ぶ
路
地
空
間（
バ

イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
リ
ド
ー
ル
）
を
ブ
ド
ウ
畑

の
中
に
設
け
て
い
る
。
山
に
す
む
野
生
生

物
が
山
と
川
と
の
間
を
行
き
来
す
る
道

を
造
成
し
た
の
だ
。
生
態
系
へ
の
配
慮
と

環
境
保
全
は
、
や
が
て
高
品
質
な
ブ
ド
ウ

が
育
つ
環
境
作
り
に
発
展
す
る
と
い
う

発
想
だ
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
ワ
イ
ン
に
表
現
し
、

20
年
に
は
『
グ
ラ
ン
・
レ
ゼ
ル
バ 

バ
イ
オ
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン 

オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク 

レ
ッ
ド
・
ブ
レ
ン
ド
』
を
発
表
し
た
。

「
フ
ラ
ワ
リ
ー
な
香
り
が
広
が
り
、
独
特

の
野
性
味
が
あ
り
ま
す
。
植
物
や
土
か
ら

の
ワ
イ
ル
ド
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
表
現
す
る
た
め
、

熟
し
過
ぎ
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
収
穫
を
行
い
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
感
も
残
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト

な
口
当
た
り
で
、
エ
レ
ガ
ン
ト
な
酸
が
味
わ

い
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
」
と
ル
イ
ス
氏
。

22
年
か
ら
は
、
ワ
イ
ン
の
売
り
上
げ
の
１

パ
ー
セ
ン
ト
を
環
境
保
全
に
取
り
組
む

団
体
へ
寄
付
す
る
活
動
も
ス
タ
ー
ト
し
て

い
る
。

（左）

『グラン・レゼルバ
150周年アニバーサリー・エディション 2022年』
Gran Reserva 150 Anniversary Edition  
品種：カベルネ・ソーヴィニヨン68％、シラー30％、カベルネ・フラン2％
希望小売価格：1万3200円
樹齢平均40年以上の古木を使い、複雑な香りとスパイシーなニュアン
スが層を成す。洗練された味わいとエレガントな余韻を、ゆっくり楽しみ
たい。

（右）

『グラン・レゼルバ バイオダイバーシティ・エディション 
オーガニック レッド・ブレンド  2020年』
Gran Reserva Biodiversity Edition Organic Red Blend
品種：カルメネール58％、カベルネ・ソーヴィニヨン29％、
プティ・ヴェルド11％、カベルネ・フラン2％
希望小売価格：4840円
心地いい果実味と、大地を感じるワイルドな印象。早めにブドウを収穫
することでフレッシュな酸をキープしている。滑らかなタンニンが豊かなハー
モニーを奏でる。

（左から）

『グラン・レゼルバ レッド・ラベル シャルドネ  2023年』
Gran Reserva Red Label Chardonnay 
品種：シャルドネ100％
希望小売価格：3300円
冷涼なレイダ・ヴァレーとカサブランカ・ヴァレーのブドウをブレンド。生き生
きとした酸とミネラル豊かな味わい。シトラスやパイナップル、白桃の風味。

『グラン・レゼルバ レッド・ラベル 
カベルネ・ソーヴィニヨン 2022年』
Gran Reserva Red Label Cabernet Sauvignon  
品種：カベルネ・ソーヴィニヨン95％、シラー5％
希望小売価格：3300円
火山性土壌主体の日当たりのいい畑から生まれるワイン。完熟ブドウの凝
縮した果実味が広がり、黒コショウなどのスパイシーなニュアンスも楽しめ
る。

『グラン・レゼルバ ブラック・ラベル カルメネール 2022年』
Gran Reserva Black Label Carmenère
品種：カルメネール100％
希望小売価格：8800円
ブラックベリーやブラックチェリーのような黒系果実、スパイシーさ、控えめ
な樽香が重なる。口に含むと滑らかな果実味が広がり、繊細なタンニンが
余韻に続く。

『グラン・レゼルバ  ブラック・ラベル 
カベルネ・ソーヴィニヨン 2021年』
Gran Reserva Black Label Cabernet Sauvignon
品種：カベルネ・ソーヴィニヨン100％
希望小売価格：8800円
黒系果実と赤系果実の香りが漂い、スパイスやハーブのニュアンスも感じ
る。よく熟したタンニンは力強さがあり、肉料理と合わせたくなる。

『グラン・レゼルバ ブルー・ラベル レッド・ブレンド  2021年』
Gran Reserva Blue Label Red Blend  
品種：カベルネ・ソーヴィニヨン78 ％、プティ・ヴェルド13％、マルベック
４％、メルロ4％、カベルネ・フラン1％
希望小売価格：1万3200円
最高区画のブドウを使用。チェリーやイチゴのフレッシュな果実の香りと凝
縮感、きめ細かい酸が印象的。バランスのいい味わい。

問い合わせ先：ピーロート・ジャパン㈱　TEL.03-3458-4455

プレ
ミ
アム
ク
ラスの
ラ
イン
ナッ
プ

　

長
い
歴
史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
ワ

イ
ン
造
り
の
技
術
を
磨
き
続
け
て
き
た

ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・
タ
ラ
パ
カ
。

　

ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
し
て
、
最

高
区
画
の
ブ
ド
ウ
か
ら
造
る
プ
レ
ミ
ア
ム
シ

リ
ー
ズ
「
ブ
ル
ー
・
ラ
ベ
ル
」、
上
質
な
ブ

ド
ウ
を
厳
選
し
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
ベ
ル
」、

そ
し
て
ブ
ド
ウ
の
個
性
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

「
レ
ッ
ド
・
ラ
ベ
ル
」
の
各
シ
リ
ー
ズ
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
チ
リ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

ベ
ー
ス
に
、
広
大
な
自
社
畑
、
丁
寧
な
ワ

イ
ン
メ
イ
キ
ン
グ
の
試
行
錯
誤
の
積
み
重

ね
か
ら
生
ま
れ
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
共
通

す
る
の
は
、
上
質
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
味
わ
い
。

1
5
0
年
の
軌
跡
か
ら
生
ま
れ
た
高
品

質
の
ワ
イ
ン
は
、
い
つ
も
飲
む
人
に
感
動

を
与
え
て
く
れ
る
。

※価格は税込
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　1551年創業の「ラベントス・コドル
ニウ」は、スペインで最も古い歴史を
持つワインメーカーだ。長きにわたり、
スペイン・カタルーニャ州の雄としてワ
イン産業をけん引してきた。このラベン
トス・コドルニウがカバを生み出したの
は1872年のこと。ジョセップ・ラベント
スがペネデス地方の伝統的なブドウ
品種、チャレッロ、マカベオ、パレリャー
ダを使用し、瓶内2次発酵の伝統
製法でカバを造ったのだ。これは当時
としては画期的なことだった。
　同社が手掛けるブランド「コドルニウ」
の魅力は、何といってもブドウ本来の
味を生かした高品質でナチュラルな
味わいにある。ワイナリーは現在4730
ヘクタールという広大な畑を擁するが、
醸造責任者のブルーノ・コロメール・
マルティ氏は「よりピュアな味わいのブ
ドウを」と5年前からオーガニックのプ
ロジェクトを開始、昨年、すべての畑

のオーガニック認証を取得したという。
マルティ氏は語る。
「サステイナブルを推進することは、私
たちにとっての責務です。ワイナリーで
は水を30パーセント節減することもでき
ました。気候変動が問題になってい
る今だからこそ、私たちは自然と共存
していかなくてはなりません」
この努力が、コドルニウの味わいに反
映されているのだ。
　コドルニウは今や家庭でも楽しまれ
るブランドとなったが、コロメ―ル氏は
この親しみやすい味わいは「レストラン
などの飲食店でこそ、実力を発揮し
てくれるのではないか」と考えている。
「私が何度も来日して感じたのは、
日本料理の多様性でした。素材を
生かし、軽やかで味付けも繊細です。
また、日本には寿司、天ぷらだけでなく、
アジア料理店も多い。これらの料理
にコドルニウは合うと感じました」
　確かに、コロメ―ル氏の言うように、
コドルニウと日本料理の相性は抜群だ。
例えば『コドルニウ クラシコ ブリュット』
なら土着品種ならではの軽やかな苦
味が串揚げや鳥のから揚げなどによく
合うし『アナ・デ・コドルニウ ブラン・
ド・ブラン スリーバー』ならシャルドネ
の清らかさが魚介類や天ぷらとマッチ
する。幅広いジャンルの料理に寄り添っ
てくれるだけでなく、バイ・ザ・グラスで
も活用できそうだ。
「ワインや料理のプロフェッショナルの
皆さんに、もう一度、コドルニウの魅
力に触れていただけたらうれしいですね」

CODORNÍU
プロだからこそ注目したい
「コドルニウ」の深い魅力

コドルニウ

世界各国で長く愛されているカバが「コドルニウ」だ。
醸造責任者のブルーノ・コロメール・マルティ氏が来日し
日本料理の多様性とコドルニウの相性の良さについて語ってくれた。

text by Kimiko ANZAI,  photograph by Hiroshi INOMATA

醸造責任者のブルーノ・コロメール・マルティ氏。カタルーニャ
州サン・クガ・デル・バリュス生まれ。カタルーニャ工科大学
で農業工学の学位を取得、ブルゴーニュ大学でフランス国家
認定ワイン醸造士の課程を修了。2008年より現職。「バッ
カスアワード2021 ベストスパークリングワインメーカー」受賞

30kmにおよぶ地下カーヴは、京都の碁盤の目のよ
うに通りが交差しており、各通りには輸出先の都市
名を冠した名前が付けられている。40年来の輸出
先である日本の通りもあり「CAVA TOKYO / カヴァ 
東京」と書かれている

品種：シャルドネ70%
　　　マカベオ＋チャレッロ＋パレリャーダ30%
希望小売価格：2662円（税込）

グレープフルーツやハーブ、ブリオッシュの香り。
シャルドネの清らかさが生きたスタイリッシュな味。
肉のグリルのほか、コースで通しても良い。

問い合わせ先：日本酒類販売㈱　 0120-866-023

コドルニウ クラシコ ブリュット
Codorníu Clasico Brut

品種：マカベオ、チャレッロ、パレリャーダ
希望小売価格：1848円（税込）

白い花やレモンの香り。アーモンドやトーストの
ニュアンス。豊かな果実味としっかりした酸味。
サラダやタパス、餃子などに。

アナ・デ・コドルニウ 
ブラン・ド・ブラン スリーバー
Anna de Codorníu Blanc de Blancs
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「
私
た
ち
は
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
と
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
を
表

現
す
る
ワ
イ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
で
あ
る
ベ
ス
・
ノ
ヴ
ァ
ッ

ク
さ
ん
は
端
的
に
語
る
。「
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
」
の

歴
史
は
１
８
８
２
年
か
ら
始
ま
る
。
１
９
７
２

年
に
ベ
ス
さ
ん
の
両
親
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
＆
メ
ア

リ
ー
・
ノ
バ
ッ
ク
夫
妻
が
敷
地
と
邸
宅
を
購
入
、

今
は
べ
ス
さ
ん
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
、
両
親
か
ら

受
け
継
い
だ
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
伝
統
を
守
り
続
け

て
い
る
。

　

早
く
か
ら
生
命
力
豊
か
な
テ
ロ
ワ
ー
ル
に
着

目
し
、
約
40
年
前
の
１
９
８
５
年
か
ら
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
栽
培
に
着
手
。
そ
の
後
も
ビ
オ
デ
ィ
ナ
ミ

農
法
や
２
０
２
０
年
に
は
ナ
パ
・
ヴ
ァ
レ
ー
で
初

め
て
「B
 C
orp

認
証
」
を
取
得
し
た
。
ま
た
、

こ
こ
数
年
で
注
目
さ
れ
て
い
る
リ
ジ
ェ
ネ
レ
イ
テ
ィ

ブ
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
も
実
施
し
、
２
０
２
３
年
に

は
「
リ
ジ
ェ
ネ
レ
イ
テ
ィ
ブ
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
サ
ー

テ
ィ
フ
ァ
イ
ド
」
の
シ
ル
バ
ー
ラ
ベ
ル
認
証
を
得
た
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
使
用
す
る
電
力
は
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
太
陽
光
発
電
で
賄
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
は
土
地
本
来
の
潜
在
能
力
を
引

き
出
す
た
め
で
、
最
良
の
ブ
ド
ウ
を
育
て
る
に
は

畑
周
辺
の
生
態
系
循
環
や
環
境
再
生
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

「
自
然
に
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
う
と
、
土

地
本
来
の
活
力
も
蘇
え
り
質
の
高
い
ブ
ド
ウ

が
育
ち
ま
す
。
ま
た
、
土
の
健
康
が
守
ら
れ
る

こ
と
で
、
気
候
変
動
に
も
う
ま
く
対
応
す
る
の

で
す
」

　

現
在
、
自
社
畑
は
ナ
パ・
ヴ
ァ
レ
ー
の
セ
ン
ト
・

ヘ
レ
ナ
西
側
に
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
所
有
し
、
25

以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ

ニ
ヨ
ン
と
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン
を
主
体
に
栽

（左から）
『リンデンハースト カベルネ・ソーヴィニヨン ナパ・ヴァレー 2021年』
品種：カベルネ・ソーヴィニヨン79.2％、メルロ10.6％、プティ・ヴェルド3.8％、カベルネ・フラン3.5％、マルベック2.9％
価格：2万1780円

『ファミリー・エステート・グロウン カベルネ・ソーヴィニヨン 
セント・ヘレナ ナパ・ヴァレー 2021年』
品種：カベルネ・ソーヴィニヨン87％、カベルネ・フラン9％、プティ・ヴェルド4％
価格：6万500円

『ソーヴィニヨン・ブラン ナパ・カウンティ／ソノマ・カウンティ 2023年』
品種：ソーヴィニヨン・ブラン93％、セミヨン7％
価格：1万450円

問い合わせ：WINE TO STYLE㈱　TEL. 03-5413-8831

Spottswoode ナパに
お
け
る
オ
ー
ガ
ニッ
ク
栽
培
の
先
駆
者

テ
ロ
ワ
ー
ル
を
最
大
限
に
表
現
す
る「
ス
ポッツ
ウッ
ド
」

ナパ
・
ヴァレ
ー
の
中
で
も
ソ
ー
ヴィニヨン
・
ブ
ラン
と

カベル
ネ
・
ソ
ー
ヴィニヨン
で
評
価
の
高
い
「
ス
ポッツ
ウッ
ド
」。

今
回
、
エス
テ
ー
ト
・
ワ
イン
の

40
回
目
の
記
念
ヴィン
テ
ー
ジ
を
披
露
す
る
た
め
に
来
日
し
た

Ｃ
Ｅ
Ｏ
のベス
・
ノ
ヴァック
さ
ん
に

ス
ポッツ
ウッ
ド
の
目
指
す
と
こ
ろ
を
聞
い
た
。

text by G
o F

U
K

U
S

A
K

I,  photographs by S
hoichi N

O
S

E

スポッツウッド

培
し
て
い
る
。
こ
の
畑
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
世

界
的
ワ
イ
ン
評
論
家
の
ロ
バ
ー
ト
・
パ
ー
カ
ー

氏
も
「
こ
の
地
域
で
最
も
素
晴
ら
し
い
グ
ラ

ン
・
ク
リ
ュ
（
特
級
畑
）
の
ブ
ド
ウ
畑
の
一
つ
」

と
賛
辞
を
惜
し
ま
な
い
。
そ
し
て
こ
の
度
、

自
社
畑
の
ブ
ド
ウ
で
醸
造
を
始
め
て
40
回

目
と
な
る
記
念
の
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
エ
ス
テ
ー

ト
・
グ
ロ
ウ
ン 

カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ン
ヨ
ン 

セ

ン
ト
・
ヘ
レ
ナ 

ナ
パ
・
ヴ
ァ
レ
ー 

２
０
２
１
年
』

を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

「
私
た
ち
の
ワ
イ
ン
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表
現
す

る
と
し
た
ら
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
、
エ
レ
ガ
ン
ス
、
エ

ナ
ジ
ー
。
畑
の
土
が
健
康
で
、
そ
れ
が
ワ
イ
ン

に
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

豊
か
な
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
魅
力
を
最
大
限
に

引
き
出
そ
う
と
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
保
全
の

努
力
を
惜
し
ま
な
い
ワ
イ
ン
造
り
を
追
求
し

て
い
る
ス
ポ
ッ
ツ
ウ
ッ
ド
。
有
名
評
論
家
か
ら

１
０
０
点
の
評
価
を
何
回
も
獲
得
し
た
の
は
、

土
地
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
エ
レ
ガ
ン
ト
な
味
わ

い
と
し
て
結
実
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

＊ オーガニック農業をさらに進化させ、土壌の健康、動物福祉、社会的公正な
どを柱とし、人間と動物が一つとなって傷ついた地球の健康を再生させる農業

※価格は税込み

Estate Vineyard & Winery

ブドウ畑では、雑草を食べて土壌
を改良する羊など動物たちが活躍
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ワイン王国 バックナンバー
隔月刊 『ワイン王国』発売日（首都圏基準）は2月、4月、6月、8月、10月、12月の  　日です。5

URL=https://www.winekingdom.co.jp/ワイン王国 検 索

株式会社ワイン王国 〒158-0098　東京都世田谷区上用賀5－12－11
販売部　TEL.03-5716-3222　FAX. 03-5716-3226　URL https://www.winekingdom.co . jp/

137号
隔月刊2023年11月
定価1870円（税込）

●イタリアワインのABC ●完全試飲！
「日本ワインコンクール」金賞ワイン
28本 ●現地取材「日本ワインの魅
力～風土を映す造り手たち～」●5ツ
星探求 ブラインド・テイスティング　
1000円台で見つけた「和食ワイン」

139号
隔月刊2024年3月
定価1870円（税込）

●デイリーボルドー  定番にしたい50
本 ●あなたに寄り添うノンアル＆低ア
ルワイン ●5ツ星を探す！ブラインド・
テイスティング1000円台＆2000円台
で見つけた「冬のごちそうに合うイタリ
アワイン」／ブラインド・テイスティング
5ツ星ワインをイタリアのごちそうと／田
邉公一ソムリエに教わるHoｗ to ワイ
ンテイスティング

141号
隔月刊2024年7月
定価1870円（税込）

●特集 日本の“ワインバレー”探求  長
野、山形、北海道 空知、新潟 ●初夏
の泡～フランス、イタリア、スペイン～ 
●樋口真一郎さん（「髭男爵」ひぐち
君）とゆく 料理とワインを巡るツーリズ
ム ●5ツ星探求ブラインド・テイスティ
ング「気分爽快！スパークリングワイン」

143号
隔月刊2024年11月
定価1870円（税込）

●知りたかった！ 美味しいナチュラルワイ
ン  クラシック派のあなたにも ●「日本ワ
インコンクール 2024」グランドゴールド賞
＆金賞ワイン ●現地取材  日本のワイナ
リーへ行こう  ～ワインとテロワール、ワイ
ナリーツーリズム～ ●イタリアワインで秋
を楽しむ ニッツァ／ネッビオーロ／シチリ
ア ●5ツ星探求 ブラインド・テイスティン
グ 1000円台＆2000円台でみつけた「世
界のピノ・ノワール」

138号
隔月刊2024年1月
定価1870円（税込）

●シャンパーニュ プレステージ＆ブ
リュット　メゾンのスタイルを紐解く●
現地取材　深遠なるシャンパーニュ
の世界 ●進化するチリワインの「今」
を語る●2023年秋 イタリアワイン
ラッシュ！●5ツ星探求 ブラインド・テ
イスティング 1000円台で見つけた
「年末年始に楽しみたいワイン」

140号
隔月刊2024年5月
定価1870円（税込）

●「私の人生を変えた イタリアワイン」 
●現地取材「未来に羽ばたくトスカー
ナ」 ●ネクスト！ブルゴ―ニュを探せ 
●モバイルワイン to Go ●ワインセ
ラーとワイングッズ　●5ツ星探求 ブ
ラインド・テイスティング 1000円台
＆2000円台で見つけた「春に映える
ロゼワイン」

年間購読料
隔月刊・
偶数月5日発売
〈首都圏基準〉

定期購読1年

12,180円

（6冊／税・送料込）

定期購読2年

22,440円

（12冊／税込・送料サービス）

『ワイン王国』
電子出版案内

『ワイン王国』の美しい写真が
ひときわ贅沢に楽しめます 

隔月刊『ワイン王国』は、個性豊かなワインボトル、日本を代表するレストランの料理、世
界各地の壮大なワイナリーなど、誌面を美しい写真で構成しています。そのほとんどがデ
ジタルカメラで撮影される今、オリジナル原版に最も近い質感を再現できるのは、実は
アナログ処理工程を一切経由しないデジタル版（電子書籍）なのです。『ワイン王国』の
ゴージャスな誌面を、ハイクオリティーなデジタル版でどうぞお楽しみください。『ワイン王
国』のデジタル版は、「富士山マガジンサービス」「マガストア」「Zinio」「Amazon.co.jp 
Kindle」「docomo dマガジン」「楽天Kobo」「auブックパス」など、さまざまなサイトでご
覧いただけます。

※定期購読の契約は／̃＼Fujisan.co.jpとの契約となり、お申し込みは ／̃＼Fujisan.co.jpの利用規約に準じます

ワイン王国 fujisan 検索
●スマホ、パソコンで検索

●お電話から

0120-223-223 （年中無休24時間）

●スマホから

お申し込みは
コチラ

定期購読するなら2年間購読がおすすめ。

136号
隔月刊2023年9月
定価1870円（税込）

●やっぱりブルゴーニュが好き！　狙
いめ40本 ●現地取材　ニュージー
ランド　自然と共生するワイン造り ●
進化を遂げるアメリカ ノースウェスト・
ワイン ●私たちがオーガニックワイン
を選ぶ理由 ●5ツ星探求ブラインド・
テイスティング 1000円台で見つけた
「冷やして美味しい赤ワイン」

135号
隔月刊2023年7月
定価1870円（税込）

●夏！今飲みたい特選スパークリング 
●ワインのように楽しみたい 日本の酒 
●初夏に乾杯！　さわやかシャンパー
ニュ・コレクション ●今、ホットな島ワ
イン ●5ツ星探求ブラインド・テイス
ティング 1000円台でみつけた「ソー
ヴィニヨン・ブラン」

142号
隔月刊2024年9月
定価1870円（税込）

●YOSHIKI Special Interview『Y 
by YOSHIKI』のエレガンス 『カリフォ
ルニア・ロゼ』 & 新ヴィンテージ誕生 
●プロフェッショナルと学ぶ ブルゴー
ニュ・ワイン "ワイン王国 誌上検定" 
●5ツ星を探求 ブラインド・テイスティ
ング 1000円台＆2000円台でみつけ
た「アロマティックな白ワイン」



冬イタリアワインをゆっくり楽しみたい季節。

どんなワインを飲もうか考えるのも楽しいもの。

今回のイタリアワイン特集では

世界で愛されているワイナリー、日本で人気のワイナリー

権威あるワインガイド『ガンベロ・ロッソ イタリアワインガイド』で

最高評価を得たワインなどをたっぷり紹介。

美味しいイタリアワインを探す近道は、ここにあります！

I N D E X

第 16回「ＪＥＴＣＵＰ」
（イタリアワイン・ベスト・ソムリエ・コンクール） …… Ｐ112

イタリアワインイベントリポート …… Ｐ102
ボルサヴィーニ2024（イタリアワイン商談会）

ブランカイア（トスカーナ州／キアンティ・クラッシコ）

アルジェンティエラ（トスカーナ州／マレンマ）

マッセート（トスカーナ州／ボルゲリ）

州を代表する定番人気ワイナリー …… Ｐ96

フォンタナフレッダ（ピエモンテ州）

プラネタ（シチリア州）

センシィ（トスカーナ州）

セッテ（ピエモンテ州）

ボッサノーヴァ（アブルッツォ州）

『ガンベロ・ロッソ イタリアワインガイド』
トレ・ビッキエーリワイン …… Ｐ103

トレ・ビッキエーリ生産者
リス・ネリス（フリウリ地方）

メディチ・エルメーテ（エミリア・ロマーニャ州）

が来た！

ワインの
イタリア

THE WINE KINGDOM  No.14495



　

イ
タ
リ
ア
初
代
国
王
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
オ
・
エ

マ
ヌ
エ
ー
レ
2
世
が
最
愛
の
妻
ロ
ー
ザ
伯

爵
夫
人
に
フ
ォ
ン
タ
ナ
フ
レ
ッ
ダ
農
園
を
贈
っ

た
の
は
、
1
8
5
8
年
の
こ
と
だ
。
２
人
の

間
に
生
ま
れ
た
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
・
ア
ル
ベ
ル
ト
・

ミ
ラ
フ
ィ
オ
ー
リ
伯
爵
は
78
年
、
そ
こ
に

ワ
イ
ナ
リ
ー
を
創
設
す
る
。
以
来
「
フ
ォ
ン

タ
ナ
フ
レ
ッ
ダ
」
は
バ
ロ
ー
ロ
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
界
を
け
ん
引
し
て
き

た
。
伝
統
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
時
代
を

切
り
開
い
て
き
た
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
も
あ
る
。

86
年
に
初
め
て
バ
ロ
ー
ロ
を
外
国
に
輸
出
し
、

国
際
的
名
声
を
確
立
す
る
と
、
そ
の
翌

年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
初
に
セ
メ
ン
ト
タ
ン

ク
を
導
入
し
た
。1
9
6
4
年
か
ら
リ
リ
ー

ス
さ
れ
た
『
バ
ロ
ー
ロ
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・
ラ
・

ロ
ー
ザ
』
は
単
一
畑
バ
ロ
ー
ロ
の
先
駆
者
だ
。

複
数
の
村
の
ブ
ド
ウ
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
バ
ロ
ー

ロ
を
造
る
の
が
当
然
と
さ
れ
て
い
た
時
代
に

『
バ
ロ
ー
ロ
・
セ
ッ
ラ
ル
ン
ガ
・
ダ
ル
バ 

1
9
8
8
年
』
を
誕
生
さ
せ
た
。
単
一
村

バ
ロ
ー
ロ
の
最
初
の
例
だ
。
2
0
1
8
年

に
は
有
機
栽
培
へ
の
移
行
を
終
え
、

1
2
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
自
社
ブ
ド
ウ
畑
す
べ

て
が
認
証
を
得
て
い
る
。

ネ
オ
・
ク
ラ
シック
を
発
展
さ
せ

新
時
代
の
醸
造
に
挑
む

　

今
も
時
代
に
合
わ
せ
て
、
栽
培
や
醸

造
を
進
化
さ
せ
て
い
る
。
1
9
9
0
年
代

後
半
か
ら
徐
々
に
完
成
さ
せ
た
ネ
オ
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
と
で
も
呼
べ
る
ス
タ
イ
ル
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
よ
り
優
美
で
、
自
然
な

味
わ
い
の
バ
ロ
ー
ロ
を
目
指
す
。
新
時
代

を
担
う
の
は
、醸
造
責
任
者
の
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・

ラ
ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
氏
だ
。
ア
ル
バ
醸
造
学
校

卒
業
後
、
老
舗
「
ベ
ー
ニ
・
デ
ィ
・
バ
タ
ジ

オ
ー
ロ
」
で
23
年
間
働
き
、
4
年
間
「
ブ

ル
ー
ノ
・
ジ
ャ
コ
ー
ザ
」
の
醸
造
長
を
務

め
た
と
い
う
輝
か
し
い
経
歴
の
持
ち
主
だ
。

伝
統
的
ワ
イ
ン
造
り
の
再
評
価
を
始
め

て
お
り
、一
例
が
木
樽
発
酵
の
復
活
だ
。

「
50
〜
70
ヘ
ク
ト
リ
ッ
ト
ル
の
フ
レ
ン
チ
オ
ー

ク
木
樽
を
六
つ
導
入
し
、
単
一
畑
バ
ロ
ー

ロ
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
樽
の
タ
ン
ニ
ン
と

酸
素
の
お
か
げ
で
色
素
が
固
定
さ
れ
、
上

品
な
果
実
味
が
残
り
ま
す
。
還
元
の
心

配
が
な
く
、
透
明
感
の
あ
る
ワ
イ
ン
が
で
き

ま
す
」

フォンタナフレッダ
Fontanafredda

単
一
畑
バロ
ーロ
の
パイ
オニ
ア

進
化
し
続
け
る
バロ
ーロ
を
世
に
出
す

text by Isao M
IY

A
JIM

A

フォン
タ
ナ
フレッ
ダ
は
進
化
を
続
け
る
。

イ
タ
リ
ア
を
統
一し
た
サ
ヴォ
イ
ア
王
家
の
伝
統
を
継
承
す
る
名
門
で
あ
り
な
が
ら

常
に
未
来
を
見
据
え
た
ワ
イン
造
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

醸
造
責
任
者
の
ジョル
ジョ
・
ラ
ヴァ
ーニャ
氏
に
話
を
聞
い
た
。

セッラルンガ・ダルバ村のワイナリーの周りの丘陵には、
70haの素晴らしいブドウ畑が広がる

Italian
 W

in
e
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昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
ス
テ
ッ
カ
ト
ゥ
ー

ラ
と
い
う
マ
セ
ラ
シ
オ
ン（
醸
し
）
も
始
め
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
後
（
残
糖
が
１
リ
ッ
ト
ル

当
た
り
10
〜
15
グ
ラ
ム
の
段
階
）
に
タ
ン

ク
内
に
す
の
こ
の
よ
う
な
も
の
を
設
置
し
、

果
帽
を
押
さ
え
た
状
態
で
2
〜
4
週
間

ほ
ど
置
い
て
お
く
と
い
う
も
の
だ
。

「
色
は
薄
く
な
る
の
で
す
が
、
ワ
イ
ン
が
豊

か
に
な
り
ま
す
。
果
実
だ
け
で
な
く
、
ハ
ー

ブ
な
ど
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
加
わ
り
、
複
雑
な

バ
ロ
ー
ロ
が
で
き
る
の
で
す
」

　

2
0
2
0
年
か
ら
は
樽
熟
成
後
、
瓶

詰
め
ま
で
4
〜
6
カ
月
ほ
ど
セ
メ
ン
ト
タ

ン
ク
で
休
ま
せ
る
よ
う
に
し
た
。

「
ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
自
然
な
味
わ
い
に
な

り
ま
す
」

　

小
さ
な
改
良
の
積
み
重
ね
で
す
、
と

話
す
が
、
最
近
も
大
幅
に
樽
を
買
い
替

え
る
な
ど
、
品
質
の
た
め
の
投
資
は
惜
し

ま
な
い
。

　

生
産
が
中
止
さ
れ
て
い
た
三
つ
の
単
一

　

バ
ロ
ー
ロ
は
厳
格
で
、
長
く
熟
成
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
ワ
イ
ン
と
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
ワ
イ
ン
は
今
飲
ん
で
も
美
味
し
い
。

「
20
年
は
華
や
か
な
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
で
、
包

み
込
む
よ
う
な
香
り
を
持
ち
、
タ
ン
ニ
ン

が
甘
く
、
酸
が
少
な
め
な
の
で
、
す
で
に

楽
し
め
ま
す
」

　

ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
、
焼
き
豚
な
ど
に
合

い
そ
う
だ
。

『
バ
ロ
ー
ロ
・
セ
ッ
ラ
ル
ン
ガ
・
ダ
ル
バ 

2
0
1
9
年
』
は
古
典
的
な
ス
タ
イ
ル
で
、

土
っ
ぽ
さ
、
な
め
し
革
、
ス
パ
イ
ス
の
ア
ロ
マ

が
厳
格
だ
。

「
19
年
は
酸
が
し
っ
か
り
し
て
、
優
美
な

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
。
同
じ
セ
ッ
ラ
ル
ン
ガ
村
で

も
標
高
2
5
0
〜
5
0
0
メ
ー
ト
ル
に
散

在
す
る
複
数
の
畑
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
て
い
て
、

土
壌
も
異
な
る
の
で
、
複
雑
な
ワ
イ
ン
が

生
ま
れ
ま
す
」

　

タ
ン
ニ
ン
が
良
質
で
し
な
や
か
な
こ
の
バ

ロ
ー
ロ
は
、
フ
ィ
レ
肉
ス
テ
ー
キ
や
ロ
ー
ス
ト

チ
キ
ン
に
合
う
だ
ろ
う
。

『
バ
ロ
ー
ロ
〝
ラ
・
ロ
ー
ザ
〞 

2
0
1
8
年
』

は
繊
細
極
ま
り
な
い
バ
ロ
ー
ロ
だ
。

「
フ
ォ
ン
タ
ナ
フ
レ
ッ
ダ
を
代
表
す
る
単
一

畑
か
ら
生
ま
れ
る
ワ
イ
ン
で
、
上
品
な
バ
ラ

の
ア
ロ
マ
と
絹
の
よ
う
な
タ
ン
ニ
ン
を
持
つ
バ

ロ
ー
ロ
と
な
り
ま
す
」

　

香
り
は
フ
ロ
ー
ラ
ル
で
、魅
惑
的
だ
。「
最

も
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
的
な
バ
ロ
ー
ロ
で
す
」
と
ラ

ヴ
ァ
ー
ニ
ャ
氏
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
特
別
な
機
会
に
飲

み
た
い
ワ
イ
ン
で
あ
る
。
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
、
牛

ほ
お
肉
の
赤
ワ
イ
ン
煮
込
み
な
ど
と
最
高

の
相
性
で
、
ま
た
白
ト
リ
ュ
フ
と
は
夢
の

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
と
な
る
。

問い合わせ先：モンテ物産㈱　  0120-348-566

左から
『バローロ 2020 年』
Barolo
品種：ネッビオーロ100%
価格：8180 円

『バローロ・セッラルンガ・ダルバ 2019 年』
Barolo Serralunga d'Alba
品種：ネッビオーロ100%
価格：1万 286 円

『バローロ “ラ・ローザ ” 2018 年』
Barolo "Vigneto La Rosa"
品種：ネッビオーロ100%
価格：2万 4216 円

※すべて税込参考価格

ワイン観光にも力を入れて
いて、三つのホテル、四
つのレストラン、博物館を
所有している

歴史あるセラーには大
樽がずらりと並ぶ（上）。
120haの自社ブドウ畑
はすべて有機栽培の認
証を得ている（右）

畑
バ
ロ
ー
ロ
（『
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・
サ
ン
・
ピ
エ
ト

ロ
』『
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・
ビ
ア
ン
カ
』『
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
・

ガ
ッ
ラ
レ
ッ
ト
』）
も
2
0
2
2
年
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
か
ら
復
活
さ
せ
る
。

「
さ
ら
に
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
明
確
に
す
る
ワ
イ

ン
造
り
を
進
め
ま
す
」

ワ
イ
ナ
リ
ーの
進
化
を
物
語
る

三
つの
バロ
ーロ

　

進
化
し
た
ス
タ
イ
ル
を
見
事
に
体
現
す

る
の
が
『
バ
ロ
ー
ロ 

2
0
2
0
年
』
だ
。
赤

い
果
実
、
チ
ェ
リ
ー
、
ド
ラ
イ
ハ
ー
ブ
、
ス

パ
イ
ス
の
繊
細
な
香
り
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
味
わ
い
だ
。

「
複
数
の
村
の
ブ
ド
ウ
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
い

る
の
で
、
ラ
・
モ
ッ
ラ
村
の
甘
い
タ
ン
ニ
ン
、

セ
ッ
ラ
ル
ン
ガ
村
の
厳
格
な
ミ
ン
ト
や
バ
ル

サ
ム
、
モ
ン
フ
ォ
ル
テ
村
の
広
が
り
と
頑
強

さ
な
ど
が
溶
け
合
い
、
調
和
が
取
れ
て
い

ま
す
」

Italian
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e
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「
エ
ト
ナ
山
の
標
高
が
3
4
0
3
メ
ー
ト

ル
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
高
く
な
っ
た
の
で

す
」
と
話
す
の
は
「
J
E
T
C
U
P
」（
イ

タ
リ
ア
ワ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
・
ソ
ム
リ
エ
・
コ
ン

ク
ー
ル
）
の
審
査
員
と
し
て
来
日
し
た
ア

レ
ッ
シ
オ
・
プ
ラ
ネ
タ
氏
。
頻
繁
に
噴
火

を
続
け
る
エ
ト
ナ
は
、
今
も
変
貌
を
続

け
て
い
る
。

「
エ
ト
ナ
は
生
き
て
い
る
産
地
な
の
で
す
」

　
ほ
と
ん
ど
の
ワ
イ
ン
産
地
は
何
千
万

年
も
前
に
土
壌
や
地
形
が
定
ま
っ
て
い

る
が
、
エ
ト
ナ
は
噴
火
す
る
ご
と
に
テ
ロ

ワ
ー
ル
が
生
ま
れ
変
わ
る
。

「
形
成
中
の
新
し
い
産
地
な
の
で
す
。

地
区
に
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
購
入
し
て
カ
ッ

リ
カ
ン
テ
、
ネ
レ
ッ
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ゼ
、

リ
ー
ス
リ
ン
グ
、
ピ
ノ
・
ネ
ー
ロ
な
ど
を
植

樹
し
た
。

「
エ
ト
ナ
の
白
ワ
イ
ン
は
大
き
な
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
た
の
で
、
白
ブ
ド
ウ
を
多

く
植
え
ま
し
た
。
当
時
は
エ
ト
ナ
と
言
え

ば
赤
ワ
イ
ン
と
い
う
時
代
だ
っ
た
の
で
、

ず
い
ぶ
ん
批
判
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
エ

ト
ナ
の
白
の
需
要
が
急
拡
大
し
て
い
ま
す
」

　
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
D
O
C
（
統
制

原
産
地
呼
称
）
エ
ト
ナ
の
33
パ
ー
セ
ン
ト

が
白
ワ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
伸

び
続
け
る
と
予
想
さ
れ
る
。

「
エ
ト
ナ
は
栽
培
が
困
難
な
地
だ
と
さ

れ
ま
す
が
、
白
ブ
ド
ウ
に
と
っ
て
は
理
想

的
な
産
地
で
す
。
冷
涼
な
気
候
で
、
雨

が
多
く
、
火
山
性
土
壌
な
の
で
、
す
ぐ

に
リ
ー
ス
リ
ン
グ
を
思
い
着
き
ま
し
た
」

『
エ
ル
ツ
ィ
オ
ー
ネ 

1
6
1
4 

リ
ー
ス
リ

ン
グ 

2
0
2
0
年
』
は
ア
カ
シ
ア
な
ど
の

花
の
ア
ロ
マ
が
華
や
か
で
、
酸
が
シ
ャ
ー
プ

で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
。
後
口
に
残
る

骨
太
の
ミ
ネ
ラ
ル
は
ま
さ
に
エ
ト
ナ
の
白

ワ
イ
ン
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
。

「
品
種
の
特
徴
よ
り
も
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
刻

印
が
強
く
表
れ
る
、
偉
大
な
産
地
な
の

で
す
」

『
エ
ル
ツ
ィ
オ
ー
ネ 

1
6
1
4
カ
ッ
リ
カ
ン

テ 

2
0
1
9
年
』
は
サ
ル
ヴ
ィ
ア
、
タ
イ

ム
な
ど
の
ハ
ー
ブ
の
ア
ロ
マ
が
さ
わ
や
か
で
、

勢
い
の
あ
る
味
わ
い
だ
。
細
身
だ
が
、
引

き
締
ま
っ
て
い
て
、
余
韻
が
長
い
。

　
シ
ャ
ラ
ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
に
あ
る
プ
ラ
ネ
タ
の

畑
は
標
高
8
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
に
あ
る

た
め
、
規
定
上
Ｄ
Ｏ
Ｃ
エ
ト
ナ
を
名
乗

プラネタ
Planeta

世界的大ブームを巻き起こしているエトナ・ワイン。
順調に成長を続けており、

年間生産本数も600 万本を超えた。
エトナ・ワインの今後の展開は？

来日したアレッシオ・プラネタ氏に話を聞いた。

text by Isao MIYAJIMA, photographs by Koumei KADOWAKI

噴
火
を
続
け
るエ
ト
ナ
火
山

標
高
８
０
０
メ
ー
ト
ル
超
え
の
テ
ロワ
ール
を
映
す

そ
の
意
味
で
、
何
年
の
噴
火
に
よ
る
土

壌
の
上
に
畑
が
あ
る
か
が
重
要
で
す
」

　
そ
れ
を
明
確
に
す
る
た
め
に
「
プ
ラ
ネ

タ
」
は
エ
ト
ナ
で
造
る
ワ
イ
ン
に
「
エ
ル
ツ
ィ

オ
ー
ネ 

1
6
1
4
（
1
6
1
4
年
の
噴

火
）」
と
い
う
名
前
を
付
け
た
。

「
1
6
1
4
年
か
ら
25
年
ま
で
続
い
た

噴
火
は
エ
ト
ナ
史
上
最
も
長
い
も
の
で
、

私
た
ち
の
畑
が
あ
る
シ
ャ
ラ
ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
の

土
壌
を
作
り
ま
し
た
。
ど
の
噴
火
の
土

壌
で
あ
る
か
が
、
テ
ロ
ワ
ー
ル
を
規
定
す

る
の
で
す
」

　
プ
ラ
ネ
タ
が
エ
ト
ナ
に
進
出
し
た
の
は

2
0
0
8
年
の
こ
と
。
シ
ャ
ラ
ヌ
オ
ー
ヴ
ァ
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 W

in
e

オーナー兼醸造責任者のアレッシオ・プラネタ氏
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（左から）
『エルツィオーネ 1614 カッリカンテ 2019 年』　
Eruzione 1614 Carricante
品種：カッリカンテ100％

『エルツィオーネ 1614 ネレッロ・マスカレーゼ 2019 年』
Eruzione 1615 Nerello Mascalese
品種：ネレッロ・マスカレーゼ100％

『エルツィオーネ 1614 リースリング 2020 年』
Eruzione 1617 Riesling
品種：リースリング100％

『エルツィオーネ 1614 ピノ・ネーロ 2020 年』
Eruzione 1616 Pinot Nero
品種：ピノ・ネーロ100％

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
畑
を
購
入
し
て
植
樹
し
た
後
、
Ｄ
Ｏ

Ｃ
申
請
を
し
た
時
に
初
め
て
そ
の
こ
と
を

知
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
た
だ
、
素
晴
ら
し

い
テ
ロ
ワ
ー
ル
な
の
で
、
と
て
も
満
足
し
て

い
ま
す
」

　
プ
ラ
ネ
タ
は
D
O
C
エ
ト
ナ
も
造
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
は
標
高
8
0
0
メ
ー
ト
ル

以
下
の
畑
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
て
い
る
。

シ
チ
リ
ア
に
も

テ
ロワ
ール
の
時
代
が
到
来

　
ピ
ノ
・
ネ
ー
ロ
に
も
思
い
入
れ
が
あ
る
。

「
1
9
9
3
年
に
、
叔
父
の
デ
ィ
エ
ゴ
・

プ
ラ
ネ
タ
と
醸
造
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ジ
ャ

コ
モ
・
タ
キ
ス
氏
と
と
も
に
エ
ト
ナ
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
地
元
の
貴
族
が
造
っ

て
い
る
ピ
ノ
・
ネ
ー
ロ
を
試
飲
し
て
、
強

い
印
象
を
受
け
ま
し
た
」

　
そ
れ
以
来
挑
戦
し
た
い
と
い
う
思
い
を

は
ぐ
く
ん
で
き
た
。

「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
と
は
異
な
る
ワ
イ
ン
で
す

問い合わせ先：日欧商事㈱　  0120-200105

リ
」「
ド
ン
ナ
フ
ガ
ー
タ
」
な
ど
）
で
評
価

を
高
め
ま
し
た
。
次
に
ネ
ー
ロ
・
ダ
ヴ
ォ
ラ
、

イ
ン
ツ
ォ
リ
ア
、
グ
リ
ッ
ロ
と
い
っ
た
土
着

品
種
ブ
ー
ム
が
訪
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、

よ
う
や
く
産
地
（
エ
ト
ナ
、
メ
ン
フ
ィ
、

ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
、
ノ
ー
ト
な
ど
）
が
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
時
代
が
到
来
し
た
こ
と

に
大
い
に
満
足
し
て
い
る
と
話
す
。

「
エ
ト
ナ
も
北
地
区
、
東
地
区
、
南
地

区
と
い
っ
た
大
雑
把
な
分
け
方
で
は
な
く
、

近
年
は
そ
れ
ぞ
れ
の
畑
の
特
徴
が
細
か

く
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

傾
向
は
強
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

エ
ト
ナ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
畑
の
特
徴
が
明
確

に
出
る
産
地
で
、
し
か
も
そ
れ
を
強
調

し
て
く
れ
る
土
着
品
種
が
あ
り
ま
す
。
エ

ト
ナ
ブ
ー
ム
は
ま
だ
ま
だ
続
く
で
し
ょ
う
」

　
エ
ト
ナ
の
ワ
イ
ン
は
絶
対
に
ほ
か
に
は
な

い
強
い
個
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
今

後
ま
す
ま
す
貴
重
に
な
っ
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。

が
、
興
味
深
い
も
の
が
で
き
ま
す
」

『
エ
ル
ツ
ィ
オ
ー
ネ 

1
6
1
4 

ピ
ノ
・

ネ
ー
ロ 

2
0
2
0
年
』
は
上
品
な
赤
い

果
実
の
ア
ロ
マ
を
感
じ
、
み
ず
み
ず
し
い

味
わ
い
だ
。
こ
の
ワ
イ
ン
も
や
は
り
後
口

に
火
山
性
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
し
っ
か
り
と
感

じ
さ
せ
る
。

『
エ
ル
ツ
ィ
オ
ー
ネ 

1
6
1
4 

ネ
レ
ッ
ロ
・

マ
ス
カ
レ
ー
ゼ 

2
0
1
9
年
』
は
涼
し
げ

な
香
り
を
持
ち
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
で
、

タ
ン
ニ
ン
の
き
め
が
細
か
く
繊
細
だ
。

「
標
高
の
高
い
畑
で
造
る
ネ
レ
ッ
ロ
・
マ

ス
カ
レ
ー
ゼ
ら
し
く
、
シ
ャ
ー
プ
な
味
わ
い

で
す
」
と
語
る
。

「
戦
後
、
シ
チ
リ
ア
ワ
イ
ン
は
ま
ず
ブ
ラ
ン

ド
（「
プ
ラ
ネ
タ
」「
コ
ル
ヴ
ォ
」「
レ
ガ
レ
ア
ー

Italian
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溶岩石で作られた「フェウド・ディ・メッツォ」ワイナリー

「プラネタ社」の畑から見える噴火するエトナ火山

「シャラヌオーヴァ」の畑
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「
セ
ン
シ
ィ
」
は
ト
ス
カ
ー
ナ
に
居
を
構
え

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
、
サ
ン
ジ
ョ

ヴ
ェ
ー
ゼ
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
。
キ
ア

ン
テ
ィ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
ト
ス
カ
ー
ナ
、

イ
タ
リ
ア
全
土
に
活
動
を
広
げ
、
安
定

し
た
品
質
の
ワ
イ
ン
を
生
産
し
て
い
る
。
今
、

最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
持
続
可
能

な
ワ
イ
ン
造
り
だ
。

「
将
来
の
世
代
に
よ
り
良
い
環
境
を
残

す
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す
の
は
当
主

マ
ッ
シ
モ
・
セ
ン
シ
ィ
氏
。
自
社
畑
で
有
機

栽
培
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
に
よ
る
自
家
発
電
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
な
ど
地
球
環
境
に
も
大
い
に
配
慮

し
て
い
る
。

　
そ
の
象
徴
が
『
カ
ン
ポ
ル
ー
チ
ェ 

キ
ャ
ン

テ
ィ 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク 

2
0
2
2
年
』
だ
。
チ
ェ

リ
ー
の
喜
ば
し
い
香
り
を
持
ち
、
味
わ
い

は
軽
や
か
で
、
柔
ら
か
く
、
幅
広
い
料
理

に
合
う
。
シ
ラ
ー
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
い
る
た
め

ス
パ
イ
シ
ー
さ
が
あ
り
、
食
欲
を
そ
そ
る
。

「
酸
が
や
さ
し
い
の
で
、
近
代
的
な
料
理

に
合
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
だ
け
で
楽
し
む
の
も

お
勧
め
で
す
」

「
カ
ン
ポ
ル
ー
チ
ェ
」
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で

「
光
に
満
ち
た
畑
」
の
意
味
で
、
生
物
多

様
性
が
保
た
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
彩
に
満

ち
た
畑
を
意
味
す
る
。
夏
に
は
蛍
が
見

ら
れ
る
そ
う
だ
。

「
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
、
若
々
し
い
魅
力
に
溢

れ
る
キ
ア
ン
テ
ィ
で
す
」

『
ゴ
ヴ
ェ
ル
ノ 

キ
ャ
ン
テ
ィ 

ア
ッ
ル
ー
ゾ 

ト
ス

カ
ー
ノ 

2
0
2
2
年
』
は
20
日
ほ
ど
陰

干
し
し
た
ブ
ド
ウ
を
加
え
て
再
発
酵
を
さ

せ
た
、
ゴ
ヴ
ェ
ル
ノ
と
い
う
製
法
で
造
る
興

味
深
い
ワ
イ
ン
だ
。
19
世
紀

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
伝
統
的

技
術
を
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
に
あ
る

ト
ゥ
ー
シ
ャ
大
学
と
研
究

し
、
2
0
1
7
年
か
ら
造
っ

て
い
る
。

「
プ
ラ
ム
、
森
の
果
実
、
フ

ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
、
ア
ニ
ス
、
ジ
ュ
ニ
パ
ー
ベ
リ
ー

な
ど
の
香
り
が
複
雑
で
す
。
ゴ
ヴ
ェ
ル
ノ
製

法
に
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
上
が
り
、

甘
さ
を
感
じ
さ
せ
る
包
み
込
む
よ
う
な
味

わ
い
と
な
る
の
で
、
ス
パ
イ
ス
を
使
っ
た
エ
ス

ニ
ッ
ク
料
理
な
ど
に
よ
く
合
い
ま
す
」

　
1
9
9
9
年
か
ら
は
著
名
な
醸
造
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
ラ
ン
デ
ィ

氏
を
招
き
、
さ
ら
に
品
質
が
高
ま
っ
た
。

ヴ
ィ
ー
ガ
ン
ワ
イ
ン
、
亜
硫
酸
無
添
加
ワ

イ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
ワ
イ
ン
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ワ

イ
ン
に
も
挑
戦
し
て
い
る
。

「
チ
リ
エ
ジ
ョ
ー
ロ
、
プ
ニ
テ
ッ
ロ
と
い
っ
た

土
着
品
種
を
使
っ
た
単
一
品
種
ワ
イ
ン
に

力
を
入
れ
て
い
く
つ
も
り
」
と
意
欲
的
だ
。

センシィ
Sensi

持
続
可
能
な
ワ
イン
造
り
と

時
代
を
見
据
え
た
商
品
開
発
に
も
挑
む

text by Isao MIYAJIMA

1890年創業という老舗「センシィ」は、
持続可能なワイン造りに力を入れている。

2014年から自社畑をすべて有機栽培に転換し、
オーガニック・キアンティで成功を収めている。

左から
『ゴヴェルノ キャンティ アッルーゾ トスカーノDOCG 2022年』
Chianti DOCG Governo All 'uso Toscano
品種：サンジョヴェーゼ80％、カナイオーロ10％、コロニーノ10％
価格：1918円

『カンポルーチェ キャンティ オーガニック DOCG 2022年』
Campoluce / Chianti DOCG Biologico
品種：サンジョヴェーゼ85％、シラー15％
価格：2383円

20日ほど陰干ししたブドウをゴ『ヴェ
ルノ』に使用する。アンフォラによ
るワインにも挑戦している

今回紹介するワインはス
テンレスタンク熟成だが、
樽熟成を行うワインも造っ
ている

問い合わせ先：三菱食品㈱　  0120-561-789

当主のマッシモ・センシィ氏

メディチ家の別荘があったファットリア・ディ
ラッピアーノには65haのブドウ畑がある

※価格は税込
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ボッサノーヴァ
Bossanova

　ナット・コラントニオ氏は2018年に友人のアンドレア・クアッリア氏と
出会い、祖父がのこした小さな区画からワイン造りを開始。今ではビ
オディナミも導入し、ナチュラルワインに注力。自分たちのテリトリーと自
分たちのワインをワンワードで語るなら“オーセンティック（正統な）”と表現。
2人ともバンドのメンバーとしての顔も持つ。「ブラジル音楽のボッサノーヴァ
は、ワインを開ける時の感覚に似ているし、ワインのヴィンテージにはすべ
ての思いが詰まっている」とコラントニオ氏。トレッビアーノには可能性
があり、モンテプルチャーノは手堅い品種と評す彼は「アブルッツォこそ
最高のワインに昇華できる」と語る。

（左）

『トレッビアーノ・ダブルッツォ 2022 年』
Trebbiano d’Abruzzo
品種：トレッビアーノ・ダブルッツォ100％
価格：5390 円

『チェラズオーロ・ダブルッツォ 2022 年』
Cerasuolo d’Abruzzo
品種：モンテプルチャーノ・ダブルッツォ100％
価格：5390 円

text by Fumiko AOKI, photographs by Kentaro TAKIOKA

イタリア・ナチュラルワインの
ニューフェイス登場

中国 ･上海で活動していた「ZEFIRO JAPAN」は今年、日本に拠点を新設し、イタリアワインの輸入
を開始。ピエモンテ州「セッテ」とアブルッツォ州「ボッサノーヴァ」のオーナーが来日し、ワインの個性を語った。

セッテ
Sette

　2017年に設立したワイナリー。共同経営者の名前にGino、Gianluca、
Gregorioと「G」が付いていることから、アルファベットの7番目「セッテ」
と命名。ジーノ･デッラ･ポルタ氏はワインとワイナリーを“レストレス(静止す
ることがない)”と表現する。ラベルのデザインは友人でアーティストのアリア
ンナ・ヴァイロさんが手掛けており、モチーフは水中の生物が多い。『グ
リニョリーノ』はウニ、『ビアンコ・メドゥーサ』はクラゲ。海中を遊泳する
クラゲは優雅だが、触ると刺激的。モスカートのアロマと深みのある味
わいを“動き回る”生物に委ね、ワインの魅力に重ねている。

（左）

『ビアンコ・メドゥーサ 2022 年』
Bianco Medusa
品種：モスカート100％
価格：4950 円

『グリニョリーノ 2022 年』
Grignolino
品種：グリニョリーノ100％
価格：4510 円

〝r

レ
ス
ト
レ
ス

estless

〞な
ス
タイ
ル

ワ
イン
も
音
楽
も〝a

オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク

uthentic

〞

ジ
ー
ノ
･
デ
ッ
ラ
･
ポ
ル
タ
氏

【マリアージュコメント】
「驚いた。完璧なマリアージュだ！ 普段は白
身の肉などと合わせているが、魚は初めて。
タンニンが口中を洗い流してくれる感じでク
リーミー。バランスの良い組み合わせにとて
も満足している」（ポルタ氏）

「ブリの漬け丼」
×

『グリニョリーノ2022年』
ブリを醤油とバルサミコ酢で軽く漬け、酢飯
と合わせ、刻みミョウガを散らした1品

ナ
ッ
ト
・
コ
ラ
ン
ト
ニ
オ
氏

【マリアージュコメント】
「魚にしては重みがあり、奥深い味わいで
塩味や旨味がある。畑は海に近く、常に海
風の影響を受けているので“塩味”が双方
の共通項とだと感じた」（コラントニオ氏）

「アンコウのフライ」
×

 『トレッビアーノ･ダブルッツォ 2022年』
アンコウをポン酢に軽く漬け、パン粉を付け
て揚げた一皿

※価格はすべて税込

問い合わせ先：ZEFIRO JAPAN㈱　TEL.03-6865-8525

※料理：割烹「小田島」
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イタリアの権威あるワインガイド

『ガンベロ・ロッソ イタリアワインガイド』。

ワイン愛好家やイタリアワイン業界で

活躍する人たちのバイブルとも言える本書の

最高評価「トレ・ビッキエーリ」を

獲得したワインを紹介する。

Gambero
Rosso

最
高
評
価

「
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
」

ワ
イ
ン
を
飲
も
う
！

THE WINE KINGDOM  No.144103



品
質
の
向
上
と
と
も
に

飛
躍
的
に
増
え
た

トレ
・
ビッキエ
ー
リ

『
ガ
ン
ベ
ロ
・
ロ
ッ
ソ 

イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
ガ
イ

ド
』
は
今
年
38
年
目
を
迎
え
た
。
１
９

８
７
年
末
に
１
９
８
８
版
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
発
表
さ
れ
た
当
時
と
比
べ
る
と
、
イ
タ

リ
ア
ワ
イ
ン
の
状
況
は
ま
さ
に
隔
世
の
感

が
あ
る
。
当
時
、
私
は
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
創
設
メ
ン
バ
ー
と
よ
く
ワ
イ
ン
の
試
飲
を

し
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
初
め

て
の
本
格
的
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
誕
生
す

る
と
の
こ
と
で
、
と
て
も
興
奮
し
た
こ
と

を
覚
え
て
い
る
。
最
初
は
「
ガ
ン
ベ
ロ
・
ロ
ッ

ソ
」
と
「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
」
に
よ
る
合
同

出
版
だ
っ
た
。
87
年
当
時
の
イ
タ
リ
ア
ワ

イ
ン
は
「
価
格
が
安
く
て
そ
れ
な
り
に
美

味
し
い
ワ
イ
ン
」
か
ら
「
世
界
で
通
用
す

る
高
品
質
ワ
イ
ン
」
へ
の
飛
躍
を
図
っ
て

い
た
時
代
で
、
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
ル
ネ
サ
ン

ス
と
呼
ば
れ
る
急
速
な
ワ
イ
ン
造
り
の
近

代
化
、
高
品
質
化
が
推
進
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
、
高
品
質
に
取
り
組
む
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
数
も
、
卓
越
し
た
ワ
イ
ン
の
数
も
ま
だ

少
な
か
っ
た
。
１
９
８
８
版
で
紹
介
さ
れ

た
ワ
イ
ン
は
わ
ず
か
１
５
０
０
種
類
ほ
ど
で
、

最
高
賞
で
あ
る
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
は
32

だ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
38
年
で
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
は

順
調
に
品
質
を
高
め
、
世
界
的
名
声
を

誇
る
ワ
イ
ン
も
数
多
く
誕
生
し
た
。
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
数
も
ど
ん
ど
ん
増
え
、

今
は
毎
年
５
万
種
類
近
く
の
ワ
イ
ン
を
試

飲
し
て
、
約
２
０
０
０
種
類
の
ワ
イ
ン
が

最
終
試
飲
に
残
り
、
そ
の
中
か
ら
４
９
８

の
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
（
２
０
２
５
版
）

が
選
ば
れ
て
い
る
。

「
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
に
値
す
る
ワ
イ
ン
は

も
っ
と
多
い
の
で
す
が
、
１
ワ
イ
ナ
リ
ー
に

つ
き
一
つ
し
か
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
与
え

な
い
と
決
め
て
い
る
の
で
、
何
と
か
５
０
０

以
下
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

編
集
長
の
マ
ル
コ
・
サ
ベ
ッ
リ
コ
氏
。「
昔
は

ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
に
値
す
る
ワ
イ
ン
を

探
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
は
ト
レ
・

ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
が
増
え
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
の
が
大
変
で
す
。
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
全
体

の
品
質
が
目
覚
ま
し
く
向
上
し
た
か
ら
で

す
」
と
も
。

かつ
て
の
辺
境
の
地
も

重
要
な
産
地
と
し
て

注
目
を
集
め
る
よ
う
に

　

ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
獲
得
し
た
ワ
イ

ン
を
眺
め
る
と
、
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
の
変
化

が
よ
く
わ
か
る
。
１
９
８
８
版
当
時
は
ト

レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
獲
得
し
た
ワ
イ
ン
は
、

イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
ル
ネ
サ
ン
ス
を
け
ん
引
し

た
ピ
エ
モ
ン
テ
や
ト
ス
カ
ー
ナ
の
も
の
が
多

く
、
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
、
マ
ル
ケ
、
ウ
ン

ブ
リ
ア
、
カ
ン
パ
ー
ニ
ア
、
プ
ー
リ
ア
、
バ
ジ

リ
カ
ー
タ
、
カ
ラ
ブ
リ
ア
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
と

い
っ
た
州
に
は
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
が
与

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
辺
境
と
考
え
ら
れ

て
い
た
こ
れ
ら
の
州
も
、
今
で
は
重
要
な

ワ
イ
ン
産
地
と
な
り
、
個
性
的
な
ワ
イ
ン

で
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

過
小
評
価
さ
れ
て
い
た
産
地
が
潜
在

力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
例
も
多
い
。

Italian
 W

in
e

ガンベロ・ロッソの
歴史に見る

イタリアワインの進化

text by Isao MIYAJIMA

イタリアを代表するワインガイドである『ガンベロ・ロッソ イタリアワインガイド』。

最高賞であるトレ・ビッキエーリを獲得することは多くのワイナリーにとって重要な目標であり

成功への第一歩でもある。38年にわたるその歴史を振り返ってみたい。

Gambero
Rosso

photographs by Hiroshi INOMATA
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フ
リ
ウ
リ
を
例
に
取
る
と
、
昔
は
Ｄ
Ｏ
Ｃ

コ
ッ
リ
オ
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
フ
リ
ウ
リ
・
コ
ッ
リ
・

オ
リ
エ
ン
タ
ー
リ
、
Ｄ
Ｏ
Ｃ
フ
リ
ウ
リ
・
イ

ソ
ン
ツ
ォ
に
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
が
集
中
し

て
い
た
が
、今
は
Ｄ
Ｏ
Ｃ
フ
リ
ウ
リ
・
グ
ラ
ー

ヴ
ェ
地
区
な
ど
の
平
野
部
で
も
毎
年
ト
レ
・

ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
獲
得
す
る
生
産
者
が
出

て
き
た
。

　

昔
は
ほ
と
ん
ど
無
名
だ
っ
た
産
地
が

急
速
に
知
名
度
を
高
め
る
こ
と
も
あ
る
。

筆
頭
は
何
と
言
っ
て
も
エ
ト
ナ
（
シ
チ
リ

ア
州
）
だ
ろ
う
。
19
世
紀
に
は
バ
ル
ク
ワ
イ

ン
の
産
地
と
し
て
繁
栄
し
、20
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
は
生
産
量
が
激
減
し
て
い
た
エ
ト

ナ
だ
が
、
２
０
０
５
年
ご
ろ
か
ら
注
目
を

集
め
、今
で
は
最
も
ホ
ッ
ト
な
産
地
と
な
っ

て
い
る
。
ア
ル
ネ
イ
ス
で
知
ら
れ
る
ロ
エ
ー
ロ
、

サ
グ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ
で
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起

こ
し
た
モ
ン
テ
フ
ァ
ル
コ
、
厳
格
な
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
ッ
キ
オ
で
知
ら
れ
る
マ
テ
リ
カ
、
近
年

テ
ィ
モ
ラ
ッ
ソ
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
コ
ッ

リ
・
ト
ル
ト
ネ
ー
ジ
な
ど
、
次
々
と
真
価

を
発
揮
す
る
産
地
が
登
場
し
た
。
瓶
内

２
次
発
酵
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
の
産
地

と
し
て
有
名
な
フ
ラ
ン
チ
ャ
コ
ル
タ
も
、
80

年
代
は
ま
だ
小
さ
な
産
地
だ
っ
た
し
、
ア

ル
タ
・
ラ
ン
ガ
は
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
成

長
し
た
産
地
で
あ
る
。
優
れ
た
産
地
が
ど

ん
ど
ん
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
ワ

イ
ン
は
確
実
に
多
様
で
豊
か
に
な
っ
て
い
る
。

評
価
が
高
ま
る
土
着
品
種

時
代
の
潮
流
に
合
わ
せ

進
化
を
続
け
る

　

シ
ン
プ
ル
な
デ
イ
リ
ー
ワ
イ
ン
と
し
て
や
や

低
く
見
ら
れ
て
い
た
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
や
プ
ロ

セ
ッ
コ
で
も
、
高
品
質
ワ
イ
ン
が
造
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
は
気
軽
に
楽
し

め
る
デ
イ
リ
ー
ワ
イ
ン
に
優
れ
た
も
の
が
多

い
。
最
大
の
魅
力
で
あ
る
軽
や
か
さ
と
飲

み
や
す
さ
を
保
持
し
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り

と
し
た
個
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
ラ
ン
ブ

ル
ス
コ
や
プ
ロ
セ
ッ
コ
は
頻
繁
に
ト
レ
・
ビ
ッ

キ
エ
ー
リ
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最

良
の
意
味
で
の
デ
イ
リ
ー
ワ
イ
ン
が
再
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
う
れ

し
い
限
り
で
あ
る
。

　

87
年
当
時
は
外
国
品
種
ブ
ー
ム
で
、シ
ャ

ル
ド
ネ
、
メ
ル
ロ
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ

ン
で
造
ら
れ
た
ワ
イ
ン
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
た
。
た
だ
イ
タ
リ
ア
に
は
各
地
に
個
性

的
な
土
着
品
種
が
数
多
く
残
っ
て
い
て
、

貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。
今
世
紀
に

入
っ
た
こ
ろ
か
ら
土
着
品
種
ブ
ー
ム
が
起

こ
り
、
ネ
ー
ロ
・
ダ
ヴ
ォ
ラ
、
フ
ァ
ラ
ン
ギ
ー

ナ
、
ペ
コ
リ
ー
ノ
、
リ
ボ
ッ
ラ
・
ジ
ャ
ッ
ラ
、

ネ
レ
ッ
ロ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ゼ
、
カ
ッ
リ
カ
ン
テ
な

ど
、
際
立
っ
た
特
徴
を
持
つ
土
着
品
種

に
よ
る
ワ
イ
ン
が
数
多
く
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー

リ
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

濃
厚
で
重
厚
な
ワ
イ
ン
か
ら
、
よ
り
エ
レ

ガ
ン
ト
で
繊
細
な
ワ
イ
ン
へ
と
ス
タ
イ
ル
の
シ

フ
ト
も
顕
著
で
あ
る
。
38
年
の
歴
史
の

中
で
消
費
者
の
好
み
も
変
化
し
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
も
進
化
を

続
け
て
き
た
。
そ
れ
を
忠
実
に
語
り
続
け

て
き
た
か
ら
、『
ガ
ン
ベ
ロ
・
ロ
ッ
ソ 

イ
タ
リ
ア

ワ
イ
ン
ガ
イ
ド
』
は
今
も
高
い
評
価
を
得

て
い
る
の
で
あ
る
。

＊
瓶
詰
め
さ
れ
て
い
な
い
ワ
イ
ン
で
、
主
に
原
料
と
し
て
取
引
さ
れ
る

Italian
 W

in
e

ガンベロ・ロッソによる
日本最大級のイタリアワインイベント

トレ・ビッキエーリ
試飲会を開催！

ガンベロ・ロッソは毎年
世界各国で「トレ・ビッキエーリ」の試飲会を開催。

今年も東京で開かれ
高品質のイタリアワインを紹介する
国内最大規模のイベントとして

1100名の業界関係者が参加した。

「メディチエル・メーテ」の当主、アレッサンドロ・メディチ氏（左）

『ガンベロ・ロッソ イタリアワインガイド』編集長の
マルコ・サベッリコ氏（右）と宮嶋勲氏「ルナエ」のセールスディレクター、

ミケーレ・ジャナッツァ氏

「プラ」の輸入部長、
ディエゴ・コラッディ氏

「レ・モンデ」のゼネラル・マネージャー、
マッシモ・フルラン氏
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G
am

bero
Rosso

Italian
 W

in
e

時
代
を
映
す

イ
タ
リ
ア
ワ
イン
ガ
イ
ド
の
最
高
峰
と
し
て

世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る

『
ガンベロ
・
ロッソ 

イ
タ
リ
ア
ワ
イン
ガ
イ
ド
』。

そ
の
最
高
評
価「
ト
レ
・
ビッ
キエ
ー
リ
」に
は

イ
タ
リ
ア
ワ
イン
の
今
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

ト
レ
・
ビッ
キエ
ー
リ
ワ
イン
の
中
か
ら
11
本
を
試
飲
し

最
新
の
潮
流
を
探
っ
た
。

text by Mie NAMBA
photographs by Koumei KADOWAKI

宮嶋勲氏
Isao MIYAJIMA

ワインジャーナリスト。日本とイタリ
アでワインと食について執筆活動を
行なっている。『イタリア ワイン ラ
ンキング』監修と翻訳、『イタリアワ
イン』監修（ともに「ワイン王国」）、
「グランディ・クリュ・ディタリア最
優秀外国人ジャーナリスト賞」受賞

So
ave C

lassico
 M

o
n

te G
ran

d
e

ソ
ア
ヴ
ェ
・
ク
ラ
ッ
シ
コ
・
モ
ン
テ
・
グ
ラ
ン
デ 

2
0
2
0
年

産
地
：
ヴ
ェ
ネ
ト
州

品
種
：
ガ
ル
ガ
ー
ネ
ガ
70
％
、
ト
レ
ッ
ビ
ア
ー
ノ
・
デ
ィ
・
ソ
ア
ヴ
ェ
30
％

希
望
小
売
価
格
：
6
6
0
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
ジ
ェロ
ボ
ー
ム
㈱

1980年代初頭にグラツィアーノ・プラ氏が立ち上げ
た家族経営のワイナリー。ソアヴェとヴァルポリチェッ
ラの品質の高さが評価されており、中でもソアヴェの
世界的な人気を高めた立役者として知られる。

輝きのあるイエロー。黄色い花やモモ、若いバナナ
の香りに加え、ハチミツやキンモクセイのトーンも。
丸みのある味わいで包み込むような酸が口中を行き
渡る。アスパラガスのリゾットと好相性。

プラ

Comment

P
in

o
t B

ian
co

 F
riu

li

ピ
ノ
・
ビ
ア
ン
コ
・
フ
リ
ウ
リ 

2
0
2
3
年

産
地
：
フ
リ
ウ
リ
＝
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュー
リ
ア
州

品
種
：
ピ
ノ
・
ビ
ア
ン
コ
1
0
0
％

希
望
小
売
価
格
：
3
3
8
8
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
モ
ン
テ
物
産
㈱

1970年に創業、2008年に当主のアレックス・
マッカン氏が購入した。ミクロクリマを表現した「自然
が語る」ワイン造りを目指し栽培や醸造設備を一新。
畑も20ヘクタールから100ヘクタールへ広げた。

石灰由来の硬質なミネラルを第一印象に感じる。白
い花のトーンがあり、ソフトでやさしい味わい。アフター
にもミネラルが感じられる。野菜のテリーヌ、発酵バ
ターでソテーした白身魚、チーズに合わせたい。

レ・モンデ

Comment

Tre Bicchieri
山田久扇子さん
Kumiko YAMADA

イタリアワインを主とするトータル・
ワイン・コーディネーター。老舗日
本料理店にイタリアワインを取り入
れた先駆者。イタリアのラグジュア
リーなホテル、ワイナリーのPRを
手掛ける
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常
連
ワ
インの
安
定
感
と

品
種
や
産
地
の
多
様
さ

―
今
回
は
『
ガ
ン
ベ
ロ
・
ロ
ッソ 

イ
タ

リ
ア
ワ
イ
ン
ガ
イ
ド
』（
以
下
『
ガ
ン
ベ
ロ
・

ロ
ッソ
』
で
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
の
評
価

を
受
け
た
ワ
イ
ン
の
う
ち
、
11
本
を
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
す
。
ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
や

品
種
、
産
地
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
ワ

イ
ン
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。
ま
ず
は
ソ
ア
ヴ
ェ

か
ら
。『
ソ
ア
ヴ
ェ・
ク
ラ
ッ
シ
コ
・
モ
ン
テ
・

グ
ラ
ン
デ 

２
０
２
０
年
』（
プ
ラ
）
で
す
。

山
田　
一
般
的
に
ソ
ア
ヴ
ェ
で
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
さ
わ
や
か
な
酸
と
い
う
よ
り
も
、

包
み
込
む
よ
う
な
や
さ
し
い
酸
が
広
が
っ

て
、
上
品
そ
の
も
の
。
強
す
ぎ
ず
弱
す

ぎ
な
い
香
り
の
印
象
も
良
い
で
す
。
ソ

ア
ヴ
ェ
の
多
様
性
を
感
じ
さ
せ
る
１
本

で
あ
り
、
質
の
高
さ
が
抜
き
ん
出
て
い

ま
す
。

宮
嶋　

し
ば
し
ば
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ

を
取
る
ワ
イ
ン
で
す
ね
。
複
雑
み
が
あ
っ

て
美
味
し
い
で
す
。
２
年
熟
成
さ
れ
て

い
て
ち
ょ
う
ど
飲
み
ご
ろ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ハ
チ
ミ
ツ
や
黄
色
い
花
の
ト
ー
ン
を

感
じ
、
樽
を
使
う
こ
と
で
丸
み
の
あ
る

タ
イ
プ
の
ソ
ア
ヴ
ェ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
火

山
性
土
壌
の
特
徴
が
感
じ
ら
れ
る
ミ

ネ
ラ
ル
も
あ
り
ま
す
ね
。

―
続
い
て
フ
リ
ウ
リ
＝
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア・

ジ
ュー
リ
ア
州
の
造
り
手
「
レ
・
モ
ン
デ
」

の
『
ピ
ノ
・
ビ
ア
ン
コ
・
フ
リ
ウ
リ 

２
０
２

３
年
』
で
す
。

宮
嶋　

こ
ち
ら
も
常
連
中
の
常
連
。

フ
リ
ウ
リ
＝
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ

ア
州
は
、
か
つ
て
は
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
の
国

境
付
近
の
丘
陵
地
帯
の
造
り
手
が
ト
レ
・

ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
よ
く
取
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
は
平
野
部
で
も
適
し
た
土

壌
を
見
つ
け
れ
ば
良
い
ブ
ド
ウ
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
、
典
型
的

な
ワ
イ
ン
で
す
。

山
田　

石
灰
由
来
の
ミ
ネ
ラ
ル
に
よ
っ

て
硬
質
な
第
一
印
象
を
受
け
ま
す
が
、

そ
れ
と
は
裏
腹
に
味
わ
い
は
ソ
フ
ト
で

や
さ
し
い
で
す
ね
。
ふ
わ
っ
と
立
ち
上
が

る
香
り
も
好
印
象
で
す
。
ピ
ノ
・
ビ
ア

ン
コ
も
造
り
手
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
が
あ
り
、
非
常
に
多
様
性
を
感

じ
さ
せ
る
品
種
で
す
ね
。

―
『
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ 

グ
リ
ス 

２
０

２
１
年
』（
リ
ス
・
ネ
リ
ス
）
も
同
じ
フ
リ

ウ
リ
＝
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュー
リ
ア
州
の

ワ
イ
ン
で
す
。

宮
嶋　

フ
リ
ウ
リ
＝
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・

ジ
ュ
ー
リ
ア
州
や
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
＝
ア

ル
ト
・
ア
デ
ィ
ジ
ェ
州
で
は
、
ワ
ン
ラ
ン
ク

上
の
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ
が
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
「
リ
ス
・
ネ
リ
ス
」
は
ア

ル
ザ
ス
・
ス
タ
イ
ル
の
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ

の
造
り
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
貧
困
国
に
学
校
を
作
る
活
動

も
行
な
っ
て
お
り
、今
年
は『
ガ
ン
ベ
ロ
・

ロ
ッ
ソ
』
で
、
社
会
的
に
有
意
義
な
活

動
を
行
な
っ
て
い
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
贈
ら

れ
る
「
社
会
的
連
帯
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
」

も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

山
田　

酸
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
頑
健

な
佇
ま
い
で
す
が
、
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ

ら
し
い
フ
ラ
ワ
リ
ー
な
香
り
と
多
種
多

様
な
ス
パ
イ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
ア
フ
タ
ー

に
は
苦
味
も
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
バ

ラ
ン
ス
が
凝
縮
感
を
生
ん
で
い
ま
す
。
リ
ッ

チ
な
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ
で
す
ね
。

―
次
は
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
＝
ア
ル
ト
・
ア

デ
ィ
ジ
ェ
州
の
『
ゲ
ヴ
ュル
ツ
ト
ラ
ミ
ネ
ー

ル
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
〝
カ
ス
テ
ラ
ー
ツ
〞 

2
0
2
2
年
』（
エレ
ナ
・
ヴ
ァル
ヒ
）
で
す
。

宮
嶋　

こ
ち
ら
の
造
り
手
は
シ
ャ
ル
ド

ネ
を
主
体
に
し
た
ほ
か
の
ワ
イ
ン
が
ト
レ
・

ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
よ
く
取
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
ち
ら
は
ゲ
ヴ
ュ
ル
ツ
ト
ラ
ミ
ネ
ー
ル

で
す
ね
。
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
＝
ア
ル
ト
・

ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
が
描
く

イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
の
現
在
地

G
ew

ü
rztram

in
er V

ign
a "K

astelaz"

ゲ
ヴ
ュ
ル
ツ
ト
ラ
ミ
ネ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ー
ニ
ャ
〝
カ
ス
テ
ラ
ー
ツ
〞
2
0
2
2
年

産
地
：
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
＝
ア
ル
ト
・
ア
デ
ィ
ジ
ェ
州

品
種
：
ゲ
ヴ
ュル
ツ
ト
ラ
ミ
ネ
ー
ル
1
0
0
％

希
望
小
売
価
格
：
1
万
4
5
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
日
欧
商
事
㈱

建築家であったエレナ・ヴァルヒさんが1980年代、
トラミンの老舗ワイナリーに嫁いだ後、ワイン造りを
開始。州を代表する造り手となった。現在は娘のジュ
リアさんとカロリーンさんが引き継ぎ、家族経営を続
けている。

ライチやバラの香りが華やかで心地いい。清潔感が
あってクリーンな印象があり、口の中が生き生きとす
る。クセがなく、上品な味わい。スペック（燻製にか
けた生ハム）、ベトナム風生春巻きに寄り添う。

エレナ・ヴァルヒ

Comment

“E
tich

etta N
era” C

o
lli d

i L
u

n
i V

erm
en

tin
o

〝
エ
チ
ケ
ッ
タ
・
ネ
ー
ラ
〞 

コッ
リ
・
デ
ィ
・
ル
ー
ニ
・
ヴ
ェル
メ
ン
テ
ィ
ー
ノ 

2
0
2
3
年

産
地
：
リ
グ
ー
リ
ア
州

品
種
：
ヴ
ェル
メ
ン
テ
ィ
ー
ノ
1
0
0
％

希
望
小
売
価
格
：
6
3
6
1
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
モ
ン
テ
物
産
㈱

パオロ・ボゾーニ氏が1966年に創業。現在は息
子のディエゴ氏や娘のデボラさんも参画している。名
称はラテン語で月を意味し、高品質なワインを造り月
の町としても有名だった地元近くの町、Luna（ルナ）
に由来する。

ハーブや海のニュアンスを感じる上品なアロマ。バ
ランスが取れた味わいで、ミネラルを感じさせる余韻
が長く続く。ハーブを散らした白身魚のカルパッチョ、
魚のつみれ、アジのたたきなど、魚料理と味わいたい。

ルナエ

Comment

P
in

o
t G

rigio
 F

riu
li Iso

n
zo

 D
O

C
 G

ris

ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ 

グ
リ
ス 

2
0
2
1
年

産
地
：
フ
リ
ウ
リ
＝
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュー
リ
ア
州

品
種
：
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ
1
0
0
％

希
望
小
売
価
格
：
7
5
9
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
㈱
フ
ー
ド
ラ
イ
ナ
ー

1879年の設立以来、家族経営を続ける。当主は
アルヴァーロ・ペコラーリ氏。グリス、ピコル、ユロー
サ、ネリスと呼ばれる四つの畑を所有し、近年は樽
でのアルコール発酵に重きを置いたワイン造りに力を
入れている。

酸も骨格もしっかりとしており、頑健な佇まい。多種
多様なスパイスやフラワリーな香り、アフターの苦味
といった要素のバランスが取れており、凝縮感があ
る。やや塩味を感じるので生ハムやサラミに合う。

リス・ネリス

Comment
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ア
デ
ィ
ジ
ェ
州
ら
し
い
、
ク
リ
ー
ン
な
ワ

イ
ン
で
す
。
こ
の
品
種
の
特
徴
的
な
ラ

イ
チ
や
バ
ラ
の
香
り
が
華
や
か
で
心
地

い
い
で
す
が
、
口
の
中
は
生
き
生
き
と

し
た
印
象
を
受
け
ま
す
。

山
田　

ゲ
ヴ
ュ
ル
ツ
ト
ラ
ミ
ネ
ー
ル
独
特

の
、
多
様
な
ハ
ー
ブ
の
香
り
や
凝
縮
し

た
甘
味
と
い
っ
た
通
常
持
つ
印
象
は
そ

れ
ほ
ど
強
く
な
く
、
品
種
の
個
性
を

上
品
な
形
で
う
ま
く
引
き
出
し
て
い

ま
す
ね
。
実
は
私
は
ゲ
ヴ
ュ
ル
ツ
ト
ラ
ミ

ネ
ー
ル
を
飲
む
機
会
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
い
の
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
素
直
に
美

味
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

―
白
の
最
後
は
『〝
エ
チ
ケ
ッ
タ・
ネ
ー

ラ
〞 

コ
ッ
リ
・
デ
ィ
・
ル
ー
ニ・
ヴ
ェ
ル
メ
ン

テ
ィ
ー
ノ  

２
０
２
３
年
』（
ル
ナ
エ
）
で
す
。

宮
嶋　
「
ル
ナ
エ
」
も
毎
年
常
連
の
造

り
手
で
す
ね
。
知
ら
れ
ざ
る
土
地
で
あ
っ

た
コ
ッ
リ
・
デ
ィ
・
ル
ー
ニ
の
先
駆
け
で
、

こ
の
地
を
ヴ
ェ
ル
メ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
名
産

地
へ
と
押
し
上
げ
た
貢
献
者
で
す
。
今

や
イ
タ
リ
ア
で
大
流
行
の
ヴ
ェ
ル
メ
ン

テ
ィ
ー
ノ
は
さ
ま
ざ
ま
な
産
地
が
あ
り

ま
す
が
、
中
で
も
エ
レ
ガ
ン
ト
な
ワ
イ
ン
が

で
き
る
の
が
リ
グ
ー
リ
ア
州
で
す
。
背
後

に
山
脈
が
連
な
り
冷
涼
な
気
候
で
あ

る
た
め
、
こ
ち
ら
の
ワ
イ
ン
に
は
ハ
ー
ブ
の

ア
ロ
マ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

山
田　

ヴ
ェ
ル
メ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
濃
く
造
っ

て
偉
大
さ
を
表
現
し
た
タ
イ
プ
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
ち
ら
は
対
照
的
に
洗
練
さ

れ
て
い
て
印
象
に
残
り
ま
す
ね
。
ラ
ベ
ル

の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
も
、
そ
の
雰
囲
気
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

時
代
性
が
顕
著
に
表
れ
た

赤
や
ラン
ブルスコ

―
そ
れ
で
は
赤
へ
移
り
ま
す
。『
ヴ
ィッ

ラ
・
デ
ィ
・
カ
ペッツ
ァー
ナ
・
カ
ル
ミ
ニャ
ー

ノ 

２
０
２
０
年
』（
テ
ヌ
ー
タ
・
デ
ィ・
カ
ペッ

ツ
ァー
ナ
）
で
す
。

山
田　

ト
ス
カ
ー
ナ
州
で
早
く
か
ら
カ

ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
を
取
り
入
れ

た
先
駆
け
が
「
テ
ヌ
ー
タ
・
デ
ィ
・
カ
ペ
ッ

ツ
ァ
ー
ナ
」。
そ
の
た
め
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
の
生
か
し
方
の
加
減
を
熟

知
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
ワ
イ

ン
か
ら
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
東
洋
的

な
ス
パ
イ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
つ
つ
、
バ

ラ
の
よ
う
な
高
貴
な
香
り
も
漂
い
、
す

べ
て
が
洗
練
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
ト
ス
カ
ー

ナ
州
を
代
表
す
る
１
本
で
、
今
後
も

ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
取
り
続
け
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

宮
嶋　

ダ
ー
ク
チ
ェ
リ
ー
や
プ
ラ
ム
と

い
っ
た
黒
い
果
実
の
香
り
も
感
じ
ま
す

ね
。
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ェ
ー
ゼ
だ
け
だ
と
こ
う
は

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
炭
火
で
焼
い
た

香
ば
し
い
肉
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
ね
。

―
続
い
て
の
２
本
は
「
ド
ナ
テ
ッ
ラ
・

チ
ネ
ッリ・コ
ロ
ン
ビ
ー
ニ
」
の
ブ
ル
ネ
ッロ・

デ
ィ
・
モ
ン
タ
ル
チ
ー
ノ
。
最
初
は
『
ブ
ル

ネ
ッロ
・
デ
ィ
・
モ
ン
タ
ル
チ
ー
ノ 

ド
ナ
テ
ッ

ラ・チ
ネ
ッリ・コ
ロ
ン
ビ
ーニ 

２
０
１
８
年
』

で
す
。

宮
嶋　

北
地
区
の
ブ
ル
ネ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・

モ
ン
タ
ル
チ
ー
ノ
ら
し
く
、
果
実
味
は
控

え
め
で
酸
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
冷

涼
な
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
で
、
今
の
時
代
に

受
け
る
ワ
イ
ン
で
す
ね
。
個
人
的
に
も

好
き
な
タ
イ
プ
で
す
。

山
田　

第
一
印
象
か
ら
涼
し
げ
な
ト
ー

ン
を
感
じ
ま
す
ね
。
ブ
ル
ネ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・

モ
ン
タ
ル
チ
ー
ノ
と
言
え
ば
高
貴
で
い
な

が
ら
も
強
い
印
象
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち

で
す
が
、
こ
ち
ら
は
フ
ェ
ミ
ニ
ン
で
エ
レ
ガ
ン

ト
。
透
き
通
っ
た
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

料
理
も
ス
テ
ー
キ
の
よ
う
な
し
っ
か
り
と

し
た
も
の
よ
り
も
、
た
っ
ぷ
り
の
ハ
ー
ブ

と
一
緒
に
焼
い
た
鶏
や
蒸
し
豚
な
ど
が

合
い
そ
う
で
す
。

―
次
は
『
ブ
ル
ネ
ッロ
・
デ
ィ
・
モ
ン
タ

ル
チ
ー
ノ
・
リ
ゼ
ル
ヴ
ァ 
ド
ナ
テ
ッ
ラ
・
チ

ネ
ッリ・コ
ロ
ン
ビ
ー
ニ 

２
０
１
５
年
』で
す
。

宮
嶋　
２
０
１
５
年
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
な
の

で
、
先
ほ
ど
の
ワ
イ
ン
よ
り
も
熟
し
た

印
象
を
受
け
ま
す
ね
。
冷
涼
な
産
地

で
気
候
は
暑
か
っ
た
年
の
ワ
イ
ン
と
い

う
こ
と
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
ま
す
。

果
実
味
が
あ
っ
て
力
強
い
。
ち
ょ
う
ど

飲
み
ご
ろ
に
な
っ
て
い
て
、
ワ
イ
ン
単
体

で
も
楽
し
め
ま
す
ね
。

山
田　

安
心
し
て
飲
め
る
熟
成
感
が

あ
り
ま
す
ね
。
先
ほ
ど
の
ワ
イ
ン
よ
り
も

B
ru

n
ello

 d
i M

o
n

talcin
o

 D
O

C
G

 B
io

lo
gico

ブ
ル
ネ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
モ
ン
タ
ル
チ
ー
ノ 

ド
ナ
テ
ッ
ラ
・
チ
ネ
ッ
リ
・
コ
ロ
ン
ビ
ー
ニ 

2
0
1
8
年

産
地
：
ト
ス
カ
ー
ナ
州

品
種
：
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ェ
ー
ゼ
1
0
0
％

希
望
小
売
価
格
：
1
万
3
2
0
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
㈱
都
光

1998年にドナテッラ・チネッリ・コロンビーニさん
が先祖代々の土地を引き継ぎ創業。トレクアンダに
「ファットリア・デル・コーレ」、モンタルチーノに「カ
サート・プライム・ドンネ」の2ワイナリーを所有する。

第一印象は涼しげなトーン。タンニンが中程度で心
地いい。酸がしっかりしており、硬質で厳格な味わい。
ハーブとともに焼いた鶏、蒸し豚、タルタルステーキ、
炭火で焼いた肉など、シンプルな肉料理に合う。

ドナテッラ・チネッリ・コロンビーニ

Comment

B
ru

n
ello

 d
i M

o
n

talcin
o

 D
O

C
G

 R
iserva

ブ
ル
ネ
ッ
ロ
・
デ
ィ
・
モ
ン
タ
ル
チ
ー
ノ
・
リ
ゼ
ル
ヴ
ァ 

ド
ナ
テ
ッ
ラ
・
チ
ネ
ッ
リ
・

コ
ロ
ン
ビ
ー
ニ 

2
0
1
5
年

産
地
：
ト
ス
カ
ー
ナ
州

品
種
：
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ェ
ー
ゼ
1
0
0
％

希
望
小
売
価
格
：
2
万
7
5
0
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
㈱
都
光

モンタルチーノにある「カサート・プライム・ドンネ」
は、女性だけで運営するワイナリー。高品質のブルネッ
ロが世界的に知られ、豊かな自然の中で環境に配慮
したオーガニック栽培に力を入れる。

コーヒーやチョコレート、タバコのようなスパイシーな
アロマ。果実味に加え、凝縮感、熟成感、甘味も
あるが、タンニンが柔らかく、まろやか。控えめで上
品な印象を受ける。伊勢エビなどの鉄板焼きと。

ドナテッラ・チネッリ・コロンビーニ

Comment

V
illa d

i C
ap

ezzan
a C

arm
ign

an
o

ヴ
ィ
ッ
ラ
・
デ
ィ
・
カ
ペ
ッ
ツ
ァ
ー
ナ
・
カ
ル
ミ
ニ
ャ
ー
ノ 

2
0
2
0
年

産
地
：
ト
ス
カ
ー
ナ
州

品
種
：
サ
ン
ジ
ョ
ヴ
ェ
ー
ゼ
80
％
、
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
20
％

希
望
小
売
価
格
：
6
6
0
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
ス
リ
ー
ボ
ン
ド
貿
易
㈱

スペインから帰国したアレッサンドロ・コンティーニ・
ボナコッシ伯爵が1920年に設立。45年から参加し
た孫のウーゴ氏がカベルネ・ソーヴィニヨンをこの地
に再植し、以来カルミニャーノを代表する造り手へと
成長した。

ダークチェリーやプラムなどの黒い果実、東洋的なス
パイスの香りに、高貴なバラのニュアンスも感じる。
酸味のバランスが取れた味わい。豚、牛、鶏など炭
火で焼いた肉料理全般に合わせたい。

テヌータ・ディ・カペッツァーナ

Comment
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凝
縮
感
、
熟
成
感
、
甘
味
は
増
し
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
一
般
的
な
ブ
ル
ネ
ッ

ロ
・
デ
ィ
・
モ
ン
タ
ル
チ
ー
ノ
に
比
べ
て
控

え
め
な
印
象
が
あ
り
、
品
の
良
さ
を
感

じ
ま
す
。
日
本
人
が
好
む
味
わ
い
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
勧
め
の
料
理
は

鉄
板
焼
き
。
和
食
に
寄
り
添
う
赤
で
す
。

―
次
は
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
２
本
で
す
。
ま

ず
は
『
オ
ッマ
ジ
オ
・
ア
・
ジ
ー
ノ 

フ
リ
ー

ド
マ
ン 

ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
・
デ
ィ
・
ソ
ル
バ
ー
ラ 

２
０
２
３
年
』（
カ
ン
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
ィ
・
カ

ル
ピ
・
エ
・
ソ
ル
バ
ー
ラ
）
で
す
。

宮
嶋　
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
・
デ
ィ
・
ソ
ル
バ
ー

ラ
は
色
が
薄
く
、
酸
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
強

さ
が
特
徴
の
品
種
。
こ
ち
ら
は
そ
の
個

性
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
て
、
未
熟

な
赤
い
果
実
の
ト
ー
ン
や
酸
が
あ
り
、

ミ
ネ
ラ
ル
感
が
持
続
し
ま
す
。

山
田　
タ
ン
ニ
ン
が
程
よ
く
あ
り
、
チ
ャ
ー

ミ
ン
グ
な
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
で
す
ね
。
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
る
タ
イ
プ
で
、
ア
ペ
リ

テ
ィ
ー
ボ
（
食
前
酒
）、
ラ
ン
チ
な
ど
、

シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
選
ば
ず
気
軽
に
飲

め
ま
す
。
冷
蔵
庫
で
冷
や
し
て
も
い
い

で
す
ね
。
価
格
が
手
ご
ろ
な
の
も
魅
力

で
す
。

―
『
コ
ン
チ
ェル
ト 

ラ
ン
ブ
ル
ス
コ 

レッ

ジ
ア
ー
ノ 

セ
ッコ 

２
０
２
３
年
』（
メ
デ
ィ

チ
・
エ
ル
メ
ー
テ
）
も
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ

の
常
連
で
す
。

宮
嶋　

ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
で
初
め
て
ト
レ
・

ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
を
取
っ
た
ワ
イ
ン
で
、
洗

練
さ
れ
た
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
の
先
駆
者
で
す

ね
。
果
実
味
が
あ
っ
て
心
地
よ
く
、
タ

ン
ニ
ン
も
あ
っ
て
飲
み
飽
き
な
い
味
わ
い

で
す
。
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
は
甘
い
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た
タ
イ

プ
が
本
来
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
。

山
田　

確
か
に
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と

は
違
い
、
甘
さ
を
抑
え
た
大
人
っ
ぽ
い

味
わ
い
で
す
よ
ね
。
ワ
イ
ン
と
し
て
素
直

に
美
味
し
い
と
思
え
る
銘
品
で
、
個

人
的
に
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
を
買
う
時
は
よ

く
こ
れ
を
選
ん
で
い
ま
す
。
相
性
が
い
い

の
は
、
豚
肉
料
理
。
肉
の
脂
を
さ
っ
ぱ

り
と
洗
い
流
し
て
く
れ
ま
す
。

―
最
後
の
１
本
は『
チ
ェ
ラ
ズ
オ
ー
ロ・

デ
ィ
・
ヴ
ィッ
ト
リ
ア 

２
０
２
２
年
』（
プ
ラ

ネ
タ
）
で
す
。

宮
嶋　
フ
ロ
ー
ラ
ル
で
や
さ
し
い
味
わ
い
。

少
し
冷
や
し
て
飲
む
と
美
味
し
い
で
す
。

こ
う
い
っ
た
デ
リ
ケ
ー
ト
で
味
わ
い
深
い
、

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
ワ
イ
ン
の
よ
う
な
タ
イ
プ

が
近
年
で
は
評
価
さ
れ
、
ト
レ
・
ビ
ッ
キ

エ
ー
リ
を
取
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
田　

甘
味
と
ス
パ
イ
ス
、
オ
リ
エ
ン
タ

ル
な
ハ
ー
ブ
の
香
り
が
し
て
、
辛
味
の
あ

る
サ
ル
シ
ッ
チ
ャ
に
合
わ
せ
た
い
で
す
ね
。

ス
パ
イ
シ
ー
な
中
国
料
理
と
も
相
性
が

良
さ
そ
う
で
す
。

一
層
の
広
が
り
を
見
せ
る

イ
タ
リ
ア
ワ
インの
多
様
性

―
試
飲
を
終
え
て
、
最
近
の
ト
レ
・

ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
の
ワ
イ
ン
、
い
か
が
で
し
た

か
？

山
田　

ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
は
、
そ
の

時
代
を
表
す
ワ
イ
ン
の
中
で
も
ト
ッ
プ

の
レ
ベ
ル
を
示
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
常

連
の
生
産
者
が
い
れ
ば
、
新
し
い
ワ
イ

ン
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
時
代
の
風
潮
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
生
産
者
を
は
じ
め
と

す
る
業
界
関
係
者
に
と
っ
て
、
ト
レ
ン

ド
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
す

し
、
そ
う
い
っ
た
意
味
で『
ガ
ン
ベ
ロ
・
ロ
ッ

ソ
』
の
役
割
は
大
き
い
で
す
ね
。
ま
た
、

試
飲
を
通
し
て
、
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ

ワ
イ
ン
の
幅
が
随
分
と
広
が
っ
た
な
と

感
じ
ま
し
た
。
以
前
は
高
級
ワ
イ
ン
ば

か
り
で
し
た
が
、
今
は
２
０
０
０
〜
３
０

０
０
円
台
の
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

宮
嶋　

デ
イ
リ
ー
ワ
イ
ン
も
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ト
レ
・
ビ
ッ
キ
エ
ー
リ
ワ

イ
ン
の
幅
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

今
回
試
飲
し
た
の
は
ご
く
一
部
で
す
が
、

そ
れ
で
も
品
種
、産
地
、造
り
手
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
り
、
イ
タ
リ

ア
ワ
イ
ン
の
多
様
性
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

『
ガ
ン
ベ
ロ
・
ロ
ッ
ソ
』
は
特
定
の
立
場

を
擁
護
せ
ず
〝
い
い
も
の
は
い
い
〞
と
評

価
し
て
い
る
。
そ
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
る

の
が
、『
ガ
ン
ベ
ロ
・
ロ
ッ
ソ
』
が
今
も
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
残
っ
て
い
る
理
由
な
の

で
す
。

C
o

n
certo

 L
am

b
ru

sco
 R

eggian
o

 Secco

コ
ン
チ
ェ
ル
ト 

ラ
ン
ブ
ル
ス
コ 

レ
ッ
ジ
ア
ー
ノ 

セ
ッ
コ 

2
0
2
3
年

産
地
：
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニャ
州

品
種
：
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
・
サ
ラ
ミ
ー
ノ
1
0
0
％

希
望
小
売
価
格
：
2
7
5
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
㈱
モ
ト
ッ
ク
ス

フィレンツェ郊外で権威をふるった大地主、メディチ
家の一族が18世紀中ごろ以降、エミリア・ロマー
ニャ州へ移り、立ち上げた。ランブルスコを代表する
造り手で、当主はアレッサンドロ・メディチ氏。

アロマにブルーベリーやカシスの果実感を感じる。味
わいも果実味があり、甘さが控えめで心地いい。タ
ンニンが感じられて飲み飽きない。豚の香草焼き、
ソーセージなど、豚肉の料理と合わせやすい。

メディチ・エルメーテ

Comment

C
erasu

o
lo

 d
i V

itto
ria

チ
ェ
ラ
ズ
オ
ー
ロ
・
デ
ィ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア 

2
0
2
2
年

産
地
：
シ
チ
リ
ア
州

品
種
：
ネ
ロ
・
ダ
ー
ヴ
ォ
ラ
60
％
、
フ
ラ
ッパ
ー
ト
40
％

希
望
小
売
価
格
：
4
4
0
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
日
欧
商
事
㈱

300年前からブドウ栽培を行ってきたプラネタ家の
ディエゴ氏が、息子のアレッシオ氏とサンティ氏、娘
のフランチェスカさんらとともに1985年に設立。シチ
リア州の5エリアに七つのワイナリーを所有する。

ドライフルーツのような甘く華やかな香りとスパイス、
東洋的なハーブのニュアンスが絶妙なバランスを成
す。酸が心地よく、タンニンはやさしい。マグロのた
たき、サルシッチャ、焼き鳥の生レバーに寄り添う。

プラネタ

Comment

O
m

aggio
 a G

in
o

 F
ried

m
an

n
 F

N
B

 L
am

b
ru

sco
 d

i So
rb

ara D
O

P

オ
ッマ
ジ
オ
・
ア
・
ジ
ー
ノ 

フ
リ
ー
ド
マ
ン 

ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
・
デ
ィ
・
ソ
ル
バ
ー
ラ 

2
0
2
3
年

産
地
：
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニャ
州

品
種
：
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
・
デ
ィ
・
ソ
ル
バ
ー
ラ
1
0
0
％

希
望
小
売
価
格
：
2
7
5
0
円
（
税
込
）

問
い
合
わ
せ
先
：
㈱
都
光

1903年設立の「カンティーナ・ディ・カルピ」と23
年設立の「カンティーナ・ディ・ソルバラ」の二つの
協同組合が2012年に合併し誕生した。1200を超
える生産者が参加する大規模な組合となっている。

赤い果実のトーンが感じられてチャーミング。適度な
タンニンと酸があり、ミネラルが持続する。生ハムの
クラテッロ、豚のしゃぶしゃぶ、バターをたっぷりから
めたトルテッリなど、幅広い料理に合う。

カンティーナ・ディ・カルピ・エ・ソルバーラ

Comment
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特
別
な
日
に
楽
し
み
た
い

ワン
ラン
ク
上
の
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジョ

　

フ
リ
ウ
リ
・
イ
ソ
ン
ツ
ォ
地
区
に
あ
る
「
リ

ス
・
ネ
リ
ス
」
が
造
る
『
ピ
ノ 

グ
リ
ー
ジ
ョ 

グ
リ
ス
』
は
、
際
立
っ
た
品
質
と
個
性
で

知
ら
れ
る
。
畑
が
あ
る
の
は
イ
ソ
ン
ツ
ォ
川

右
岸
の
リ
ー
ヴ
ェ
・
ア
ル
テ
で
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
と
の
国
境
に
近
い
。

「
北
緯
46
度
に
あ
り
、
ア
ド
リ
ア
海
ま
で

20
キ
ロ
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
で
、
温
暖
な

気
候
で
す
。
た
だ
バ
ル
カ
ン
半
島
か
ら
吹

く
ボ
ー
ラ
と
い
う
冷
た
い
風
が
温
度
を
下

げ
る
た
め
、
白
ワ
イ
ン
に
も
適
し
た
産
地

な
の
で
す
」
と
話
す
の
は
、当
主
ア
ル
ヴ
ァ
ー

ロ
・
ペ
コ
ラ
ー
リ
氏
だ
。
1
9
7
8
年
か
ら

ワ
イ
ン
造
り
を
行
っ
て
お
り
、
白
ワ
イ
ン
の

聖
地
フ
リ
ウ
リ
を
代
表
す
る
生
産
者
だ
。

標
高
は
50
メ
ー
ト
ル
と
低
い
が
、
赤
っ
ぽ

い
粘
土
と
石
こ
ろ
の
多
い
土
壌
は
ミ
ネ
ラ

ル
を
含
み
、
そ
れ
が
ワ
イ
ン
に
心
地
い
い
塩

味
を
与
え
る
。「
フ
ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
の
グ

ラ
ー
ヴ
地
区
に
似
た
土
壌
で
す
」

　

フ
ラ
ン
ス
・
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
「
ツ
ィ
ン

ト
・
フ
ン
ブ
レ
ヒ
ト
」
と
「
ト
リ
ン
バ
ッ
ク
」

の
知
己
を
得
た
ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
氏
が
ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ
を
目
指
し
て
、

農
園
に
ア
ル
ザ
ス
ク
ロ
ー
ン
を
植
樹
し
た
の

は
1
9
8
5
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
グ
リ
ス
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
は
89
年
だ
。
最

初
は
ス
テ
ン
レ
ス
タ
ン
ク
熟
成
だ
っ
た
が
、

80
年
代
末
か
ら
樽
に
移
行
し
た
。
普
通

よ
り
も
収
穫
を
1
週
間
ほ
ど
遅
ら
せ
て

完
璧
に
熟
し
た
ブ
ド
ウ
を
収
穫
し
、
ス
テ

ン
レ
ス
タ
ン
ク
で
発
酵
を
始
め
、
数
日
後

に
樽
に
移
す
。
使
用
す
る
の
は
5
0
0
リ
ッ

ト
ル
の
小
樽
と
2
0
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
大

樽
だ
。
シ
ュ
ー
ル
・
リ
ー
状
態
で
バ
ト
ナ
ー

ジ
ュ
を
行
い
な
が
ら
、
11
カ
月
熟
成
す
る
。

「
樽
は
ア
ロ
マ
パ
レ
ッ
ト
を
広
げ
る
た
め
に

使
用
し
ま
す
。
樽
香
を
付
け
る
た
め
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」　

　

グ
リ
ス
は
熟
れ
た
洋
ナ
シ
や
黄
桃
の
豊

か
な
ア
ロ
マ
を
持
つ
が
、
サ
ル
ヴ
ィ
ア
、
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
な
ど
の
ハ
ー
ブ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
さ

わ
や
か
さ
を
与
え
る
た
め
、
重
く
は
感
じ

な
い
。

「
豊
か
で
濃
厚
な
ワ
イ
ン
で
す
が
、
バ
ラ
ン

ス
が
良
く
、驚
く
ほ
ど
飲
み
や
す
い
の
で
す
」

　

ア
ル
ヴ
ァ
ー
ロ
氏
が
特
に
愛
着
を
感
じ

て
い
る
ワ
イ
ン
で
「
生
ハ
ム
や
サ
ラ
ミ
、
ま
た

は
魚
料
理
、鶏
料
理
と
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
の
こ
と
。
特
別
な
機
会
に
楽
し
み
た
い
、

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ピ
ノ
・
グ
リ
ー
ジ
ョ
で
あ
る
。

問い合わせ先：㈱フードライナー　  0120-28-6683

『ピノ  グリージョ グリス 2021 年』
Pinot Grigio Friuli Isonzo DOC Gris
品種：ピノ・グリージョ100%
価格：7590 円（税込 )

リスネリス
Lis Neris

text by Isao MIYAJIMA

イタリアでは数多くのピノ・グリージョが造られているが
その多くはシンプルなデイリーワインだ。

ただ、イタリアにもフランス・アルザスに負けない
優れたピノ・グリージョがあり
その筆頭が『グリス』だ。

アルザスクローンのピノ・グリージョはより
複雑なワインを生む

イソンツォ地区にある「グリス」の畑は8ha 。平均樹齢は30年以上だ

オーナーのアルヴァーロ・ペコラーリ氏（左）と娘のフェデリカさん

サン・ロレンツォ・イ
ソンティーノにある
ワイナリーには宿泊
施設もある

＊
1 

発
酵
後
、
オ
リ
を
取
り
除
か
ず
に
そ
の
ま
ま
置
く
製
法

＊
2 

熟
成
中
に
タ
ン
ク
内
を
撹
拌
し
、
オ
リ
の
成
分
を
抽
出
す
る
こ
と
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「
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
が
世
界
中
で
大
成
功
を

収
め
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
料
理
に
も
合

う
か
ら
で
す
。
ダ
ー
ク
チ
ェ
リ
ー
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
、
ザ
ク
ロ
、
シ
ナ
モ
ン
の
香
り
を
持
ち
、

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
果
実
を
感
じ
さ
せ
る
味

わ
い
で
す
。
弾
け
る
よ
う
な
泡
が
生
き
生

き
と
し
て
い
て
、
飲
み
疲
れ
し
ま
せ
ん
」
と

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
メ
デ
ィ
チ
氏
。
価
格
が

お
手
ご
ろ
で
あ
る
こ
と
も
う
れ
し
い
。
常
に

手
元
に
備
え
て
お
き
た
い
ワ
イ
ン
で
あ
る
。

「
メ
デ
ィ
チ
・
エ
ル
メ
ー
テ
」
は
1
8
9
0

年
レ
ッ
ジ
ョ
・
エ
ミ
リ
ア
に
創
設
さ
れ
た
。

ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
の
故
郷
エ
ミ
リ
ア
地
方
で
2

番
目
に
古
い
歴
史
を
誇
る
名
門
だ
。

「
1
9
8
7
年
に
働
き
始
め
た
父
ア
ル
ベ

ル
ト
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
、
ボ
ル
ド
ー
、
バ
ロ
ー

ロ
な
ど
の
産
地
を
訪
れ
、
そ
れ
ら
の
ワ
イ
ン

と
肩
を
並
べ
る
こ
と
の
で
き
る
ラ
ン
ブ
ル
ス

コ
を
造
ろ
う
と
し
ま
し
た
」

　
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
大
学
と
調
査
研
究
し
て

優
れ
た
畑
を
選
び
、
収
穫
量
を
低
く
抑

え
て
、高
品
質
の
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
を
目
指
し
た
。

そ
れ
ら
の
努
力
の
結
晶
が
1
9
9
3
年
に

誕
生
し
た
『
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
』
だ
。

「
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
で
初
め
て
単
一
畑
で
、
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
を
表
記
し
て
、
単
一
品
種
（
ラ
ン

ブ
ル
ス
コ
・
サ
ラ
ミ
ー
ノ
）
で
造
っ
た
、
革

新
的
ワ
イ
ン
で
し
た
」

　
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
は
高
い
評
価
を
得
て
、
ラ

ン
ブ
ル
ス
コ
と
し
て
は
初
め
て
ト
レ
・
ビ
ッ
キ

エ
ー
リ
を
獲
得
、
そ
の
後
16
年
連
続
で

取
り
続
け
て
い
る
。

「
サ
ラ
ミ
ー
ノ
は
、
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
・
デ
ィ
・

ソ
ル
バ
ー
ラ
の
酸
と
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
・
グ
ラ
ス

パ
ロ
ッ
サ
の
タ
ン
ニ
ン
を
適
度
に
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
品
種
」
だ
そ
う
で
、

『
コ
ン
チ
ェ
ル
ト 

ラ
ン
ブ
ル
ス
コ 

レ
ッ
ジ
ア
ー
ノ 

セ
ッ
コ 

2
0
2
3
年
』
は
調
和
が
取
れ
て
、

活
力
に
溢
れ
、
上
品
だ
。

「
非
常
に
現
代
的
な
ワ
イ
ン
で
す
」

メ
ディ
チ
・エルメ
ー
テ

M
edici Erm

ete

photographs by Hiroshi INOMATA

世
界
的
ブ
ーム
を
起
こ
し
ている
弱
発
泡
性
赤
ワ
イン「
ランブルスコ
」。

そ
の
代
表
的
生
産
者「
メ
ディチ
・エルメ
ー
テ
」の
アレッサン
ドロ
・メ
ディチ
氏
が
来
日
。

名
門
の
５
代
目
当
主
に
話
を
聞
い
た
。

（左）
『コンチェルト ランブルスコ 
レッジアーノ セッコ 2023 年』
Concerto Lambrusco Reggiano Secco
品種：ランブルスコ・サラミーノ100%
価格：2750 円

『クエルチオーリ レッジアーノ ランブルスコ 
セッコ NV』
Quercioli Reggiano Lambrusco Secco
品種：ランブルスコ・サラミーノ50％
ランブルスコ・マラーニ50％
価格：1540 円

※価格はすべて税込

問い合わせ先：㈱モトックス　  0120-344101

『
ク
エ
ル
チ
オ
ー
リ 

レ
ッ
ジ
ア
ー
ノ 

ラ
ン
ブ
ル

ス
コ 

セ
ッ
コ 

N
V
』
は
サ
ラ
ミ
ー
ノ
50
パ
ー

セ
ン
ト
と
マ
ラ
ー
ニ
50
パ
ー
セ
ン
ト
で
造
ら

れ
る
軽
や
か
な
ワ
イ
ン
で
、
甘
や
か
な
果
実

を
感
じ
さ
せ
る
辛
口
の
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
だ
。

　
日
本
を
頻
繁
に
訪
れ
る
ア
レ
ッ
サ
ン
ド

ロ
氏
の
願
い
は
、
メ
デ
ィ
チ
・
エ
ル
メ
ー
テ
の

ワ
イ
ン
を
和
食
店
に
導
入
し
て
も
ら
う
こ

と
、
そ
し
て
フ
ァ
イ
ン
ワ
イ
ン
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
こ
と
だ
。

「
ラ
ン
ブ
ル
ス
コ
を
抜
栓
す
る
と
食
卓
は

喜
び
に
満
ち
ま
す
。
陽
気
で
、
楽
し
い
時

間
を
作
り
出
し
て
く
れ
る
幸
せ
な
ワ
イ
ン

な
の
で
す
」

『コンチェルト』が生まれる「ランパータ」の畑。
背後は丘陵があり、横にエンツァ川が流れる

生き生きとした弱発泡
16年連続でトレ・ビッキエーリを獲得

当主のアレッサンドロ・メディチ氏

text by Isao MIYAJIMA

THE WINE KINGDOM  No.144111



text by
Atsushi TOGAMI
photographs by
Kentaro TAKIOKA

「
優
勝
は
、
山
田
琢
馬
さ
ん
！
」

　

息
を
呑
み
静
ま
り
返
っ
た
会
場
に
、
イ

タ
リ
ア
語
で
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
響
い
た
瞬
間
、

一
転
し
て
大
歓
声
、
さ
ら
に
拍
手
が
続
い
た
。

「
第
16
回
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｕ
Ｐ（
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
・

ベ
ス
ト
・
ソ
ム
リ
エ
・
コ
ン
ク
ー
ル
）」（
主
催
：

日
欧
商
事
／
後
援
：
駐
日
イ
タ
リ
ア
大
使
館
、

イ
タ
リ
ア
貿
易
振
興
会
、
イ
タ
リ
ア
文
化

会
館
）
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
決
定
し
た
瞬
間
だ
。

　

そ
も
そ
も
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
と
は
、
ど
の
よ

う
な
コ
ン
ク
ー
ル
な
の
か
？　

第
1
回
が
開
催

さ
れ
た
の
は
２
０
０
７
年
で
、
今
年
で
16
回

目
。
そ
の
目
的
は
、
ワ
イ
ン
を
通
じ
て
イ
タ

リ
ア
文
化
の
魅
力
を
日
本
に
紹
介
す
る
こ

と
と
、
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
に
携
わ
る
ソ
ム
リ
エ

を
称
え
、
活
躍
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
大
使
の
称
号
が

授
与
さ
れ
る
唯
一
の
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
あ
る

が
、
今
大
会
だ
け
特
別
に
来
年
4
月
よ
り

開
催
さ
れ
る
「
大
阪
・
関
西
万
博 

イ
タ
リ
ア

パ
ビ
リ
オ
ン
」
の
〝
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
〞
の
称
号
も
授
与
。
万
博
期
間
中
に

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で

活
躍
で
き
る
こ
と
も
約
束
さ
れ
て
い
る
。

挑
戦
者
全
員
が
同
席
す
る

新
し
い
タ
イ
プ
の
課
題
も

　

こ
こ
か
ら
は
11
月
20
日
に
「
イ
タ
リ
ア
文

化
会
館
」
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ソ

ム
リ
エ
６
名
に
よ
る
熱
戦
を
振
り
返
る
。

　

１
次
予
選
、
２
次
予
選
を
突
破
し
て
、

こ
の
日
の
準
決
勝
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

わ
ず
か
６
名
。
午
前
中
の
準
決
勝
で
上
位

３
名
に
入
っ
た
山
田
琢
馬
氏
（
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
東
京
）、
福
元
幸
佑
氏
（
神
楽
坂
ア
ッ
カ
）、

尾
畑
康
弘
氏（
ヴ
ィ
ネ
リ
ア
・
ヴ
ィ
ア
・
ヴ
ィ
ー

「日欧商事」代表取締役社長ティ
エリー・コーヘン氏が、その手を
掲げたのは山田琢馬氏（パレス
ホテル東京）。16人目のチャンピ
オンが決定した瞬間だ

第

16
回

　JE
T

C
U

P

イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
・
ベス
ト
・
ソ
ム
リ
エ
・
コン
ク
ー
ル

The 16th Italian Wine Best Sommelier Concour

JETCUP
Italian

 W
in

e

2
0
0
7
年
に
初
開
催
、
今
年
で
16
回
目
と
な
る

「
J
E
T
C
U
P
（
イ
タ
リ
ア
ワ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
・
ソ
ム
リ
エ
・
コ
ン
ク
ー
ル
）」。

11
月
20
日
の
本
選
に
は
、
全
国
か
ら
1
次
予
選
と
2
次
予
選
を
通
過
し
た
6
名
が
参
戦
。

東
京
・
九
段
下
の
「
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
」
を
舞
台
に
し
た
、
頂
上
決
戦
の
模
様
を
誌
上
リ
ポ
ー
ト
す
る
。
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ノ
）
が
、
決
勝
へ
。
そ
の
模
様
は
全
国
の
ワ

イ
ン
関
係
者
や
愛
好
家
に
向
け
て
、
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
発
信
さ
れ
た
。

　

こ
の
精
鋭
た
ち
を
審
査
す
る
重
責
を
担
っ

た
の
は
、
審
査
委
員
長
の
水
口
晃
氏
、
ワ
イ

ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
宮
嶋
勲
氏
、
特
別
ゲ

ス
ト
審
査
員
と
し
て
、
ワ
イ
ン
漫
画
「
神
の
雫
」

原
作
者
の
亜
樹
直
（
あ
ぎ
・
た
だ
し
）
こ
と

作
家
姉
弟
の
樹
林
ゆ
う
子
さ
ん
と
伸
氏
。

さ
ら
に
シ
チ
リ
ア
州
の
名
門
「
プ
ラ
ネ
タ
」
オ
ー

ナ
ー
の
ア
レ
ッ
シ
オ
・
プ
ラ
ネ
タ
氏
、「
日
欧
商

事
」
代
表
取
締
役
社
長
テ
ィ
エ
リ
ー
・
コ
ー

ヘ
ン
氏
に
歴
代
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
優
勝
者

を
加
え
た
全
13
名
で
あ
る
。

　

今
年
の
決
勝
戦
は
次
の
三
つ
の
課
題
で

審
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
。
①
「
４
種
類
の

ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
②

「
舞
台
上
の
仮
設
レ
ス
ト
ラ
ン
で
大
小
二
つ
の

テ
ー
ブ
ル
（
４
人
組
と
２
人
組
）
に
対
応
す

る
サ
ー
ビ
ス
実
技
」
と
い
う
例
年
の
課
題
に

加
え
て
、
③
「
３
名
全
員
が
同
時
に
登
壇

し
て
回
答
す
る
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
」
が
、
新
た
に

出
題
さ
れ
て
い
る
。

過
酷
な
サ
ー
ビ
ス
実
技
に

全
員
が
タ
イ
ム
ア
ッ
プ

　

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
昨
年
２
位
の
山
田

琢
馬
氏
。「
楽
し
ん
で
や
り
た
い
で
す
」
と
登

壇
。
さ
す
が
に
場
慣
れ
し
た
感
じ
で
、
淀
み

な
い
コ
メ
ン
ト
が
続
く
。
そ
の
表
情
か
ら
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
の
も
見
て
取
れ
た
。
サ
ー

ビ
ス
実
技
で
は
、
赤
ワ
イ
ン
ボ
ト
ル
の
抜
栓

途
中
で
の
タ
イ
ム
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
の
後
の
ゲ
ス
ト
役
か
ら
の
質
問
に
は
、
そ

つ
な
く
対
応
し
て
終
了
。

　

続
い
た
の
は
、
昨
年
準
決
勝
で
涙
を
飲

山田琢馬氏
Takuma YAMADA
（パレスホテル東京）

率直に言って完敗です。山田氏の
能力の高さと重ねてきた努力に感
服しました。今は来年のJETCUP
が大阪・関西万博で開催されると
聞いて、とても興奮しています。い
つもアウェーでしたが、次はホーム
の大阪で「よっしゃー！」の雄叫びを
上げたいですね。

尾畑康弘氏
Yasuhiro OBATA

（ヴィネリア・ヴィア・ヴィーノ）

当日の準決勝進出者。当日の
準決勝進出者。左から、「ワイ
ンバー Diva Italiano」内田尚
伸氏、「ヴィネリア・ヴィア・ヴィー
ノ」尾畑康弘氏、「リストラン
テ コレット」松山有三氏、「コ
ンラッド東京」浦崎隆宏氏、「神
楽坂アッカ」福元幸佑氏、「パ
レスホテル東京」山田琢馬氏

福元幸佑氏
Kosuke FUKUMOTO
（神楽坂アッカ）

初めての決勝、悔しくないと言え
ば嘘になりますが、楽しかったです。
今年もそうでしたが、最近はずっと
2位入賞者が翌年優勝するという
流れ。このジンクスを信じて来年
もがんばりますが、同時に私で途
切れさせてはいけないというプレッ
シャーも感じています。

名前を呼ばれた時は、まさに夢心地。昨年は決勝
でうまくいかず、悔しい思いをしました。しかし決勝
の雰囲気を味わった経験が生きたのか、今日はリ
ラックスして対応できていたと思います。ブラインド・
テイスティングで3種クリアできたという確信があ
り、その後の難解な課題に冷静に臨めたのも大き
かったですね。優勝できたことをいち早く妻と両親
に伝えて、喜びを分かち合いたいです。

Italian
 W

in
e
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ん
だ
福
元
幸
佑
氏
。「
よ
う
や
く
決
勝
の
舞

台
に
立
て
ま
し
た
」
と
語
っ
て
ス
タ
ー
ト
。
テ

イ
ス
テ
ィ
ン
グ
コ
メ
ン
ト
が
早
口
で
緊
張
感
が

伝
わ
っ
て
き
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
実
技
に
入
る

と
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
サ
ー
ブ
し
て
い

る
ワ
イ
ン
に
ゲ
ス
ト
の
興
味
を
喚
起
す
る
コ
メ

ン
ト
を
す
る
な
ど
の
余
裕
を
見
せ
た
。
し
か
し
、

山
田
氏
同
様
時
間
切
れ
。
近
年
こ
の
課
題

は
コ
ム
ソ
ム
リ
エ
（
見
習
い
）
が
い
て
設
定
時

間
も
長
め
だ
っ
た
の
で
、
出
場
者
は
登
壇
し

て
か
ら
や
や
困
惑
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

「
こ
こ
ま
で
き
た
ら
（
優
勝
を
目
指
し
て
）、

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
は
、
最
終
挑
戦
者
で
昨

年
３
位
の
尾
畑
康
弘
氏
。
大
阪
か
ら
の
参

戦
で
あ
る
。
コ
メ
ン
ト
す
る
際
は
や
さ
し
い
口

調
に
身
振
り
手
振
り
が
入
り
、
親
し
み
や

す
さ
が
感
じ
ら
れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
実
技
で
は
、

オ
ー
ダ
ー
さ
れ
た
赤
ワ
イ
ン
を
見
つ
け
ら
れ
ず

に
動
揺
が
。
こ
ち
ら
も
残
念
な
が
ら
、
最
後

ま
で
辿
り
着
く
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
舞
台
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
3
名
が
一

緒
に
登
場
し
て
の
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ
。
お
互
い
顔

を
見
合
わ
せ
て
回
答
し
て
い
る
様
子
に
は
、

そ
れ
ま
で
の
緊
張
感
は
な
く
、
む
し
ろ
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
た
。
こ
こ
で
全

課
題
が
終
了
。

　

結
果
が
発
表
さ
れ
、
優
勝
は
山
田
氏
に
。

2
位
は
福
元
氏
で
、
3
位
は
昨
年
と
同
じ

く
尾
畑
氏
。
山
田
氏
は
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な

表
情
で
、
関
係
者
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
後
「
３
回
目
の
挑
戦
で
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
感
無
量
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
イ
タ
リ
ア

の
ワ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
文
化
に
つ
い
て
も
学

ん
で
い
き
た
い
」
と
続
け
た
。

Italian
 W

in
e

1 ヴェルデッキオ マルケ州 ヴェルデッキオ・デイ・カステッリ・ディ・イエージDOC 2022年
2 カッリカンテ シチリア州 エトナDOC 2023年
3 アリアニコ カンパーニア州 タウラージDOCG 2009年
4 ネッビーロ ピエモンテ州 バローロDOCG 2020年

2
TASK

1
TASK
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来
年
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
は

初
の
関
西
エ
リ
ア
開
催
に

　

こ
こ
か
ら
は
審
査
員
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
。

審
査
委
員
長
の
水
口
晃
氏
は
「
順
当
な

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
4
種
中
３
種
を
正

解
し
た
山
田
氏
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
・
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
の
結
果
は
秀
逸
。
で
も
実
は
彼
は
予

選
の
調
子
は
良
く
な
か
っ
た
。
今
日
こ
こ
に

い
る
方
は
、
予
選
で
は
み
な
勝
っ
て
い
た
の
で
、

自
信
を
持
っ
て
ま
た
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
勝
者
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
残
念
な
が
ら

敗
者
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
を
鼓
舞
し
た
。
一
方

で
特
別
審
査
員
の
樹
林
姉
弟
か
ら
は
「
あ

の
カ
オ
ス
な
サ
ー
ビ
ス
実
技
の
課
題
は
と
て

も
６
分
間
で
は
無
理
（
笑
）。
そ
ん
な
過
酷

な
中
で
も
、
み
な
さ
ん
素
晴
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
て
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
よ
」

と
労
い
の
言
葉
も
か
け
ら
れ
た
。

　

歴
代
優
勝
者
か
ら
は
「
山
田
氏
は
強
か
っ

た
。
サ
ー
ビ
ス
実
技
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

ル
が
仕
込
ま
れ
て
い
た
の
に
的
確
に
対
応
、

視
野
の
広
さ
を
感
じ
ま
し
た
ね
」（
本
多
康

志
氏
）。
職
場
の
先
輩
で
も
あ
る
佐
藤
隆

正
氏
は
「
山
田
は
ふ
だ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
の
８
割

ぐ
ら
い
の
力
で
臨
め
て
い
て
、
力
み
が
な
か
っ

た
の
が
良
か
っ
た
と
思
う
。
観
戦
す
る
人
も

ワ
ク
ワ
ク
し
て
も
ら
お
う
と
導
入
し
た
パ
ネ
ル

ク
イ
ズ
は
、
イ
タ
リ
ア
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

新
課
題
の
意
図
も
明
か
し
た
。

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
イ
タ
リ
ア
政
府
代

表
の
マ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ッ
タ
ー
ニ
氏
が
、
次
回
第

17
回
は
万
博
の
イ
タ
リ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
で
行
わ

れ
る
こ
と
を
明
か
し
、
場
内
は
騒
然
。
ど
よ

め
き
が
収
ま
ら
な
い
中
、
閉
会
と
な
っ
た
。

Italian
 W

in
e

審
査
委
員

ティエリー・コーヘン氏
（日欧商事代表取締役社長）

特別審査員
樹林 伸氏

（ワイン漫画「神の雫」原作者）

特別審査員
樹林ゆう子さん

（ワイン漫画「神の雫」原作者）

特別審査員
アレッシオ・プラネタ氏

（プラネタ）

林 憲二氏
（アッカ）

田上清一郎氏
（天草 天空の船）

矢野 航氏
（トラットリア ダ ケンゾー）

永瀬喜洋氏
（クアトロヴィーニ）

西村圭太郎氏
（パレスホテル 和田倉）

本多康志氏
（セラリエ）

佐藤隆正氏
（パレスホテル）

宮嶋 勲氏
（ワインジャーナリスト）

水口 晃氏
（ソムリエ協会理事）

イタリアパビリオンで開催！

3
TASK
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ディナーで供出されたワイン。左から『キャンティ・
クラシコ 2019年』『キャンティ・クラシコ・リ
ゼルヴァ 2018年』『カンポ・アル・アルベ
ロ 2019年』『チンクエ・フィラーリ プニテッロ 
2020年』『キャンティ・クラシコ・グラン・セレ
ツィオーネ “イル・トッリアーノ” 2019年』

1981年、ラウラ・バロンティ氏が「ラ・サ
ラ」を創業。数々のワインコンペティションで
賞を獲得するなど、優れたキアンティ・クラッ
シコを生む生産者として名を馳せた。2013
年にバロンティ氏が急逝し一時製造が中止
になるも、14年に長い歴史を持つブドウ栽
培家一族のフランチェスコ・ロッシ・フェリー
ニ氏によって復活。19年からワイナリー名
を「ラ・サラ・デル・トッリアーノ」に変更し
て、エレガントで深みのあるワインを生み出し
ている。

ラ・サラ・デル・トッリアーノ

　秋の気配が漂い始めた10月1日。ワイン輸入
元の「グッドリブ」と『ワイン王国』のコラボレーショ
ンにより、トスカーナの名門ワイナリー「ラ・サラ・デ
ル・トッリアーノ」のメーカーズディナーが開催された。
舞台となったのは、東京・築地のレストラン「築地
ボン・マルシェ」だ。主役であるセールスマネジャー
のロレンツォ・ムンニャイーニ氏が登壇し、ワイナリー
の歴史や理念を述べた後「30年以上のお付き
合いとなる日本は、私たちにとって特別な国です。
その日本での特別な夜に乾杯！」と『キャンティ・
クラシコ 2019年』が注がれたグラスを掲げた。
　築地ボン・マルシェの薄公章シェフが料理を
前に「トスカーナ州のリストランテで4年間修業し
た経験を生かしたトスカーナ料理を、秀逸なワイ
ンとともにお楽しみください」と笑顔を見せる。アッ
ビナメント（ペアリング）されたワインは5種類。3種
のキアンティ・クラッシコにスーパータスカン、土着
品種のプニテッロ100パーセントのワインと、すべて
赤ワインという独創的なラインナップ。ワインをサー

ヴしたのは第3回「イタリアワイン ベスト ソムリエ・
コンクール」（JETCUP）チャンピオンの本多康
志ソムリエだ。フロアをくまなく巡り、ゲストからの
質問に丁寧に応える姿が印象的だった。
　薄シェフと親交のある、佐賀県「トラットリア 
レガーレ」オーナーシェフの増本康弘さんは「地
元の佐賀牛のブレザオラとのペアリングは、感
慨深かったです。個人的にはスーパータスカン
がお気に入り。上京した甲斐がありましたね」
と顔をほころばせた。
　中締めの後も、ムンニャイーニ氏のサイン入
りボトルを求める長蛇の列が……。ワインと同様、
余韻の長い夜となった。

＊１ トスカーナ州の伝統的品種サンジョヴェーゼではなく、カベルネ・ソーヴィ
ニヨンやメルロなどを用いて国際的なスタイルに造ったワイン
＊２ 北イタリアで作られる牛肉の生ハム

来日したセールスマネジャーのロレ
ンツォ・ムンニャイーニ氏（中央）
に、メーカーズディナーを料理と
サービスで演出した薄公章シェフ
（左）と本多康志ソムリエ

料理は「前菜盛り合わせ」からス
タート。佐賀牛の赤身肉から作っ
た生ハム「ブレザオラ」や「ブルス
ケッタ」「クロスティーニ」など、見
た目も美しく盛り付けられている

ラ・サラ・デル・トッリアーノ
メーカーズディナー 
at 築地ボン・マルシェ

イ
タ
リ
ア
・
ト
ス
カ
ー
ナ
州
の

キ
アン
ティ
・
ク
ラッ
シ
コ
地
区
を
代
表
す
る
造
り
手

「
ラ
・
サ
ラ
・
デ
ル
・
ト
ッ
リ
ア
ー
ノ
」。

セ
ー
ル
スマ
ネ
ジ
ャ
ー
の

ロレン
ツォ
・
ム
ンニ
ャ
イ
ーニ
氏
が
来
日
し

東
京
・
築
地
で
メ
ー
カ
ー
ズ
ディ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

メインは、たっぷりのローストポテトが添えられた「熟
成阿蘇王あか牛フィレンツェ風ビステッカ」。『キャン
ティ・クラシコ・グラン・セレッツィオーネ “イル・トッリ
アーノ” 2019年』とアッビナメント

La Sala Del Torriano

text by A
tsushi T

O
G

A
M

I
photographs by K

entaro T
A

K
IO

K
A
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photographs by Koumei KADOWAKI（ボトル P118-123, 128-132）
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Takuma YAMADA M a s a a k i  S H I G E N OH i r o y u k i  S E I N OMasakatsu  YATABE

2000My Best!

1000My Best!

2000My Best!

1000My Best!

2000My Best!

1000My Best!

2000My Best!

1000My Best!
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10001000No.

10001000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

10
0
0

1999

No.
144

リンゴのコンポート

パイナップルグレープフルーツ

フルーツキャンデー

リンゴ

ノワゼット

Frontera Premium Chardonnay

144

パイナップル

フルーツキャンデーパッションフルーツ

ホワイトアスパラ

リンゴのコンポート

ミネラル

Eloise Chardonnay

144

THE WINE KINGDOM  No.144119



10001000No.

10001000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

グレープフルーツ

ココナッツミルクリンゴ

洋ナシのタルト

ストロベリー

フルーツキャンデー

De Bortoli DB Winemaker Selection Chardonnay

144

グレープフルーツ

フルーツキャンデー生花

レモン

アプリコット

ノワゼット

Chardonnay Cuvée Dissenay 100% Oak

144
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10001000No.

10001000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

モモ

ミネラルスギ

火打ち石

リンゴのコンポート

枯れ葉

T.N.T Chardonnay Estate Grown Lodi

144

パイナップル

洋ナシのタルトリンゴ

モモ

パッションフルーツ

フルーツキャンデー

Luisa Selección Chardonnay

144
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10001000No.

10001000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

グレープフルーツ

白い花リンゴのコンポート

アーティチョーク

リンゴ

ミネラル

Grain d'Oc Chardonnay

144

リンゴ

生花アーティチョーク

サワークリーム

ハーブ

フルーツキャンデー

Calvet Chardonnay

144
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10001000No.

10001000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

グレープフルーツ

ハーブリンゴ

ヴァニラ

パッションフルーツ

フルーツキャンデー

Grant Burge GB32 Chardonnay

144

レモン

フルーツキャンデーパッションフルーツ

リンゴのコンポート

パイナップル

サワークリーム

Wild House Chardonnay

144
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1000

Marriage
Best

1000 1000
No.No. No.

Marriage
Best

Marriage
Best

144

フルーツ
キャンデー

リンゴの
コンポート

グレープ
フルーツ

Campero Chardonnay

144

ハーブ

リンゴ

グレープ
フルーツ

Dreamtime Pass Kangaroo 
Label Chardonnay

144

ハーブ

モモ

グレープ
フルーツ

Casalforte Chardonnay
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10001000 1000
No.No. No.

Marriage
Best

Marriage
Best

Marriage
Best

144

ノワゼット

ココナッツ
ミルク

アプリコット

Veramonte Organic 
Chardonnay

144

ノワゼット

コショウ

パイナップル

Cuvée Secrète Chardonnay 
(No Added Sulphur)

144

ハチミツ

ハーブ

グレープ
フルーツ

L'Odalet Chardonnay
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1000

Marriage
Best

1000 1000
No.No. No.

Marriage
Best

Marriage
Best

144

ハーブ

パイナップル

グレープ
フルーツ

Vin de France Anne de Bourg 
Chardonnay

144

生花

リンゴ

レモン

Les Ormes de Cambras 
Chardonnay Organic

144

ハーブ

洋ナシの
タルト

グレープ
フルーツ

La Playa Chardonnay

No.144  THE WINE KINGDOM 126



10001000 1000
No.No. No.

Marriage
Best

Marriage
Best

Marriage
Best

144

ノワゼット

生花

グレープ
フルーツ

Louis Josse Vin de France 
Chardonnay

144

ココナッツ
ミルク

リンゴ

グレープ
フルーツ

Tilia Chardonnay (Screw)

144

白い花

リンゴ

パッション
フルーツ

Anna 6
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20002000No.

20002000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

20
0
0

2999

No.
144

モモ

フルーツキャンデーココナッツミルク

グレープフルーツ

アプリコット

樽

Chardonnay

144

アプリコット

ミツろうハーブ

クリ

リンゴ

バター

Patriarche Prestige Chardonnay

144
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20002000No.

20002000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

モモ

ミネラル白い花

ハーブ

リンゴ

カリン

Pierre de Lambly Chardonnay

144

パイナップル

ノワゼットリンゴのコンポート

アプリコット

ハーブ

キャラメル

Chardonnay

144
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20002000No.

20002000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

リンゴ

ヴァニラハーブ

ヨード

リンゴのコンポート

フルーツキャンデー

Chardonnay California

144

アプリコット

ハーブモモのコンポート

レモン

リンゴ

麝香

Chardonnay Gran Reserva

144
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20002000No.

20002000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

パイナップル

白い花洋ナシのタルト

オレンジジャム

リンゴ

バター

Long Barn Chardonnay

144

パイナップル

シナモンモモのコンポート

洋ナシのタルト

モモ

バター

Crimson Ranch Chardonnay

144
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20002000No.

20002000No.

Marriage
Best

Marriage
Best

モモ

ココナッツミルクハーブ

ヴァニラ

リンゴのコンポート

サワークリーム

Founders' Estate Chardonnay

144

グレープフルーツ

キノコココナッツミルク

アーティチョーク

リンゴのコンポート

サワークリーム

Indomita Duette Premium Chardonnay

144
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2000

Marriage
Best

2000

Marriage
Best

2000

Marriage
Best

No.No. No. 144

カラメル

ココナッツ
ミルク

パッション
フルーツ

Old Coach Road Chardonnay

144

フルーツ
キャンデー

ハーブ

パイナップル

Diablo Golden Chardonnay

144

フルーツ
キャンデー

アプリコット

モモ

Montes Alpha Chardonnay
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2000

Marriage
Best

2000

Marriage
Best

2000

Marriage
Best

No.No. No. 144

サワー
クリーム

リンゴ

グレープ
フルーツ

Henri d’Autignac Chardonnay

144

火打ち石

洋ナシの
タルト

リンゴ

Vin de France Chardonnay 
Doudet-Naudin 

144

ヴァニラ

アプリコット

パイナップル

IIIB & Auromon Blanc
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2000

Marriage
Best

2000

Marriage
Best

2000

Marriage
Best

No.No. No. 144

ハチミツ

モモ

パイナップル

Gen5 Chardonnay

144

ミネラル

ハーブ

グレープ
フルーツ

Ashton Winery Chardonnay 
Limited Release

144

ハーブ

リンゴ

レモン

"Da Maggio" Chardonnay 
Forli
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2000

Marriage
Best

2000

Marriage
Best

2000

Marriage
Best

No.No. No. 144

ミネラル

リンゴの
コンポート

パイナップル

Takahata Classique 
Chardonnay

144

ヴァニラ

リンゴ

モモ

L'Adagio des Eyssards Blanc

144

白い花

リンゴの
コンポート

グレープ
フルーツ

La Boscana Blanco
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Ｊ
Ｒ
東
京
駅
に
隣
接
し
た「
大
丸
東
京
店
」12
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ロ
ア
。

人
目
に
つ
か
な
い
隠
れ
家
の
よ
う
な
一
角
で

最
高
品
質
の
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
、
ボ
ル
ド
ー
が
買
え
て
、
味
わ
え
る

と
っ
て
お
き
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
。

　JR東京駅の喧噪を抜けて「大丸東京店」のエレベーター
で12階へと上がる。レストランフロアの目立たぬ一角に、そ
のワインショップはあった。それが「Wine Shop & Salon 

“Premier Cru Tokyo Station” 大丸東京店」だ。
　オープンは2022年５月。百貨店の一部改装を機に、7坪
弱のスペースが「クリスマスツリーの頂点」をテーマにした綺
羅星のごときワインショップ＆サロンとして生まれ変わった。
 「地下1階のお酒売り場をツリーの“幹”とすると、1975年か
ら続けている催事『世界の酒とチーズフェスティバル』は“枝
葉”。そしてこの『Premier Cru』はツリーのトップを飾る“星”」
と話すのは、大丸東京店で長年お酒部門のバイヤーを務め
てきた西野京子さん。
 「世界中のワインを飲み尽くした人が、一周回ってたどり着く
先はフランスワイン」という信念の下、シャンパーニュ、ブル

東京都千代田区丸の内 1-9-1 大丸東京店 12階レストランフロア
TEL：050-1782-8549
営業時間：12:00～ 20:00（19:30LO）
定休日：月曜
Instagram：@1ercru.ts

DATA

ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
探
訪
！

text & photographs by 
Ryo TAMURA

第 12 回

フランス 3大エリアに特化した
ワインショップ＆サロン

ゴーニュ、ボルドーの“3大エリア限定”の最高峰のワインだ
けを扱うという潔さ。セレクトアイテムは200種類近く、在庫
は約600本を数える。そのすべてを温度管理、湿度管理に
万全を期した“高級ワインセラー内”に保管する。品質管理
の徹底ぶりは目を見張るものがある。
　店内には高級感溢れるソファが配され、ゆったりとくつろ
ぎながら、専門知識を持つスタッフと相談しつつタブレットを
利用した商品選びが可能。また、バイ・ザ・グラス（1700

～3500円程度）や、ボトルの場合は抜栓料なしの小売価格
（5000円台～）で、店内でワインを味わうこともできる。も
ちろん、飲みきれなかったワインは持ち帰りもOKだ。
　新幹線の待ち時間の利用も良し、ここをめざして東京駅へ
やってくるも良し。自分だけの秘密のスポットにしておきたく
なるようなワインショップだ。

Wine Shop & Salon

“P
プ ル ミ エ

remier C
ク リ ュ

ru Tokyo Station” 大丸東京店（東京駅）

左から、店のポリシーである「信頼でき
る出自とルート」でインポートされた『エ
グリ・ウーリエ シャンパーニュ グラン・
クリュ アッサンブラージュ バーズ・ヴァ
ンダンジュ 2017年』（2万2000円）。
ブルゴーニュのミクロ・ネゴシアン『バ
ンジャマン・ルルー コルトン・シャ
ルルマーニュ グラン・クリュ 2020年』
（10万4500円）はこれからの熟成も
期待できる。『シャトー・ダルマイヤック 
2004年』（1万6500円）はポイヤック
の希少なバックヴィンテージ

※価格は各税込

グラスとデキャンタはすべて
「リーデル」製を使用。抜
栓料、席料なしの明朗会
計。座り心地のいいソファ
席に2卓のテーブルを配
置。フロアとは壁で隔てら
れ、人の目を気にせず贅
沢な時間が過ごせる

本誌持参の方に
ワインを

バイ・ザ・グラス
1杯プレゼント！
2024年12月5日～
2025年1月31日、
店休日を除く

12階レストランフロアのコーナーに
隠れ家的なロケーション

左から、スタッフの根本優子
さん、石井歩さん、片桐典
子さん。全員WSET®ワイン
レベル3の資格を持つワイン
のエキスパートたちだ

読者の方に朗報！
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ワインショップ以上の
サービスとおもてなしで
お迎えします



「八ヶ岳はらむらワイナリー」醸造責任者

1966 年生まれ。高校まで群馬県館林市で暮らし、千葉大学へ進学。
卒業後「キリンビール」入社。53歳で早期退職し「千曲川ワイン
アカデミー」入学。「信州たかやまワイナリー」で研修し、2022
年 4 月長野県諏訪郡原村にある実家の畑にブドウを植樹。同年 6
月より「八ヶ岳はらむらワイナリー」醸造責任者を務める

　

今
回
は
、
今
年
の
ワ
イ
ン
造
り
の
状
況

と
、
私
の
研
修
時
代
の
こ
と
を
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
妻
と
2
人
で
管
理
し
て
い
る

畑
の
ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
。
樹
を
植
え
て
3

年
目
の
今
年
は
初
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
長
年
の
夢
「
自
分
で
育
て
た
ブ
ド
ウ

で
自
分
の
ワ
イ
ン
を
造
る
」
を
実
現
で
き

る
希
望
に
満
ち
た
年
、
の
は
ず
で
し
た
が
、

結
論
は
と
い
う
と
、
ブ
ド
ウ
栽
培
の
難
し

さ
を
思
い
知
っ
た
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
学
ん
で
き
て
、
ブ
ド
ウ
農
家
で
働

い
た
経
験
も
あ
っ
た
の
で
「
で
き
る
は
ず
」

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
実
は
と
て
も

厳
し
く
、
収
穫
量
は
約
3
0
0
0
本
の

ブ
ド
ウ
樹
か
ら
わ
ず
か
4
0
0
キ
ロ
。
品

質
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。「
も
っ
と
も
っ
と
勉
強
し
な
さ
い
」

と
い
う
ブ
ド
ウ
樹
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と

考
え
て
、
来
年
に
向
け
て
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

少
な
い
な
が
ら
も
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
は

「
八
ヶ
岳
は
ら
む
ら
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
に
持
ち

込
み
、
丁
寧
に
仕
込
み
ま
し
た
。
今
は
発

酵
・
オ
リ
引
き
を
終
え
て
、
貯
蔵
室
で
静

か
に
熟
成
の
時
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
中
で

も
ゲ
ヴ
ュ
ル
ツ
ト
ラ
ミ
ネ
ー
ル
は
バ
ラ
の
香

り
が
出
て
き
て
お
り
、
楽
し
み
で
す
。

　

八
ヶ
岳
は
ら
む
ら
ワ
イ
ナ
リ
ー
３
年
目

の
ワ
イ
ン
造
り
は
と
い
う
と
、
猛
暑
続
き

の
天
候
で
難
し
い
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
に
な
っ
た

今
年
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
し
っ
か
り
時

間
を
か
け
て
仕
込
み
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

黒
品
種
の
除
梗
は
除
梗
機
を
使
わ
ず
手

作
業
で
行
い
、
タ
ン
ク
に
入
る
梗
を
極
力

少
な
く
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
何
は
と

も
あ
れ
、
健
全
な
ワ
イ
ン
に
仕
上
が
る
よ

う
貯
蔵
育
成
中
の
ワ
イ
ン
を
注
意
深
く

見
守
り
、
小
さ
な
変
化
を
見
逃
さ
ず
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

仕
込
み
が
終
わ
っ
て
一
番
強
く
感
じ
た

こ
と
は
、
い
い
ブ
ド
ウ
を
作
る
こ
と
の
難
し

さ
、
農
家
さ
ん
か
ら
良
質
な
ブ
ド
ウ
を
提

供
し
て
い
た
だ
く
あ
り
が
た
さ
で
す
。
昨
年

は
入
荷
し
た
ブ
ド
ウ
が
良
い
も
の
ば
か
り
で
、

天
候
に
恵
ま
れ
て
良
か
っ
た
良
か
っ
た
と

喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、
自
分
で
栽
培
し
て

み
る
と
そ
ん
な
単
純
な
こ
と
で
は
な
い
と

気
が
付
き
、
数
え
切
れ
な
い
努
力
の
上

に
天
気
が
味
方
し
て
く
れ
た
結
果
だ
っ
た

と
思
い
知
り
ま
し
た
。

ワ
イ
ン一
色
に
染
ま
り
夢
の
実
現
へ

　

こ
こ
で
話
題
を
変
え
、
私
の
研
修
時

代
の
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。

　

前
職
「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
」
を
退
職
後
「
千

曲
川
ワ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
入
学
す
る
と
、

本
当
に
ワ
イ
ン
が
好
き
で
好
き
で
仕
方
が

な
い
と
い
う
人
た
ち
ば
か
り
で
、
素
敵
な

仲
間
が
一
気
に
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

の
人
生
で
は
、
趣
味
で
つ
な
が
っ
た
人
た

ち
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
て
も
、
数
時
間

も
す
れ
ば
違
う
話
題
に
な
る
も
の
で
し
た
が
、

こ
こ
で
出
会
っ
た
人
た
ち
は
延
々
と
ワ
イ

ン
の
話
を
し
て
、
尽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
人
生
を
変
え
る
く
ら
い
の
価

値
あ
る
も
の
が
共
通
し
て
い
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ワ
イ
ン
造
り
を
教
わ
っ
た
「
信
州
た
か

や
ま
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
に
は
、
2
0
2
0
年

秋
冬
と
21
年
秋
冬
の
２
シ
ー
ズ
ン
お
世
話

鎌倉宏吉　Hiroyoshi KAMAKURA

「八ヶ岳はらむらワイナリー」

2023 年、信州ワインバレーに誕生した新し
い産地「八ヶ岳西麓ワインバレー」。鎌倉宏
吉さんはここにある「八ヶ岳はらむらワイナ
リー」で醸造を行う。脱サラして原村に移
住し、ワインの世界に飛び込んだ鎌倉さん。
地域とのユニークな取り組み、今年から始め
る自家醸造のことなど、奮闘の日々をお伝

えします。

一番新しい
ワイン産地の物語

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
1
年
は
ワ
イ
ナ

リ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
同
じ
時
間
に
出
退
勤
し

て
連
日
の
よ
う
に
仕
込
み
と
発
酵
管
理

を
行
い
ま
し
た
。
醸
造
責
任
者
の
鷹
野

永
一
さ
ん
に
最
初
に
言
わ
れ
た
「
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
仕
事
は
7
〜
8
割
が
洗
い
も
の
だ
よ
」

の
言
葉
通
り
、
タ
ン
ク
や
機
械
、
器
具
、

収
穫
箱
な
ど
、
使
っ
て
は
洗
っ
て
の
連
続

で
し
た
。
ま
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
修
と
し
て
、

ワ
イ
ン
樽
の
補
修
を
学
ぶ
機
会
に
も
恵

ま
れ
ま
し
た
。

　

研
修
１
年
目
の
あ
る
時
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

ス
タ
ッ
フ
か
ら
「
鎌
倉
さ
ー
ん
、
原
村
か
ら

お
客
さ
ん
だ
よ
」
と
呼
ば
れ
、
行
っ
て
み

る
と
が
っ
ち
り
し
た
体
格
の
男
性
が
待
っ

て
い
ま
し
た
。八
ヶ
岳
は
ら
む
ら
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
社
長
、
清
水
昌
敏
さ
ん
で
す
。
そ
の
時

は
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
開
業
を
決
断
す
る
前
だ
っ

た
の
で
、
深
い
話
は
せ
ず
に
終
わ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
半
年
後
「
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
始
め
る

こ
と
に
し
た
か
ら
、
う
ち
で
ワ
イ
ン
造
り
を

し
て
も
ら
え
な
い
か
」
と
の
お
話
を
い
た
だ

き
、
心
底
驚
き
ま
し
た
。
何
度
も
自
問

自
答
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
引
き
受
け

る
こ
と
に
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
開
業
ま
で
の
1

年
で
必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に
着

け
な
け
れ
ば
。
夢
が
目
の
前
に
表
れ
、
い

よ
い
よ
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

vol.3

9月19日、鎌倉家の畑で、妻の田岡恵さんと
ソーヴィニヨン・ブランを収穫

9月23日。青っぽさの原因となる
梗を手作業で取り除いた

「信州たかやまワイナリー」での
研修では樽の補修も学んだ
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P R E S E N T
読者プレゼント

5組

10
名様

プレゼントご希望の方は、郵便番号、住所、電話番号、名前、職業、年齢、
ご希望のプレゼント名、今号で面白かった記事、ご意見・ご要望を明記の上、
官製ハガキか Eメールでご応募ください。ワインの応募は20歳以上に限
らせていただきます。
2025年2月5日消印有効。当選者の発表は賞品の発送をもってかえさ
せていただきます。

ハガキ 〒104-0045 東京都中央区築地2-2-7 築地フロントビル5階
株式会社ワイン王国　ワイン王国編集部

ホーム
ページ

https://www.winekingdom.co.jp/
enquete/

応
募
先

第1特集「シャンパーニュ・メゾンの真価」
掲載ワインをプレゼント！
第１特集「シャンパーニュ・メゾンの真価」で掲載したワインの中から15本を、各1名様にプレゼント。
プレゼントの対象となるワインにはマークを付けました。
※銘柄は編集部にお任せください

計
15
名様

問い合わせ先：PROGRESS
☎0547-39-3277

チタン製ワイングラス
「彩雲」～光彩：Infinite～

宇宙開発技術によりオーロラを再現したワイ
ングラス『チタン製ワイングラス「彩雲」～光
彩：Infinite ～』を1名様にプレゼント。グラス
に使用されている純度99.99%以上の高純度

チタンは、ほかの金属カップのように金属イオンが流出し
てワインの味を変えることがない。さらに、活性酸素作用
により雑味を分解し、味がよりまろやかになると言われて
いるそう。また、大正時代にはぐくまれ、すりガラスのデ
ザイン性を高めた結霜加工を採用。最新技術と伝統の融合
を感じながら、ワインをゆっくり味わってほしい。

1
名様

問い合わせ先：Lemei　E-mail：lemei3969@gmail.com

ヨーロッパ産のナチュラルチーズを複数使用し、スイス、
オーストリア、ドイツなどチーズの本場で腕を磨いた職
人が一つ一つ丁寧に作り上げたレアチーズケーキ『オド
ゥール』を20名様にプレゼント。フランス語で「香り」を

意味する「odeur（オドゥール）」を商品名に掲げている通り、芳醇な
熟成香が楽しめる。赤ワイン、白ワインはもちろん、極甘口ワインや
ブランデー、シャンパーニュのお伴にも。

20
名様

高級レアチーズケーキ『オドゥール』

＊ アレルギーは特定原材料８品中「乳（牛乳）」
のみ該当。グルテンフリー、添加物・卵・ナッ
ツ類不使用。リステリア菌感染対策として、
妊婦、免疫機能の低下している方はお控え
ください
＊ 原材料：ナチュラルチーズ、クリームチーズ、
生乳、ハチミツ、砂糖、レモン果汁（内容
量200g）

【応募に関する注意事項】
・こちらの商品は「Lemei」より発送いたします。
・ お名前、ご住所（郵便番号を含む）、お電話番号、メールアドレスを
必ず明記してください。

・2025年2月14日着、ヤマト運輸冷凍クール便でお届け予定です。
・ご当選者様には、発送前にLemeiよりメールが届きます。 問い合わせ先：㈱リカーマウンテン

☎075-213-8880

2025年3月、名古屋最大級のワイン
試飲会「 2025 リカマンワインフェス
タ in NAGOYA」が開催される。日本
ワインをはじめ、世界各国のワイナリ

ーのワインが試飲可能で、シャンパーニュブース
では通常価格1万円超えのボトルも出品予定だ。前
売り券は2024年11月1日（金）販売開始。こちら
の招待ペアチケットを5組10名様にプレゼント。

「2025 リカマンワインフェスタ
in NAGOYA」招待ペアチケット

日時：2025年3月2日（日）※4部完全入替制
場所：名古屋東急ホテル3階「ヴェルサイユの間」
【応募に関する注意事項】
・ こちらのチケットはEメールで「リカーマウンテ
ン」から配信いたします。

・ お名前など、応募の際の必要事項（ページ最下部参
照）に加え、メールアドレスを必ず明記してください。

・ 招待券で入場できるのは第4部（17:00～18:30）のみです。

お詫びと訂正
『ワイン王国 143 号』（10月4日発売）の「ブラインド・テイスティング」内、Ｐ100でご紹介しております「テイスター紹介＆ベストワイン」のボトル画像に誤りがございました。
訂正した記事を以下のリンクにて公開中です。お詫びして訂正させていただきます。
https://drive.google.com/file/d/1kDorM7NU6JMpYubeolAOcX_8ySyoi9c5/view?usp=sharing
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著者／KANOSALA
KADOKAWA　本体価格／1760円（税込）

10代のころから料理を続けているレシピ
考案・調理担当のNICOと写真や映像で
表現する仕事をしているISO。そんな2人
が出会って生まれた「KANOSALA」は、
「つまみ系サラダ」のSNS投稿で人気の
ユニット。がっつり＆しっかり＆こって
り系や炭水化物盛りだくさんの晩酌もい
いけれど、家呑みだからこそ毎日でもつ
らくならない「手をかけずに簡単ですぐ
できる」「旬の野菜をたっぷり使ってヘル
シー」なおつまみレシピはありがたく、
手放せない１冊となるはず。

旬の野菜をたっぷり使った新しいおつまみ101品
すぐに美味しい ヘルシー酒肴

著者／マロリー・オメーラ　訳／椰野みさと
草思社　本体価格／3850 円（税込）

古代から現在に至るまで、ヨーロッパを
はじめ日本も含めた世界各地域の「女と
酒」の知られざる世界史。本書では時系
列に沿って、キーパーソンとなった女性
たちの活躍やエピソードを巡る。「酔っ
た猿とアルコールの発見（有史以前）」「ク
レオパトラの飲酒クラブ（古代世界）」や、
ワイン好きには馴染み深い「未亡人クリ
コと女性たちを虜にした味（19世紀）」な
ど、歴史研究家・脚本家でもあるベスト
セラー作家が軽快で辛口、ユーモア満載
に描きあげたユニークな１冊。

女たちがつくってきた
お酒の歴史

著者／兵藤 昭 、兵藤沙羅
筑摩書房　本体価格／2310円（税込）

「自然派ワインの聖地」とも呼ばれ、鎌倉
で130年以上続く酒屋の４代目が綴るワ
インとの付き合い方指南書。自然派ワイ
ンに対する思いに始まり、保管方法や飲
む温度、ワイングラスの持ち方など基礎
的なことや、日常の食卓の様子、おばあ
ちゃんが残してくれた思い出の味などを
紹介している。ワインのことがわからな
い、食事との合わせ方に悩んでいる、と
いう人に向けられたワインと食の自由な
楽しみ方。提案を読み進めるうちに、す
ぐにでも家飲みがしたくなるはず。

鎌倉 鈴木屋酒店の
自然派ワインとごはん

著者／大橋みちこ
かざひの文庫　本体価格／1980円（税込）

人口１万人の小さな町・宮崎県都農町は
世界的に評価の高いワイン造りで知られ、
質の高い農産品の生産に恵まれた「農の
都」だ。「地元のワインと地元の旬食材」
という豊かな組み合わせを提案するのに
最適な土地柄と言える。そのような背景
から、都農町で道の駅を運営する「都農
まちおこし屋」「都農ワイン」と「ワイン
のおつまみ研究家」の著者とのコラボ
レートが実現。2年がかりで開発したオリ
ジナルレシピ『都農マリアージュ』が、
書籍としてまとめられた。

大橋みちこ×宮崎県都農町
みんなが喜ぶ ワインのおかず

著者／鈴木培稚
玄光社　本体価格／1980円（税込）

ワイン専門チャンネル『ますぢちゃんね
る ～大人のワイン学校～』の人気マス
ターソムリエが教えるワイン入門書。基
礎知識や料理とのマリアージュなどをQ
＆A方式で解説する。「最初に覚えておき
たいワインは？」「万能といわれるワイン
は？」「1000円以下でお勧めは？」などへ
の回答や、肉じゃが・照り焼きなどの和
食、麻婆豆腐・角煮などの中華、エスニッ
ク料理に合うワインなど、知っておくと
ワインのある食卓が何十倍も楽しめる幅
広い知識が詰まっている。

ソムリエますぢが世界一やさしく教える
大人のワイン学校

著者／紫貴あき　イラスト／中井わこ
かんき出版　本体価格／1980円（税込）

「予約が取れないワインスクール講師」と
して大人気の著者が、ワインを楽しむた
めの近道を伝授。数あるブドウ品種の中
から特に押さえておきたい78種を、すべ
て「キャラクター化」。推しを探してみ
たり、国で比べてみたり、歴史に触れて
みたり。図鑑のように好きなページを眺
めているだけでも楽しい。「ラベルの読
み方」「ショップで買うときのポイント」
「ワインのマナー」など、難しいと思われ
がちな基本も体系化。必要なワインの知
識がしっかり身につくだろう。

キャラクターでわかる
ワイン図鑑

『ワイン王国』が読んで選んだお勧めブックレビュー！
楽しくてためになる、ワインがもっと好きになる書籍をご紹介します。
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気になるニュースや待望の新商品リリース
イベントの情報などを盛りだくさんにご紹介します。

キラリと光る 最新情報ワインの
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シャンパーニュ・メゾン「モエ・エ・シャンドン」は
『モエ・エ・シャンドン グラン ヴィンテージ』2ア
イテムを12月中旬ごろから順次発売する。77番
目のヴィンテージ『モエ・エ・シャンドン グラン 
ヴィンテージ 2016』（1万4740円）は、さわやか
さとクリーミーな泡立ちを感じる口当たりで、直線
的な刺激から心地いい緊張感のある後味へと続
く。46番目のヴィンテージ ロゼ『モエ・エ・シャ
ンドン グラン ヴィンテージ ロゼ 2016』（ 1万
6610円）は、調和の取れたエレガントな味わいで、
後味はわずかに渋味を伴いながら、シルクシフォ
ンのように軽快。価格は希望小売価格（税込）。

問MHD モエ ヘネシー ディアジオ㈱
☎03-5217-9733

シャンパーニュ・メゾン「ペリエ ジュエ」は、シャ
ンパーニュとアートを堪能するポップアップイベン
ト「セレブレーション・オブ・ワンダー」を原宿の「ク
レインズ6142」で開催する。12月13日（金）～
18日（水）の期間限定で、入場無料。メゾン
の象徴であるアネモネを中心とした空間を創出し、
華道家・大谷美香さんによりアート作品も展示さ
れる。一部有料コンテンツも用意されており、
特設サイトでは「ペリエ ジュエ グラン ブリュット 
フリーフロー（90分）」（8800円）や「オールドヴィ
ンテージセットwithスペシャルペアリングフード
（90分）」（2万5000円）などのチケットを販売中。
価格は税込。

問ペルノ・リカール・ジャパン㈱
☎03-5802-2756

日本人女性醸造家アキコ・フリーマンさんとケン
氏夫妻による、カリフォルニア州ソノマ郡の「フ
リーマン・ヴィンヤード&ワイナリー」より『フリー
マン 光風 リースリング ソノマ・コースト 2022年』
（ 9680円）が発売された。リースリングはワイナ
リーにとって初挑戦の品種で、友人が畑の一部
にリースリングを植えたことを機に醸造に至ったそ
うだ。2022年ヴィンテージは、同じくカリフォルニ
アの醸造家ロス・コブ氏の助言の下で醸造。フ
レッシュで穏やかな柑橘類が華やかに広がり、や
や香ばしさも感じる。はつらつとした酸と落ち着
きのある果実味のバランスが良い。価格は参考
小売価格（税込）。

問WINE TO STYLE㈱
☎03-5413-8831

11月、フランチャコルタ「カ・デル・ボスコ」より、
40年以上の時を経て『アンナマリア・クレメン
ティ R.S 1980』（ 16万5000円）が発売された。
シャンパーニュ出身でカ・デル・ボスコ最初の醸
造家であるアンドレ・デュボワ氏によって造られ
たものだ。ワイン名は、ワイナリー創設者アンナ
マリア・クレメンティさん（マウリツィオ・ザネッ
ラ社長の母親）へのオマージュ。デゴルジュマン
は2023年3月に行われ、ワインの純度を保つた
めノン・ドザージュで仕上げた。香り高く、砂糖
漬けの柑橘類がローストナッツと溶け合う。味わ
いは力強く濃厚で、豊満なクリーミーさを感じる。
価格は税込。

問㈱フードライナー
0120-28-6683

「シャンパーニュ・バロン・ド・ロスチャイルド」
が任命するクラブアンバサダーは、世界中の一
流レストランや最高級ホテル、有名なワインショッ
プなどを対象とした制度だ。現在、世界で298
店舗、アジアでは24店舗が任命されている。今
秋、日本初のクラブアンバサダーとして「ワイン
ショップ・エノテカ GINZA SIX店」が就任した。
これを記念して、ショップ内のバーカウンターで
は、シャンパーニュ・バロン・ド・ロスチャイルド
のグラス・シャンパーニュを定番メニューとしてオ
ンリスト。でGINZA SIX内の「ビストロ オザミ」
とのコラボレーションメニューを数量限定・終了
時期未定で提供する。

問エノテカ㈱
0120-81-3634

「モトックス」では10月から、新たな取り扱い国と
なるスイスより「ヴァイングート・ロマン・ヘルマン」
と「ピエール・リュック・レヴラ」の取り扱いを開
始した。ヴァイングート・ロマン・ヘルマンはスイス・
グラウビュンデンの地で4世代にわたって続く歴
史ある家族経営ワイナリーで、スイス国内でも入
手困難だという。一方のピエール・リュック・レヴ
ラは『ワイン・アドヴォケイト』誌で「世界最高の
シャスラ」と絶賛された生産者で、10の区画が数
百メートル離れて広がる卓越したテロワールを生
かし、名声にふさわしいワイン造りを人生の目標
に掲げる造り手だ。この機会に味わってみては。

問㈱モトックス
0120-344101

『SPY（スパイ）』は、製造元である東南アジア
最大規模の「タイ・サイアムワイナリー」の設立
（1986年）と同時に開発されたRTD（レディ･トゥ
･ドリンク／開栓してそのまま飲めるアルコール飲
料）。低アルコール飲料の需要が高まる中、シー
ンに応じた味わいで支持されている。今回発売
されたのは、ワインクーラーシリーズより『クラシッ
ク』『ホワイト』『レッド』『ブラック』、鮮やかな色
合いとフルーツの風味が特徴のカクテルシリーズ
より『カミカゼ』『バタフライキス』（すべて
275ml）。アルコール度数4～6%、オープン
価格（参考小売価格：税込413円）。

問リードオフジャパン㈱
☎03-5464-8170

世界で活躍を続けるアーティストYOSHIKI氏とフ
ランスの名門シャンパーニュ・メゾン「ポメリー」
の共同ブランド「Y by YOSHIKI × CHAMPA
GNE POMMERY」から、リニューアルしたボッ
クスデザインの『ワイ・バイ・ヨシキ×シャンパー
ニュ ポメリー ブリュット・ロゼ NV』（希望小売価
格：3万3000円／ギフトボックス入り3万8500円）
が12月2日に一般発売される。世界的著名人の
名を冠したシャンパーニュブランドの設立は、ポ
メリー187年の長い歴史の中では初。YOSHI
KI氏の芸術的な創造力とポメリーの卓越した製
造技術により生み出された、繊細かつ豊潤でエ
レガントなスタイルが特徴だ。価格は税込。

問ヴランケン ポメリー ジャパン㈱
☎03-6205-8913

近年、高騰が続くブルゴーニュワイン。「ヴィン
トナーズ」では、こうした希少価値の高いワイン
を比較的手に取りやすい価格で提供を開始する。
今回新たに取り扱うのは、ジュヴレ・シャンベル
タン村のドメーヌ兼ネゴシアン（ワイン商）「ピエー
ル・ブレ」のオールドヴィンテージだ。飲みごろ
の2007年ヴィンテージをはじめ、きれいな酸としっ
かりとしたミネラル感、繊細で洗練された味わい
の『シャブリ・プルミエ・クリュ・フルショーム 
2018年』（ 1万7000円）など特級ワインを含む
10種類がそろう。これらは生産者のセラーから
蔵出しで運ばれ、飲みごろの状態ですぐに楽し
めるという。価格は希望小売価格（税込）。

問㈱ヴィントナーズ
☎03-5405‐8368
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お勧めショップ情報
書店では発売と同時に売り切れてしまう『ワイン王国』を、
あなたの街のワインショップで手に入れることができます。
この機会にぜひ、お気に入りのショップをお探しください！

ワイン王国

ワイン王国No.144ブラインド・テイスティング
★★★★★冬のほっこりシャルドネ

（例）5ツ星ワイン
在庫あり 123456789101112

全国のお勧めショップ各店では、P117～136の『５ツ星を探す！ ブラインド・テイ
スティング』で紹介しているワインを購入することができます。お取り扱いのあるショップ
に限り、データ内に5ツ星ワインの番号（下記の1～12と対応）を明記してあります。

なお、データについては2024 年 11月時点のものを掲載しております。品切れの
場合もございますので、ワインの在庫については、各ショップにお問い合わせください。

Frontera Premium Chardonnay
生産者：コンチャ・イ・トロ

1177 円（税込）
問 メルシャン㈱
P.119 上をご覧下さい。

1 フロンテラ・プレミアム・
シャルドネ NV

De Bortoli DB Winemaker Selection Chardonnay
生産者：デ・ボルトリ

1540 円（税込）
問 ファームストン㈱
P.120 上をご覧下さい。

3 デ・ボルトリ・ディービー・ワインメー
カーセレクション・シャルドネ 2023年

T.N.T Chardonnay Estate Grown Lodi
生産者：オーク・リッジ・ワイナリー

1815 円（税込）
問 WINE TO STYLE ㈱
P.121 上をご覧下さい。

5 ティー・エヌ・ティー シャルドネ・
エステート・グロウン ロダイ NV

Chardonnay
生産者：ボーグル・ファミリー・ヴィンヤーズ

2860 円（税込）
問 オルカ・インターナショナル㈱
P.128 上をご覧下さい。

7 シャルドネ 2022年

Chardonnay California
生産者：ジョッシュ・セラーズ

2860 円（税込）
問 WINE TO STYLE ㈱
P.130 上をご覧下さい。

11 シャルドネ・カリフォルニア 2022年

Pierre de Lambly Chardonnay
生産者：ドゥデ・ノーダン

2750 円（税込）
問 ミリオン商事㈱
P.129 上をご覧下さい。

9 ピエール・ド・ランブリー・
シャルドネ 2022年

Eloise Chardonnay
生産者：ヴィニュロン・ド・ラ・ヴィコンテ

オープン（参考小売価格 1320 円）
問 アプレヴ・トレーディング㈱
P.119 下をご覧下さい。

2 エロイーズ・シャルドネ 2023年

Chardonnay Cuvée Dissenay 100% Oak
生産者：LGI ワインズ

1540 円（税込）
問 ㈱徳岡
P.120 下をご覧下さい。

4 シャルドネ・キュヴェ・ディスネ・
100%オーク 2023年

Luisa Selección Chardonnay
生産者：ボデガス・アルセーニョ

1870 円（税込）
問 TOMOEワインアンドスピリッツ㈱
P.121 下をご覧下さい。

6 ルイサ・セレクシオン・
シャルドネ 2022年

Patriarche Prestige Chardonnay
生産者：パトリアッシュ

2541 円（税込）
問 三菱食品㈱
P.128 下をご覧下さい。

8 パトリアッシュ・プレステージ・
シャルドネ 2022年

Chardonnay Gran Reserva
生産者：サンタアリシア

2420 円（税込）
問 木下インターナショナル㈱
P.130 下をご覧下さい。

12 シャルドネ・グラン・レゼルバ 

2023年

Chardonnay
生産者：ボーリュー・ヴィンヤード

2970 円（税込）
問 日本リカー㈱
P.129 下をご覧下さい。

10 シャルドネ 2021年

関
東

茨城県水戸市平須町1901-6
■ TEL ／029-243-8881　■ FAX ／029-243-8810
■時間／10:00-19:00
■休日／火曜　■ E-mail ／ info@wineya.com
■ HP／ http://wineya.com/

酒バッカス

スローワイン・スローフード万歳！
人生は短い。まずいワインを飲んでる暇はない！
優れた造り手のワインをセレクト。

千葉県富里市日吉台 5-10-7
■ TEL ／0476-93-2200　■ FAX ／0476-93-7548
■時間／8:30-20:00　■交通／京成線成田駅から車で 5 分
■休日／火・水曜　■ E-mail ／ kikuo@winedou.co.jp
■ HP／ http://www.winedou.co.jp/

コンセイエ
牧野 菊生

マキノ酒店（有）

自然派・小農家手造りマキコレワイン
金井麻紀子さんセレクトのマキコレワインです。酸化防止剤を極力抑えた自然派です。
どのワインもピュアでみずみずしく美味しいワインです。低収量、手摘みにて濃縮感
があります。ぜひ飲んでみてください！こんなワインが飲みたかった！との声が圧倒
的です。

埼玉県さいたま市桜区町谷 2-23-17
■ TEL ／048-762-3451　■ FAX ／048-852-5923
■時間／10:00 ～15:00　※電話受付時間
■休日／日曜、年末年始　■ E-mail ／support@dragee.co.jp
■ HP／ https://www.dragee.co.jp/

シニアソムリエ /
サンテミリオン・シャ
ブリ シュヴァリエ
戸井田　修

ワインショップ ドラジェ

あなたの欲しいワインが見つかる
取扱商品 9000 アイテム！国内最大規模のワイン通販サイト。バリエーション豊富な
ワインセットからグラン・ヴァンまで、当店のシニアソムリエが厳選したこだわりの
ラインナップ。自社輸入も行っており、「ドラジェでしか買えない」お得で美味しい
ワインをご紹介します！

東京都港区東新橋1-8-2 カレッタ汐留 B2F
■ TEL ／03-5537-2105　■ FAX ／03-5537-2106
■時間／11:00-20:00
■休日／ビル休館日を除き無休　■ E-mail ／s-authority_2@shop.rakuten.co.jp
■ HP／ http://www.rakuten.co.jp/s-authority/

AUTHORITY 汐留店

ワインがあるからたのしいまいにち♪
ワイン、焼酎、清酒をはじめとした、お酒のある「たのしいまいにち」をご提案します。

東京都港区南麻布 5-14-15 3 階
■ TEL ／0120-81-3634　■ FAX ／0120-81-3630
■時間／10:00-16:00
■休日／不定休　■ E-mail ／support@enoteca.co.jp
■ HP／ http://www.enoteca.co.jp

ワイン通販 エノテカ・オンライン

安心のクオリティワインを、最高のコンディションでお届け！
国内外に60店舗以上を展開するワインショップ「エノテカ」のオンライン・ショップ。『シャトー
蔵出し』『ドメーヌ蔵出し』、つまり世界各国のワイナリーと直接取引することにこだわり、安心
のクオリティワインを最高のコンディションでお届けいたします。さらにショップと共通で使えるポ
イントも貯まります。稀少なバックヴィンテージワインや送料無料の充実のワインセットをご用意
して皆さまのアクセスをお待ちしております。

充実した品ぞろえを誇るこだわりのワインショップをご紹介！

「ブラインド・テイスティング」5ツ星ワインが買えるお店（　　　　　）も要チェック！
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静岡県牧之原市地頭方 935-3
■ TEL ／0548-58-0126　■ FAX ／0548-58-0126
■休日／水曜
■レストランでのワインと料理の食事会、ワインセミナー
　店内無料・有料試飲あり

コンセイエ /
シニアワインアドバ
イザー
桜井　功

桜井酒店

食卓の歓びを
パリの名店がそうであるように、当店の長野、山梨ワインは、私が訪ねブドウ畑に立
ち試飲し、生産者の方のお話しを聞いて仕入れたワインです。フランス、イタリア、
スペイン、アメリカのワインも現地の星付きレストラン、国内の有名レストランでも
取り扱われているワインです。レストラン、ホテルのカヴィスト、ソムリエの仕事も
あり留守がちのため、ご来店の際はご一報ください。近くのホテルにて山梨ワインほ
か、メーカーズディナーを開催中です。

東京都中央区八重洲 2-1　八重洲地下街北 1号
■ TEL ／03-3271-4085　■ FAX ／03-3276-0691
■時間／終日10:00-20:00（月～日）　
■休日／元旦のみ　■ E-mail ／sakehase03@mub.biglobe.ne.jp
■ HP／ http://www.hase-kita.com

リカーズ ハセガワ 北口店

イタリアをはじめ充実の品揃え！
JR東京駅から約5分、八重洲地下商店街のワインショップです。幅広い品揃えですが、
特にイタリアワインに力を入れています。デイリーワインはコストパフォーマンスの
高い最高のものをセレクト。マニア垂涎の貴重なワインも多数。シャンパン、ポート、
シェリーなども豊富です。

関
東

東京都千代田区鍛冶町 2-4-1 佐伯ビル1F、B1F
■ TEL ／03-6206-9922
■時間／ 月～金 17：00-28：00（LO27：30）※月、火は～24:00 

土 17：00-23：00（LO22：30）
■休日／日、祝
■ HP／ http://charpente.jp/vinosity/

VINOSITY（ヴィノシティ）

笑顔になれるこだわりのワインを
神田のワイン居酒屋「VINOSITY」のコンセプトである「ワインを気軽においしく愉
しんで、ワインを好きになっていただく」を、ワインショップとしてご自宅でワイン
を愉しめるよう提案を致します。ワインは、スタッフ自ら産地に足を運びセレクトし
ております。

東京都港区虎ノ門1-7-6
■ TEL ／03-3580-6578　■ FAX ／03-3501-2653
■時間／10:00-19:30
■休日／土・日・祝
■ E-mail ／ info@vsv.co.jp

ワインブティック ヴァン シュール ヴァン

美味しいワインとの出会いを！ 心温まるワインとの出会い！
そして豊かな人生を！
『ヴァン・シュール・ヴァンワイン倶楽部』
話題ワインをいち早くあなたのもとへ。会員様の特別価格があります。
貯めてうれしい、ポイントシステム。ワインセミナー＆ワインオークションなど。

神奈川県川崎市川崎区藤崎1-13-12
■ TEL ／044-221-8941　■ FAX ／044-245-0820
■時間／9:00-18:00
■休日／土・日・祝　■ E-mail ／ ishop@murohoshi.co.jp
■ HP／ https://murohoshi.com/

シニアソムリエ
室星 修一

むろほし -フランスワイン専門店

フランスワインで人生をより豊かに
2022 年秋、新規オープン。酒専門店「室星」による、こだわりの自社輸入フランス
ワインを中心としたオンラインショップです。80有余年を超える酒屋歴と20年を超
えるお酒のネット通販運営経験を生かしてフランスワインの素晴らしさを発信し、お
客さまのライフスタイルを豊かにするワインをご提案します。

神奈川県座間市相武台1-34-3
■ TEL ／046-256-3131
■休日／年中無休
■ HP／ https://nigita.jp

リカーランド トップ

ワインをはじめ、お酒のことなら何でもおまかせ！
神奈川の県央地区に6店舗、東京都町田市に1店舗を展開している酒専門店です。弊社
は飲食店さま向けの卸売りもしており、プロ向けの品ぞろえもおまかせください！　常時 600ア
イテム以上のワインをはじめ、和酒・洋酒問わず幅広いお酒を取り扱っております。食料品で
はチーズやおつまみ、ノンアルコール飲料など豊富に品ぞろえしております。

■■■お探しのワインがございましたらお気軽にどうぞ■■■

東京都台東区西浅草 2-17-5 １階
■ TEL ／070-2032-7884
■時間／12:00-22:00
■休日／水曜
■ E-mail ／ blanco.wine.asakusa@gmail.com

WINE SHOP ConerBar BLANCO

ワインをグラス１杯から気軽に楽しめます
2023年 11月23日グランドオープン。かっぱ橋道具街からすぐの立地にあり、プロの
料理人から外国人観光客まで幅広い方々が訪れるにぎわいあるエリアです。店内はカウ
ンターとウォークインセラーに分かれており、バイ・ザ・グラス（800円～）で1杯から
気軽に楽しめます。セラーで購入したアイテムを抜栓料1500円で飲むことも可能です。
皆さまのご来店をお待ちしております。

神奈川県小田原市南鴨宮 2-44-8
■ TEL ／0465-47-2826　■ FAX ／0465-47-0397
■時間／10:00-18:00　■交通／JR 東海道線鴨宮駅から徒歩 3分
■休日／火・水曜　■ E-mail ／ kanoya@muf.biglobe.ne.jp
■ HP／ https://kanoyasaketen.shop-pro.jp/

コンセイエ
今井　博

鴨宮かのや酒店

愛すべき真の日本ワインを！
1000 円以下のデイリー物から特級ワインまで、価格以上のおいしい、味に自信のあ
るワインを取り揃えています。最近、小さな蔵の自然派ワインと日本ワインに力を入
れています。詳細は当店ホームページをご覧ください。

関
東

静岡県駿東郡清水町新宿 180
■ TEL ／055-975-0106　■ FAX ／055-973-6454
■時間／9:30-18:30　■休日／日・祝
■ E-mail ／ kanoyahn@nifty.com
■ HP／ https://www.rakuten.co.jp/e-kanoya/ 

コンセイエ
石垣 専弥

かのや本店

選ぶ楽しさ＆値頃感！
値頃感があり、友達感覚で楽しく飲めるワインの品揃えを心掛けています。日本酒も
充実しています。詳しくはHPをご覧ください。

東
海

愛知県稲沢市井之口親畑町147
■ TEL ／0587-32-1137　■ FAX ／0587-34-6802
■時間／平日10:00-17:00（注文は 24 時間受付）
■休日／土曜・日曜・祝日
■ E-mail ／nihonbudoushuten_rakuten@kyoi.co.jp
■ HP／ https://www.rakuten.ne.jp/gold/nihonbudoushuten/

店長／ソムリエ
大下 勝矢

日本ワインの専門店 日本葡萄酒店

日本ワインのセレクトショップ
東海地方を中心に酒専門店「酒ゃビック」を展開する「藤桂京伊」が、
2021 年 4月にオープンした、日本ワインを専門に取り扱うオンライン
ショップです。全国の日本ワインはもちろん、ソムリエが厳選したフ
ランス・ボルドーのグラン・ヴァンやブルゴーニュの村名ワインのほか、
カリフォルニア・ワインなど、輸入ワインのお取り扱いもございます。
上記URLまたはQRコードより、当ショップへアクセスいただけます。
ご不明な点などございましたらお気軽にお問い合わせくださいませ。

オンライン
ショップページ
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関
西

大阪府泉佐野市りんくう往来北 2-11
■ TEL ／0724-61-2055　■ FAX ／0724-69-1247
■時間／10:00-17:00
■休日／土曜・日曜　■ E-mail ／veritas@winepress.co.jp
■ HP／ https://wine-veritas.com/

インターネット･ワインショップ ヴェリタス

自社直輸入直販！日本一新鮮旨い
海外へ出向いて本気でいいワインを足で探しています。自社倉庫内は冷低温で管理し、
品質維持のためには経費を惜しみません。中間業者を全てカットし、不要なマージン
を削減した安心＆良心的価格。有名蔵ワインも直輸入多数。鮮度、品揃え、価格日本一。

大阪府大阪市浪速区塩草 2-4-18（実店舗はありません）
■ FAX ／06-7878-5671
■休日／無休　■ E-mail ／wineshop.tsudoi@gmail.com
■ HP／ https://www.shoptsudoi.com/

ワインショップ TSUDOI

日本ワインのオンラインショップ
日本ワインをより身近に感じていただきたい。皆さまや大切な方に縁（ゆかり）のあ
る土地のワインをお届けしたい。「ワインショップ TSUDOI」は日本ワイン専門のオ
ンラインショップです。皆さまの素敵な時間のお手伝いができることを心より願って
おります。

大阪府大阪市天王寺区六万体町 5-13　Wビル1F
■ TEL ／06-6774-8866　■ FAX ／06-6774-8867 
■時間／11:30-21:00
■休日／年中無休　■ E-mail ／shop@wassys.co.jp
■ HP／ http://www.wassys.co.jp/

シニアソムリエ
鷲谷 良亮

Wine Store Wassy’s

ワインもスタッフも個性派揃い！
フランス、イタリアはもちろんのこと、今注目のニューワールドワインを約 2000 種
類以上取りあおろえたワイン専門店です。
資格を持つスタッフが実際に試飲し、こだわり抜いたラインナップからお客さまのご
要望に合ったワインを提案させていただきます。

兵庫県神戸市北区道場町道場128
■ TEL／078-951-2324　■ FAX／078-951-2435
■時間／10:00-19:00
■休日／火・第 3水曜　■ E-mail／vindu268.staff@vindu268.shop
■ HP／ http://vindu268.shop/

大西　力

ワインショップ Vin du 268（ヴァン・ド・にろや）

あなたが好きと云ったから
真心込めて選びたい。ワインの美味しさは価格の高低ではなく、その方にいかに合う
かどうかが重要と、いつも選ばれる方の立場になってワインをお勧めしています。定
温倉庫でコンディションを整えて、いつでもご要望にお答えできるように、ご用命を
お待ちしております。

和歌山県和歌山市紀三井寺 630-4
■ TEL ／073-441-7867　■ FAX ／073-441-7868
■時間／10:00-20:00　■休日／日曜
■ E-mail ／wine-hirose@wine-hirose.ne.jp
■ HP／ http://www.rakuten.ne.jp/gold/wineuki/

オーナー
ワインアドバイザー
広瀬 晋作

ワインギャラリーひろせ うきうきワインの玉手箱

世界のワインが5000種類！
5 大ワイン騎士のタイトルをもつオーナー厳選の世界のワインが ｢現地のすばらしい
状態のまま、現地の価格でお客様のお手元まで｣ を合い言葉にスタッフ一同、気合を
込めて頑張っています。当店限定ワイン、古酒も続々入荷中 !!　どんな事でもお気軽
にお電話下さい。

関
西

中
国

九
州

宮崎県宮崎市中央通1-17
■ TEL ／0985-31-0822　■ FAX ／0985-31-0833
■時間／10:00-20:00
■休日／日曜
■ HP／ https://wineparis16.co.jp
■ E-mail ／paris16@wineparis.co.jp

寺原 信博

ワインセラー　パリ16区

公式オンラインショップ開設！
今まで眠っていた貴重なワイン、限定キュヴェなどを掲載しております。「会員登録」
をすると、さらにレアなアイテム、お得な情報をご案内いたします。上記URL から
お気軽にアクセスしてください。

広島市西区井口明神1-16-1
■ TEL ／082-208-2103
■時間／9:00-20:00
■休日／元日
■ HP／ https://www.fresta.co.jp/liquors/

SAKE PLACE アルパーク店

ワインを楽しむファンを創ります
ワインを通して心豊かに、笑顔になれるように食品スーパー・フレスタと一緒におい
しい食卓を提案していきます。購入前にお試しできる有料テイスティングコーナーや、
毎月、ワインにまつわるテーマを設けて店頭にてご提案しております。ワインがもっ
と好きになれるお店作りをめざしています。

店長 /ソムリエ
重松 稔江

京都府京都市中京区 西ノ京東月光町1-8
■ TEL ／075-842-5123　■ FAX ／075-842-5111
■時間／10：00-22：00
■休日／年中無休　■ E-mail ／sjo@likaman.co.jp
■ HP／ http://www.likaman.co.jp

店長
前川 久志

リカーマウンテン RAKZAN三条御前

探していたワインが見つかるかも
コストパフォーマンスの高い 1000 円以下のワインから、今や市民権を得た自然派ワ
イン、マニア垂涎のレアワインまで、1200 アイテムを超える品揃えを誇ります。又、
6メートルある巨大ワインセラーには徹底した品質管理下でグランヴァンを取り揃え
ておりますので、安心してお買い求め下さい。
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ぜひ、
お気軽

に

お問い
合わせ

くださ
い

お勧めショップ募集中!!
ワイン王国

貴店のワインにかける情熱を

全国のワインラヴァーに

アピールしませんか？

ワイン王国編集部
■TEL ／03-3541-3553

■ E-mail ／ info@winekingdom.co
.jp

店主のこだわり、ワインの品ぞろえ
といったお店の

紹介はもちろん、季節ごとのイベントやキャンペー

ン情報を告知する場としても活用いただけます。

貴店のアピールや各種イベント
の告知の場として自由

に活用できるスペースです！特典

お勧めショップの特典

特典
『お勧めショップ』へ登録する

と本誌だけでなく、バッ

クナンバー、別冊、追加発注もす
べて卸価格で、送料サー

ビスで購入できます。

特典
人気企画「ブラインド・テイステ

ィング」5ツ星ワイン

の情報を発売日前にご案内します
。

 

インターネット・ワインショップ ヴェリタス
安心のホスピタリティーと
豊富なワインがそろうオンラインショップ

お勧めショップ クローズアップ
毎号全国各地のワインショップを紹介している
『ワイン王国』の「お勧めショップ」。
誌面で紹介するのは、豊富な品ぞろえと卓越したワ
インの知識で、日々お客さまを温かく迎えてくれる
素敵なお店ばかりです。『ワイン王国』が自信を持っ
て紹介する魅力的なワインショップをご案内します。

　世界中の優れたワインが集まるオンラインショップ。現地で20年にわた
って買い付けを行い、シニアソムリエが厳選した希少なファインワインをそ
ろえている。自社直輸入のアイテムを中心に、毎日楽しめる1000円以
下のリーズナブルなワインから、特別な日に開けたい最高級ワインまで、
約70万もの豊富なアイテムを取り扱う。場所を問わず注文でき、迅速に
ワインを届けてくれるのはオンラインショップならではの強みだ。日本全国
のワイン愛好家のほか、飲食店で働くプロフェッショナルなど、幅広い層
に支持されている。
　ワイン販売のほか、メールマガジンで新着の自社輸入ワインのお知らせ
や、季節やトレンドに合った旬のお勧め商品を毎日案内している。お客
様に海外の生産者を身近に感じてもらえるよう、現地情報なども発信して
いるという。
　最近、特に力を入れているのは、小規模生産者がこだわって造ったオ
ーガニックワインだ。市場に出回っているオーガニックワインの中にはネガ
ティブな要素が感じられるものもあるが、ここではフルーティーな香りが豊
かに楽しめるワインを扱っている。
 「手作りならではの濃厚な味わいが自慢。オーガニック特有の風味が苦
手な方にもお勧めです」と話すのは、店長の辻春美さん。
　さらに、和食とのペアリングが楽しめる辛口の白ワインもお勧めだとい
う。世界的に大人気のブルゴーニュや、ローヌ、ドイツ、オーストリア
に、レコルタン・マニピュランの造るシャンパーニュも。豊富なラインナッ
プの中から気になるワインを選び、ぜひ自宅などで食事とともに楽しんでほ
しい。
「顔が見えないネットだからこそ、実店舗以上に丁寧な接客を心掛けて
います。『無事に届きました』というお便りをいただける瞬間が、何よりも
ほっとするひと時です」と辻さん。安心のクオリティーとホスピタリティーで
満足させてくれること間違いなしだ。

＊ブドウ栽培と醸造を兼ねている生産者。自社畑のブドウだけでシャンパーニュを造る

大阪府泉佐野市りんくう往来北 2-11
■ TEL ／0724-61-2055　■ FAX ／0724-69-1247
■営業時間／10:00-17:00
■休日／土曜・日曜
■ E-mail ／veritas@winepress.co.jp
■ HP／ https://wine-veritas.com/



魅力がいっぱい！ ニュージーランド
ボルドー・ワインと和食

パシフィック洋行㈱ 03-5542-8034
㈱八田 03-3762-3121
ピーロート・ジャパン㈱ 03-3458-4455
光が丘興産㈱ 03-5372-4619
ファームストン㈱ 03-3761-5354
㈱ファインズ 03-6732-8600　
㈱フードライナー 0120-28-6683
㈱富士インダストリーズ（FIC Wine） 03-3539-5411
ペルノ・リカール・ジャパン㈱ 03-5802-2756
マーカムインターナショナル㈱ 03-6231-1370
マルカイコーポレーション㈱ 06-6443-2071
三国ワイン㈱ 03-5542-3939
三菱食品㈱ 0120-561-789（お客様相談室）
ミリオン商事㈱ 03-3615-0411
メルシャン㈱ 0120-676-757
㈱モトックス 0120-344101
モンテ物産㈱ 0120-348566
㈱ラック･コーポレーション 03-3586-7501
ロイヤルリカー㈱ 03-3440-0622
ワイマラマジャパン (株 ) 03-6447-2356
ワインエクスペリエンス㈱ 03-6447-7864
WINE TO STYLE㈱ 03-5413-8831

㈱グッドリブ 03-5205-6139
国分グループ本社㈱ 03-3276-4125
コルドンヴェール㈱ 022-742-3120
サッポロビール㈱ 0120-207-800（お客様センター）
サントリー㈱ 0120-139-380（お客様センター）
ジェロボーム㈱ 03-5786-3280
㈱JALUX 03-6367-8756
㈱スマイル 03-6731-2400
スリーボンド貿易㈱ 03-5447-6991
㈱センチュリートレーディングカンパニー 03-3208-5881
髙瀬物産㈱ 03-3665-1270
㈱高畠ワイナリー 0238-57-4800
東亜商事㈱ 03-3294-4075
㈱徳岡 06-4704-3035
㈱都光 03-3833-3541
巴ワイン・アンド・スピリッツ㈱ 03-3442-5190
豊通食料㈱ 03-4306-8539
日欧商事㈱ 0120-200105
日本酒類販売㈱ 0120-866-023
日本リカー㈱ 03-5643-9770
㈱ハイディワイナリー 0768-42-2622
㈱白山やまぶどうワイン 0779-67-7111

アグリ㈱ 045-212-5588
アプレヴ・トレーディング㈱ 03-3667-5450
㈱アンフィニー 06-6484-6808
HENRI GIRAUD JAPAN 03-5777-2639
㈱イタショク 075-361-3366
㈱稲葉 052-741-4702
㈱いろはわいん 03-6459-4715
ヴァン シュール ヴァン 03-3580-6578
㈱ヴァンパッシオン 03-6402-5505
ヴィレッジ・セラーズ㈱ 0766-72-8680
㈱ヴィントナーズ 03-5405‐8368
ヴランケン ポメリー ジャパン㈱ 03-6205-8913
エノテカ㈱ 0120-81-3634
MHD モエ ヘネシー ディアジオ㈱ 03-5217-9733
オエノングループ 合同酒精㈱ 047-705-7790（お客様センター）
オルカ・インターナショナル㈱ 03-3803-1635
カナタワイナリー 0765-55-2027
㈱Gamaエキスパート 03-6661-2661
上ノ国ワイナリー 0139-56-1260
カルベジャパン㈱ 03-5821-2363
CAMPARI JAPAN㈱ 03-5856-5815
木下インターナショナル㈱ 075-681-0721
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ワイン王国は偶数月の5日発売です

（2024年12月5日発売）

©ワイン王国2024 本誌掲載の記事・写真等の無断複写・複製・転載を禁じます。

145号『ワイン王国』次号予告　2025 年 2月5日発売（予定）

オーガニック＆
サステイナブル ボルドー
オーガニック栽培やサステイナブルなワイン造りが
急速に進むフランス、ボルドー。
ワイン界をけん引する産地の取り組みと
お勧めのオーガニック＆サステイナブルワインを紹介します。

ワイン王国では、新規事業計画および業務拡大に伴い、編集
部の新しい人材を募集します。『ワイン王国』および関連書籍の
編集スタッフとして活躍してくれる方をお待ちしています。

■ 仕事内容：雑誌『ワイン王国』の編集企画記事、タイアップ記
事の立案、編集制作。デジタルコンテンツの企画、編集制
作。関連書籍の編集制作。販促物（POP、パンフレットなど）
制作の提案、編集制作ディレクション。ワイン関連のイベント、
セミナーなどの開催。

■ 求める人材：出版社での編集、編集企画の経験がある方。ワ
インが好きなデジタルコンテンツ制作経験者大歓迎！　編集お
よびワイン・食について、好奇心・探求心を持って成長して
いける方を求めています。

■ 勤務地：東京都中央区築地2-2-7 築地フロント５F
■ 勤務時間：10：00～ 18：30（業務都合による残業、休日出
勤あり）

■ 雇用形態：契約社員
■ 給与：当社規定により優遇
■ 休日：週休2日制　祝日　夏季休暇　年末年始休暇　有給休
暇

■ 諸手当：交通費全額支給　残業手当　休日勤務手当
■ 福利厚生：各種社会保険完備　保養所利用可（出版健保）
■ 応募締切：随時受付、選考します

【応募方法】
履歴書（写真添付）、職務経歴書（志望理由を必ずご記入くださ
い）を下記宛先までご郵送くださるか、下記メールアドレスに書
類を添付の上お送りください。
〒104-0045　東京都中央区築地2-2-7 築地フロント5F
株式会社ワイン王国　採用担当係
メール：info@winekingdom.co.jp

『ワイン王国』は編集スタッフを募集します！

Bordeaux
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BORN FROM NATURE,
ELEVATED OVER TIME

      DOM RUINART, 
THE QUINTESSENTIAL  
       BLANC DE BLANCS

Drink responsibly



カリフォルニア ワイン カタログ

California
Wine

Gama エキスパート

Catalog
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―社長のご経歴と、創立された「株式会社Gama
エキスパート」についてお聞かせください。
　私は大学卒業後「TDK株式会社」に入社し、

2006年から18年にかけて代表取締役社長・会長を

務めました。21年に「株式会社Gamaエキスパート」

を設立。日本を代表する企業出身の経営者や経

済官僚、大学教授などの “エキスパート”によるコンサ

ルティングがメインですが、ベンチャー企業へのエン

ジェル投資やワイン事業なども行っています。

―なぜワイン事業を手掛けることになったのでしょうか？
　TDKの仕事でカリフォルニアのサン ノゼに出張した

際、勧められたワインのとりこになったのです。1998

年のことで、以来ずっとカリフォルニアのワインを飲み

続けてきました。現地のワイナリーのオーナーや、そこ

で働く人々と親しくさせていただくうちに、小さなブティッ

クワイナリーのワイン、まだあまり日本では知られてい

ない未輸入のワインを広めたいと考えるようになりま

した。

―カリフォルニア ワインのどのようなところに魅力を感
じますか？
　果実味が美しく、濃厚で味わいのしっかりしたとこ

ろですね。最初に魅了されたのは「シルヴァー オーク」

のカベルネ ソーヴィニヨンでした。そこから赤ワインを

多く楽しんでいましたが、06年に「キスラー ヴィンヤー

ズ」のシャルドネを紹介してもらい、感動しました。ど

ちらもカリフォルニアらしさが表現されているワインだと

思います。

―今後はどのような展開を考えていらっしゃいますか？
　実は「ミウラ ヴィンヤーズ」のオーナーでマスター 

ソムリエでもあるエマニュエル ケミジ氏を、ワインコン

サルタントに迎えることができました。これからはより新

しい情報や流行にも注視して、カリフォルニア ワイン

の奥深さを日本に伝えていきたいですね。

―最後に、社長にとってワインとは？
　人生になくてはならない存在です！　実は2年前か

らワイン造りの勉強も始めていて、長野にワイナリー

を作る準備を進めています。自分で醸したワインで

70歳を祝うのが、夢なのです。

＊起業して間もない企業への出資

上釡健宏
Takehiro KAMIGAMA

株式会社Gama エキスパート　
代表取締役

Interview
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 16 コルーヴィアル ワイン 

 17 エムシーヴィー ワインズ／アムールヴィノ ワイナリー 

 18 マクグレイル ヴィンヤーズ 

19 「Gamaエキスパート」取扱ワイナリーリスト 

20 ワイン導入店リスト 

「kokoha WINE MERCHANTS」
〒103 -0026
東京都中央区日本橋兜町20 -6日本橋兜町ファースト1階
営業時間／11：00～19：00
定休日／日曜日、月曜日、祝日
TEL／03 -6231-1272
※店舗についてのお問い合わせ先です

直販店

https://www.kokoha.wine
ECサイト

「Gamaエキスパート」が扱うワインは
直販店「kokoha WINE MERCHANTS」
またはECサイトにて購入できます。

ワインの購入方法

『ワイン王国』2025 January　No.144 とじ込み付録
text by Atsushi TOGAMI（P3、4、11、12、15、17）, Kimiko ANZAI（P8、9、10、14、16、18）
photographs by Kentaro TAKIOKA（P1、3、4）, Koumei KADOWAKI（P6 上・下）
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焼き鳥、ジビエ料理にカツサンド……気軽な料理はもちろん、高級レストランの一皿と合わせることで、
カリフォルニア ワインの魅力がより引き出されます。

「Gamaエキスパート」が輸入するワインとのマリアージュを、５店舗のシェフが提案します。

カリフォルニア ワインと
料理のマリアージュ

さまざまなジャンルの料理との相性を探る！

　北海道産蝦夷鹿肉のシンタマの部位を使用した一皿。脂がのった冬の鹿肉を
オーブンでじっくり焼き上げ、ジューシーで芳醇な香りを引き出した。鉄分を感じる
赤身肉を引き立たせるために、ソースは黒コショウと赤ワイン、鹿肉のフォンを使っ
て煮込んだソースポワヴラード。付け合わせは、香ばしく焼き上げたヒラタケとレ
ンコン、フレッシュベリー。鹿肉グリルの美味しさをさまざまに楽しませてくれる。
　ワインはカベルネ ソーヴィニヨン100パーセントのリッチな１本を。ベリーの風
味とシルキーなタンニンが鹿肉の甘味と溶け合い、最高のマリアージュに。複雑
な味わいのソースとの相性も抜群だ。アメリカワインとのマリアージュを追求する
同店で、贅沢な時間を過ごしたい。

WINE BAR Sideways
ワインバーサイドウェイズ

住所：東京都中央区銀座8 -8 -7
　　　第３ソワレドビル5階
TEL：03 -6280 -6739
URL：https://www.sideways-ginza.com

Marriage Point

料 理 蝦夷鹿肉シンタマのグリル ～ソースポワヴラード～

『カベルネ ソーヴィニヨン ナパ ヴァレー マーシーズ ヴィンヤード 2016年』
（ステラリース ワイン）

ワイン

　あっさりとした味わいながら、かみ応えのある肉質の里山牛。未利用地などの
地域資源を有効活用し、再生した田畑から牧草飼料を生産するなど、輸入穀物飼
料に頼らない循環型農業で育てられたブランド牛だ。この料理はそんな里山牛の
ウチヒラ(モモの付け根の内側)を使った一皿。ビーフコンソメで煮込み、旨味を
保ちながら柔らかく仕上げている。
　サルサヴェルデ(イタリアンパセリ、タマネギ、ケッパー、アンチョビなどを使っ
た緑のソース)を添えてよりさっぱりと。このワインが持つさわやかな酸味、シトラ
スの風味、わずかな樽香が上質な肉の味わいを引き立て、サルサヴェルデがさら
に複雑な、最高のマリアージュを完成させる。

LA TEGOLA BRACERIA
ラ テーゴラ ブラセリア

住所：長野県北佐久郡軽井沢町軽井沢362-17
TEL：0267-31-0122

Marriage Point

料 理 鹿児島県産 里山牛ウチヒラとほうれん草のブロデッド

『シャルドネ モントレー カウンティ 2021年』
（クロ ラシャンス ヴィンヤーズ）

ワイン
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ココハ ワイン マーチャンツ

　今年の5月下旬、東京・兜町のオフィス街にオープ
ンした「kokoha WINE MERCHANTS」。「Gamaエキ
スパート」が運営するカリフォルニア ワインの専門店だ。
スタイリッシュな店内には、常時約90アイテムが並んで
いるが、そのほとんどがこれまで日本に輸入されたことが
ないレアなワインばかり。
「現地の小さなブティックワイナリーを専門スタッフが
訪問し、直接仕入れています。カリフォルニア ワインの
奥深さを楽しんでいただけるラインナップだと思います」
と店長の若狭わかこさん。
「カリフォルニアはカベルネ ソーヴィニヨンとシャルドネが
一般的ですが、実はイタリアの産地に多いピノ グリー
ジョや、フランスのルーサンヌなど、ほかのワイン生産地
で知られる品種も栽培されています。いずれもカリフォ
ルニアらしさが表現されているところも魅力ですね」と続
けた。
　土地柄ビジネスマンの利用が多いが、ワインが買え
るだけでなく、グラス1杯から楽しめたり、料理と合わせ
て味わえるなど、仕事帰りの憩いや社交の場として活
用できるのも特徴だ。オンリストされている全アイテムが
グラスワインで味わえるのもうれしい。
「タブレットでのオーダーを導入しており、ここに“AIソム
リエ”という機能を搭載しています。皆さん、ゲーム感
覚でワイン選びを楽しんでいらっしゃいます」と若狭さん。
ワインに合わせる料理も、ピクルスやチーズ、サラミなど
のおつまみに加えて、生ハムのピザ、ジビエやトリッパの
煮込みなど、しっかりとした食事ができるよう充実させ
ている。グループで利用するなら、フルボトルを頼むの
がリーズナブルだろう。
「ランチも提供しています。午後3時から6時までハッ
ピーアワーを開催しており、お得な価格のワインや、当
店で仕込んだ自家製サングリアなどもご提供しています。
近くにいらしたらぜひお立ち寄りください」
　12月ごろにはスパークリングワインもお目見えする予
定だという。パーティーシーズンの乾杯を彩ってくれそうだ。

日本初入荷のワインが
飲めて、買える
カリフォルニア ワイン専門店

kokoha WINE MERCHANTS

金融街として知られる兜町にある店舗　 洞窟をほうふつさせる入口。天然ワイン
カーヴに設置されたテイスティングルームに向かうイメージだ　 ダークブラウンのワイン
棚は、ワインが見やすく展示できるように特注したもの　 店内にはカリフォルニア州
などアメリカ西海岸をモチーフにしたアートと、提携しているワイナリーのラベルが飾ら
れている　 ランチは、パスタやサンドイッチなど日替わりで3種類用意されている
（1300円～）。グラスワインは990円～　 フルボディの赤ワインと合わせたい「ジビ
エの煮込み」（2750円）。この日はアニョー（仔羊）を使用

所在地：東京都中央区日本橋兜町20 -6 日本橋兜町ファースト１階
営業時間：11:00～19 :00
定休日：日・月・祝
電話：03 -6231-1272　https://www.instagram.com/kokoha_wine/

店長の若狭わかこさん スタッフの髙風聞 悠太氏
（左）と、野口黎氏

小規模生産者のワインを中心
に、数多くのカリフォルニア ワ
インをそろえています。気軽に
お立ち寄りいただき、グラスワ
インや料理とのペアリングで、
美味しさを体験してください！
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鳥善 瀬尾
トリゼン セオ

住所：東京都港区麻布十番1-4 -2 
　　　カーサツルオカB1F
TEL：03 -5574 -8881
URL：https://ge5c800 .gorp.jp/

Mixteko Tokyo
ミックステコ トーキョー

住所：東京都港区麻布十番2-7-11 VERTEX AZABU 3階
ＴＥＬ： 03 -6722-0230
URL ：https://www.tablecheck.com/shops/mixtekotokyo/reserve 
  （予約）

THE LION’S DEN
ザ ライオンズ デン

住所：東京都中央区銀座5 -5 -9
　　　オージオ銀座ビル7F
TEL：03 -3571-9910
URL：http://www.heartman-ginza.jp/

　仙台市大河原町のもち豚ロースを使った特製カツサンド。生パン粉をまぶして米油で揚
げ、ミディアムレアに仕上げる。銀座の老舗パン屋から仕入れている甘味のあるパンにス
パイシーなソースを塗って、カツを挟む。しっとりと柔らかな口当たりで、重さを感じさせ
ないカツサンドには、赤ワインではなくさわやかな白ワインがぴったりだ。選んだのはルー
サンヌ単一の珍しいワイン。レモンや白い花の華やかな香りに、穏やかな酸、クリーミー
さを感じる。
　店長の折原靖知氏は「ルーサンヌのやさしい酸味が、ソースのスパイス感をまろやかにし
てくれます。ワインのさわやかさのおかげでカツサンドをより軽やかにいただけますね」と
笑顔を見せた。白身肉の揚げ物との相性は抜群だ。

Marriage Point

料 理 カツサンド

『ルーサンヌ 2021年』（ターコヴィッチファミリーワインズ）ワイン

&
  「クエ アル カルボン」は、小田原の早川港から届いたばかりのクエを使った１品。ソテー
したクエをマンゴー、ハラペーニョのサルサ、アスパラガス、ラディッシュと一緒にいただく。
「リオス ワイン カンパニー」の『ソーヴィニヨン ブラン 2019年』は果実味とドライな飲み
口のバランスが良く、脂がのったクエや風味豊かなマンゴー、さわやかなサルサとベストマッ
チ。「本場のメキシコ料理を、メキシコの伝統や文化とともに日本に伝える」をテーマに腕
を振るうオーナー シェフのカルロス ソラナ氏。キャリアをスタートしたカリフォルニアのワ
インへの思い入れは深く、最高のマリアージュを提案してくれた。

Marriage Point

料 理 クエ アル カルボン

『ソーヴィニヨン ブラン 2019年』（リオス ワイン カンパニー）ワイン

&
　備長炭で焼き上げた焼き鳥３種。レバーは柔らかい火でふんわりと焼き、70年以上受
け継がれてきた醤油ベースのたれをひとはけ。つくねは外側を強めに焼き、内側はしっとり
と仕上げ、最後にたれをのせる。手羽先は骨の旨味がしみ出てくるまでじっくりと焼き、皮
は香ばしく。ワインはこのピノ ノワールで通したい。
　「ワインのエレガントさや複雑なニュアンスが、鶏肉の旨味に寄り添います。ピノ ノワー
ルらしい花の香りや赤い果実の風味、きれいな酸味は当店秘伝のたれにもよく合いますよ」
と店主の瀬尾博之氏。「実は熟成したピノ ノワールとのマリアージュもお勧めです。このワ
イン、今も飲みごろですが、少しセラーで寝かせてもいいですね」と語った。

Marriage Point

料 理 白レバーパテと焼き鳥（レバー、築根、手羽先）

『ピノ ノワール ミッション ランチ ヴィンヤーズ 2022年』（TGK バイ ミウラ ヴィンヤーズ）ワイン
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「ミウラ ヴィンヤーズ」のオーナーでマスター ソムリエの資格を持つエ
マニュエル ケミジ氏は海外でワインコンサルタントも行うなど、ワールド
ワイドに活動している人物で、実はスペイン バルセロナ近郊のタラゴ
ナにもワイナリーを所有している。2003年に創設した「クロ ピッサラ」
だ。自身のルーツがスペインにあること、また大学生の時にスペインに
住んでいた叔父を訪ねた際、ワインの素晴らしさを教えてもらったこと
がきっかけでワインの道を志したことから、ケミジ氏にとってはカリフォル
ニア同様、スペインも大切な土地なのだと語る。
「テロワールをボトルに詰める」という哲学はカリフォルニアでの醸造
と同じだが、スペインでのワイン造りの面白さは、この土地ならではの
ブドウ品種にあると語る。例えばホワイトグルナッシュで造る『アレルズ 
エル ソル ブラン 2018年』は、フローラルで果実味豊かな味わいだ。
「スペインで造っているワインの96パーセントは赤ワインなので、これは
希少な白と言えます。モンサンのエリアでも特に優良とされる地区の
ブドウを使用しています。さわやかでまろやかな味わいの白ワインに仕
上げました」と語る。
　また、人気が高いのがプリオラート産の黒ブドウをブレンドして造る『エ
ル ラモン 2012年』だ。10年以上の熟成を経て、複雑味が増して
いるという。畑はプリオラートに約15ヘクタール、モンサンに約18ヘク
タールを所有し、ブドウはすべてオーガニックで栽培している。
「このワインは3カ所の畑から造っており、畑ごとに収穫、醸造を行っ
ています。そして、それらの中から最も良質なものを選んでブレンドし
ます。主体はグルナッシュですが、年によって出来が異なるので、ブ
レンド比率は毎年変わります。私にとって大切なのは畑の個性であ
り、それを表現したいのです」とケミジ氏。カリフォルニアで名を馳せ
たワインメーカーが手掛けるスペインワインはユニークで、ワイン愛好家
が強く興味を惹かれるのも納得だ。

Clos Pissarra
クロ ピッサラ

カリフォルニアの魂が宿る
高品質のスペインワイン

2003年、プリオラートに畑を購
入したのを機に、ワイナリーを創
設。現在のワインメーカーはマ
ルッチャ氏で、エマニュエル・ケ
ミジ氏はディレクターとして参画。
土地の個性を生かしたワイン造り
を行う

『アレルズ エル ソル ブラン 2018年』（右）
 Arrels El Sol Blanc 
ホワイトグルナッシュ100％。白い花やエルダーフラワーの香りがチャー
ミング。味わいに花のミツや洋ナシ、ホワイトレーズン、アーモンドのニュ
アンスを感じる。「エル ソル ブラン」はスペイン語で「白い太陽」という
意味。
希望小売価格：6820円

『エル ラモン 2012年』
 El Ramon 
グルナッシュ50％、カリニャン20％、カベルネ・ソーヴィニヨン20％、
シラー10％。色合いは深いガーネット。ダークチェリーやカシス、スパイ
スのアロマ。ナツメグや黒コショウのニュアンス。酸味も穏やか。
希望小売価格：6820円
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　1995年、カリフォルニア州のモントレーにマスター ソムリエの資格
を持つエマニュエル ケミジ氏と「セインツ ベリー」のワインメーカーと
して活躍したバイロン コスギ氏がタッグを組み、スタートしたワイナリー
「ミウラ ヴィンヤーズ」。ケミジ氏が手掛ける高品質のワインは地元で
も圧倒的人気を誇り、特にピノ ノワールはそのエレガントさでミシュラ
ンの星付きレストランでも人気が高い。ちなみに「ミウラ」とはスペイ
ンの有名な闘牛調教師の名で、ケミジ氏がスペインにルーツを持ち、
子どものころにスペインに住んでいたことから、力強さの象徴として名
付けたという。
　ケミジ氏のワイン哲学は明快だ。
「大切にしているのは“テロワールをボトルに詰める”こと。なるべく手を
かけず、ブドウ本来の魅力を引き出すようにしています」と語る。ブド
ウはオーガニック栽培のものを厳選し、天然酵母で醸す。そして、フィ
ルターはかけず、ブドウそのものの味を引き出している。
　そんなケミジ氏が「Gamaエキスパート」とコラボレーションし、誕生
させたオリジナルブランドが「ティージーケイ バイ ミウラ ヴィンヤーズ」だ。
『ピノ ノワール ミッション ランチ ヴィンヤーズ』のファーストヴィンテー
ジは2022年。今年仕上がった23年もともにGamaエキスパートのソム
リエ小針悠貴氏が現地に出向き、ブレンドして仕上げた。ピノ ノワー
ルはケミジ氏が最も愛する品種で、カリフォルニアで最適地だと確
信したテロワールに焦点を当てた。
「ピノ ノワールは繊細で、栽培に手がかかるのですが、とてもエレガント。
挑戦しがいのある品種です。また、料理に合わせやすいのも魅力ですね」
と語る。ケミジ氏によれば、22年ヴィンテージは気候に恵まれた「平
均的に良い年」で、美しい酸味と厚みのあるミネラルが特徴的だと
いう。一方、23年ヴィンテージは平年より暖かく、凝縮感があり、リッ
チな味わいに仕上がったという。
「このワインは60樽ものバレルサンプルを試飲して、いいキュヴェだけ
を選んだ、スペシャルな1本です」とケミジ氏は笑顔を見せる。互い
の信頼から生まれた特別なワインは、ワイン本来の“人と人との絆を
繋ぐ”というパワーを発揮してくれるに違いない。

＊1977年にイギリスで設立されたソムリエの資格認定機関「The Court of 
Master Sommeliers」の最高ランク。世界最難関のソムリエ資格と言われる

TGK by Miura Vineyards
ティージーケイ バイ ミウラ ヴィンヤーズ

「Gamaエキスパート」がマスターソムリエと
コラボして完成させたオリジナルワイン

オーナーのエマニュエル ケミジ
氏は、カリフォルニア大学デイビ
ス校でブドウ栽培と醸造学を学
んだ。1989年にイギリス・ロン
ドンで行われたマスター ソムリエ
試験に13人目のアメリカ人とし
て合格。「ザ リッツ カールトン 
サンフランシスコ」でワイン＆スピ
リッツのディレクターを務めるな
ど、幅広く活躍

『ピノ ノワール ミッション ランチ ヴィンヤーズ 2022年』（左）
 Pinot Noir Mission Ranch Vineyards 
カリフォルニア州モントレー。ピノ ノワール100％。今も美味しいが、
2025～29年くらいがさらに飲みごろ。明るい酸が特徴で、エレガント
でデリケートな飲み心地。
希望小売価格：8030円

『ピノ ノワール ミッション ランチ ヴィンヤーズ 2023年』
 Pinot Noir Mission Ranch Vineyards 
カリフォルニア州モントレー。ピノ ノワール100％。2026年～31年く
らいが飲みごろ。2022年より暖かい年で、糖度がより高くなったため、
さらに凝縮した仕上がりとなった。果実の香りがリッチに広がる。
希望小売価格：8580円

左から、パートナーのジェラルド ヒ
リゴエン氏、「Gamaエキスパート」
のソムリエ小針悠貴氏、エマニュ
エル ケミジ氏

© Kentaro TAKIOKA
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Oakville Ranch Winery
オークヴィル ランチ ワイナリー

　ナパ ヴァレーの中心にある銘醸地オークヴィルで営むワイナリー。谷底
から300メートル以上の高さに位置する約150ヘクタールの土地を開墾、
その標高から「マウンテン ヴィンヤード」とも称されている。ブドウをはぐくん
でいるのは乾燥した赤色の火山性土壌で、その独特のテロワールがワイ
ンに表現されている。
『シャルドネ 2021年』はレモンなどの柑橘系果物とフローラルなアロマを
持ち、ヌガーを思わせるような香ばしい余韻が長く続く。サステイナビリティー
への意識も高く、ワイン造りにも意欲的に取り入れている。ワイナリーの
敷地内は、ほとんどが自然のまま。昔からの原生林や草地に存在する

植物と動物と共存し、有益な昆虫類や猛禽類
に生息の場を作ることで生物の多様性を促進
している。また太陽光発電によって必要とする電
力のほとんどをまかなっており、エネルギー面にお
いても持続可能な未来に貢献している。

高地に畑を持つサステイナブルなワイナリー

ワイナリーのテイスティングスペース

Bazán Cellars
バザン セラーズ

　メキシコ出身のマリオ バザン氏は、ナパに移り住んでからワ
イン造りに情熱を抱くようになった。最初に働いた「ロバート 
モンダヴィ ワイナリー」ではブドウ栽培を学び、グラン ヴァンを
生む「ト カロン」などの銘醸畑も手掛けている。1998年には
ブドウ畑の管理会社を立ち上げ、「ラッド エステート」「ハートウェ
ル エステート」「ターンブル」「ケンゾー エステート」などがクライ
アントとなった。
　バザン氏自身がワイナリーを開業したのは2005年のこと。妻
のグロリアさんは小児科医からキャリアチェンジし、ワイナリーの
すべてのビジネスを担当し夫を支えている。午前4時前後の
涼しい時間帯に手摘みで収穫されたブドウは厳格に選別さ
れた後、天然酵母で発酵される。ミディアムローストのオーク
樽で熟成した『マリオ バザン カベルネ ソーヴィニヨン 2017年』
はしっかりとしたタンニンに、酸味のバランスが取れた味わいだ。

「ロバート モンダヴィ ワイナリー」
を経て独立

『シャルドネ 2021年』
 Chardonnay  
レモンのフレッシュなアロマ、フローラルな
ノートにヴァニラがアクセントに。ボリュー
ムがあり、余韻が長いリッチなワイン。
希望小売価格：1万1440円

『マリオ バザン カベルネ ソーヴィニヨン 2017年』
 Mario Bazan Cabernet Sauvignon 
希望小売価格：1万8480円

『

レ
ノ
ム
希

『ラマ カベルネ ソーヴィニヨン 2020年』
 RAMA Cabernet Sauvignon 
希望小売価格：1万3530円

オーナーのマリオ バ
ザン氏とグロリアさん
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「インターコースタル ヴィンヤーズ」のワイン造りの哲学は明快だ。
「飲む人の人生を幸福にできるワイン」。このことに尽きると、オーナー
でセールス&マーケティング担当のラシェル スパレッタさんは満面の笑
顔を見せる。ボトルラベルには「Embrace Every Moment（すべて
の瞬間を大切に）」というワイナリーのスローガンが書かれていることか
らも、グラスを手にする人への思いが伝わってくる。
　設立は2016年。農業を営んでいたミッチ スパレッタ氏と米国のリ
コーで長きにわたりセールスマネジャーとして活躍してきたラシェルさん
の夫妻が“ワインへの愛と情熱”を結実させた。ワイナリーが位置する
ローダイは、ラシェルさんの故郷でもある。
　ワインツーリズムも充実したリラックス感溢れるワイナリーだが、実際
に造られるのは、驚くほどハイレベルなワインだ。透明感に満ちた“き
れいな味”が多くのワイン愛好家を魅了し、ワインコンペティションでの
受賞歴も多数。例えば、クラシックスタイルの『シャルドネ リザーヴ 
2020年』はリッチな味わいで、樽のニュアンスが“古き良き時代”を
思い起こさせる。得意とするブレンドスタイルの赤『プロプライエタリー 
レッド ブレンド 2019年』はボルドー品種のメルロとブルゴーニュ品
種のピノ ノワールにプティ シラー、カベルネ ソーヴィニヨンをブレンドす
るというユニークな造りで、このワイナリーならではの個性を感じさせる。
醸造責任者のミッチ氏は、区画ごとに畑を管理し、ブドウの完熟を
待って手摘みをするなどすべての行程を緻密に行うが、大切にして
いるのは「ヴィンテージの特徴とテロワール」だと話す。
「ブレンドする品種や比率は年によって変わります。“その年の最高
のブドウだけをブレンドする”という考えからです」とラシェルさん。
そして最後にこう話してくれた。
「ワインを造っていて幸せなのは、多くの人たちと繋がれること。例え
ば『今、あなたのワインを飲みながら美しい夕焼けを見ています』と
SNSで写真を送ってくださる人もいる。素晴らしいワインを造らなくては、
と思う瞬間です」

Intercoastal Vineyards
インターコースタル ヴィンヤーズ

夫婦二人三脚で造る
“愛に満ちた美しいワイン”

2016年、ローダイにミッチ スパレッ
タ氏とラシェル スパレッタさん夫妻が
設立。ローダイのブドウ栽培規定に
則り、サステイナブルな栽培を実践。
多くのプレミアムワインを生み出して
いる。20年よりカリフォルニア大学
デイビス校で栽培と醸造を学んだミン
ディ ウェンデル氏がワイナリーに参
画、アシスタントとして活躍中

『シャルドネ リザーヴ 2020年』（右）
 Chardonnay Reserve 
ローダイ。シャルドネ100％。フレンチオークで7カ月熟成。レモンやグレー
プフルーツ、ハーブの香りの中に、ヴァニラビーンズのヒント。香ばしく、
滑らかで、クリーミーな質感。ピュアな酸味とふくよかな果実味。カニや
エビなどの甲殻類のグリル、マッシュルームのリゾットなどと好相性。
希望小売価格： 8140円

『プロプライエタリー レッド ブレンド 2019年』
 Proprietary Red Blend 
ローダイ。メルロ、ピノ ノワール、プティ シラー、カベルネ ソーヴィニヨ
ンをブレンド。品種とブレンド比率は年によって変わる。タバコや土、な
めし革、ダークベリーのニュアンスが層を成す、奥行きのある風味。タ
ンニンはシルクのような滑らか。
希望小売価格： 9460円
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ウインターワイン
試 飲 会

Winter Wine
カリフォルニアのブティックワイナリーから直輸入した

お勧めワインの試飲会を開催！

日本未入荷のワイン20 種類以上が楽しめるチャンス！
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Stellareese Wine
ステラリース ワイン

　2007年にレイチェル ステラリース デイヴィースさ
んとジェフリー トーマス デイヴィース氏夫妻が立
ち上げた小規模生産ワイナリー。ナパ ヴァレー
北部のカリストガに位置し、ジャック＆マーシー 
スミス夫妻が営む果実園からブドウを買い始め
たのがきっかけだ。シングルヴィンヤード（単一畑）
のカベルネ ソーヴィニヨンと、全房発酵で造るグ
ルナッシュにこだわり、小規模での生産を続けて
きた。
　代表銘柄の『カベルネ ソーヴィニヨン マーシース ヴィンヤー
ド』も、年間わずか250ケース。きめが細かく滑らかなタンニン
とリッチな味わいのフルボディで、カリフォルニアはもちろん、世
界のワインラバーを魅了している。ちなみにワイナリー名はレイチェ
ルさんの名前と「Stellar」（星のような）を組み合わせたもの。
醸したワインの品質の高さと美味しさを象徴している。

夫妻で始めた小規模生産ワイナリー

オーナーのレイチェル ステラリース デ
イヴィースさんと、夫のジェフリー  トー
マス デイヴィース氏

Rios Wine Company
リオス ワイン カンパニー

　オーナーであるマニュエル リオス氏は10歳のころから父親と
ブドウ園で働き始め、その幼い時の経験がワインへの愛をは
ぐくんだ。やがて「本当に特別なワインを造りたい」という願
いが高まり、ワイン業界で歩むことを決意した。ブドウ畑での
作業に重点を置き、細心の注意と正確さをもって栽培を行っ
てきた。
　1998年に自身の名を冠した「リオス ファーミング カンパニー」
を、2004年に「リオス ワイン カンパニー」を設立。これまで
最大約490ヘクタールの優れたブドウ園を管理してきた。
　ワイナリーを代表する銘柄の『ソーヴィニヨン ブラン 2019年』
はトロピカルフルーツのアロマが特徴的で、飲み進めるとほんの
りとナツメグやヴァニラのニュアンスも。赤ワインの『カベルネ ソー
ヴィニヨン 2016年』は複雑な香りと味わい、長い余韻を楽
しむことができる。

10 歳から畑を手伝い
ワインに興味を持つ

490haほどの広大なブドウ
畑を管理する、オーナーのマ
ニュエル リオス氏

『カベルネ ソーヴィニヨン 2016年』
 Cabernet Sauvignon 
レーズンの香りが印象的。レザーやシナモン、
ベリー類やプラムなどの香りが複雑に表れる。
タンニンは滑らかで、リッチな飲み心地。
希望小売価格：1万5180円

『ソーヴィニヨン ブラン 2019年』（左）
 Sauvignon Blanc 
希望小売価格：6380円

『カベルネ ソーヴィニヨン 2016年』
 Cabernet Sauvignon 
希望小売価格：1万6390円

気温が低い早朝に収穫を行う
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B. Kosuge Wines
ビー コスゲ ワインズ

　バイロン コスゲ氏は、ワイン醸造に携わるようになって
最初の15年間を、ナパ ヴァレーの南側に位置するカー
ネロスの名門「セインツベリー」で過ごした。ブルゴー
ニュ スタイルのワインで知られるセインツベリーを離れた後
も、長年学んできたピノ ノワールやシャルドネを作り続け、
その後チリのカサブランカ ヴァレーやカリフォルニアのソノマ 
コーストなどでのワイン造りを経て2004年、自らのブランド
を立ち上げた。
　フラッグシップワインは『ザ ショップ ピノ ノワール』。ハー
シュ、ハドソン、ソベラネス、カーネロスのモノポールを含
むトップクラスの畑で栽培されたブドウを使用。気品溢
れるルビー色の色合いで、チェリーやイチゴ、プラムなど
の果実に、スミレのような華やかな香りも漂う。エレガント
なスタイルのワインには、コスゲ氏の人柄に通じる洗練さ
れた上質さが表現されている。

ブルゴーニュ スタイルで
エレガントなワインを醸す

オーナーのバイロン コスゲ氏。カーネ
ロスの「セインツベリー」など名だたる
ワイナリーで醸造を学んだ

Three Fat Guys Wine
スリー ファット ガイズ ワイン

　ソノマ ヴァレーの中心にあり、まるで“隠れ家”のような
小さなエリアでワイン造りに情熱をかけるワイナリー。この
地でブドウを育て、ワインの醸造を始めたのは“スリー ファッ
ト ガイズ（3人の太った男性たち）”と名乗るジェイソン スピッ
ツ氏、ダレン カレッジ氏、トニー モール氏の３人の屈強
な男たち。実は全員プロフェッショナルのアメリカンフット
ボール選手という経歴の持ち主だ。かつてチームの要と
なるクオーターバックを、力を合わせて守ってきたのと同様、
いやそれ以上の情熱を、今はプレミアムワイン造りに注い
でいる。
『ソーヴィニヨン ブラン 2022年』は、グラスに注ぐと柑
橘系果物やメロンなどの芳醇なエッセンス、青リンゴのさ
わやかな香りが立ち上ってくる。味わいはシャープで、軽
やかな味わいの料理との相性が抜群だ。テロワールのエ
レガントさを鮮やかに証明するワインに仕上がっている。

“３人の男 ”が醸す五感で楽しむワイン

『ロゼ オブ ピノ ノワール 2022年』（左）
 Rose of Pinot Noir  
希望小売価格：4730円

『ソーヴィニヨン ブラン 2022年』
 Sauvignon Blanc 
希望小売価格：6930円

『ザ ショップ ピノ ノワール 2020年』
 The Shop Pinot Noir  
希望小売価格：7260円

オーナーのジェイソン スピッツ氏、
ダレン カレッジ氏、トニー モール氏
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「デローズ ヴィンヤーズ」はカリフォルニ
アの農業の歴史とともに歩んできたワイ
ナリーだ。イタリアにルーツを持つファミ
リーとして家族の絆を大切にし、1928
年に南サンフランシスコからサン ノゼに
移ってからは、プルーンやチェリーなど
果実の栽培で成功を収めた。ワイン
造りの歴史が始まったのは1974年のこと。
当主で醸造家のアルフォンス デローズ
氏の祖父の弟“アル (アルフォンス) 叔父さん”が自宅の地下室
でワイン造りをスタートしたのだ。ワイン造りへの情熱はさらに高まり、
88年にデローズ ヴィンヤーズを設立、シエナガ ヴァレーの醸造
所と畑を手に入れた。
　ワイナリーの3代目に当たるデローズ氏はこう話す。
「何と、この畑には1855年に植樹されたネグレットが残っていた
のです。1991年に植えた樹も現存しています。古木は収穫量

DeRose Winery
デローズ ワイナリー

古木とファミリーの歴史は
“ワイナリーの宝 ”

長く果実栽培を営んできたファミ
リーが1988年にサン ノゼに設
立したワイナリー。土地と向き
合い、テロワールを反映したワ
イン造りを志す。当主のアルフォ
ンス デローズ氏は2002年から
チリの「ボデガ エル ウイケ」で
コンサルタントも務めており、カ
リフォルニアとチリを頻繁に行き
来している

『カベルネ フラン 2021年』（左）
 Cabernet Franc 
ラ シエナガ。カベルネ フラン100％。グラヴィティーフロー
（重力移動）で果汁を移動させ、天然酵母で発酵する。カ
シスやシナモン、チョコレート、スパイス、タバコなど複雑
な香り。豊かな果実味とタンニンが心地いい。熟成にポテ
ンシャルは10～12年。リブロースステーキなどの肉料理と。
希望小売価格：7700円

『オールド ヴァイン ネグレット 2020年』
 Old Vine Negrette 
ラ シエナガ。ネグレット100％。古木のブドウを天然酵母
で発酵。野生のプラムとベリーを思わせる凝縮感のある香
り。樽由来のヴァニラとスパイスのアロマも印象的。タン
ニンはシルキーで柔らか。仔羊やキノコとの相性が抜群。
希望小売価格：1万3420円

が少ないですが、その分エレガントな味
わいのワインとなります。この畑は私たち
にとっての宝物なのです」
　その古木から造られているのが『オー
ルド ヴァイン ネグレット 2020年』だ。
品種の珍しさも手伝って、人気が高
いワインだという。またデローズ氏が力を

入れているのがカベルネ フランで「タンニンが柔らかく、上質のチョ
コレートのような香りも気に入っている」と話す。『カベルネ フラン 
2021年』はそんな魅力が感じられるワインだ。
　ワイナリーでは、ブドウはオーガニック栽培を行い、下草を生
やしたままでブドウの根が強く張るように育てている。灌漑はしない。
またワイン造りに使う電気をソーラーシステムで100パーセントまか
なうなど、サステイナブルな取り組みを行っている。
「自然に正直に向き合ってワインを造っているだけです。ですか
ら認証などは今のところ取得していません。でも、そうですね、追
い追い考えます」と笑うが、こんなところにもデローズ氏の人柄
が見え隠れする。
　醸造においては野生酵母を使用し、フィルターはかけないと言う。
「ブドウ本来の生命力を生かした、ナチュラルな味わいのワイン
を造りたいのです。アル叔父さんはいつも『大切なのはバランス』
と言っていました。私もこの言葉を大切に、いいワインを造り続
けたいです」
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MCV Wines
エムシーヴィー ワインズ

　2007年からワイン業界で働き始めたマット ヴィラード
氏が11年、自身のワイナリーをカリフォルニアの中央部で
開業した。オーナー兼ワインメーカーであり、16年にはワ
インコンサルティングの仕事もスタートさせている。プティ シ
ラーやブレンドワインを得意とし、目指しているのはエレガ
ントでリッチなワイン。“ワインが自ら語る”を哲学とし、ラベ
ルはシンプルかつエレガントな装いにすることで飲み手がよ
りワインに集中し、香りや味わいを楽しめるようにと考えて
いる。
　代表銘柄の『レッド ブレンド 2020年』は、ブドウの
一部を樽で直接圧搾する。残りはタンクに入れて澄ん
だジュースを分離した後に、オーク樽で15カ月熟成させる。
ブラックベリーやブルーベリーに続き、ヴァニラやモカの香
りが立ち昇り、最後はブラックコーヒーの風味で心地よ
いフィニッシュを迎える。

プティ シラーをメインにユニークなブレンドも

ワインメーカーのジョン 
キース氏と、オーナーの
ニー ラウ氏

Amourvino Winery
アムールヴィノ ワイナリー

　ナパ ヴァレーに位置し、最新の技術とツールを駆使
して最高級のワインを造り出すことに取り組んでいるワイ
ナリー。ブドウの選別からブレンド、ボトリングまで一貫し
て行い、収穫したブドウの自然な風味が保たれるように
努めている。また、わずかな温度変化で風味が損なわ
れることがないように、自社開発した技術で醸造時の温
度を正確に制御する。ワイン愛好家に信頼してもらえる
ワインを目指し、アイテム数も20種類以上とさまざまな個
性を表現している。
『クラシック エー シリーズ シャルドネ 2014年』は完熟
したリンゴとレモン、シトラス系の香りがさわやかさを演出。
さらにベリーやオレンジピールが重なり、複雑な風味に仕
上がっている。『クラシック エー シリーズ ピノ ノワール2018
年』はテロワール由来の干し草のような香りが広がり、
シナモンのニュアンスがワインに複雑さと深みを与えている。

20 種類以上のアイテムを誇る多彩なワイン

『レッド ブレンド 2020年』
 Red Blend 
希望小売価格：4620円

『クラシック エー シリーズ ピノ ノワール 2018年』（右）
 Classic A Series Pinot Noir  
希望小売価格：3410円

『プティ シラー 2020年』
 Petite Sirah 
希望小売価格：6820円

『クラシック エー シリーズ シャルドネ 2014年』
 Classic A Series Chardonnay 
希望小売価格：2640円

樽熟成を行うワインなど、20
銘柄以上を手掛ける

オーナー兼ワインメーカーの
マット ヴィラード氏
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　カリフォルニアのソムリエたちが熱い視線を送る「コルーヴィアル ワ
イン」は2017年、フェルナンド フェルナンデス氏がサンタ バーバラに
設立した少規模ワイナリーだ。銘醸畑として名高いサンタ リタ ヒル
ズの「サンフォード＆ベネディクト ヴィンヤード」や「ラ リンコナーダ ヴィ
ンヤード」のブドウから造られるブルゴーニュ スタイルのピノ ノワールと
シャルドネは、ナチュラルな味わいで高い評価を得ている。だが、フェ
ルナンデス氏は、以前はワインとは無縁の世界にいたという。ワイン造
りを志した理由をこう話してくれた。
「ワインが大好きになったのは1990年代のことでした。以来、時間を
見付けてはカリフォルニアに行き、ワイナリー巡りをしていました。です
が2011年に職を辞し、さあ、これからどう生きていこう……と悩んだ末
『大好きなワインを造ろう』と決意したのです」
　その後、フェルナンデス氏はプエルトリコからカリフォルニアに居を移
し、ソムリエの資格を取得。「オー ボン クリマ」など著名なワイナリー
で研鑽を積んだ。そして17年に夢を叶えたのだ。
「幸運だったのは、1971年に植樹されたサンフォード＆ベネディクト ヴィ
ンヤードやラ リンコナーダ ヴィンヤードのブドウが手に入ったことでした。
これらは何よりも信頼関係がなくては買えないブドウです。ありがたかっ
たですね」
　フェルナンデス氏は収穫期が近付くと毎日畑に出かけてブドウの
成熟度合いをチェックし、完熟したものだけを摘果している。ブドウは
収穫後すぐにプレスし、タンクで24 ～ 48時間、天然酵母で発酵さ
せている。ピノ ノワールは約20パーセントが全房発酵だ。
「果実のピュアな味わいはもちろんですが、そこに茎のニュアンスを加
えることで、ローカルの味を出したいと思っています」とフェルナンデス氏。
ブティックワイナリーならではの魅力が際立っている。

Colluvial Wine
コルーヴィアル ワイン

造り手の情熱とテロワール
ブティックワインの魅力全開！

2017年に設立。オーナーで醸造家のフェルナンド フェルナンデス氏が
少量生産で高品質のワインを目指す。氏のルーツはプエルトリコで、ファ
ミリーは130年以上の長きにわたりラム酒の製造会社を経営し、「常に高
品質を目指す」をモットーとしていた。「私の目標もファミリーのこの哲学と
ともにあります」とフェルナンデス氏

『アドリス キュヴェ シャルドネ ラ リンコナーダ 2020年』（左）
 Adris Cuvee Chardonnay La Rinconada 
サンタ リタ ヒルズ。シャルドネ100％。銘醸畑「ラ リンコナーダ」のシャル
ドネを使用。青リンゴのフレッシュな香りに木樽熟成によるオークのニュアン
スが重なる。ソフトな口当たりでグラスが進む。
希望小売価格：1万1330円

『アドリス キュヴェ ピノ ノワール ラ リンコナーダ 2020年』
 Adris Cuvee Pinot Noir La Rinconada 
サンタ リタ ヒルズ。ピノ ノワール100％。銘醸畑ラ リンコナーダのピノ ノ
ワールを使用。色合いは淡いルビー。チェリーやラズベリー、アニスの香り
とバラの花びらのニュアンス。ナツメグやクローブのフレーバー。樽から来る
ヴァニラの香りも印象的。
希望小売価格：1万3860円
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掲載P Winery Name ワイナリー名

p17 Amourvino Winery アムールヴィノ ワイナリー

p15 B.Kosuge Wines ビー コスゲ ワインズ

Baker Family Wines ベイカー ファミリー ワインズ

p11 Bazán Cellars バザン セラーズ

Bodega de Edgar ボデガ デ エドガー

Cabana Winery カバナ ワイナリー

California Wine Company/Phipps Family of Wines カリフォルニア ワイン カンパニー/フィップス ファミリー オブ ワインズ

Central Coast Wine Works セントラル コースト ワイン ワークス

Clos LaChance Vineyards クロ ラシャンス ヴィンヤーズ

p9 Clos Pissarra クロ ピッサラ

p16 Colluvial Wine コルーヴィアル ワイン

Cufflinks Wine カフリンクス ワイン

DAOU Vineyards ダオ ヴィンヤーズ

p14 DeRose Winery デローズ ワイナリー

Donati Family Vineyard ドナティ ファミリー ヴィンヤード

Dorcich Family Vineyard ドルチッチ ファミリー ヴィンヤード

El Centimo Real エル センティモ レアル

Gamba Vineyards & Winery ガンバ ヴィンヤーズ アンド ワイナリー

Guglielmo Winery グリエルモ ワイナリー

House Family Vineyards ハウス ファミリー ヴィンヤーズ

p10 Intercoastal Vineyards インターコースタル ヴィンヤーズ

JL Wood ジェイエル ウッド

Lightpost Winery ライトポスト ワイナリー

Lion Ranch Vineyards & Winery ライオン ランチ ヴィンヤーズ アンド ワイナリー

p18 McGrail Vineyards マクグレイル ヴィンヤーズ

McIntyre Vineyards マッキンタイアー ヴィンヤーズ

p17 MCV Wines エムシーヴィー ワインズ

Modus Operandi モーダス オペランディ

Nostra Vita Family Winery ノストラ ヴィタ ファミリー ワイナリー

p11 Oakville Ranch Winery オークヴィル ランチ ワイナリー

p12 Rios Wine Company リオス ワイン カンパニー

Roudon-Smith Winery ルードン スミス ワイナリー

Scotto Cellars スコット セラーズ

Small Vines スモール ヴァインズ

p12 Stellareese Wine ステラリース ワイン

Tank House Winery タンク ハウス ワイナリー

p8 TGK by Miura Vineyards ティージーケイ バイ ミウラ ヴィンヤーズ

p15 Three Fat Guys Wine スリー ファット ガイズ ワイン

Travieso Winery トラヴィエッソ ワイナリー

Turkovich Family Wines ターコヴィッチ ファミリー ワインズ

Wood Family Vineyards ウッド ファミリー ヴィンヤーズ

「Gamaエキスパート」取扱ワイナリー
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　リバモア ヴァレー、グリーンビルロードの丘に建つ美しい佇ま
いのワイナリーが「マクグレイル ヴィンヤーズ」だ。素晴らしい眺
望を眼下にワインが楽しめるとあって、多くのワイン愛好家が訪
れる。
　ワイナリーの設立は2008年のこと。ジム氏とジンジャーさんのマ
クグレイル夫妻は、友人や家族と楽しむためのカベルネ ソーヴィ
ニヨンを造ったところ、評判が良く、ワインビジネスに進出するこ
とを決めた。そして家庭的な雰囲気のテイスティングルームを併
設するワイナリーを造るべく、娘で現オーナーのヘザー マクグレイ
ルさんとともに本格的に始動したのだった。以来マクグレイル ヴィ
ンヤーズは「カベルネ ソーヴィニヨンの優秀な造り手」として知
られている。
　だが、今回ヘザーさんが勧めてくれたのは『ソーヴィニヨン ブ
ラン ペイトン ペイジ 2023年』。実は、ソーヴィニヨン ブランはワイ
ナリーの隠れた銘品なのだ。
「この地は朝晩の寒暖差が大きく、ブドウは酸味を保ちつつ、
凝縮して育ちます。この土地ならではのソーヴィニヨン ブランを造
りたいと思っているのです」
　その言葉通り、このワインは果実味が豊かでクリーミーな味わ
いだ。柔らかさを出すために、発酵は90パーセントをステンレスタ
ンクで、10パーセントをオーク樽で行っている。

McGrail Vineyards
マクグレイル ヴィンヤーズ

ファミリーの夢の結実
人 が々集う美しきワイナリー

ワイナリーの歴史は1999年に始ま
る。ジムとジンジャーのマクグレイル
夫妻が畑にカベルネ ソーヴィニヨン
を植え、他ワイナリーにブドウを販売
していたが、2003年に自家用ワイン
を初めて醸造。これが高評価を得た
ことでワイナリーの設立を決意した。
05年には1000ケースの生産を開
始、08年にグランドオープン。以来、
地元で親しまれる存在となっている

『ソーヴィニヨン ブラン ペイトン ペイジ 2023 年』
 Sauvignon Blanc Peyton Paige 
リバモア ヴァレー。ソーヴィニヨン ブラン100％。発酵は90％
をステンレスタンク、10％をオーク樽で行う。ライムやマイヤーレ
モン、ネクタリン、ジャスミンの香り。果実味と酸味のバランス
が取れ、クリーミーな口当たり。サーモンのグリル、フェンネルとルッ
コラのサラダ、砂糖漬けのオレンジピールなどに。
希望小売価格：4950 円

　また、忘れてはならないのが、40年間醸造家を務めるマーク 
クラリン氏の存在だ。クラリン氏はサステイナビリティーを意識し
た栽培を行い、健全なブドウを育てている。ブドウの根がより強
く育つよう、灌漑を用いずに栽培し、畝間の下草は生やした
ままに保ち、生物多様性を促進。ブドウの圧搾も軽めに行い、
最初のピュアな果汁だけを使用する。なるべく人手を介入させず、
ブドウの生命力を生かすのが、クラリン氏の指針だ。
「飲みやすく、誰からも愛されるナチュラルな味わいのワインを造
りたいと思っています。また、ソーヴィニヨン ブランは和食とも合
いますので、ぜひ日本の皆さまに楽しんでいただきたいですね」と
ヘザーさんは笑顔を見せた。

オーナーのヘザー マクグレイルさん
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店名 ジャンル 住所
ビー玉スタンド 天ぷら居酒屋 神奈川県横浜市中区元町3 -141-6
BAR Anchor & Rudder バー 東京都中央区銀座8 -7-11ソワレド銀座第2弥生ビルB1F
BAR Ensemble バー 東京都中央区銀座7-6 -6メトロビルB1F
BAR WHITE OAK バー 東京都中央区銀座8 -7-7中央林ビル302
CASA DEL GUFO イタリア料理 東京都中央区日本橋茅場町2-1-11
CERCLE PLUS ワインショップ 長野県北佐久郡御代田町馬瀬口1794 -1
にぎり長次郎 寿司 全国各地
Forest Vale カフェ、ビストロ 長野県北佐久郡軽井沢町追分1505 -22
銀座 とざき 寿司 東京都中央区銀座8 -5 -21かわばたビル新館2F
JIM.ROOM ワインバー 東京都中央区銀座8 -5 -12第2ポールスタービル6F
創作和食 きりん 創作料理 千葉県八千代市勝田台北1-2-11山万ビル2F
鉄板和食・おばんざい 亀八 おばんざい 東京都中央区銀座7-5 -4ラヴィアーレ6F
LA TEGOLA BRACERIA イタリア料理 長野県北佐久郡軽井沢町軽井沢362-17
THE LION’S DEN バー 東京都中央区銀座5 -5 -9 オージオ銀座ビル 7F
Mixteko Tokyo メキシコ料理 東京都港区麻布十番2-7-11 VERTEX AZABU 3F
MORIASOBI ワインバー 長野県北佐久郡軽井沢町追分119 -10
GinzaWineBar G5 ワインバー 東京都中央区銀座5 -6 -10都ビル7F
WineBar Pluribus ワインバー 東京都中央区銀座5 -11-13幸田ビル4F
鳥善 瀬尾 焼き鳥 東京都港区麻布十番1-4 -2カーサツルオカB1F
焼鳥しふく 焼き鳥 東京都渋谷区道玄坂1-14 -9
WINE BAR Sideways ワインバー 東京都中央区銀座8 -8 -7第3ソワレドビル5F
銀座　柳壽司三代目 寿司 東京都中央区銀座7-2-14月光ビルB1F
Uグループ バー＆レストラン 東京都各地

ワイン導入店

※導入店は一例です
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